


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次





第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

あとがき









[image: ラドウィンの冒険]



















「それは何をしてるんだい？」

　突然、その人はそう問いかける声を聞いたんだ。

　その人はびっくりしただろうね。動物ならきっと恐くて逃げだしていたんじゃないかな、この間の鳥とり兎うさぎみたいに。そうそう、鳥兎はとても恐がりだから、一緒に遊びたいのならゆっくり時間をかけて友達にならないと駄だ目めだよ。この間みたいに追い回したら逃げられてしまうからね。

　でもその人はあの鳥兎とは違っていた。逃げなかったんだ。周りを見回して、しばらく首を捻ひねってから、その問いかけに答えたんだ。

　何と答えたのかって？

　さあ。何だろうねえ。ご飯を食べようとしていたのか、川で洗せん濯たくでもしていたのか、友達と遊んでいたのか、愛する人とお話でもしていたのか。とにかく、今している事を教えてあげたってことだけは間違いないんだ。

　しばらくして、その人はまた問いかける声を聞いたんだ。

「それは何をしてるんだい？」

　そして、その人はまた答えた。それから、一日か、十日か、一季節か、一年か、それとももっと長くか、そんな事が続いたんだ。

　なんでそんなに尋ねたのかって？

　その尋ねた相手は何も知らなかったからだよ。だからその人が何かをするたびに何をしているのか尋ねて、尋ねられるたびにその人が答えていったんだ。

　それでついに、尋ねる声がしなくなった。それ以上、尋ねることがなくなったんだろうね。

　そうしたら、今度はずっと答えていたその人が尋ねたんだよ。

「ところで」辺りを見回しながら言ったんだ。「きみはいつもどこにいるんだい？　姿を見せてよって」

　こうして人と精せい霊れいは初めて出会ったんだってさ。

　本当の話なのかって？

　さあ。何しろ私もその場にいたわけではないからね。ずっとずっと遙はるかにずっと昔の……おっと、菓子パンの焼ける匂においがしてきたな。少し休きゆう憩けいにしようか。


──ある魔ま法ほう使つかいが語った話──
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「ラドウィンと言ったか。試合に参加したいというのは本当にお前さんの方なのか？　わしはてっきり──」

　中年の男はその先の言葉を飲みこんだが、言わなくても言おうとしていたことがラドには分かった。左斜め後ろへと向けられた男の視線、その先にはセネマがいる。雰ふん囲い気きやちょっとした所しよ作さだけで、その実力を見て取ったらしい。

　普段なら自分が誉ほめられたかのように、いやそれ以上に誇らしい気分になっているところだ。親友のセネマはとても優れた剣の腕うでを持っているのだが、自分からはまったく表に出そうとしない。整った少年のような顔で身体からだの線も細いため、その内にある実力に気づく人もほとんどいない。幼い頃から一緒に遊んで、今はともに旅をしているラドとしてはそのことで何度も歯がゆい思いをしている。

　だが、今は事情が違う。セネマをではなく、自分を見てもらわなければならない。

　ラドは男の視線を遮さえぎるように半歩左へ移動して、改めて言った。

「はい、僕です。僕が参加したいんです」

「そうか……一応確認しておくが、お前さんは貴族のご令れい嬢じようの名めい誉よを代理しているとか、どこかの騎き士しの委い任にん状じようをもっているとか、そういうわけではないんだよな」

「そんなものがあったら、こうして頼んだりしていませんよ」

「違いない」

　相手の男は頷うなずき、微笑とも苦笑とも取れるような笑みを浮かべた。

　その表情だけ見ると、髭ひげを蓄え穏おん和わな微笑をたたえた宿屋の主人、といえなくもない。だが、中肉中背のその身体は服越しからもはっきり見て取れるほど鍛きたえ上げられており、むき出しとなっているその腕にはいくつもの傷がある。そして腰こしには一本の立派な剣。ただの気のいいおじさんなどでないことは明らかだ。

　それもそのはず。彼はシャラシエ国に仕える正規の騎き士しであり、そしてラドはそのシャラシエ国が催もよおすという馬上槍やり試合に参加を申し込みに来たのだった。

「しかしなんでわざわざ、槍試合なんて物ぶつ騒そうなものに参加したいと思ったんだ？　お前さんはむしろ学者とか、魔ま法ほうの──」

「僕は」声を張って、騎士の言葉を遮る。「騎士になりたいんです」

「まあ、その騎士とかいうものをやってる身としては、そう言ってもらえるのは嬉うれしいし、少年のような若者がいるのも頼もしい限りなんだが……」

　中年の騎き士しはそんなことを呟つぶやきながら、その傷だらけの腕うでを組んだ。

　雲行きが怪しかった。おそらく、中年の騎士は言葉を探しているのだろう。どういえば、傷つけずに断れるかという言葉を。

　ラドはちらりと視線を斜め後ろへ向けてみた。セネマに自分の援護をしてくれないかと期待したのだが、親友でありそして剣の師でもある旅の相あい棒ぼう、そんな思いに気づかないのか、黙だまって自分を見返してきただけだ。

「少年よ」

　代わりに別の声が答えた。中年の騎士から三歩ほど下がったところ、今までずっと黙っていた若い男である。

「少年よ、負けると分かっている者を参加させるほど、我々騎士も暇ひまではないのだよ」

「おい。クリオルク──」

「トエイン様、はっきり言った方がいいのです」

　クリオルクと呼ばれた男は顎あごの尖とがった鋭い顔つきをしており、右手に羽は根ねペンを、そして左手には羊よう皮ひ紙しの束を抱かかえていた。その様から彼を記録係だろうと思っていたのだが、今の言動からすると、彼も同じく騎士らしい。そういえば、その腰こしには剣も吊つるされている。

「負けたりはしません。どんな怪け我がをしたって、最後には勝ってみせます」

「心意気だけでは何にもならない。お前が十度──いや百度試合を行ったとしても、そのすべての相手に負けることはやらなくても分かる」

　いくら騎士とはいえ、その物言いにさすがにむっとして、ラドはその若き騎士を睨にらみつけた。背中を少し丸めるようにしながら、右手を腰の剣けん柄つかへと伸ばす。

「……だったら、試してみますか。参加できるかどうか」

「それで退ひいてくれるというのなら、その方が早いかもしれないな。いつでもいいぞ」

　柄を握にぎる右手に力がこもった時、目の前に大きな背中が現れた。

「クリオルク、いい加減にしないか。わしたちがここにいるのは、未来ある少年と喧けん嘩かをするためでもなかろうっ」

　木に落ちた雷かみなりを思わせるようなその見けん幕まくに、ラドは自分が怒ど鳴なられたわけでもないのに心臓が一度ひっくり返った気がした。中年の騎士は、焦あせるなとか騎士の役目はなどと若き騎士に話を続けている。

　と、肩かたに腕が回された。

「ラディ、俺おれたちもそろそろ帰らないか？」

「でもさ、セネマ」ラドはまだ声変わりしていないような、少し甲かん高だかいその声に言い返す。「わざわざここまで来たんだよ。それにこんな機会、またいつあるか」

「だけどな、他の人が待ってる。これ以上待たせると、後が恐そうだぞ？」

　セネマはそう言って、背中の方を顎あごでしゃくった。

　振り返ってみると、いつの間にか街の広場に人が集まってきていた。その多くは、籠かごを腕うでに抱かかえた子供、荷に袋ぶくろを肩かたに担かついだ人夫、パイ皿ざらを頭に載のせた給仕といった人たちで、通りがかったついでにその足を止め、ラドと騎き士しのやりとりを見物していたらしい。

　だが、中にはそうした街の人とは明らかに異なる姿もちらほらと混じっていた。古びた剣を帯びたり、無ぶ骨こつな棍こん棒ぼうを手にしていたり、埃ほこりで汚よごれた革かわ鎧よろいを身につけた男たちだ。

　ラドはその一人と目があった。男の吊つり上がった目は苛いら立だっており、顔にはすぐにでもラドのことをはじき出して、自分が申し込みたいと書いてある。もしこれが騎士候補となる者を募つのる場でなく、またここに二人の騎士がいなければ、実際そうしていたに違いない。

　それ以外の人たちも、ラドが見るとからかうような笑みを浮かべたり、心配そうに首を振ったりしていた。やめておけ、怪け我がをするだけですよ、というような誰かの声も聞こえてくる。どうやらみんな、自分より騎士の言い分を正しいと思っているらしい。味方は一人もいなさそうだ。

　そりゃ、僕はそんなに力がありそうな体格とは言えないし、背だって高くない。鍛きたえ上げているのが一目で分かる正規の騎士と比べれば、ずっと頼りなく見えるだろう。けれど、セネマに剣を習うようになってからもう丸二年以上過ぎていたし、旅をしている間にだいぶ体力もついた。もしやらせてくれたら、きっと驚かせることができる。それなのに……

　そう思って、ラドが唇くちびるを嚙かんだ時だった。

「なんだかよく分からないけど」大きくはないがしかし凛りんとした存在感のある声が、人混みを貫いた。「その子がやりたいと言ってるんだから、やらせてあげるくらいいいじゃないの。このけち」

　驚いて、声がした方へ顔を向ける。その声の主はすぐに見分けられた。人の輪から少し離れたところに、紅白のゆったりとした衣い装しように身を包んだ少女が立っている。彼女は不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずにトエインたちを睨にらみつけていた。国に仕つかえる正規の騎士を、だ。

　その様子に、暗くら闇やみに灯ともった明かりのようにラドの脳のう裏りにひらめくものがあった。

「あの、騎士様」

「ああ、少年には見苦しいところを見せてしまったな」

「いえ、あの、あと少し、もう少しだけ待ってもらえませんか。いい解決法があるかもしれません」

「それはかまわんが……」

　申し訳なさそうな顔を見せた中年の騎士にそう言い残して、ラドは少女のいるところへ駆かけ出した。

　先ほどトエインが言っていたが、貴族の後押しを受ければ槍やり試合に参加することができるらしい。そして、あの声の主が貴族のご令れい嬢じようだろうということは、貴族なんてものとまったく縁えんのないラドにも簡単に察しがつく。それなりの身分でもなければ国に仕つかえる騎き士しに向かってあんなぞんざいな口がきけるわけがないし、その身に纏まとっている白と紅あかの衣ころもは遠目から見ても明らかに異質で浮いている。腕うで袖そではゆったりと膨ふくらんで幅が広く、服ふく裾すそは地面に届くほど長い。おそらく高級な生き地じで織られているはずだ。荷物を運ぶような仕事はもちろん、炊すい事じ、掃除、洗せん濯たくといった日々の家庭の雑事が必要な人間がする格好ではなかった。

　あの人に口添えしてもらえれば、もしかしたら──

　傍そばに近づくと、失礼にならないように、ラドはまず頭を下げた。

「ありがとうございました」

「なにが？」

「抗議していただいて……」

「ああ、そんなこと。べつに気にしなくていいって。思ってることをただ言っただけだから」

「あの、それで……」

　考えてみれば、貴族のご令れい嬢じようと話をしたことなど今まで一度もない。どう切り出せばいいのだろう？　いや、そもそもどういう言葉づかいをすれば失礼にならないのか、それすら分からない。

　だが、そんなことを考えている時間はなかった。思い切って正直に頼むしかない。

「お嬢じよう様、お願いがあるのですが──」

　そう言いながら、頭をあげる。

　ぽかんとした。

　少女をきちんと見たのはこれが初めてだった。年はラドと同じくらいで十代半ば、もしくは少し上といったところだろうか。目は吸い込まれそうな漆しつ黒こく、反対にその肌はだは光を放っているかのような白色。その周りをわずかに波だつ白しろ金がね色いろの髪かみが縁ふち取っている。顔つきは少しやつれて見えたが、しかしそれがかえって魅み力りよくを増しているようでもあり──

　だが、見て取れたのはそこまでだった。

「お嬢様？　お嬢様って言ったの？」

　少女が両肩かたを力一杯摑つかんでいた。その外見からは想像できないほど力が強く、指が肩に食い込んできて思わず顔をしかめる。だが、紅白の衣を身に纏まとったその少女はそんな事お構いなしとばかり、さらに前後へと激しく揺さぶり始めた。

「あたしは誰？」

「ど、どういう意味ですか？」

「だってあんた、今、あたしのことお嬢様って呼んだじゃない。あたしがお嬢様だと知ってるんでしょ。ねえ、あたしは誰なのよ」

「それはてっきりご格好からそうなのかと思って……そっ、それより指が、指──」

「……なあんだ」

　少女があからさまに落らく胆たんした声で呟つぶやいた。と、摑んでいた両手もぱっと開かれ、ラドはいきなり支えを失ってそのまま後ろに尻しり餅もちをついてしまった。運が悪いことにそこはちょうど石畳だたみの境目で、石の角かどに腰こしがぶつかって一瞬息が詰まる。

「あたしのこと、知ってるわけじゃなかったのか」

「……貴族のお嬢じよう様ではいらっしゃらないのですか？」

「さあ？」

「さあって」

　ラドは地面と腰に手をつきながら立ち上がった。肩かたがまだずきずきするし、腰は痺しびれたように痛い。その上、思いきり前後に振られていたせいで頭もふらふらする。

「ご自分のことでしょう」

「だからねえ」少女がじれったそうに白しろ金がね色いろの頭を振る。「そのご自分のこととやらが分からないと、あたしはそう言ってるんだけど」

「あっ……」

「あんたが言ったこの格好をしてる理由も分からないし、なんでここにいるのかも分からない。気づいたら、この格好で、この街にいたの」

　そう言って、肩をすくめる。冗じよう談だんめかした仕し草ぐさだったが、しかしその透すき通るような黒い瞳ひとみがまったく笑っていない。からかったり、かついだりしてるわけではなさそうだ。

「あの、その、それは大変ですよね」

　自分でも間が抜けた台詞せりふだと思ったが、他に何と言えばいいかも分からなかった。もちろん大変そう、何か手助けができればとは思うが、実際に何か出来るとは思えない。何しろ自分たちも昨日きのう初めてやってきた通りすがりの旅人に過ぎない。この辺りの事を知らないという点では目の前の少女とほとんど変わりがなかったし、まして彼女が本当にどこかの名めい家かの令れい嬢じようなのだとすればなおさらだ。

「……あの、それでは僕はこれで。早く思い出されることを祈ってます」

　騎き士したちを待たせたままであった事を思い出して、ラドは少女に向かって小さく頭を下げた。一つため息をもらす。

　何にしてもこれで槍やり試合の参加が無理なことはもう間違いない。無む駄だに待たせてしまったトイエン様たちに謝あやまって、それからあの目つきの悪い人に順番を譲ゆずろう。だけど、僕みたいなのも参加できる槍試合なんて次いつあるんだろう。まあ、それまではまた、セネマと当てのない旅を続ければいいけど……そういえば、路ろ銀ぎんがそろそろ厳しくなってたんだっけ……

　そこで再びため息をつこうとした時、ラドは何かにぶつかった。ぼんやりとしながら顔を上げる。寝ぼけた頭に水みず桶おけ一杯の氷水でもかけられたかのように一気に目が覚めた。

　爛らん々らんと自分を睨にらみつける大きな黒い瞳が、すぐ目の前で自分を待ち受けていた。

「あんた、失礼じゃないの」

「あの、はい。騎士の方々を待たせたままですからね。だから今から謝ろうと──」

「あんた、あたしがそのお嬢じよう様じゃないと知ったら、ため息ついたのよ、ため息を。なに、貴族のお嬢様じゃなきゃ価値がないとでもいうわけ？」

「えっ？　いえ、それは誤解──」

「だいたい、あんただけじゃない。この街の連中はみんな嫌いやな奴やつばかりよ」

　先ほど騎き士しを、そして今ラドを睨にらみつけていた少女は、今度はまるで全すべての人に喧けん嘩かでも売ろうとしているかのように、広場に集まっている人々を順々に睨にらみ回していく。

「人がちょっと話を聞きたいって声をかけても、みんなしてあたしのこと無視して、目を見ようともしないよ。冗じよう談だんじゃないわ、まったくどういうつもりなの。こっちは何も分からずに一人で歩いてたってのに。お腹なかだってすいてる。それを我が慢まんして──」

「待ってください。だから、それは誤解ですって」

　高まっていく少女の声を遮さえぎろうと、ラドは少女の手を摑つかんだ。いや摑もうとしたが、彼女は素早くよけたらしく、空くうを摑んだだけだった。

　だが、それでも話を聞く気にはなったらしい。彼女は口を閉ざして、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで改めてラドの事を見た。もっともその吊つり上がった目の角度からして、またすぐにでも爆ばく発はつしそうではある。

「誤解？」

「そうです。街の人がどうとかいうのは分かりませんけど、僕は今まで貴族の人なんて話をしたことすらないんです。そんな事思うわけないでしょう」

「だったら、今のため息はなんなのよ」

「それはその、槍やり試合がもう駄だ目めそうだったので、それでつい……」

「槍試合……ああ、ひょっとして今あそこで話してたこと？　よく分からないけど、あんたはそれに参加したいのに、連中が参加させてくれないみたいだったけど、そのこと？」

「はい、貴族の人の推すい薦せんがあれば参加させてもらえそうだったんです」

「それであたしに声かけてきたわけか。なあんだ、あたしに一ひと目め惚ぼれでもしたのかと思ったけど」

「でも、たしかに失礼な態度だったかもしれません。すみませんでした」

「もういいわ。あんたの事情は分かった」少女は少し困ったように髪かみを搔かき上げ、ちらと騎士たちに視線を向けた。「それにしても、あいつらもけちくさい連中ね。参加くらいさせてあげればいいのに。特にあの若い方、態度も悪いったらないし」そう言って、騎士のいる方に向けて舌したを出す。

　その様子にラドは思わず吹き出してしまった。自分でも言った通り、貴族のお嬢様などまるで無む縁えんの相手だから、彼女たちがどういう人たちなのかまったくといっていいほど知らない。ただ、その乏とぼしい知識の中に、誰だれ彼かれ構わず睨みつけたり、国の騎士に向かって舌を突き出すなんてものがないことだけはたしかだ。そしてそれは悪いものではなかった。

「早く思い出せると──」

「おい、ラディ」

「ああ、セネマ」

「ああ、セネマ、じゃないだろ。さっきから一人で何してるんだよ。早くしろって、みんな待ってるんだぞ」

「あっ……」

　ラドは慌あわてて広場の中心を振り返った。そうだ。待っていてくださいと頼んだままだ。

「とにかく来い」

「うっ、うん。──それじゃ。ほんとに早く思い出せるといいですね」

　わずかに後ろ髪がみをひかれるような思いを抱いだきながら少女にそれだけ言って、ラドはセネマと一緒に騎き士したちが待つ場所に向かって駆かけ出した。

　走りながら、広場に集まった人の輪がさきほどよりも大きくなっていることに気づいた。だが、それ以上に気になったのは彼らの視線だった。相変わらず笑っている人もいるものの、その多くは怪け訝げんそうなそれに変わっていた。きっと爆ばく発はつ寸前だろうと思っていたあの目つきの悪い男でさえその吊つり上がった目に怒りはなく、代わりに何か薄うす気き味み悪そうなものを見るような色が浮かんでいる。

「……あのさ。僕、何か変なことでもした？」

「それは俺おれが訊ききたいよ。いきなり走っていったかと思ったら、頭を下げて、独り言を喋しやべったり、身体からだ振ってみたり、転んでみたり」セネマが呆あきれ顔で振り返った。「いったい何の真ま似ねだ？　騎士を諦あきらめて道化でも目指すつもりなのか？」

「道化って……」

　おそらく少女としていた会話のことを言っているのだろう。たしかに自分でもあまり格好がいいものではなかったと思う、それだけにしては大おお袈げ裟さすぎるような……

「ほら」

　先ほどの場所に戻ると、クリオルクと名乗った若い騎士はすでにその姿がなくなっていたが、トエインの方は待ち続けていてくれた。ただ、その手にさきほどまでなかった何か長い棒ぼう状のものを握にぎっている。

　それが試合で使われる馬上槍やりだとラドが気づいた時、中年の騎士はその深緑色した槍を足下へと横たえた。

「少年、ちょっと持ってみなさい。ああ、慎しん重ちようにな。まずは両手で、それから片手に持ち返るといい。腰こしを傷めるかもしれんから」

　実際の馬上槍を見るのはこれが初めてだった。想像していたものよりも遙はるかに大きく、ゆうにラド二人分くらいの長さがありそうだ。

　握りとなっている部分を両手で摑つかんで、一気に引っ張り上げる。だが、持ち上げた途と端たん身体が前のめりになり、両足を踏ん張って何とか堪こらえた。中年の騎き士しが軽々扱っているように見えたその槍やりは思いのほか重く、そして長く身体からだの均きん衡こうを取るのが難しい。奥歯を嚙かみしめ、ゆっくりと左手を離していった。片手になったところで、そのまま突きの真ま似ねをしようとしてみる。

　しかし、出来たのはそこまでだった。右腕うでが悲鳴を上げて、槍は鈍にぶい音とともに石畳だたみの上に転がった。

「馬に乗り、槍を小脇に抱かかえる。馬上槍試合はそこから始まるのだよ、ラドウィン」中年の騎士はその転がった槍を片手で難なく拾い上げると、申し訳なさそうに付け加えた。「その様子ではさすがに参加はさせられんよ、すまんが」

「…………」

　日の光を反射する槍の穂ほ先さきをぼんやり見上げていると、誰かが隣となりにやってくる気配があった。

「情けない。腹を立てたあたしが馬鹿みたいじゃない」

　少女はそうため息をついた。




　　　　２




「まあ、がっかりするなって。次の機会でも探さぐればいいさ」

　広場から離れてそう言ったセネマの声は、しかし澄ましたものだ。

　ラドは隣を歩きながら、恨うらみがましい目をその日焼けした横顔へと向けた。

「初めからこうなると思ってたな」

「まあ、半分はな」

「半分？」目を瞬しばたく。「じゃあ、残りの半分は上う手まくいくって──」

「違う。失敗が半分なんじゃない、門前払いが半分。あとの半分は……そうだな、参加したもののすぐに落馬」

　背後で吹き出すような笑い声がして、ラドは顔を強こわばらせた。ついてきているのだ。

「おっおい、なに恐い顔してるんだよ。冗じよう談だんだぞ、冗談。いや冗談でもないか──とにかく真ま面じ目めに取るなよ」

「えっ、ああ、違うよ、べつにセネマにじゃないんだ。ちょっと後ろがうるさかったから」

「後ろ？」セネマが背後を振り返って、首を捻ひねった。「猫ねこでもいたのか？」

「ううん、たぶん気のせいだよ」やっぱり聞こえてないし、見えてもいない。となると……「それよりさ、駄だ目めだと分かってたんなら、初めにそう言ってくれればよかったのに。僕が参加したいって言った時に」

「ああ、それはな」

　セネマの声色が変わった。何ヶ月かに一度剣を教える時、親友から師し匠しようへと変わる時にだけ使われる、普段より少し低い声こわ色いろに。

「お前に自分を知ってもらおうと思ったんだよ、ラディ。ほんというとな、馬上槍やりすら持ったことのないお前が槍試合に参加したいなんて言いだしたこと自体、俺おれには驚きだったんだ」

「でもセネマに剣習ってるし、なんとかなるのかなって……」

「あんなのは教えてるうちに入らないって。初歩の初歩、騎き士しの家なら物心ついた頃に教わるていどのことだぞ」

「そっか……そうだよね」

　うっすらとそんな気もしていた。けれど剣についてはまったくの素人しろうとだったから、はっきりそうだとは分からなかったし、今回の話──シャラシエの騎士が騎士候補の若者を募つのって槍試合を行うという話──に参加したいと言った時、セネマがそれを承知してくれたことで少し自信めいたものも抱いだいていた。

　親友の正確な年ねん齢れいをラドは知らない。だが初めて会った時、この短い黒髪かみの彼も自分と同じような背格好をした子供だったから、お互いの年があまり離れていないことだけは間違いなかった。そして体型に大差がないことは今でも変わってはいない。むしろ、こうして並んで歩いていると、決して大きくはないラドの身体からだの線が太く見えるほどだ。

　にも関わらず、この凄すご腕うでの剣士は誰にも負けないんじゃないかという気がラドにはする。実際に大きな斧おのや剣を持った大だいの大人おとなを手玉にとっているところを、一度ならず見てもいた。そんな彼が試合への参加を承知してくれたからには多少なりとも自分の腕前もあがっているのではないか、そう思ったのだ。

　しかし親友にはそれとはまったく異なる意図があったらしい。

　自分の力のなさを分からせるため、か。

　言われてみれば、分かりやすい理由だと思う。少し頭を働かせれば、そのくらい想像つきそうなものだ。けれど、そんな事に気づけないほど、自分の視野は狭くなっていたらしい。いやむしろそんな状態だったからこそ、セネマは今回の事を承知したのかもしれない。

「最初から話しておけばよかったな」頰ほおをかきながら、セネマが言った。「俺おれ、言葉で説明するのあまり得意じゃないし、経験するならその方が早いと思ってさ。悪いことしたな」

「セネマのせいじゃないよ。気づかなかった僕が悪いんだよ」

「もっとも、どうせなら門前払いされるより参加した方がいいとは思ってた。その方が色々と分かることもあるだろうからさ。だから今日のことは俺も残念だとは思ってるんだ」

「でも一つは分かったよ」

「なにがだ？」

「馬上槍は長くて重い」

　冗じよう談だんめかしてラドがそう笑うと、セネマの表情からも強こわばりが取れた。おそらくその外見から甘あまく見られたくないという思いでもあるのだろう、親友は普段少し険しい、気を張った顔をしている。けれどこうして笑うと、その表情は無む邪じや気きな少年のようになる。初めて会った頃のままだ。

「そりゃ、ラディが腰こしに下げてる小剣よりは重いだろうな。あれを扱えるようになるには、基礎体力からもっとつけないと駄だ目めだ」

　腰で揺れている小剣を見た。鞣なめし革がわの鞘さやに入れられたこの小剣は、セネマが扱っている剣と比べると長さは七割ほど、そして重さは半分もない。扱いやすくていい剣だと思っていたが、今回のように他の武器を扱わねばならないとなると、その扱いやすさに慣れていることはかえってよくないかもしれない。

　ちょうど道が二ふた股またに分かれているところまでやってきて、セネマは立ち止まった。ここを左に行けば、ラドたちが部屋を取っている宿屋につく。

「俺おれはいったん部屋に戻るけど、お前はどうする？」

「僕も一緒に──」

　帰ると言いかけて、口をつぐんだ。ちらっと背中の方に視線を向ける。セネマが槍やり試合に参加させようとした意図の他にも自分が気づけなかった事があった。宿へ戻る前にそれを片づけなければならない。

「ちょっと辺りでも見てきていいかな。予定だと昨日きのう一晩だけだったけど、もう今日は泊まりでいいんだよね？」

「ああ、そのつもりだった。というより、明日からどうしようかと考えてたんだ。目当ての騎き士しがやってきてるなんて思わなかったからな」

「そうだね。本当なら王都まで行って、槍やり試合の参加申し込みをするつもりだったのに、まさかこの街で騎士様と鉢はち合あわせるなんて思いもしなかったもんね。これから予定通り王宮まで行っても……参加させてはくれないだろうなあ」

「たぶんな。だいたいあの二人の騎士の口振りからすると、候補を募ぼ集しゆうするってよりも今すぐ剣を使える人間を集めてるみたいだったしな」

「それじゃ、また気楽な放浪の旅に逆戻りか。僕はそれでいいけどね」

「俺もそれでいい。元々何か目的があるわけでもないしな。もう少し真ま面じ目めに剣も教えるさ。じゃあ、また後でな」

「うん」

「ばいばい、セネマさん」

　そう言う声に、しかしセネマは振り返らず、手を挙げもしなかった。ゆったりとした歩き方で左の道を進んでいく。

「また、無視されちゃった」自じ虐ぎやくめいた色を漂ただよわせながら、その声は続けた。「というか、あのセネマさん、ずっと後ろにいたのに一度も目が合わなかった。猫ねこか、とか言ってさ。もちろんわざと無視してたんじゃなければ、だけど」

「セネマはそんな事しないよ」

　小声でそう返してから、周りを見渡す。

　この辺りはあまり裕ゆう福ふくでない人たちが集まっているらしく、ぽつんぽつんと立ち並んでいる家はみな質素な造りをしていた。網あみが張られた家か畜ちく小屋の中でベチがその大きな口をあけて欠伸あくびをしており、シエサ山や羊ぎが長い髭ひげを垂らしながらのんびりと草を食はんでいた。坂になってるところで子供たちが石蹴けり遊びをしているのが見えたが、それ以外に人の姿はなく自分を見ている人はいなかった。これなら話しても大だい丈じよう夫ぶだ。さきほどのように、一人でぶつぶつ喋しやべっている様を見世物にされずにすむ。

「まあ、途と中ちゆうで声をかけてきた行商人も、あんたたち二人にだけに注文を訊きいてさっさと行っちゃったしね。あんなにしつこい人が、わざわざ目の前にいるもう一人の食事代を逃すなんてことするとは思えないし……それで一つ考えたことがあるの。すごく突とつ拍ぴよう子しもない考えなんだけど」

「……どんな？」

「もしかして、無視してるんじゃなくて、みんなあたしの声が聞こえてないんじゃないかって。あたしが見えていないんじゃないかって」

　ラドは振り返った。

　紅白の衣ころもを身に纏まとった先ほどの少女が立っていた。

　いや、人間の少女の姿をした精せい霊れいが、だ。
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　彼女はその吸い込まれそうな瞳ひとみでラドのことをじっと見つめ、そして言った。

「あんた以外にはね」

　ラドは小さく頷うなずいた。

「僕もちょうどそう思っていたところだよ」

　一目見てすぐに気づけなかったのも無理はない。今こうしてそうだと思いながら見ていても、にわかには信じられない。ただの──というには外見が整いすぎているが、とにかく普通の人間の女の子にしか見えない。

　だが、実際は違う。彼女はこちらに迷い込んできてしまった精せい霊れいだ。

　精霊とは、この世界とは異なるもう一つの世界の住人だとされている。そんな世界があるのは吟ぎん遊ゆう詩人の歌の中だけだと言う人もいれば、人や動物が死んだ後その魂たましいとか心とか言われているものが辿たどり着く世界だという人もいる。薄はく明めいと宵よい闇やみを超えた世界の果てには互いに行き来するための門があると言われる一方で、二つの世界は元々一つだったのが今は切り離されてもう遙はるか遠くに行ってしまった、などとも言われる。要するによく分からないのだ。

　ただ、その世界があるのかどうかということを別にして、はっきりしていることもあった。人や動物と異なる精霊という存在がいるということ。その精霊たちの多くは人に見える身体からだを持っていないこと。

　そして、その見えないはずの精霊の姿がラドには見えること。

　この旅の間にも精霊を見かけたことは何度かあった。だが、それらは大きな岩の上に漂ただよっている霞かすみのようなものであるとか、古びた木々の間を飛び回る鳥の面おも影かげめいた姿であるとか、そういう自然に宿る自然霊れいと呼ばれるようなものや、一つの形を取ることのできないような力の弱い精霊ばかり。これほどしっかりと人の姿をした精霊を見たのはセネマと旅に出てから初めてのことだ。

　だから、こんな風ふうに人の姿を取れる精霊がいることはすっかり忘れていた。いや、忘れようとしていたのかもしれないが──とにかく頭の中からまったく抜け落ちてしまって、その事に気づくまでずいぶんかかってしまった。

　広場で街の人やセネマが不ふ審しんの目つきになるのも当たり前だ。何しろ彼らにはずっとラドが一人で頭を下げたり、転んでみたり、空に向かって話しているように見えていたのだから。

「でも、なんでなんだろ」精霊の少女は小首を傾げた。「なんであんたには見えるんだろ」

「……さあね」

　ラドはそれだけを答えた。どうやら彼女自身も自分が精霊だとは分かっていない。何らかの理由で姿が見えなくなったり、記憶がぼんやりしてしまっている人間だと思い込んでいるようだ。精霊は漂ただよいながら、興味を持った相手の影響を強く受けるらしい。おそらく彼女にもそういう相手がいたのだろう。

　だったら、わざわざ余計な事を言わない方がいい──だいたい僕は精霊となんか関わりたくないんだから。

「そ。まあ、仕方ないわね」問いつめてくるかとも思ったが、精せい霊れいの少女は意外にもあっさりと頷うなずいた。「一気にすべての問題が解決できるなんてそんな上う手まい話があるわけないわよね。とにかくこれで、一番間近な問題が片づけられそうだし、続きはその後にしようっと」

「一番間近な問題？」

「決まってるじゃない、ご飯よ、ご飯。気づいてから何も食べてないのよ。もうお腹なかと背中がくっつきそう」

　言うが早いか、紅こう白はくの衣い装しようはくるっとその場で回って、今来た道を元気よく駆かけ出している。どうやら街の広場に戻ろうということらしい。たしかにあの広場に面して何軒けんもの宿屋や食堂が並んでいた。ここクシエナは宿場街であるから、そういった旅人のための店は通りの中心に多く集まっている。

「何してるの。早く行きましょ」

　……まあ、そのくらいならいいか。

　少し迷ったものの、ラドは少女の背中を追いかけるようにして通りを歩き出した。







「理り髪はつ屋やさんかあ。いいなあ、あたしもばっさり切りたいのよね」

「素す敵てきな首飾り。紅あか玉だまはきらきらしてるし、周りの銀細ざい工くも繊せん細さいで、すごく素敵」

「ああ、あの服可愛かわいい。この重くてやぼったいのから着替えたいけれど、なんでか脱げないのよねえ。まったく不便でしょうがない」

　店の前を通り過ぎるたび、精霊の少女は一々声をあげている。見るものすべてが楽しくて仕方がない、そんな様子だ。

　ラドはそんな声を適当に聞き流しながら、広場の一角へと視線を向けた。先ほど騎き士したちが槍やり試合の参加者を募つのっていた辺りだ。あれからまだ一いつ刻こくと経たっていないはずだが、もう受け付けは終わったらしい。集まっていた人の輪はなく、騎士たちの姿も見えない。

　あの目つきの悪い男は参加を認められたのだろうか？　そんなことも頭を過よぎったが、どちらにしろもう関係のないことではある。

「ちょっと、ラディ。人の話聞いてるの？」

「聞いてるよ」半分くらいはだけど。

「だったら、何を黙だまり込んでるのよ。喋しやべる張り合いがないでしょ」

「……あのさ、そんなことしたら、さっきみたく僕が一人でぶつぶつ言いながら歩いてることになる──ってあれ」

　声をひそめながらそう答えたところで、ラドは瞬まばたきをした。

「なんできみ、僕の名前知ってるのさ？」

「いまさらなに言ってるのよ。セネマがそう呼んでたじゃない」

「ああ、そうか。まあ、ラディって呼ぶのは今はセネマだけだけどね。本名はラドウィンだから、ラドって呼ばれる」

「ラド、か。ああ、あたしはエニルよ」

「へっ」

　思わず大きな声を出してしまって、ラドは辺りを見回した。何人かが驚いたように見ていたが、まださほど不ふ審しんな目つきにはなっていない。ラドは俯うつむきながら、小声で訊きいた。

「エニルって名前？」

「当たり前でしょ。たぶん愛称だろうけどね。幼い頃、お父さんやお母さん、それに育ての乳う母ばとか、近くにいる人たちがそう呼んでくれてた」

　ラドは少女のその白く、整った顔をまじまじと見つめた。

「……それを、覚えてるんだ」

「うん。それがどうか──あ、そっか」エニルは納得したように一つ頷うなずく。「話してなかったものね。これもおかしな話なんだけど、自分が誰かとか今なんでここにいるかとか分からないくせに、子供の頃楽しかったことなんかは覚えてたりするのよ。あっ、あの店は？」

　話の途と中ちゆうでいきなり腕うでを引っ張られ、ラドはつんのめって転びそうになった。だが、摑つかんだ方はそんなことお構いなしといった様子で、その腕を持ったまま大おお股またで石畳だたみの上を横切っていく。

　空から足あしを踏むような歩き方で何とかその後についていき、やっと腕が自由になったところで体勢を立て直す。

　顔を上げて、そして目をむいた。

　そこは一軒けんの宿屋の前だった。広場を見渡せる一番いい場所で、立派な石柱で作られた門には金と銀で煌きらびやかな刺し繡しゆうのような装飾がされてあり、門の中では瓶びんを持った彫像が空に向かって水を吹き上げている。その水の輪越しに見える扉とびらは大理石造りで厚く、下働きらしき鷲わし鼻ばなの小男が不ふ機き嫌げんそうな顔で番をしていた。

　どう見ても、ラドのようなしがない旅人のための店ではない。

　エニルがそのまま門に向かって歩き始めたので、ラドは慌あわてて腕を伸ばした。だが、その腕はすり抜けてしまった。精せい霊れいの少女からは摑つかめても、自分から摑むことはできないらしい。舌した打うちをして、少女と門の間に身体からだを割り込ませる。

「ちょっ、ちょっと。いきなり前にこないでよ。びっくりするでしょ」

「きみがこんなところに入ろうとするからだろ。僕がそんなに持ち合わせがあるように見える？」

「見えない」

「……なんか釈しやく然ぜんとしないけど、うん、その通りだよ。だったら──」

「でも、せっかくだからさ、思いきり、お腹なか壊こわれるくらい食べたいのよ。元に戻ったら、必ず返すから」

「無理だって……返すのは」

　やっぱり彼女は自分のことを人間だと思ってる。いつか、元通りに戻ると思っている。けれどそれは無理なのだ──彼女は精せい霊れいなのだから。

「だいたい考えてもみなよ、きみは僕以外には見えていないんだよ。誰もいないはずの席で、次々料理がなくなっていったとしたらおかしいだろ？」

「そこはほら、ラドがあたしの分も食べてる振りもするとか」

「僕にそんな演技力はありません」

「なに、それじゃご飯抜きなの、あたし？」

「何か買って、人のいないところで食べればいいよ。ただし……」

　ラドは腰こしに挟はさんでおいた布ぬの袋ぶくろを手に取った。財さい布ふとして使っているものだ。口紐ひもをゆるめると、中の硬貨を摑つかんで一気に引っぱり出す。てのひらには銅貨が六枚。一食分としては明らかに多すぎたが、今さら戻すのもさすがに格好悪い。そのままエニルに向けて手を差し出す。

「この中で」

「もうちょっとなんとか──」

「ならない」

　断固としてラドは答えると、素早く財布の紐を結び直して腰帯おびへと戻した。旅に出るときに持ち出した宝石も今ではだいぶ少なくなってきている。できるだけ無む駄だ遣づかいは避さけなければならない。

「とにかくこの六枚──いや、一枚は僕とセネマの分だから五枚。これで買えるだけは買っていいから」

「まあ、その辺で妥だ協きようするしかないのかな」

「……妥協ね」

　それはどちらがしているのだろう？

　そんな疑問を抱いだいた時だった。ラドは背後から腰を軽く叩たたかれた。振り返ると、扉とびらのところにいた鷲わし鼻ばなをした小男だった。相変わらず不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたが、少しだけ口元が綻ほころんでいるようにも見える。小男はさらに二度、三度とラドの腰を押した。

「おいおい、兄ちゃんたち。店の前に突っ立ってられると邪じや魔まなんだよ。入らないなら、行った、行った」

「うるさいな。他の客なんて──ちょっと、ラド？」

　エニルが反論しかけるのを後しり目めに、ラドはさっさと歩き出した。下働きの男に追い払われたのは、むしろありがたかった。彼女がいつまた自分の腕を摑んで、店の中に引きずり込もうとするかもしれない。こんな物ぶつ騒そうなところからは早く離れた方がいい。

　ゆっくり歩いていると、精霊の少女はその薄うすめの唇くちびるを尖とがらせながらも、すぐに追いついてきた。

「まったく失礼な店員ね。覚えてらっしゃい。いつか思う存分食べてやるから」

「……変わった捨て台詞ぜりふだなあ」

　素直な感想を述べてから立ち止まり、改めて手を差し出した。握にぎりしめたままだったせいで、手のひらに銅貨の跡あとがついてしまっている。

「とにかく、この中で買えるものだけ。いい？」

「まあ、あまりわがまま言って、おいて行かれたりしたら嫌いやだしね」

　エニルはそう言って笑った。

　しかしラドは笑えなかった。自分の顔が強こわばっていくのが分かる。

「……ちょっと待ってよ。それどういう意味さ」

「どういう意味ってなにが？」

「まさか、きみ、僕と一緒に来るつもりなの？」

「えっ、うん。もちろん手伝ってくれるんでしょ。あたしが誰なのかとか、どうすれば元に戻れるのかとか」

「ご飯をおごるとは言ったけど、そんなの手伝うなんて一言も言ってない。僕は嫌いやだよ。だいたい僕には手伝えることなんて──」

　そこまで言ったところで、言葉を飲み込んだ。

　精せい霊れいの少女がラドを睨にらみつけていた、眉間みけんに皺しわを寄せ、眉まゆを逆立てて。その吸い込むような深い黒色の瞳ひとみがまるで光りを放っているかのように輝いている。

「ラド、それはちょっとずいぶんじゃない？　さっきはあたしを利用しようとしていたくせに、利用できないと分かったら、さっさとお払はらい箱、もう関係なしってわけ？」

「それは違うよ。それにそのことはもう謝あやまった──」

「だいたいあんた騎き士しになりたいとか言ってたわよね。そんな人は、記憶がはっきりしない、お金もない、声も聞こえない、誰にも見えない……そんな風ふうに困ってる人がいたら、自分から助けようとするのが当たり前じゃない。騎士ってそういうものじゃないの？　槍やりがもてるとかもてないとかいう以前に、そういう根っこのところから考え直した方がいいんじゃないっ」

　話すにつれてエニルの語気は荒くなり、途と中ちゆうからすっかり息が上がっていた。両手を膝ひざにあて、うつむきながら何度も何度も深呼吸を繰り返している。だが、そんな体勢からでも、精霊の少女はさらに続けた。

「あたしだって、できればこんなこと言いたくない。さっき会ったばかりの相手、それもこんな頼りなさそうな男の子に、助けて、だなんて、自分勝手だし格好悪いったらないもの。……でも仕方ないじゃない、他に何もないんだから。三日も街の中を歩いて歩いて、声をかけてもみんなから無視されて無視されて……そんな中で、たった一人だけ答えてくれたのがあんたなのよ。……あたしの声が聞こえて、あたしの姿が見える人はラド、あんたしかいない……あたしが他の人に見えてないんだって気づけたのだってラドのおかげなんだ……頼りたくなるじゃない、それが初めて会った相手だったとしても……どれだけ頼りなさそうに見えたとしても……いくら自分勝手だって……格好悪くたって……今のあたしにはそれしかできないの。他に何かある？　あるなら教えてよ……喜んでやるから……教えて……」

　掠かすれて消え入りそうな声は、ついにそこで途と切ぎれた。

　ラドは黙だまってその弱々しい声を聞き続けていた。切れるほど強く唇くちびるを嚙かみしめ、腕うでがわななくほど拳こぶしを握にぎりしめて。

　精せい霊れいの少女は泣いていた。膝ひざに手をついて、その俯うつむいた顔を白しろ金がね色いろの長い髪かみが隠かくしているから、涙なみだは見えない。けれど、息を継ぐたびにその細い身体からだがひきつったように震え、そして話す言葉の合間からは堪こらえきれない嗚お咽えつが溢あふれ出ている。そこには騎き士しに向かって文句を言ったような、ラドを真正面から叱しかりつけたような面おも影かげはまったくなかった。ただただ途と方ほうにくれた一人の少女がいるだけだ。

　何気ない風ふうを装っていても、不安で恐かったのだ。自分が誰なのか、なぜここにいるかも分からず、通りを行く人に声をかけてもまったく無視され、ただ一人ぽつんと歩き続ける。不安でないはずが、恐くないはずがなかった。

　セネマと旅するようになって、もう気持ちの整理はついたと思っていた。

　だが、それは間違いだ。まだ僕は引きずっている。だから焦あせって槍やり試合に参加しようとしたり、相手が精霊だと知っただけでこんな当たり前の事を思いやることさえ出来ず、追い払はらおうとさえしていた。

「……ごめん」

　ラドは頭を下げた。会ってからまだたいした時間は経たっていないが、彼女に頭を下げるのはもうこれで二度目になる。

「本当にごめん」

　三度目。

　広場を行く街の人たちが周りで立ち止まる気配を感じた。何やらひそひそと話す声も聞こえる。おそらく先ほどのように怪け訝げんそうな目で自分を見ているのだろう。だが、今はもうそんなのはどうでもいいことだ。

　しばらく間があった。

　何かがふわりと動いた。

「……あたしの方こそ言い過ぎた。ごめんなさい。あたしはラドの役にはたてなかったし、あたしみたいなのがいても迷めい惑わくなだけなのも分かってる。でも本当に今あたしの声が聞こえて、見えるのはラドだけなんだ。だから──」

「言っておくけど、僕はたいした力にはなれないよ。きみが言った通り、頼りにはならない」

　それは謙けん遜そんでも、予想でもない。紛まぎれもない事実だ。自分が一番よく知っていること、だからこそ言っておかなければならないことだった。

「だけど、それでもいいなら、出来るだけのことはする。それは約束するよ」

　そう言いながら顔を上げると、精せい霊れいの少女と目が合った。彼女はまだ涙なみだの跡あとが残る顔で、しかしすっかりと満面の微笑ほほえみを浮かべていた。

「ありがとう」

　エニルはしなやかな指で目元をふき取ると、そのまま一つ伸びをした。

「あーあ、あの騎き士しのおじさんにあたしが見えてたら、あたしが本当に貴族のお嬢じよう様じゃなくたって、ラドが参加できるように上う手まく言いくるめたのになあ」

「言いくるめってね」ラドは軽く笑った。「それじゃまるで詐さ欺ぎ師しか何かみたいじゃないか」

「じゃあ、説得する、にしておく。やることは変わらないけど」

「もういいよ。だいたい僕が変なお願いしようとしたのが悪いんだし、参加するのが無茶だってことも分かったしね」

「何言ってるのよ。だからこそじゃない。えーと、セネマだっけ、あの人が言ってたよね。試合が始まってすぐに落馬するだろうって。そんな面白そうな物、あたしだって見たい」

「……ああ、そう」

　わざと憮ぶ然ぜんとした顔でそう答えると、エニルはもう一度笑った。それからすっかり元気を取り戻した声で言う。

「それじゃ、今度こそご飯ね？」

　これじゃまるで、自分が誰であるかということよりも目先の食事の方が大切みたいだな。

　そんなことも思ったが、しかしラドにとっても深刻に悩まれるよりその方が気楽ではあった。

　そして何より、目の前にいるこの少女には、怒った顔や泣いた顔より笑った顔が一番似合って見える。

「はいはい、分かったよ」

　だから、ラドは頷うなずいた。




　　　　３




　部屋に入ってきた親友の表情を見て、それはもっともだとラドは思った。もし反対の立場ならば、同じ感想を抱いだいたに違いない。

　ラドたちが泊まっているのは中心通りから外れた、安やす普ぶ請しんの狭い部屋だ。寝台、その脇わきに置かれた小さな円えん卓たくと背もたれ付きの椅い子す、壁に打ち据すえられた外がい套とう架がけの鋲びようと錆さびた角灯、そして部屋の隅すみに片づけられている旅の荷物。これが部屋にあるすべてだった。

　つい先ほどまでは。

「おかえり。部屋にいなかったけど、どこ行ってたの？」

「軽く仮眠を取ってから、ちょっと入りようの品でもと思って市を回ってきた。それよりなあ……」藍あい色いろをした目が怪け訝げんそうに細まっている。「これは何だ？」

　親友が見ているもの、それは新たに積み上げられた皿さらや椀わんだった。それらは小さな円えん卓たくの上だけでは場所が足らずに床ゆかの上にまで及んで、部屋でもっとも広い場所を占めている。もちろん、エニルが銅貨五枚をすべて使いきって買ったものだ。

「夕ご飯」

「それは分かってる。けど、お前、これ、軽く五人分はあったんじゃないか？」

「うん、そのことなんだけど……」

　そう答えかけたところで、ラドは黙だまり込んだ。声は聞こえない、姿は見えない。そんな精せい霊れいの少女がすぐそこにいて、これからしばらく一緒に行動することになる。そんな面倒なことをきちんと順序だてて説明するほど、今は気力が残っていなかった。一晩ぐっすり寝て、頭をすっきりさせたところで改めて話した方がいい。

「なんだよ？」

「いや、ほら……セネマも言ってたじゃない。僕は基礎体力あげないと駄だ目めだって。だから、食べれば身体からだが大きくなるかと思ってさ」

「その前に腹を壊こわすだろ」

「……うん。僕もそう思う」

「まったく、あまり馬鹿な事はするなよ」

　セネマは食器の脇わきを通り過ぎて、寝台の端はしへと腰こしを下ろした。椅い子すが一つしかないから、他に座るところがないのだ。ラドが円卓の上からお盆を差し出すと、親友は右手で鳥のいぶし焼きを一切れ、左手で細長い陶とう器き杯はいを手に取った。

「それだけ？　これはセネマにと思って取っておいたんだけど」

「この沢たく山さんの空あいた皿見てたら、なんかどうでもよくなった」

「……その気持ちは分かる」

　ちらっと床に置いた盆ぼんを見る。そこには自分の夕食がまだ半分ほど残っていた。何しろ空き皿ではなく、食べっぷりそのものを間近で見ていたのだ。もうそれだけでお腹なかがいっぱいになってしまい、とても全部は食べられなかった。

「それで、市のことなんだけどな」手にした焼き鳥を口の中へと放り込みながら、セネマが言う。「ちょっとこの街で足止めされることになりそうだ」

「足止め？」

「ああ。全然物が揃そろえられなかった。俺おれの少し前に大量に買い込んだのがいたらしいんだよ。大がかりな隊商でも通ったんだろうな」

「そっか、ついてないね。でも二、三日ゆっくりするのも悪くないか」

「まあな。で、昼間の続きだが、予定通りシャラシエの王宮まで行くのか？」

「どうしようか。参加出来ないんじゃわざわざ行っても……ああ、でも、セネマは見たいんじゃないの、槍やり試合」

「俺おれが？　まさか」

　親友は鼻先で笑った。手をひらひらと左右に振る。

「俺は騎き士しなんてものにまったく興味はない。そんなの、ラディもよく知ってるだろ」

「知ってるけど、試合なら見たいかと思ってさ。でもほんともったいないなあ。セネマならその辺の騎士にも負けないと思うのに」

「お前に誉ほめられてもなあ」

「あのね、親友の言葉くらい素直に受け取ったら？」

「剣についていえば、親友というより不ふ肖しようの弟で子しといったところだろ」

　冗じよう談だんめかしてそう言ってから、セネマは手の杯さかずきを口元へと運んでいる。中身は水に酸味のある黄き葡ぶ萄どうで風味をつけたもので、二人とも葡萄酒がわりによく飲む。

「出来が悪くて悪かったね。でも、それじゃセネマは本当にただ僕に付き合うためだけに、わざわざシャラシエまで行くつもりだったんだ」

「いや、シャラシエの王宮とやらを一度見てみたいとは思ってたよ。ちょっとした見み物ものらしいからさ」

「ああ。えーと、紅こう宮きゆうだっけ」

　実際に見たことはないが、噂うわさは聞いたことがある。何でもシャラシエの王都は街全体が赤いらしく、緋ひ色いろの都みやことか紅宮とか呼ばれているのだ。特に雪が舞った時などは、赤と白の色彩に彩いろどられて、言葉にできないほど美しい眺ながめになるのだという。

　そしてまた、その都は魔ま法ほうの街としても有名だった。魔法を使う者の数は年々少なくなり、その力は衰すい退たいしていると言われている。だが、緋色の都には未だ多くの魔法使いが集つどい、日々その技を研究し、腕うでを磨みがいているらしい。

　そこまで思い出したところで、ラドは目を見開いた。寝台の方を一いち瞥べつしてから、灰色の汚よごれた床ゆかをじっと見つめる。

　そうか。シャラシエに行けば魔法使いがいる……

「けど、どうしても見たいというわけじゃないぞ。ラディ。お前が槍やり試合に参加するならそのついでに見物するのも悪くないかと思っていただけだ。だからわざわざ行かなくても──」

「ああ、違うよ、セネマ。そうじゃないんだ」

　そう言って、首を振った。一緒に旅をしているこの親友は、自分が考え込んだのをどうやら別の理由に取ったらしい。ふだんどこかがさつな態度を装っていても、こういう時に自分に気を使ってくれていることがよく分かる。つい先ほど相手の簡単な不安にさえ気づけず、泣かしてしまった自分とは大違いだ。

　ラドはもうしばらく考えてから、ゆっくりと頷うなずいた。

「やっぱり予定通りシャラシエに行って、その赤い王宮を見てみようよ」

「まあ特に他に目的地があるわけでもないからな。だけど本当にいいのか？　たしかあそこは魔ま法ほうの街とも言われてたはずだぞ」

「そこで魔法の勉強をするわけでもないんだから、そんなに気を使ってもらわなくても平気だって。せっかくここまで来たんだし、行こうよ」

「お前がそういうならそれでかまわないけどさ……何にしても二、三日はここで休きゆう憩けいだしな。もし、その間にまた何か別の考えでも浮かべばその時はまた考え直せばいいか」

　そう言いながらも、セネマはまだどこか納得していないような、心配そうな顔をして、探さぐるようにラドを見ていた。そんな優しい親友にもう一度お盆ぼんを差し出すと、彼はもう一切れ鳥の足をつまみ上げて口の中に放り込み、残っていた水で一気に流し込んだ。

「それじゃ、また明日な。ラディ、起きたらまずこれ片づけろよ」

「そうするつもり。おやすみ」

　セネマは寝台から立ち上がり、狭い部屋を軽い風のような身のこなしで横切っていった。錆さびつき、軋きしんだ扉とびらの音を残してその姿が部屋の外に消えていく。と、そのセネマが今まで座っていた寝台から、ずっと黙だまり込んでいたもう一人が言った。

「あれ、あんたたち別の部屋なの？　そういやこの寝台一人用ね」

「セネマは隣となり。誰かと一緒の部屋で寝るのは気分が落ち着かないんだってさ。旅の間は野宿だし、街で宿に泊まった時くらいはぐっすり寝たいってわけ」

「落ち着かない、ねえ。まあ、それはそうかもしれないけど」

「納得してくれたみたいでよかったよ。ところでさ」

　ラドが見ると、精せい霊れいの少女は寝台の上にうつぶせで寝転がりながら、足をばたつかせていた。彼女は夕食を食べ終えてからずっとこんな格好をして喋しやべり続けていたのだが、セネマと会話をしている間は一応気を使っていたらしい。

「なに？」

「僕もそろそろ休みたいんだけど。今日は疲れたから」

「ああ、持ったことのない槍やりを持ったり、試合参加を断られたりしてたもんね」

　いや、誰かさんと一緒にいたせいなんだけど。そう思うが、口には出さない。

「もちろん、どうぞ、どうぞ。あたしも適当に休むからさ」

「あたしも休むって……まさかこの部屋で？」

「当たり前じゃないの。宿に泊まるお金なんて持ってないし」

「それはそうかもしれないけれど、でもほら、君は見えないんだから、どこへでも泊まれるじゃない。こんな狭苦しいところじゃなくて、どんな豪ごう華かな部屋だって……ああ、そうだ、君がご飯食べたいって言ってた、あの噴ふん水すいの店。あそこも二階は宿になってるはずだから、空あき部屋でも探して──」

「嫌いやよ、そんな泥どろ棒ぼうみたいな真ま似ね」

　エニルは頭をもたげると、手をついてそのまま寝台の上を移動し、身を乗り出すようにした。腰こし掛かけの上にいるラドを睨にらみつける。

「なに、もう厄やつ介かい払ばらいでもするつもり？　昼間協力するって言ったのに、舌したの根も乾かわかないうちに──」

「違うよ。そうじゃない。たださ」ラドは顔を背そむけてから、腰こしを浮かして椅い子すごと一歩後ろに下がった。「ほら、やっぱり、ね」

「何が、やっぱり、なのよ。だいたいなに顔を背けてるの。ちゃんとあたしの方を見て話を──ああ」

　何かに気づいたらしく、エニルが声を上げた。動く気配を感じてちらっと目を向けると、精せい霊れいの少女はきちんと寝台の上に座り直していた。まったく乱れていない衣ころもの裾すそや衿えりをわざとらしく整えている。

「なるほど」エニルはにやついた笑みを浮かべた。「そういうこと」

「……なんか嫌いやな笑い方だな」

　そう呟つぶやきながら、改めて寝台の方へむき直る。今さらながら、エニルが身体からだをすっかりと覆おおい隠かくす衣を身につけた姿で現れてくれてよかったと思う。そうでなければ、色々目のやり場に困って、余計に気疲れしていたに違いない。

「まあ、そういうことだから──」

「いいわよ。あたし、気にしないから。それにそのくらいの役やく得とくラドも欲しいでしょ？」

「……きみがしなくても僕が気にするって。それに役得ってね、騎き士しは人が困っていたら助けるもの、とか言って僕に説教したのはきみじゃないか」

「それはそれ。これはこれ」エニルはばたばたと手を振りながら、悪びれた様子もなく言いきった。「実際は騎士だって打算なしでやっていけるわけないじゃないの。だからあっていいの、そのくらい。ううん、なくちゃかえっておかしいわよ」

　その言葉にはなぜか妙な説得力があり、ラドも一いつ瞬しゆん納得しかけた。だがそこで相手が精霊であることを思い出し、慌あわててその考えを頭から追い出す。ラド自身も貴族や騎士についてたいした知識はなかったが、それ以上に数日前に現れたばかりの精霊の彼女が知っているわけがない。まったく何をしたり顔で……

　呆あきれながら精霊の少女を軽く睨にらみつけると、何を勘かん違ちがいしたのか、エニルは少し困ったように視線を逸そらした。

「でも、見る以上の役得なんて気はまったくないから、そこは勘違いしないでよ。まあ、ラドは弱みにつけこんでそんなことするような卑ひ劣れつな奴やつじゃなさそうだし、もし万が一そんな気になったとしても──槍やり持った時の体ていたらくを思えばたぶん平気だろうけど」

　これは信用されているのか、それとも見下されているのだろうか。そもそも何を思ってそんな事を言ったんだろう？　色々な疑問が頭を駆かけめぐったが、いずれにしても、考えれば考えるほど落ち込みそうな気がしたので、それ以上深く追及するのはやめた。代わりに歴然とした事実のみを答えた。

「まあ、その心配だけはないよ」

「なんでよ？」

「だって、僕はきみに触さわれないから」

「えっ、ひょっとして、あんたもう──」

「違う、違うって」慌あわてて首を振る。「さっき広場で手を摑つかもうとしたら摑めなかったんだよ。きみからは摑めるみたいだけどさ」

「ふうん、そう。それはそれでちょっとつまんない」

「……はいはい」

「あれ、そういえばさ。ラドはそもそもなんで騎き士しになりたいの？」

「なんだよ、いきなり」

「だって今ね、もしラドが──ってのを想像したら、改めて思ったんだけど」

「……そんなの想像しなくていいから。で、なにを思ったのさ」

「そうね、ちょっと立ってみてくれる。ああ、部屋の真ん中に」

　どうせいいことじゃないだろうと思いつつも、言われた通りにする。と、エニルも勢いよく寝台から飛び降りて、ラドの正面へと立った。それから口元を右手で隠かくすようにして、まるで彫像の観賞を始めようとするどこかの芸術家のような小難しい顔で、ラドの周りをゆっくりと回り始めた。

「たとえば、最初に会った時にラドが言ったみたく、本当にあたしが貴族のお嬢じようさんだったとするでしょ。それでもしラドが騎士なら、あたしを護まもる役目になるわけじゃない？」

「そうだけど……」何となく居心地が悪い。「それがなに？」

　すっかり一回転し終えて再び真っ正面まで戻ってくると、精せい霊れいの少女はラドの頭のてっぺんからつま先までもう一度眺ながめ直した。納得したように一つ頷うなずく。

「やっぱり想像できないな。というか、もし賊ぞくに襲おそわれでもしたら、あたしより先にその辺に縛しばられて転がってそうなのよね、ラドって」

「……もう座っていいかな」

「うん、いいけど」

　心が疲れると、身体からだも疲れるんだな……そんな事を思いながら椅い子すの上に座った時には、相手の少女は寝台の上に戻っていた。両足首を合わせるようにして座り、膝ひざの上で頰ほお杖づえをついている。

「それで、どうしてなの」

「何が？」

「だから騎士になりたい理由だってば」

「ああ……それは……もちろん格好いいから」

「格好いいって昼間のあれが？　ほんとに？」エニルは怪け訝げんそうに首を傾げた。「ただの気のいいおじさんだと思ったけどな」

「あのね、そんなこと誰かに聞かれたら不ふ敬けい罪ざいになるよ。れっきとしたシャラシエの騎き士しなんだから」

「あんたにしか聞こえないんだから平気でしょ。それに事実じゃない。たとえ相手が騎士だろうと、思ったことを話しちゃ駄だ目めなんておかしいわよ」

「まあ、言いたいことは分からなくもないけど……」

　シャラシエの騎士を見たのは、今日が初めてだった。かつて一度だけ見たことのあるアルボルト国の騎士とは、たしかに随ずい分ぶん様子が違ってはいた。

　名高いそのアルボルトの騎士は、磨みがき上げられた揃そろいの甲かつ冑ちゆうをまとい、外がい套とうをひらめかせ、腰こしに象徴である長剣を佩おびていた。その姿は、まるで詩人が歌い伝える伝承世界の住人のようにラドには思えた。詩の中での彼らは、異国からの侵略者や悪の妖よう術じゆつ使つかい、そして誰も見たことのない人智を超えるような怪物に対してさえ、勇ゆう敢かんに立ち向かっていく。右手の剣を揮ふるい、左手の盾たてをかざし、その自らの身体からだで、人を、国を、そしてこの大地を護まもるために。

　それに比べれば、たしかに昼間のトエインという騎士はよく言えば人がよさそうな、悪く言えば威い厳げんが足りない感じはした。

「だったら、もう一人の方は？　けっこう格好よかったと思うけど」

「ああ、あいつ。なんかすかしてる感じで、あたしは好きじゃない。性格も嫌いや味みっぽかったし」

「だったら、エニルが格好いいと思うのはどういう人なのさ」

　その率直な物言いに半ば感心半ば苦笑しながら軽く訊きいてみた。と、精せい霊れいの少女は突然のことに面めん食くらったように何度か瞬まばたきをした。それから、ゆっくりと首を振った。

「分からない」

「まあ、それどころじゃなかったし──」

「そうじゃない、すごく恋とかしたい気持ちはあるんだけど……」枕まくらを拾い上げて、そこに何か答えでも書いてあるかのようにじっと見つめる。「ただ、純粋に分からない。自分がどういう人を格好いいと思うのか、好きになるのか。自分のことなのに、それが分からない。記憶が色々曖あい昧まいだったりするせいなのかな。ラドはどう思う？」

「そんなの、僕に分かるわけないじゃないか」

「それはそうか」

「とにかく話戻すけどさ、僕はそんな役やく得とくなんていらないから。そうだ、セネマのところはどう？　セネマには見えてないんだから、ちょうどいいじゃない」

「やだ。自分を見えない人と一緒の部屋にいるなんて、ぞっとしないもの。ああ、あたし眠ねむくなってきたんでお先ね。じゃ、おやすみ」

　エニルは答えるなり、さっさと布ふ団とんの中へと潜もぐり込んでしまった。

　旅をしていると野宿が多く、たとえ安物であってもきちんとした寝台で寝られる機会はそう多くない。ぐっすり寝たいからとこだわって二つ部屋を取るセネマじゃないが、街の宿に泊まった時に寝台でゆっくり休むというのは、僕にとっても大きな楽しみなのだけど……その丸まった背中が何を言われても動くつもりはないと雄弁に語っている。

　まったく、図々しいというか、堂々としてるというか。

　ラドは小さく息をついて、立ち上がった。椅い子すを寝台からもっとも離れた部屋の隅すみに移動させて、荷に袋ぶくろの中から野宿用の毛布を取りだす。角灯の明かりを吹き消して、その毛布を巻き付けながら、椅子の上に身体からだを沈み込ませる。

　部屋の中はしんと静まり返っていた。昨さく夜や聞こえていた狼おおかみの切なげな遠吠ぼえもきざみ梟ふくろうの低く重々しい鳴き声も今夜は聞こえない。風もほとんどないから、建て付けの悪い鎧よろい戸どや扉とびらが耳障ざわりな音をたてることもない。普段ならばこんな事気にもとめていなかっただろうが、日中色々騒さわがしかったせいか、今夜はその静けさが少し重苦しく感じる。

　人の姿をした精せい霊れい、か。

　寝台へと視線を向けてみた。薄うす暗ぐらい部屋の中、寝台の上に丸まった影が朧おぼろ気げに浮かび上がって見える。

　ラドには精霊が見える。だが、ここまではっきりと人の姿をした精霊と出会ったのはエニルが二人目だ。もしかしたら知らないうちにすれ違ったりはしていたかもしれないが、少なくてもラドの知っている限りは。

　そのもう一人の精霊とは、数年前に一緒に暮らしていた。そして、エニルとはまったく違っていた。その姿は大人おとなの人間のそれであったし、性格も落ち着き払っていて物静かだった。人が大勢行き交う街のような場所にはまず足を運ばず、静かな森で暮らしていた。知らない事はないんじゃないかと思うほど様々な事を知っていたし、狩りに出るとあのセネマが舌したを巻くほどの腕うでだった。料理が上手じようずで一緒に食事はするが、それは一緒に食しよく卓たくを囲むというのが目的らしくその精霊自身が食べるのはごくわずか、エニルのように見ているこちらの胃がもたれるほど旺おう盛せいに食べたりしたことは一度もない。

　本当にエニルとは違う。だけど、それでも、その精霊のことを、そこでの生活のことをラドは思い出してしまっていた。森の中を歩き、動物や精霊と戯たわむれ、そして魔ま法ほうを──

　ラドは慌あわてて頭を振った。毛布を身体に引き寄せて、強く目を閉じる。

　とにかくシャラシエの王都まで彼女を連れていこう。槍やり試合に参加できないにも関わらずその王都へ行くと決めたのは、魔法使いがいるからだ。魔法と精霊はとても密接な関係があるのだという。きっと王都にいるような魔法使いなら自分のように精霊を見ることができ、しかも沢たく山さんの知識や魔法の力も持っているだろう。そんな人を捜さがし出して、彼女のことを頼めばいい。自分がエニルにできることなんてそれくらいしかない。

　だから、あの頃のことなんて考えるな。

　僕と魔ま法ほうはもう関係ないんだ。

　騎き士しになるのだから。
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「ラディ、起きてるか？」

　扉とびらを叩たたく鈍にぶい音に、ラドは重い瞼まぶたを押し開けた。鎧よろい戸どの隙すき間まから差し込んでくる光の様子からすると、もうずいぶん日は高く昇っているらしい。だが、昨さく夜やなかなか寝付けなかったせいもあって、あまり心地いい目覚めとは言えなかった。まだ眠ねむい。

　目を擦こすりながら、ちらっと寝台の方を見る。寝不足の原因となった精せい霊れいの少女はまだぐっすり寝ているらしく、窓の方を向いて毛布にくるまっていた。かすかな寝息の音も聞こえてくる。

「……ちょっと待……うっ」

　そう毛布をはねのけて椅い子すから立ち上がろうとした瞬間、ラドは思わずうめき声を漏もらしていた。背中から腰こしにかけて、まるで針はりが一気に駆かけ落ちるような痛みが走り抜けていく。しばしそのままの格好で硬こう直ちよくする。

　昨日きのう石畳だたみに腰をぶつけたためだろうか。そのすぐ後に重い馬上槍やりを持ったのが悪かったか。それとも変な格好で寝ていたせい？　毛布と木の椅い子すより、寝ね袋ぶくろにくるまって石床ゆかの上に転がって寝た方がよかったのかもしれない。だけどそれじゃ、せっかく宿に泊まったのに野宿するのと変わらないし……

　慎しん重ちように……慎重に。その場でゆっくりと半回転をして、椅子の背もたれを両手でしっかりと摑つかむ。体重や急な力がかからないように背筋を伸ばしながら、少しずつ起きあがる。

「どうしたっ」

　乱暴な音とともに部屋の扉とびらが蹴けり開けられた。セネマが身体からだを低くして部屋の中へと飛び込んできて、鋭い顔をして周囲を睨にらみつけていた。その手が腰こしへと伸びていたが、さすがに今は剣を帯びてはいない。

　ラドは親友のそんな様子に思わず笑ってしまい、再び背中を痛みが駆かけ抜けていった。大粒の汗あせが一つ、額ひたいを流れ落ちる。

「いたた……」

　セネマはそんなラドを見ると、ぽかんと口を開けた。緊張していた身体の力が抜けて、大きくため息をつく。

「……何してるんだ、お前は」

「ちょっと身体の筋すじをひねっちゃったみたい。ほぐれればすぐに治ると思う」

「そのくらいであんな紛まぎらわしい声を出すなよ、まったく」セネマは蹴り破った扉へと近づいて、何度か開け閉めを繰り返している。「もし壊こわれてたら弁べん償しようするところだったんだぞ」

「……扉より一緒に旅してる相あい棒ぼうの方を心配して欲しいんだけどな。ほんとに痛かったんだよ」

「相棒ねえ」

「何をにやついてるのさ」

「別に。だいたいな、お前、わざわざ椅子なんかで寝るからそんな事になるんだ。書物でも読んでたのか？　せっかく寝台があるって──」

　そこまで言ったところで、黒髪かみの親友は口を閉ざした。腕うでを組み、眉まゆ根ねを寄せ、不ふ機き嫌げんさを隠かくしもしない声で言う。

「なるほど、そういうことか」

「なにが？」

「騎き士しを目指すとか言いながらこれか」

「急になに怒ってるのさ？」

「怒ってなどいないって。責めてもいない。ただ、呆あきれているだけだ。いや、感心といってもいいか。騎士に門前払ばらいを受けたことなど何でもなかったみたいだな。ああ、なるほど。皿さらの山もこういう理由だったわけだ」

　何を言ってるんだろう？

　ラドはやっと椅子から立ち上がると、改めてセネマを見た。

　明らかに不ふ機き嫌げんになっている。けれどたしかに、ただ怒ってるというのとは少し違っているようにも見える。怒りたいのを必死に抑おさえようとしてるというか、怒っていいものか戸と惑まどってるというか……もう付き合いも長いし何度か喧けん嘩かもしているけれど、こんな表情はちょっと思い出せなかった。ただとにかく、親友はそんな複雑な顔で部屋の奥をじっと見つめている。

　その視線の先に何かあるのかと辿たどってみても、ここは旅人用の狭い安宿、もちろん何があるわけでもない。黴かび臭くさいベッドと、光が漏もれる隙すき間まだらけの鎧よろい戸どがあるだけにすぎない。

　まさか筋すじの痛みに声を上げてしまったことで、こんな風ふうになったわけじゃないだろうけど……扉とびらだって壊こわれなかったみたいだし。

「お前もとぼける必要はないんだぞ。そいつが誰だろうと別に構わないし、話したくないなら話さなくていい。そもそも俺おれには関係のないことだしな。ただ、昨日きのうはけっこうがっかりしてるように見えたから少し驚いただけだ」

「だから何を言ってるの。さっぱり分からないんだけど」

「つまり……な」セネマは少し口ごもりながら言った。「その女のことだ」

「女？　あっ」

　思わず大きな声を出す。と、その拍ひよう子しにまた背中の筋に痛みが走り抜け、ラドは椅い子すの背もたれをぎゅっと摑つかんだ。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、ラディ？」

「……うん、たぶんね。それよりセネマ、彼女が見えるの？」

「何を言ってるんだ。俺が来た時からずっと気持ちよさそうな寝息たてて、そこで丸まってるじゃないか」

　そう言って親友が寝台の方を顎あごでしゃくった時、丸く膨ふくらんでいた毛布がもぞもぞと動いた。

「あによ……うるさいなあ……」エニルが寝返りを打って、寝ぼけた顔をこちらへと向けた。欠あく伸び混じりの声で言う。「昨さく夜や遅かったんだから、静かにしてよ」

「遅かった、な」

「そうじゃない、そうじゃないって。たぶん、セネマは誤解してるよ。だいたいエニルはさっさと寝たくせに、変なこと言うなよ」

「どう誤解しているというんだ、ラディ」

「いや、だから……とにかく今説明するから、二人とも少し黙だまっててよ」

「ああ、黙っている。さっきも言ったが、俺には関係のない話だからな。いや、どうせなら出ていこうか。二人の邪じや魔まをしたくないし、俺は他人のそんな話を聞いて喜ぶ趣味もないからな」

「そうじゃなくて、出てかれたら困るんだって。ちゃんと説明するから。エニル、セネマが見えるってさ」

「……ああそう、セネマが。それはよかったわね。だからもう少し寝させてってば」

「なんだ俺のことを紹しよう介かいしてくれたのか。わざわざありがたいことだな」

「ああ、もう」髪かみの毛をぐちゃぐちゃとかき混ぜる。「寝ぼけるなよ、エニル。起きろってば。セネマもだから少し黙だまってて」

　駄だ目めだ、自分が何か言おうとすればするほど、変な深みにはまっていってる気がする。とにかく、この精せい霊れいの少女の口から直接説明してもらうのが一番よさそうだ。

　ラドは背中が痛むのを我が慢まんして、大おお股またで部屋を横切った。寝台の傍かたわらに立ち、再び毛布の中に隠かくれようとする少女の耳に向かって怒ど鳴なった。

「エニル、セネマが君のこと見えるんだってっ」

「……うるさいって言ってるでしょ。だから、それがどうか……えっ」

　驚いた声をあげると、精霊の少女は勢いよく上半身を起こした。

「あっ」

　ラドは一瞬その場で固まり、それから慌あわてて顔を背そむけた。憮ぶ然せんとした親友の顔が見える。
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「なに、セネマ。ほんとにあたしの事が見えるの」

「……おい、ラディ、何の話だ。この女は何を言ってる」

「ほんとに見えてるみたいっ。それにあたしの声も聞こえてるみたいっ」

「……良かったね」ラドは顔を背けたまま、その弾はずんだ声に向かって答えた。「でもその前に、毛布でもなんでもいいから、とにかくその辺に転がってるものを羽は織おってよ」

「羽織る？」

　それから五つほど瞬まばたきをする間があった後、頭に枕まくらが命中していた。







「不思議ね、服がなくなるなんて」

　エニルは寝台の上にちょこんと座り、身につけたばかりの服を興味深そうに眺ながめている。粗あらい麻あさ織おりの短たん衣いとズボンで、先ほどどこからかセネマが手に入れてきたものだ。少しズボンの裾すそが長くて折り返さなければならなかった以外、まるで測ったかのようにちょうどよい大きさだった。

　あの着ていた紅こう白はくの衣ころもは跡あと形かたもなくなくなっていた。というよりも、たまたまあの姿で現れたというだけで、元々あんなものはなかったといった方が正しい。精せい霊れいである彼女が人に見えるような身体からだを持っていなかったのと同じく、実際にあの衣い装しようを纏まとっていたというわけではもちろんない。きっと漂ただよっている最中にあんな格好をした誰かを見るなりして、あんな姿をしていたのだろう。

「裾すそをめくるな、腹が見える」セネマが壁に寄り掛かりながら顔をしかめた。「まったく品がないな」

「あら、品がなくてごめんなさい、お上品なセネマさん。でもそのわりにあんたの格好もどうかと思うけど」

「どういう意味だ？」

「さあね？」

「……いけすかない女だな。俺おれは好きじゃない」

「気が合うわね。あたしも同じ事思ってた」

　二人がお互いに睨にらみ合う。その二人のちょうど中間辺りで椅い子すに座っているラドとしては、まるで自分が二人から責められているような気がした。

　もっとも、ある意味ではその通りではある。昨日きのう疲れたからとセネマにきちんと説明をしなかったせいで、いらぬ誤解を生んでしまったのはたしかなのだ。

「まあ、とにかくさ」責任を感じつつ、ラドは場を取りもとうと思って言ってみた。「二人とも朝っぱらから喧けん嘩かは──」

「もう昼だ」

「もうお昼」

「……昼でもやめようよ」

　狭い部屋に三人いて、しかも円えん卓たくとその周りに昨日の食器がここかしこに積み重ねられていて、部屋の中はただでさえ狭苦しい。その上その三人の空気までも重いと、ここまで居心地がよくなってしまうものらしい。

　それにしても、とセネマの渋しぶい横顔をのぞき見る。出会ってからまだ一日ほどしかたっていない精せい霊れいの少女のことはおいておくにしても、この親友とはもう長いつきあいだ。そして、その月日の経験からすれば、この反応は少し意外だった。

　何しろ十代半なかば、まだまだ大人おとなとは言えない二人だけの旅である。しかも一見しただけだと、どちらも見み目め逞たくましいというわけではない。質たちの悪い人から馬鹿にされたり絡からまれたりしたのは、道中一度や二度ではなかった。

　しかしそういう時にむきになったり衝しよう突とつするのはむしろラドの方で、セネマはそんなラドをたしなめながら、適当にやりすごしていた。

　なんで、あんな奴やつらに言わせたいままにしておくんだろう。僕はともかく、セネマの剣の腕うでなら負けるはずないだろうに。ラドがそう言うと、親友からは面倒くさいからという答えが返ってきた。

　そんなセネマがエニルには変に突っかかってる気がする。ひょっとしてこの二人はよっぽど相あい性しようでも悪いんだろうか？　だとしたら、大きな問題が一つ増えてしまう。これからしばらく、一緒に旅することになるかもしれないのに。

「どうしたんだ。ため息なんかついて」

「えっ、うん。あのさ、セネマ。実は話があるんだけど──」

「それじゃ、あたしはちょっと出かけてくるわね。あたしがここにいるとセネマさん、あんまり気分良くないみたいだし」

「出かけるって、どこに？」

「決まってるじゃない、街によ。せっかく姿が見えるようになったんだからね。昨日きのうはラドとずっと一緒で色々大変だったしさ。息抜き、息抜き。ラドはその間にきちんと説明して、セネマさんの誤解といといてよ」

「……息抜きってね」

　大変だったのは僕の方だと思うんだけどな。寝台が使えなかったせいで背中まで痛いし。だいたい、誰のせいで一緒にいることになったんだ。

　そう思ったものの、自分まで言い合いを始めたら、部屋の空気はもう収拾がつかなくなってしまう。ここは我が慢まんだ、我慢。

　床ゆかを見つめながら何度か深呼吸をして心を落ち着かせて、ラドは改めて精霊の少女に向かって言った。

「……まあ、それもいいけど、その前にさ、エニル、きみにも話しておきたいことが──」

「あの女ならとっくに出かけたぞ。お前の外がい套とう羽は織おって」

「えっ」

　顔をあげると、たしかにエニルの姿は影も形も見えなくなっていた。鋲びように掛けておいた外套もたしかになくなっている。

「昨日のご飯もそうだったけど、こういう時は素早いんだな」

「話があるんなら、首根っこでも捕まえて来ようか？　追いかければ間に合うだろう」

　ラドは少し考えてから、首を振った。

「いいのか？」

「うん。かえって、いない方がセネマに話しやすいかもしれない」

　彼女は自分のことを、何らかの理由で姿の見えなくなった人間だと思い込んでいる。もし本当は精せい霊れいであると知らされたら、きっと衝しよう撃げきを受けるに違いない。やっと姿が普通に見えるようになって喜んでいるのだ。その気分に水を差さないためにも、もうしばらくは伝えない方がいい。もちろんいずれは知ることになるのだから、ただの先延ばしにしかならないけれど。

　その精霊の少女が今までいた寝台にセネマが腰こしを下ろしてから、ラドは言った。

「彼女は、エニルは、精霊なんだ」

「精霊？」

　ラドは頷うなずいた。それから昨日きのうあったことを一つずつ話していった。試合の参加を申し込もうとしていた時突然現れたこと、その後彼女が精霊であるらしいと分かったこと、力になると約束したこと──

「なるほどな。昨日の広場での変な行動はあいつがいたせいだったのか」セネマは頷くと、からかうように言った。「断られたせいで、自や棄けになったわけじゃなかったんだな」

「……当たり前じゃないか」

「しかし精霊とはなあ。それならそうと、ラディもその場で俺おれに説明してくれてればよかったのに」

「ごめん。説明するつもりではいたんだけど、ただどう説明したらいいか……何しろ、声は聞こえない、目には見えない。それに、エニル自身は自分のことを人間だと思ってるみたいだったし……そんな風ふうに考えてたら、ちょっといいきっかけがなくて」

「まあ説明されたところで、俺には精霊のことなんてほとんど分からないから一緒だけどさ」

　それは謙けん遜そんだ。いや、ラドに気を使ってくれているのかもしれない。

　実際、セネマは精霊は見えないようだし、魔ま法ほうの勉強もまったくしたことがないらしい。だが、知識は多少持っているし、何よりあの森の事も知っている。こうして話しただけで納得するくらいには分かっているのだから。

「ラディ、どうかしたのか？」

「なんでもない。そういえばさ、セネマもなんか用事があったんじゃないの？」

「んっ？　ああ。けど、たいしたことじゃない。昨日できなかった買い物でもどうかと思っただけだから」

「そっか、昨日はほとんど買えなかったんだっけ。だったらちょうどいいじゃない。エニルのことも歩きながら説明するからさ。じゃあ準備を──」

　そう言いながら椅い子すから立ち上がったところで、ラドはまた固まってしまった。起きたばかりの時に比べたら多少ましになっているが、それでもまだ鈍にぶい棘とげが走り抜けるくらいの痛みがある。

「そのざまじゃ無理だな。そっちは俺おれが見てくるから、ラディは休んでろよ」

「平気、平気。それに動いてた方がこういうのはすぐによくなるはずだし」

　少しぎくしゃくとした動きで部屋隅すみの荷物から剣けん帯たいを引っぱり出して腰こしに巻き付けると、そこに愛用の剣をぶら下げた。次に財さい布ふ代わりに使っている小こ袋ぶくろを──というところで、ラドの手は止まった。

　普段なら剣の傍そばに置いてある、財布袋が見当たらない。腰こし帯おびを探さぐってそこにないことを確認してから、改めて荷袋の中をかき回してみる。

「あれ……おかしいな」

「どうした？」

「財布袋が見当たらなくて」

「その辺に転がってるんじゃないのか」

「だと思う。散らかってるし」

　床ゆかの上に積み重ねられている皿さらやら鉢はちやらを片づけながら、狭い部屋の中を見て回る。だが、使い古した鞣なめし革がわの袋は見当たらなかった。昨日きのうの夕食のために六枚の銅貨を摑つかみだした時まであったのははっきりしている。あの後、その夕食をあれこれと買っているうちに、落としてしまったのだろうか。

「見当たらないな」

　一緒になって探していたセネマが言う。

「宝石の方は別にしてあるんだよな？」

「それは平気。ちゃんと──といっても、そんなには残ってないけどね、財布の中にはいれてない。だからあの袋にはたいした金額は入ってないんだけど、ただ……」

「ああ、あれか」

「……うん。でもかえって良い機会かもしれない。いつか手放そうと思っていたからさ」

　ラドは明るい声でそう答えた。荷物を元通りに片づけながら続ける。

「たぶん、昨日歩いてる時にどこかで落としちゃったんだよ。わざわざ僕みたいな金を持ってなさそうな奴やつの財布を狙ねらうなんていう物好きな掏す摸りか巾きん着ちやつ切きりがいるとも思えないし」

「もしくはあの女かもな」

「あの女？」

　セネマは寝台を顎あごでしゃくった。

「今ここにいた女だよ」

「エニルのこと？」

「俺は気づかなかったが、外がい套とうと一緒に持っていったのかもしれない」

「エニルがまさかそんなことするわけ──」

　しかしラドは途と中ちゆうで言葉を飲み込んだ。

　考えてみれば、エニルはお金をまったく持っていない。それに昨日きのうはあの噴ふん水すいの店でとにかく食事をしたがっていた。今飛び出していく時に、ふと思いついて持っていったというのもあり得ないことじゃない。

「思い当たる節ふしがあったらしいな」

「……少しね」

「それでどうするんだ。確認のために、やっぱりとっつかまえた方がいいんじゃないか」

「いや、いいよ。もし、エニルだとしたら、一言断ってはほしかったけど」

　セネマは何とも言えないため息をついた。

「……まったく、お前は甘あまいというか馬鹿というか」

「それよりさ、セネマ」ラドは慎しん重ちように椅い子すに座り直した。動いていればすぐによくなるだろうと思っていたのは、どうやら間違いだったらしい。背中を冷たい汗あせが流れ落ちている。「筋すじの捻ひねりに効くような薬草持ってない？　また痛くなってきた……それもかなり」







　真っ白なクロスが張られた円えん卓たくの上に、次々と料理の皿さらが運ばれてくる。クローバーを象かたどった焼きたてのパン、固められてゼリー状になった冷たいスープ、金色に照っている鴨かも肉にくの照り焼き、川魚の身と木の実をまぶしたサラダ、ふっくら楕だ円えん形けいに膨ふくらんでいる木き苺いちごのケーキ──

　輝くようなそれらの料理を見回して、エニルはにっこりと微笑ほほえんだ。

「みなさん、どうもありがとう」

「いえいえ、どうぞどうぞ」

「さっさ、冷めないうちに」

「もっと他にはございませんか」

　円卓に同席している三人の男たちが口々にそう言うのを聞きながら思った。

　それじゃ、あとはあたし一人でゆっくり食事を楽しみたいので──というのは、さすがにまずいよね。

　この声をかけてきて、暑苦しい視線を向けてくる男たちに含むところがあるわけじゃない。ただ、こんな風ふうに三方向からじっと見られ続けていてはさすがに気が散る。食事に没ぼつ頭とうすることができなくては、せっかくの料理たちに失礼だという気がするのだ。

　もっともそんな思いはおくびにも出さず、エニルは目を閉じて指を組み合わせて、感謝の祈りを捧ささげる格好をした。それから一番近くにあった焼きたてのパンに手を伸ばす。その葉を一枚千ち切ぎると、ふわりと立ちのぼった湯ゆ気げの中から香ばしい小麦の香りが鼻をついた。

「それでは、いただきます」

　ああ、こんなのそのままかぶりつきたいのに。こんな風ふうにちまちまと……いっそ自分の好きなように食べて、昨さく晩ばんのラドみたいにここにいる人たちをうんざりさせてしまおうか。まあ昨日きのうのは、あの程度のことであれだけしか食べられなくなるラドの方が情けないんだけど。

　そんな事を考えながら、パンの葉を口の中へと放り込む。しっとりとした舌した触ざわりなのにまったく重くなくて、その香ばしい甘あまさに心が躍おどる。しかも美お味いしいだけではなくて、どこか懐なつかしささえ感じさせられるような味だった。

　気づけば、残りのパンを丸々手で摑つかんでそのまま食いつこうとしていた。慌あわててクローバーの葉をまた一枚だけ千ち切ぎり、残りをお皿さらに戻す。

　それからもう一度、にっこりと円えん卓たくの男たちに向かって微笑ほほえんだ。

「とてもおいしいです」

　……危ないところだった。

　なんでもここはシャラシエの貴族ご用たしの宿なのだという。あの人の良さそうなおじさん騎き士しとすかした若い騎士の二人も、この宿に泊まっていたらしい。もっとも彼らは昨日出発してしまったということで、現在そういう人は一人も泊まっていない。それでも壁には動物の剝はく製せいや山の風景画に混じって、シャラシエ国の紋もん章しようを織り込んだキルトが架かけられていた。

　そのせいなのか、店はどうも堅苦しい。円卓に敷かれたクロスは染み一つなく真っ白で自分が汚よごしてしまったらと思うと気が気じゃないし、直立不動の給仕係がすぐ脇わきに控えているのも落ち着かない。運ばれてきた料理はどれもいい匂においがするし、実際今一口食べたパンはとても美味しいが、どれも食器に対してその量が少ないのは不満だった。そして三人の男たちの視線。

　広場で見かけてからやたらとここで食事をしたかったけれど、これなら今日もその辺の市いちで買ったものを宿に持ち込んで、ラドと、もしかしたらセネマと、一緒に好きに食べた方がよかったかもしれない、そんな気さえしてしまう。

　ただ、とりあえずこれで一食浮くことだけは間違いない。それに、お土産みやげって手もある。ラドたちに持って帰れば、わずかなりとも喜んでもらえるかもしれない。そうそう負担ばかりをかけるのは、さすがに気が引けた。そのためには、窮きゆう屈くつな食事やいちいち作り笑顔を向けるくらいは我が慢まんして──

「なんだ、お前は」

　そう言ったのは同席している一人の小太りの男──たしかこの辺に大きな農場を持っているとか言っていた──だった、腰こしを半ば浮かばせながら、思いきり顔をしかめている。

　その男の隣となりに四人目の男が現れていた。彼は綺き麗れいなクロスで覆おおわれた円卓の上で無ぶ遠えん慮りよな頰ほお杖づえをついている。

　へえ、礼れい儀ぎ作さ法ほうがなってないのね。

　エニルはそんな妙な感心をしかけたが、一瞬にしてその評価は一変した。

　男は空あいている左手を無む造ぞう作さに伸ばしてエニルのパンを摑つかむと、まるでそれが当たり前の事であるかのように、丸ごと口の中へと放り込んだのである。

「あ、あんた。礼れい儀ぎってものを知らないの。人のものを勝手に──」

「ああ、なんだ、これ食うつもりだったのか」もごもごと口を動かしながらその男。「ちまちま千ち切ぎって皿さらに戻したから、もういらないのかと思った」

　ひ、人の苦労も知らないで。

　男を睨にらみつける。全体的にあまり特徴のある顔立ちではなかったが、鷲わし鼻ばなと妙に不ふ機き嫌げんそうな表情がやけに印象に残る。

　と、何かがエニルの記憶に引っかかった。なんか見覚えがあるような……

「今日はあのけちな兄ちゃんは一緒じゃないのかい？」

「……けちな兄ちゃん？」

「昨日きのう一緒にいただろ。こう頼りなさそうでどこかぼんやりした──」

「ああ、ラドのこと。……って、あんた、昨日の嫌いや味みな門番っ」

　そうだ、思い出した。この鷲鼻と不機嫌そうな顔。この店の門のところにいて、あたしたちを追い払はらった嫌味な奴やつだ。

「何か用？　あたし今日はきちんとしたお客として来てるんだけど」

　小男は軽く円えん卓たくの男たちを見回した。

「そうらしいな」

「納得したのなら、向こうに行ってくれない。ちゃんと給仕の人はついてくれてるし、あんたの仕事はないわよ。何より、せっかくの楽しい気分が台無しなんだけど」

「仕事ならあるんだよ、残念ながらな。お前さ、ちょっと俺おれと一緒に来いよ」

「はあ？　冗じよう談だんでしょ」

「本気だ。あのパンくらいなら、たぶんいくらでももらえるぞ」

「ふうん。誰かにあたしを連れてこいとでも頼まれたってわけ。でもだとしたら、あんたをその使いに選んだのは失敗ね」

「……だからこんな役目は嫌だったんだよ。くそ、パデウカの奴め」

「君が誰だか知らないが」そう言ったのは、たしか財宝を──いや、借金取りをしてるんだったかな──とにかく何か求めて旅をしているという話をしていたやたら装飾の多い服を着た男だ。「エニルさんに無ぶ礼れいな真ま似ねを働くようだと私が許さんぞ」

　円卓にいた男たちは三者三様に顔をしかめて、新しく現れた鷲鼻の男を睨にらみつけている。小男はそれらを見回すと、虫でも追い払おうとするかのように手を振った。

「やめといた方がいいって。おっさんたちには荷が重すぎる。俺も相手するのめんどくさい。他にやることあるし」

「ぶ、無礼な」

　宝だか借金だかとにかく何かを求めて旅をしているという男は、椅い子すを弾はじき飛ばすようにして立ち上がった。右手を剣の柄つかへと伸ばそうとして、しかし途と中ちゆうで動作が止まる。小男はテーブルの上へと軽々舞い上がると、エニルの手元にあった肉切りナイフを摑つかみ取り、その男の鼻先に突きつけていた。

「だから言ったろ？」

「き、貴様……」

　小男はテーブルの上から飛び降りながら、手のナイフをひょいと放り投げた。ナイフは空中で綺き麗れいな曲線を描いて、鴨かも肉にくの照り焼きに見事に刺ささる。

「まあ、落ち着けって。俺おれだって喧けん嘩かしに来たわけじゃないんだからさ。こちらの姉ねえちゃんにちょっと用があったのと、邪じや魔まなものを片づけてもらおうと思っただけなんだよ」

「邪魔なもの？」

「ああ。ちょっと待ってな」

　小男は一いつ旦たん店の外へと出ていったが、すぐさまその肩かたに酒さか樽だるを担かつぎ上げて戻ってきた。あんな小こ柄がらな身体からだのどこにそんな力があるのか、と思えるほどの大きな樽だ。彼はそれを下ろすと、どこから取りだしたのか手にした短剣をその蓋ふたへと突き立てた。

「極上品だとさ。持て余してしまって邪じや魔まなんでな、いつも世話になってるこの店にというわけだ。ほら、さっさと杯さかずきを持って来たらどうだ？」

　店の中で歓声がわき起こった。数名の給仕たちが奥へと引っ込んで、次々に硝子ガラスの杯を手にして戻ってくる。杯は赤く半透明な葡ぶ萄どう酒しゆで満たされて、誰だれ彼かれ構わず人の手に渡っていく。

　当然のように、エニルの元にも杯はやってきた。しかも持ってきたのは小男自身だ。

「あんたも、ほら」

「……あたしはいらない」

「素直じゃねえなあ。試しに一口だけでも飲んでみろよ」

「しつこいわね、いらないって言ってるでしょ」

「エニルさん、悔くやしいですが、たしかにこれは素す晴ばらしい出来の葡萄酒です。ちょっと簡単には手に入らない」

　そう言ったのは、大きな隊商を持っているという商人だった。そういえば酒も扱っているという話をしていたような……気がする。彼は空からになった杯を手に立ち上がると、酒樽へと向かった。彼だけではなく、店の中の人たちはみな美お味いしいだの素晴らしいだの言いながら、二杯目、三杯目と注ぎたしていた。早くも酔よいが回り始めているらしく、大きな笑い声も響き始めている。先ほどまでの堅苦しく形式張った雰ふん囲い気きが噓うそのようだ。

　エニルはじっと赤く透すき通った杯を見つめた。たしかに、この距離からでも爽さわやかな葡萄の香りが鼻をつく。パンを食べたせいで少し渇いている喉のどに、それはとても魅み惑わく的てきだった。

「……それじゃ、一口だけ」

　ほんの数すう滴てき、口に含んだ。口の中一杯にすっきりとした甘あま酸ずっぱさが広がっていく。

「美お味いしい……わね」

　そう言って、杯さかずきを傾ける。あっという間に一杯飲み終えてしまった。

「んじゃ、また持ってきてやるよ。余っても困るんでな」

「この店、意外と良心的なのね。みんなにこんな風ふうにお酒を振る舞うなんて」

　硝子ガラス杯はいを手に樽たるへと近づいていく小男を見送りながら、何気なくエニルは呟つぶやいた。と、先ほどまでエニルの傍そばに直立不動で控えて、今は葡ぶ萄どう酒しゆを満たした杯を運ぶのに忙しい給仕係が首を振った。

「いえ、違いますよ」

「違う？」

「あの方は店の者ではありません。時々店にいらっしゃるお客様のお付きの方です」

「お付き？」

「ええ。今日そのご婦人はいらっしゃっていませんが、昨日きのうはお見えになられていました」

　話し終えると、給仕係は別の客へと硝子杯を運んでいった。彼自身すでに何杯か飲んでいるらしく、少し足下がおぼつかないように見えた。

「ほらよ、二杯目」

　そう言って硝子杯を差し出した鷲わし鼻ばなを、エニルは眉まゆを顰ひそめながら見た。

「付き人がこんなところに一人でいいの？」

「……誰だよ、んないい加減なこと言ったのは」

「違うの？」

「当たり前だろ。俺おれは付き人なんかじゃねえ。たまたまパデウカと一緒にいるだけだ。だいたいそんなこと言ったら、お前だって昨日きのうは二人でいたじゃねえか。お前はあのひょろっとした奴やつの付き人なのかよ」

「そんなわけないでしょ。ラドは──」答えかけて、目を見開いた。「そういえばなんであんたはあたしがラドと一緒にいたことを知ってるの、なんであたしのことを覚えてるのよ？　昨日あたしのことはラド以外に見えてなかったはずなのに……」

　そう言いながら、目を擦こする。何となく瞼まぶたが重い。もう葡萄酒の酔よいが回り始めたのだろうか？

「へえ、気づいたのか。意外と頭回るじゃんか」少しも感心していない声で鷲鼻が言う。「けど、俺らには人間の酒は強すぎるってのは知らなかったみたいだな。ましてこいつは精せい霊れい用に魔ま法ほうもかけられた特製品だ」

「……精霊？　それに魔法？　……あんた、いったい……」

「だから言ったろ。一緒に来てもらうって」

「……誰があんたなんかと一緒に……嫌いやよ」

　小男を睨にらみつける。頭がふらふらした。小男が葡萄酒で満たされた硝子杯を口元へと近づけてきた。抵抗しようと口を閉じたが、鼻をつままれて思わず開けると一気に流し込まれた。霞かすむ視界の中、口から溢あふれた葡ぶ萄どう酒しゆが白いクロスを赤く汚よごしていくのが見える。

「俺おれだって嫌いやだよ。ったく、素直についてくれば手間がかからなくてよかったのによ。運ぶの面めん倒どうくせえし……パデウカの奴やつ、人のことをいいようにこき使いやがって。気晴らしでもしなきゃやってらんねえよ」

　小男は一層不ふ機き嫌げんな顔で、寝転がっている人々の懐ふところへと次々に手を差し入れている。

　何をしてるんだろ、あいつ……円えん卓たくの上に突っ伏しながらそう思ったのを最後に、エニルの意識は暗くら闇やみの中へと落ちていった。




　　　　２




「街にはもういないんじゃないか？」

　セネマの言葉にラドも賛成だった。

　昨さく夜やエニルが宿に戻って来なかったため、今日は朝から街の中を探して回った。途と中ちゆうまで彼女の足取りを辿たどるのは簡単だった。街は半日あれば一周できる程度の広さしかないし、何よりエニル自身が人に見られるようになったのがよほど嬉うれしかったらしく、やたら人目をひくような真ま似ねをしていたからだ。おかげでどういう道順で街の中を動き回っていたか、手に取るように分かった。

　彼女はまず市いちで服飾や小物の店を見て回った後、子供たちと一緒に石蹴けりをしてしばらく遊んでいたらしい。その後、手相を占うらない師しに見てもらってから理り髪はつ店てんを経て、広場へ。露ろ天てん商しようの様々な商品を見ているうちに、裕ゆう福ふくな商人、街の有力地主、羽は振ぶりのいい旅人という三人の男たちに声をかけられて、例の噴ふん水すいの店に入っていった。

　だが、分かったのはここまでだった。その先から目撃情報はすっかり途と絶だえてしまった。ラドたちもおそるおそるその宿に入ったが、もちろんエニルはいなかった。三人の男の一人だという地主にも会ったが、今ひとつ話は要を得ない。その男の財さい布ふがなくなっていたらしく、知り合いなのかと反対に詰め寄られてしまったほどだ。

　それから人が多い場所をもう一度回り直してみたが、やはりどこからもエニルを見かけたという話は入ってこなかった。日も落ち、結局何の手がかりもないまま、二人は宿へと引き返してきたのだった。

「背中は平気か？」

「うん、もうたいしたことないよ、少し突っ張った感じがするだけ。昨日きのうもらった薬を塗ぬって、静かにしてたのがよかったみたい」

　そう答えながらも、ラドは念のためにと軽く身体からだの筋すじを屈くつ伸しんさせてから、椅い子すへと座った。セネマは空あいている寝台の端はしへと腰こしを下ろしている。

「それにしてもエニルはどうしたんだろう？」

「……さあな。まったく、面めん倒どうな奴やつだ。もういっそこのまま放っておくってのはどうだ？」

「放っておく？」

「ああ。だいたい、どこかへふらっと行ってしまっただけかもしれないだろ。俺おれは精せい霊れいについて詳くわしくないが、少なくてもあいつはそんな事をしそうに見えたぞ」

「うん、そうだね。それがいいかも」

　ラドが頷うなずいて見せると、親友は苦笑した。

「お前な、そんな見え見えすぎる噓うそをつくな。どんな反応したらいいか俺の方が困るだろ」

「……ばれたか。うん、僕はそれよりも何かあったと考える方が自然な気がするんだ」

　もちろんセネマの言うように、エニルが気の向くままどこか他の場所へ行ってしまったとか、誰か他に頼りになりそうな人を見つけた、というのは十分考えられることだし、それならそれでよかった。けれど、見えるようになっても、自分が誰かということはまだ分からないままなはずだったし、別れるにしても一言くらい言っていくんじゃないかそんな風ふうに思う。

　そして、あの涙なみだ。

　何かあったにせよ、精霊のただの気まぐれにせよ、このまま放っておく気にはなれなかった。

「それで、あのじゃじゃ馬の精霊に何かあったとしてだ、どうやって探し出してその首根っこを捕まえるか、それが問題だな」

「協力してくれるの？」

「いまさら何を言ってるんだ。当たり前だろ」

「でも、セネマ、エニルのことあんまり好きじゃないみたいだったし」

「まあな」セネマは軽く肩かたをすくめた。「けど、自分が誰かも分からずに一人で彷徨さまよってたんだろ？　だったら俺が個人的にあいつをどう思うかなんてのは些さ細さいな事だからな……それにちょっと気になることもあるし」

「気になること？」

「……いや、本当にたいしたことじゃないんだよ。どうせ気のせいさ。何しろ随ずい分ぶん前、一度切りの話だし。そんなことよりも、お前の方こそ本当にいいのか？」

「何が？」

「もちろん、精霊だの魔ま法ほうだのがからむことが、だよ。俺があいつを助けようと思うことより、そっちの方がたいしたもんだと思うぞ」

　見れば、気き遣づかわしげな藍あい色いろの目がラドのことを見ている。

　その言葉、そしてその視線にラドは少しいたたまれない気分になった。昨日きのうエニルを精霊だと知ってから、無む下げに扱おうとしたことを思い出したのだ。おそらくこの気の優しい親友なら、自分のようにその場での感情を優先させたりはせず、当然のように助けようとしていたのだろう。

「ラディ、どうかしたか？」

「……ああ、うん、大だい丈じよう夫ぶ。それはセネマの買いかぶりだよ。昨日きのう頼まれた時、助けるって約束しちゃったから。それでこのまま知らんふりするのは、さすがに寝ね覚ざめが悪いと思わない？」

「……まあ、それはたしかにな。いいか、ラディ、忠告しておいてやるけど、今回はともかくとしても、これから誰かと関わる時には相手をきちんと選べよ。特に女──いやあいつは精せい霊れいだったな、とにかく、相手は選ぶようにするんだぞ」

「へえ」ラドは茶ちや化かすような笑みを親友に向けた。「セネマは選んでるわけ？」

「俺おれはそもそも興味がない」

「そうなんだよね」

　セネマは照れて誤ご魔ま化かそうとしているわけでも、噓うそをついているわけでもなかった。旅をしてこの二年間ほとんど一緒に行動しているが、本当にそんな素そ振ぶりを見せたことがない。強しいていえばこうして街の宿に泊まっている間は別々の時間になるが、やはりそんな気配を感じたことはなかった。

「格好いい──たしかミネアの街だったっけ、あそこで会った年上の女の人なんかからは可愛かわいいとか言われてたけど」

「……嫌いやな事を思い出させるなよ」

「とにかく外見はいい、まあ、ちょっとぶっきらぼうだけど優しい、剣の腕うでだってすごい。いくらだってもてるはずなのに、もったいないなあ」

「お前こそ買いかぶるにもほどがあるぞ。それにいいんだって、面めん倒どうだし。だいたい今は誰かさんの剣の師し匠しよう役やくで手一杯だしさ」セネマはラドに向かってそうやり返してから、表情を真ま面じ目めなものにした。「それでさしあたって面倒な奴やつの話だが」

「うん」

　ラドも笑いを収めて頷うなずく。

「探すと言っても実際にどうするんだ？　何の手がかりもない中を闇やみ雲くもに探すなんて大変すぎる。しかも見つかるとも思え──」親友は何かに気づいたように、そこで言葉を切った。ラドの顔をじっと見る。「何かあるのか？」

　ラドは何となく手のひらを広げ、じっとそれを見つめた。

「……なくはないかもしれない。あまり離れていなければ……そして、上う手まくいけば、だけど」

「そうか」

　セネマはそう答えると、それきり黙だまり込んでしまった。それ以上何かを訊きいてこようとはしないし、そんなことができるなら早く言えと責めることもない。魔ま法ほうのことだと気づいた時にはいつもこうだ。ただ黙って、ラドがどうするかに任せる。

　そう、方法はある。

　ラドの財さい布ふ袋ぶくろの中には小さな護ご符ふが入っている。その護符には魔法がかけられてあり、やはり魔法によってその場所を探さぐることができる。元々は昔ラドが森で迷った際、次からは探すための目印としてある人がくれたものだ。

　森を離れて旅に出ることを決めた時、ラドはありとあらゆる魔ま法ほうと関わりを絶とうと思い、魔法に関わるものは何一つ持ち出してはこなかった。しかしあの護ご符ふだけは財さい布ふの中に入れたままだったことを忘れてしまっていた。いつも持ち歩いていたから、あるという事さえ思い出せなかったのだ。以来、捨てることも出来ず、何となく持ち続けている。

　もしエニルがあの財布袋を持っていったのだとすれば、中の護符を探すことで追いかけることができるはずだ。

　だけど、僕はもう魔法は……

　顔を上げると、セネマは鎧よろい戸どの外を眺ながめていた。やっぱり魔法を使わないと言えば、きっとこの親友は文句も言わず、別の方法で──おそらくただ歩きまわることで──探し出そうとするのだろう。もちろんそうしたところで、エニルを見つけるのは難しいと分かっていても。

　ラドは言った。

「ずいぶん久しぶりだから上う手まくいくかは分からないけれど、単純なものだし、試してみるよ」

　セネマは小さく頷うなずいた。







　瞼まぶたを押し開けたエニルの瞳ひとみへと真っ先に飛び込んできたのは、シャンデリアのきらきらとした輝きだった。薄うす暗ぐらい部屋の中で青白い炎ほのおが円を描くように灯ともっており、その周りに張り巡めぐらされた細かな銀の螺ら旋せん環かんを反射させている。

　まるで、闇やみ夜よに浮かぶ月明かりみたい、とエニルは思った。

「綺き麗れいじゃろ」

　部屋の奥からだった。エニルがそちらに頭を向けようとすると、急に息がつまった。何か紐ひも状じようのものが喉のどに巻き付けられている。

「精せい霊れいを魔法で縛しばるのは色々と面めん倒どうなものじゃからな、一番簡単にできる首を留めさせてもらったよ。それは本物の紐ではなく魔法であるから、そなたが力ずくで千ち切ぎろうとしても無む駄だじゃ。だからあまり動こうとはしない方がよいぞ──首が締まっちゃうからの」

　何が首が絞まっちゃう、だ。息が止まったら、死んでしまうじゃないの。

　そう言い返そうと身を前に乗り出すと、さらに喉に紐が食い込んできた。「なっなにが」とまで言ったところで咳せき込んでしまう。

「言ってるそばから。やれやれ、残念じゃが、あまり頭はよくないようじゃの」

　部屋の暗さに目が慣れてきたおかげで、薄暗い部屋の奥に影絵のような女の姿が見分けられた。小さくほっそりとしたその姿は、強い風でも吹けば吹き飛ばされてしまいそうなほどだったが、それがかえって相手の得え体たいの知れない薄気味悪さをいや増していた。その彼女の周りには小石のような大きさの丸い影が無数に飛び回っており、その影が動くたびくちゃくちゃというような粘ねん度どのある音が聞こえ、鼻をつくような刺激のある臭においが漂ただよった。

「それで」胸に漠ばく然ぜんとした不安が湧わき上がってきたが、それをうち消そうと薄うす闇やみに向かって大きな声を出す。「これはどういうことなのか説明してもらいましょうか。まず、あんたの名前から」

「わらわはパデウカ。この邸やしきの主人じゃよ」

「パデウカ、ね。それじゃ、パデウカ、改めて訊きくけど、なんであたしはいきなりそのあんたの邸とやらにいて、首に魔ま法ほうの紐ひもとやらをかけられるなんて目にあってるわけ？」

「何も覚えておらんのか？　もっとも丸一日以上も寝ておったしなあ。まったくヘックの奴やつめ、飲ませすぎじゃ。あやつはこちらの世界に迷い込んできてからもうずいぶんたつというに、未だに適度という言葉を理解しておらん」

　奴と呼んでいることからすると、ヘックというのはたぶん人の名前なのだろう。だけど、飲ませ過ぎって？　それに、こちらの世界に迷い込んできてからって何？

「そもそも、わらわはまずは説得して連れてこい、酒はいざという時のための最終手段と言っておいたというに。この様子じゃ面めん倒どうだからとたいした説明もせずにさっさと飲ませて連れてきたんじゃろうな。やはり今一度、あやつには僕しもべとしての教育をし直さねばならぬか──」

　独り言のようにぶつぶつ不満げに喋しやべっている女の声を聞きながら、エニルは必死になって頭を回転させていた。そしてどうにか記憶が少しずつ戻ってきた。自分が誰だったかということを忘れてしまってはいても、新しくあったことを覚えることが出来ないというわけではないらしい。

　そうだ。あたしは身体からだが見えるようになってから、しばらく街を歩きまわり、その仕上げとばかり、声をかけてきた人たち──三人だったか、四人だったか、とにかくそのくらい──と一緒にあの噴ふん水すいの店でご飯を食べていたんだった。ラドたちにお土産みやげでも持っていってあげようかとか考えていたら、不ふ機き嫌げんそうな顔つきの男がやってきて、葡ぶ萄どう酒しゆを勧められて、それからクロスが赤く染まって──

「……あのさ、もしかして、ヘックってのは鷲わし鼻ばなで不機嫌そうな小男だったりする？　それであんたはそいつの主あるじか何かだったり？」

「ふむ、察しは悪くないようじゃの。そういうのは好ましいぞ」パデウカと名乗った女は機嫌を直した声でそう答えた。「その通りじゃよ」

　なるほど。あの不機嫌そうな表情をしていた小男は、この女の僕だか下男だかで、この女があいつに命令してあたしをここまでさらわせてきた、とどうやらこういうことらしい。飲ませ過ぎというのはもちろんあの葡萄酒のことだろう。中に自分を眠ねむらせる薬でも入っていたのに違いない。

　エニルは小さくため息をついた。

　あーあ。なんであんなの飲んじゃったんだろう、あたし。

　怪しいのは分かっていた。けれど、みんながあまりにも美お味いしい美味しいと言っていたし、実際あまりにもいい香かおりだったものだからつい飲んでしまった。まったく、なんて……

　そう自分で自分に呆あきれた時、部屋の空気がふわりと揺れるのを感じた。エニルがはっとして意識を目の前に戻すと、女の影絵のような姿が部屋の奥から自分の方へと近づいてきているのが見えた。だが、パデウカは歩いていなかった。床ゆかをすべるようにして移動している。その動きは人というよりも、まるで風に吹かれた柳のようだ。

　そんな影の様子に、自分の状況を考えることで忘れかけていた不安が胸へと蘇よみがえってきた。パデウカはみるみるうちに近づいてきて、広い部屋を横切って、もうそこまでやってきている。

　どうする……どうする？

　だが、すぐ目の前まで相手がやってきた時、そうした不安や思おも惑わくよりも早く、エニルは相手に組みつこうと反射的に相手にその腕うでを伸ばしていた。指が相手の頰ほおをわずかにかすめたが、しかしそこまでだった。喉のどを絞しめている紐ひものせいで、あと爪つめ一枚というところで相手に腕が届かない。いやおそらく、わざとそんな絶妙な距離にこの邸やしきの女主人は止とどまったのだろう。

　エニルは歯は嚙がみして、やってきた女を睨にらんだ。年は二十半ばといったところだろうか。いつの間に持ってきたのか背もたれのない腰こし掛かけに座っていた。影で見たとおり小こ柄がらで線も細かったが、それでいて開いた胸元はやけに豊かな曲線を描き、そこに青玉の首飾りを下げていた。青白い炎ほのおに照らされているせいなのかその肌はだは真っ新な白はく磁じのようにも見え、染み一つないのではないかと思えるほどだ。

　パデウカはちらとエニルの手を見てから、自分の頰を何度かなでた。

「まったく、わらわの肌に傷でもついたらどうしてくれるんじゃ」

「その方が愛あい敬きようが出るんじゃないの。ああ、くそ。あともうちょっとだったのに」

「やれやれ」小柄な女が嘆かわしげに頭を振る。「乱暴な上に、言葉づかいもなっとらんか。これじゃから、近頃の若い連中ときたら駄だ目めなんじゃ」

「人を勝手にこんなところにつれてきて、首に紐かけておくような奴やつに言われたくないわね。それに若い連中って、あんただってまだ似たようなもんじゃないの」

「ほお。そなた、わらわが何なん歳さいに見える？」

「二十四、五ってところでしょ」

「二十四、五か」

　パデウカは面白がるような笑みを浮かべている。

「……違うの？　だったらずいぶん若く見えるけど三十それとも三十五くらい？　それとも反対に大人おとなびて見えるけど二十になったばかりとか？」

「ふむ」

　これも外れてる？　だとしたらいったい……そこまで考えたところで、あまり深く追及しない方がいい気がしてきた。そもそも相手が何歳だろうと、そんなことはこの状況ではどうでもいいことだ。

「とにかく、あんたみたいな失礼な奴やつに、人のこと言う資格なんてない。あたしが言いたいのはそういうことよ」

「まあ、たしかにそなたの言うことにも一理ある」パデウカは悪びれた様子もなく頷うなずく。「じゃが、わらわは失礼な真ま似ねをしたことを忘れるような、礼れい儀ぎ知らずではないぞ。詫わびとしてそなたのためにとっておきのものを引っ張り出しておいた。露つゆの座ざ布ぶ団とんじゃ」

「なに？」

「露の座布団。曙あけぼのの時間にな、か弱き精せい霊れいたちが木の葉につけて回る細く微かすかな雫しずくを糸として結い上げ、その糸をさらに魔ま法ほうによって布に織おり上げていくという、手間がかかることこの上ない織物で作った座布団じゃよ。ネプレという物好きな魔法使いが織っておるのだが、世界中でこれほど快適なものは他にないじゃろう。その貴重な座布団がそなたの椅い子すの背もたれにおいてある。だから、そなたはそうやって前のめりにならず、椅子に寄り掛かればよい。その方が話は聞きやすいであろうし、何よりその体勢では首がつらかろう？」

「大きなお世話よ。誰がそんなことするもんか」

[image: ]

　エニルは鼻を鳴らして、さらに首を前へと突きだした。たしかに首は痛くなってきていたから、こんな体勢を取るのはつらい。だがそれ以上に、この女に言われたとおりの行動をするのは癪しやくに障さわる。

　パデウカはため息をついた。

「素直でもない、と。せっかくの掘り出し物なんじゃが、これは色々と面めん倒どうくさそうじゃのう」

「さっきから何なのよ。人のことを頭が悪いだの、乱暴だの、言葉づかいがなってないだの、素直じゃないだの、好き放題言って」

「よく覚えておったの。自分でも少しは気にしておったのか？」

「……うるさいわね。だいたい、あたしがどんな奴やつだろうとあんたには関係ないじゃないの」

「いや、関係はあるんじゃよ」

　パデウカは椅い子すから立ち上がり、一歩、二歩と前に足を踏み出した。互いの鼻と鼻がつきそうなほどの距離まで近づくと、真正面から顔を覗のぞき込んできた。女の濡ぬれた瞳ひとみがシャンデリアの光を反射して青白く光っている。

「これからそなたは、わらわとともに生活をするんじゃからな」

「はぁ？」

「さもなくば、そなたはこの世から消えることになる」

「……はぁ？」







　ラドは床ゆかの上に胡座あぐらをかいて座り込むと、親友に向けて顔を上げた。

「ちょっと様子がおかしく見えても大だい丈じよう夫ぶだから」

「ああ、分かってる。俺おれは魔ま法ほうはまったく使えないが、お前が魔法を使うところは何度か見てるからな。ある程度判断はつくさ」

「そうだったね。……それじゃ、始めるから」

　魔法を使うのは随分と久しぶりだ。最後に使ったのは、セネマと旅に出るよりさらに前、魔法を捨てて騎き士しになろうと決心した頃だから、もう二年半……いやもっとかもしれない。いくら初めのうちに教わった簡単な探たん索さくの魔法とはいえ、上う手まくできるという自信はない。

　目を閉じて、深く息をはきだす。頭の意識と身体からだの感覚を自分の心のうちへと集中させていく。外で聞こえていた鳥の鳴き声、部屋を漂ただよう黴かび臭くさい埃ほこりの臭におい、むき出しの床ゆかの冷たい感かん触しよく……そういったものが自分の周囲から少しずつ遠のいて、代わりに自分の中に意思の固まり、つまり魔法の力が膨ふくれ上がっていく。

　一般に魔法は多種多用な種類があると考えられている。実際それはある一面では正しいが、しかし本当に魔法をつきつめたら結局は二つに行き着く。それは紐ひもとはさみだ。そう言ったのはラドの師だった。自分の意思を集中させて、何かと何かを結びつける、ないしは何かと何かを切り離す。魔法とはただこれだけのことなのだ、と。

　さらに続けてこうも言った。ただ、何と何を結びつけるかまた何と何を切り離すかという対象は無数に、いや無限と言っていいほどにある。だから、そのための紐やはさみもまたその対象に応じてたくさんある。あるものを結びつけることができる紐でも、あるものにはまったく役に立たない。そういう意味で、魔ま法ほうは多種多様なのだ、と。人には色んな外見や性格の人がいるけれど、どれも人であるというのと似たようなものかな。そう言って、その人は笑った。

　正直に言うと、ラドには言ってることがまるで分からなかったし、今も理解できないままでいる。

　ただこの探たん索さくの魔法のために心を集中することは、本物の針の穴に本物の糸を通す時にする集中とどこか似ているような気はする。違っているのは、この探索の糸を通すべき針穴は自分の手元ではなくどこか遠くの彼方かなたにあって、そして針穴の方からも自分が伸ばす糸を引き寄せてくれるということだ。

　ラドの作った魔法の糸は漂ただようようにゆっくりと伸びていった。それはふらふらと頼りなく、時には泡あわが弾はじけるようにその場で立ち止まったりもした。それでも着実にある一方向にたぐり寄せられて、そしてついにははっきりと目的の針穴を見つけることができた。

　ラドは目を見開くと、その方角を指さした。

「……あっち……だと思う。たぶんそんなに遠くない」

　セネマは鎧よろい戸どからラドが指さす方へと頭を巡めぐらせた。

「だとすると、あの山あたりが怪しいか」

「……でも、なんか靄もやがかかってるみたいなんだよね。だからもしかしたら、上う手まくいってないのかもしれない」

「外れでも特に問題があるわけじゃない。ひとまず行ってみればいいだけさ」

「そうだね」

　ラドは頷うなずいた。それから立ち上がろうとして、目眩めまいのようなものに襲おそわれた。その場でふらつく。

「平気か」

「久しぶりだからちょっと疲れただけ。たいした魔法じゃないのにさ。まったくだらしないよね」

　心配そうに覗のぞき込んできた親友に、ラドはそう笑って見せた。







　女の言葉の意味を理解すると、背中をひんやりとしたものが走り抜けていった。それから相手から少しでも距離を取ろうとして体を動かしたが、縛しばられていてはその場でがたがたと椅い子すを揺らしただけだった。ただ、のけぞった頭がふんわりとやわらかく、それでいてしっかりとしたものに受け止められた。温かいようでいて、ひんやりと心地がいい。これがなんとかという座ざ布ぶ団とんらしい。たしかにこの座布団を枕まくらにでもして横になったら、気持ちよく寝られそうだ。

　だが、今はそんな時と場合ではない。

　エニルは身体からだを緊張させながら、じっと相手の女を睨にらみつけた。

「……妙な台詞せりふが聞こえたんだけど、あたしの聞き間違い？」

「ふむ、どんな台詞かな」

「これから一緒に生活するとか、そうじゃないとあたしが消えるとか」

「それならば正しいぞ。たしかにわらわはそう言った」

　パデウカは答えて、再び椅い子すの上へと戻った。

　相手と距離が出来て少しはほっとしたものの、相変わらず予断を許すような状況ではなかった。目と鼻の先にいる華きや奢しやな女を油断なく見み据すえながら言う。

「あのさ、一つだけ訊ききたいんだけど、あんた、あたしが誰か知ってるの？　だから、あたしの事をさらってきたの？」

「いんや。昨日きのう食事をしていたら、偶ぐう然ぜん見かけただけじゃよ」

「そう」

　小さく頷うなずく。尋ねてみたもののあまり期待はしていなかったので、その答えを聞いてもがっかりはしなかった。姿が見えるようになってクシエナの街を歩きまわっていた間、誰一人として自分のことを知らなかった。おそらく、自分はこの辺りに住んでいたのではない、ということは薄うす々うす察している。

「だったら教えといてあげるけど、あたしを貴族のお嬢じよう様か何かだと考えて人ひと質じちにして身みの代しろ金きんを取ろうなんて企んでるんだったら、無む駄だだからやめといた方がいいわよ。自じ慢まんじゃないけど、そんなもの払はらってくれる人はあたしにはいないからね」

　……本当に自慢じゃないけどね。

　何しろ自分が誰なのかさえ分からないのだ。そんな人間にどうして人質の役目なんてできる？　救い出そうと思ってくれる人がいなければ人質になんてなんら意味がないのだから。

　もしかしたら、と思いつくのは一人だけ、初めに自分のことをお嬢様だと勘かん違ちがいしたあの少年くらいなものだ。あの頼りなさそうな少年が自分が戻ってこなかったことを不ふ審しんにでも思ってくれたら、もしかしたら……。

　もっとも仮にそうであったとしても、身代金を取れないことには代わりはない。ラドに身代金なんてものを払えるとはとうてい思えない。というより、払える程度の額がくのために誘ゆう拐かいされたのだとしたら、それはそれで情けない。

「そんなこと、そなたに言われんでも分かっておる」パデウカが呆あきれ気味に言った。「そもそもわらわは金に困っておらんよ」

「だったらなにが──」

　目的よ、と言いかけて口をつぐんだ。

　身も知らぬ人間をさらってきて、金が目当てじゃないと言っている。じゃあ、いったいなんのために？　……なんだか嫌いやな予感がした。聞かない方が、知らない方がいいような……

　とはいえ、尋ねないわけにもいかない。他に出来ることもない。

　エニルは一つ喉のどを鳴らして、言った。

「だったらなにが目的よ」

「そんなの決まっておるじゃろう。そなたじゃ」

「……それはどういう意味？」

「だから、そこにいるそなた自身が目的なんじゃよ。なあに、心配はいらんよ。べつに取って喰おうというわけではない。そんな勿もつ体たいないことはせんよ。愛めでながら共に暮らすだけじゃ」

「愛でながら、ね」

　その言葉の響きに軽く寒さむ気けを感じながら、ため息をつく。

　やっぱり、そんな事だろうと思った。もっとも、こんな予感が当たってもちっとも嬉うれしくないけど。

「一応確認しとくけど、あんた女よね？」

「失礼な奴やつじゃな。当たり前であろう、こんな美人をつかまえて今さら何を言っておる。わらわは美しいものに目がなくての、もちろん一番美しいのはわらわじゃが、そなたの姿もかなりの掘り出しものじゃ。性格的には色々と問題もありそうじゃが、そこはわらわが学ばせてやればよいしな」

「……で、一緒に暮らさなければあたしが消えるってことは、あたしが断ったらあんたはあたしを殺すってわけ？」

「本当に失礼な奴じゃな」

　パデウカは不ふ愉ゆ快かいそうに顔を顰しかめると、エニルのことをじろりと睨にらんだ。

「わらわはそれはそれは、礼れい儀ぎ正しい淑しゆく女じよとして知られておるんじゃぞ。そんな野や蛮ばんなことをするわけなかろうが」

「あんたが言ったんじゃないの、一緒に暮らすか、さもなくば消えるかって」

「それはな、そのままではそなたはこの世界の圧力のせいで、いずれ狂ったり、消えたりしてしまうからじゃよ。それでわらわが──」

「ちょっ、ちょっと、待ってよ」エニルは慌あわてて相手の言葉を遮さえぎった。怪け訝げんな面おももちで、前に座っている女の顔を見る。「世界の圧力？　あたしが狂う？　消える？　急にいったいなんの話よ」

「だから、精せい霊れいはうつしおみの姿を取り始めると──」

　そこまで言ったところで、パデウカは言葉を切った。エニルの表情をまじまじと見ると、一つ舌した打うちをする。

「そうか、精霊であることがまだ分かっておらんのか。どうりで、今ひとつ会話がかみあってなかったわけじゃ。自らが影響を受けたものや相手と同じものであると思い込んでしまうことはたしかによくある事じゃった。もっとも、うつしおみの姿を取るほどならば、当然分かっているだろうと思っておったのじゃが……いずれにせよ、その事に頭が回らなかったとは、わらわも舞い上がってしまっていたらしい」

　話の内容は何を言ってるかさっぱりだったが、どうやら知っていて当たり前だとパデウカが考えている事を自分が知らないらしいということだけは分かった。

　もしかしたらそれは自分の記憶が変なせいなのだろうか？　自分が誰であるかとか、なんであそこにいたのかとか、そういった自分の事については今も分からないままだ。だが一方で、様々な物の名前、話す言葉、パンの焼けた匂におい、そういった事はきちんと覚えていた。だから、てっきり自分のことだけが分からなくて、他の常識のようなことは知っているものだとばかり思っていたのだけれど……

　なんなのよ、いったい。

　そう首を捻ひねろうとして、魔ま法ほうの紐ひもとやらに縛しばられていることを思い出した。既すんでのところで止めて、代わりに尋ねる。

「あのさ、一人で何を納得してるのか知らないけど、あたしにも分かるように説明してくれない」

　パデウカは言った。

「そなたは精せい霊れいなのじゃよ」

「はあ？」

「だからな、そなたは人ではない。精霊だと言っておる」

「なに言って──」

「そなた、人に声をかけても返事がなかったり、誰かの前に立っても気づかれなかったり、摑つかもうとしてすり抜けてしまったり、そのようなことがあったじゃろう。それはな、そなたが精霊であるからなんじゃよ」

「…………」

「精霊とはな、簡単に言えば身体からだというものを持たぬ存在のことじゃ。身体を持たないために、普通の目や耳ではその姿や声は分からぬし、摑むことも当然できぬ。わらわは魔ま法ほうを学び精霊と契約して、そうした力を手にしておるから見ることができたがの」

「で、でも、今日は普通に街の人と話したりできたわよ」

　エニルは反論したつもりだったが、パデウカはあっさりと頷うなずいた。

「それがうつしおみの姿じゃ。本来幽ゆう体たいである精霊が、この世界でとる仮の姿──いや、とらざるをえなくなった姿というべきか──とにかく、実体をもった精霊を指す時に使われる、魔法使いの間の言葉じゃな」

「……うつしおみの姿……」

「その姿を取るようになると、精霊は普通の人にも見えるようになるし、ものに触ふれることもできる。今のそなたのようにな。どのような姿を形作るかは、精霊それぞれが本来持っていた性質、こちらの世界で見聞きした経験、さらにそこから抱いだいた感情……他にも様々な要素が入り混じっているようなのじゃが、はっきりとしたことは分かっておらんし、そもそもわらわにとってはどうでもいいことなので勉強もしておらん。あくまでわらわにとって重要なことは、うつしおみの姿や精せい霊れいの持つ感情といったものが粘ねん土ど人形の出来に影響してしまうらしい──ということじゃからな」

「粘土人形？」

「そうじゃ。どれ、一つ見せようか」

　パデウカは椅い子すに座ったままで奥の薄うす闇やみの方を振り返った。釣つられてそちらを見ると、相変わらずその中では小石のような大きさの丸い影が何か音をたてながら飛び回っていた。目の前の女がそのほっそりとした指を弾はじき鳴らすと、その丸い影は動くのをやめて静まり返った。それから少し間があって、薄闇からこちらに向かって駆かけ寄ってくる小さなものの姿が見えた。それはちょこちょこと二本足で走って椅子までやってくると、差し出されたパデウカの手のひらの中に、身軽な様子で飛び乗った。

「この粘土人形はな、こねこねという」

「こねこね？」

「ああ。粘土をこねるから、こねこねと名づけてやった」

　名づけたってねえ、そのままじゃないの。

　ぼんやりとそんな事を思った時、パデウカは粘土人形の載のった手を伸ばして、エニルに向けてその人形を軽く放った。飛び跳はねたこねこねは一度ぐるっと宙で回転してから、そのままズボンの膝ひざに飛び乗ってきた。指で突っついてみると、こねこねはじゃれるようにしてその小さく丸い手を伸ばしてくる。見れば、その手の先が灰色の土のようなもので汚よごれている。パデウカの話からすればおそらく粘土、ずっと部屋の奥の方でちょこまかした影が動いたり粘性の音が聞こえていたのは、このこねこねが粘土をこねていたためなのだろう。

「どうじゃ、なかなかの出来であろ」

「そう言われてもね、人形っていうか、身軽な小動物にしか見えないけど……それで、このこねこねがどうだっていうわけ？」

「そこじゃ。実はなわらわの作る粘土人形は、もちろん粘土をこねて作るわけじゃが、そこに魂たましいとして精霊が魔ま法ほうで結びつけられておる」

「精霊が……」

　エニルはその妙な小動物を、いや、精霊が入っているという粘土人形を改めて見つめた。こねこねはつぶらな瞳ひとみで見返して小首を傾げるような仕し草ぐさをした。これは、その精霊とやらがやっているのだろうか？

「もっとも、こねこねの精霊は、そなたよりも力ははるかに弱い。うつしおみの姿なぞまるで取ることのできないほどにな。じゃがとにもかくにも、人形に精霊を魂として結びつけることで、そのように自分で動けるようになったわけじゃ。そしてわらわの目的はな、わらわと共に生活のできる人の姿をした人形、中でもわらわの目に適かなう美しさを備え、その姿を愛めでることのできる、そんな人形を作ることなんじゃ」

「…………」

「じゃが、それに相応ふさわしい精せい霊れいがなかなか見つからなくてな。今も申したとおり、どれだけ人形を精せい緻ちに練り上げたとしても、最後は魂たましいとして結びつける精霊自身の影響が出てしまうからの。ただでさえ人のようなうつしおみの姿を取れるような精霊は数が少ないというのに、このところはこねこねに結びつけたような朧おぼろ気げな精霊の姿すら見かけることが減ってきてしまっておった。じゃが、そなたは、わらわの丹たん精せい込こめた粘ねん土ど人形の魂となるのに資格がある。おそらく傑けつ作さくになるじゃろう」

「……つまりあんたが言いたいことは」

　この目の前にいる女の話には分からない部分も多かったし、もちろん納得なんてしていない。頭が混乱して、湯ゆ気げを噴ふきそうだ。だがとにかく今の状況、首に魔ま法ほうの紐ひもだか縄なわだかをかけられて椅い子すの上に座らされているこの状況に直接結びつきそうな箇所だけは分かった。

「あたしは精霊で、あんたはあたしをこのこねこねみたく粘土人形の魂にしたい。そのためにあたしをさらってきた。そういうことなわけね？」

「そのとおりじゃ」

　女魔法使いは満足げに一つ頷うなずいた。

「だったら、話は簡単じゃないの」

「では人形の中に──」

　椅子から半ば腰こしを浮かばせたパデウカに向かって、エニルは思い切り舌したを出して見せた。

「まさか。その正反対に決まってるでしょうがっ。もしあたしがあんたが言うとおり精霊とやらだったとしても、あんたの粘土人形の魂になんてなるつもりなんてこれっぽっちもないからね。もし無理矢理そんな真ま似ねをしようとすれば──」

　言いながら椅子の上で身じろぎをしたが、しかしどうしても首を止めている魔法の紐が邪じや魔まだった。これさえなければこんな華きや奢しやな奴やつ、はり倒して逃げ出すことだってできるだろうに。仕方なく、魔法使いだか人形師だかとにかく目の前に座っている得え体たいの知れないその女を、威い嚇かくするように睨にらみつけた。

「あんた、痛い目にあうわよ」

「痛い目のう」

　睨みつけられた方はまるで意に介かいした様子もなく、椅子の上に座り直すと落ち着き払った声で答えた。

「何にしても、そんなことはせぬ。わらわは礼れい儀ぎ正しい淑しゆく女じよであるし、それに申したであろう？　人形には精霊の影響が出てしまうのじゃと。だから、そんな真似をして人形を作ったところで、出来がいい人形にはならん。それでは本ほん末まつ転倒じゃ」

「だったら話はもうお終しまいね。さっさとあたしを帰してよ」

「そう先走るな。消える部分についてまだ話しておらんじゃろうが」

「消える……」

　そう言えば、さっきそんな事を言っていた──一緒に暮らすか、もしくは消えるかだと。

　だが、パデウカはすぐには話を始めなかった。腕うでを伸ばしエニルの膝ひざの上からこねこねをその手のひらへと戻すと、そのまま床ゆかに下ろした。粘ねん土ど人形は来た時と同じように二本足で立ってちょこまかと薄うす闇やみに向かって駆かけ出していく。その姿がすっかり影の一部となるまで見送ってから、華きや奢しやな女魔ま法ほう使つかいはやっとエニルの方へと向き直った。

「さて。精せい霊れいは本来見える身体からだなどもっておらん。それを無理にもたされておるのがそのうつしおみの姿。そこまではよいな？」

「……一応ね。納得したわけじゃないけど」

「それは例えるなら、水の底で隠かくれて暮らしていた者を、無理に土の上に連れてきて、生活させるようなものとでも言えばよいであろう。そんな真ま似ねをされるのが、果たして良いことだと思うかの？」

「今さら勿もつ体たいぶってないではっきりと言えば？　悪いって」

「そういうことじゃな」パデウカは頷うなずく。「土の上という新しい環境に耐えられず、その多くは命を失ってしまうじゃろう。それはそなたたち精霊も同じこと。いずれこの世界に耐えきれなくなり、正気を失って狂ったり、押し潰つぶされて消えてしまったり──いずれにせよ、悲ひ惨さんな末路を辿たどることになる」

「だけど、それって言い換えれば、耐えられれば問題ないってこと？」

「ほお、これは頭が悪いというのは訂正してもよいかもしれんの。そういうことじゃ。先ほどの例え話を続けるならば、水に住む者の中にも土の上でもまったく問題なく生きていくことのできる者はおるじゃろうし、元々はできずともいつの間にか新たな環境に適応してしまう者もおるじゃろう。それと同じことじゃ」

「だったら、あたしだって──」

「じゃがそんなことが出来るのは本当に力があるものだけじゃ」女魔法使いはエニルの言葉を切り捨てると、それから顎あごをしゃくって見せた。「そなたの首を留とどめているその魔法の紐ひもな、それは弱いものなんじゃよ。魔法の力と精霊の力は似通った部分があって、その強弱はだいたい似たようなものと言っていいのじゃが、もしそなたがそんな力のある精霊ならば、そもそもそんな弱い魔法で縛しばっておくことなど出来てはおらぬ。むしろその程度の力しか持たぬのに、そこまで人の姿を形取れたことが不思議なんじゃよ」

「……あっそ」

　エニルは憮ぶ然ぜんとして、自分の首に手を伸ばした。この首に巻きついている厄やつ介かいなのは、どうやらたいしたものではないらしい。このせいで逃げるどころかまともに身動きすら取れないってのに──

「そうじゃなあ、漂ながれ者ものと呼ばれる存在がそういう力の持ち主だと言われておるな。もっとも一度も会ったことがないから、そんな存在が本当にいるのか知らんが……いずれにせよ、そなたからたいした力は感じられんから、いずれ消えるであろう。じゃが、そうならぬための方法が、弱い精せい霊れいがこの世に長く留とどまる方法がある、この世界の助けを借りればいいんじゃよ」

「この世界の助け？」

「この世界の何か、自然物でも何かの道具でも……中には人の身体からだを乗っ取ってしまう者もいるらしいが、とにかくこの世界にすでに形として存在している物を身体としてしまえばよい。さすれば無理にうつしおみの姿を持たされる事もない」

「……なるほどね」

　やっと話が見えてきた。最初の、一緒にいるか、もしくは消えるかいう訳が分からない二つの選択の繫つながりが見えてきた。

　エニルは薄うす暗ぐらい部屋の奥、こねこねが戻っていたあたりに視線を漂ただよわせた。何かが動いてる気配はなく粘ねん着ちやく質しつの音も聞こえない。どうやら今は粘ねん土どをこねてはいないらしい。

「それがあんたの人形ってわけだ」

「そういうことじゃ、そなたが長くここに留まることができるように、わらわがそなたに粘土人形の身体を贈おくろうと言っておる」

「それで、あんたの申し出を受けたら、あたしはどうなるわけ」

「わらわの支配を受けることになる。魔ま法ほう使つかいと契約するとはそういうことじゃ。しかし、心配することはないぞ。さきほども言ったが、わらわはそなたを愛めでるため、共に生活するために欲しいのであって、それ以上のことは要求せぬから」

　……それが嫌いやなんだけど。

「だいたいな、そなたは幸運なんじゃぞ。わらわは粘土人形作りの腕うでに関して言えば、比類なき魔法使いなのじゃからな」

「比類なき魔法使いね」エニルはパデウカに向かって、鼻を鳴らしてみせた。せめてもの強がりだ。「そんな立派な魔法使いがずいぶん辺へん鄙ぴな所に住んでるものね」

「今まで試してきた中で、この山の土がもっとも粘土人形に適しておったからな」

「……そんな理由なの？」

「それ以上の理由が何かあるか？」

　そう言った女魔法使いの口調にはわずかの迷いもない。

「魔法使いにも色々おる。わらわは魔法の力を、自らの美しさと、それに匹ひつ敵てきする粘土人形を作るためだけ注いできた。わらわにとって大切なのは、土をこね、精霊を結びつけ、最高の粘土人形を作りあげること。そして、ともに話をし、茶を飲み、食事をし──おい、聞いておるのか」

「……あんたが妙な魔ま法ほう使つかいだってことはもう十分分かったってば」

「妙な魔法使い……本当に礼れい儀ぎを知らぬのう」

　パデウカはそう顔をしかめると、小さな声で何事かを呟つぶやいた。と、座っている椅い子すがふわりと宙に浮かび上がり、そのままエニルの頭のそばで止まった。女魔法使いはその細い腕うでをエニルの喉のど元もとに向けて伸ばすと、再び短い言葉を呟つぶやいた。

　エニルが喉の辺りが熱くなったのを感じるのと同時に、青白い光が弾はじけ飛んだのが見えた。

「いきなり暴れられては困るから縛しばっておいたが、もう必要なかろう。先ほども申したとおり、わらわは無理強じいするつもりはない。突然こんな話を聞かされて、そなたの頭が混乱してもおるだろうしな。どうするのがそなた自身にとって一番よいのか、よくよく考えることじゃ」

　パデウカはそれだけ言い残し、そのまま椅子ごと滑すべるようにして薄うす闇やみの中に消えていく。

　エニルは首をぐるっと回してみた。自分を縛っていた紐ひもがなくなっていて自由に動くのを確認すると、立ち上がってじっと自分の身体からだを見下ろした。お洒落しやれではないが動きやすくて気に入っている麻あさ織おりの短たん衣いとズボン。それを摑つかんで軽くめくってみると、小さな赤っぽい染みが見える。おそらくこぼれた葡ぶ萄どう酒しゆだろう。

　手を顔の前に掲げて、握にぎったり開いたりを繰り返してみた。ちゃんとここにある。そう見えるのに……

　人形の魂たましいになるか、このまま消え去るか。

　どちらにしろ素す敵てきな未来ね。

　そんな思いを抱いだきながら、精せい霊れいの少女はふとあの頼りなさそうな少年のことを思いだしていた。
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「このあたりなのか？」

　セネマに尋ねられ、ラドは目を閉じた。意識を集中して魔法の糸を伸ばし始めると、すぐに目的の目印は見つかった。

「うん、間違いない」

　あれから途と中ちゆうで何度か探たん索さくの魔法を使っていた。使うたびに魔法を使うことは簡単になり、また目的の印を見つけだすことも容易になっていた。

　そして辿たどり着いた場所がここだった。クシエナの街から半日ほど離れた山の中腹。朝早くに出発したので、今はちょうど午後の盛り。眩まぶしい陽ひ射ざしが降り注いでいるが、しかし同時に空気はひんやりとしていて、心地よい山の陽気に包まれている。

「けどな」セネマは周囲を見回しながら首を捻ひねった。「それらしきものはまったく見えないんだよな。途と中ちゆうで何か穴がぼこぼこ空あいてるのは妙だったけど……まあ、とにかく少し探してみるか」

「そうじゃないんだ」

　ラドは近くに空いていた穴の一つへと近づいた。自然に空いたものではなく、誰かが掘り起こした跡あとがある。触ふれてみるとずっしりとしまったいい土だった。

「このあたりじゃなくて、もうすぐそこなんだ。隠かくれてるだけなんだよ」

「隠れてる？」

「そう、見過ごすようにね。けれど、ここにあると分かれば、姿が現れる」

「……あのな、俺おれにあまり小難しいことを言うなよ。暴れたくなるだろ」

「ごめん」ラドは笑って、手についた土を払はらった。「でも、セネマは一度やってるはずなんだよ」

「俺が？」

「……僕が住んでいたあの森も同じだったから。ここほど隠そうとはしていなかったけど」

「ああ、あそこか。たしかにおかしかったな。ずっと森に迷ってたと思ったら突然小屋が現れた……」

　脳のう裏りに浮かびかけたその面おも影かげを払いのけながら、ラドはぐるっと周囲を見回した。

「簡単に言えばね、魔ま法ほうで隠してあるんだ。探たん索さくの魔法で時々辿たどりづらかったのもきっとそのせいだと思う。たぶん、相手は魔法使いなんだろうね。でも、すっかり隠しちゃうとさすがに不便だから、ここにあると分かってる人には見えるようになってる。で、その方法は、本当はここにあるんだって心で思うだけでいいんだよ」

「思うだけ、なあ。まあ、やってみるか」

「目を閉じてやるといいよ。一番簡単で、一番有効な意識を集中する方法だから」

　頷うなずいてセネマが目を閉じるのを見て、ラドも同じようにした。心を落ち着かせてから、ここに目的の場所があるのだと自分に言い聞かせる。目を見開いてまっすぐに前を見み据すえると、空を覆おおっていた濃い雲が吹き飛んでその合間から月が姿を現したように、目的の建物が姿を見せていた。クシエナの街にあった噴ふん水すいの宿屋にも負けないような、立派で美しい邸やしきだった。そして、魔法の糸が護ご符ふを見つけたのは間違いなくここだった。

「……驚いたな。本当に見えるようになった」

　隣となりでセネマがそう呟つぶやくのが聞こえた。

「あれはずっとここにあったのか？」

「うん」

「街から程良く離れた場所に、魔法で隠してあるご大層な邸か。いかにもって感じだな」

「そうだね」

　それからちらっとセネマを見る。

「もう少し詳くわしく知りたくない？　こんな簡単に見つけられたんだから、セネマにはひょっとしたら魔ま法ほうの才能あるのかもしれないよ」

「そんなもんはない。ラディが話したいなら聞いてもいいけどな」

「……まさか」

　ラドは短く答えて邸やしきの玄げん関かんに向かって歩き始めた。だが、扉とびらまであと十歩ほどというところで、セネマに肩かたを摑つかまれた。親友はそのまま入れ替わるようにしてラドの前に出た。背負っていた荷に袋ぶくろをその場に落とすと、腰こしを下げ、手を剣の柄つかにかけて、油断なく邸の入り口を睨にらみつける。

「セネマ？」

「気をつけろ。誰かいる」

　その言葉を言い終える前に、まったく音も立てずに玄関の扉が開いた。

　現れたのは猫ねこ背ぜ気味の小男だった。男は二人の方へと近づきながらまずセネマを軽く一いち瞥べつし、それからラドに声をかけてきた。

「お前だったのか、魔法使ってたのは。何度もちくちくやってたろ」

「知り合いなのか？」

　親友に訊きかれて、ラドは横に首を振ろうとした。だがその途と中ちゆうで、印象的な鷲わし鼻ばなと、どことなく不ふ機き嫌げんそうな表情に気がついた。

「この間宿屋にいた……なんでこんなところに？」

「そりゃ、お前が取り返しにきたものを持ってるのが俺おれだからだな」

　そう言った小男の手にはいつの間にか袋が握にぎられている。鞣なめし革がわの使い古された小さな袋、長い間ラドが財さい布ふとして使っている袋だ。

「僕の──」

「金はたいして入ってなかったけどな」手慣れた手つきで簡単に財布袋の紐ひもを解くと、中から一枚の硬貨をつまみ上げた。「こいつはけっこういいもんだよな。魔法が込められてる。その手の奴やつに売り払はらえばそこそこの金になりそうだ」

　小男が手にしているのは、まさにラドが追いかけてきた魔法の護ご符ふだった。自分の探たん索さくの魔法が正しく働いたことにほんのちょっぴり満足感を覚えたが、すぐに自分たちが大きな誤りを犯していた事に気がついた。

「……あんただったのか。てっきりエニルが盗ぬすんでいったと思ったのに……」

　唇くちびるを嚙かみしめる。もうこれで手がかりはない。

「エニル？　ああ、俺が連れてきたあの精せい霊れいか。なんだ、俺だと分かってなかったのか。だったら黙だまってれば──」

「えっ？」

　驚いて顔をあげる。その時にはすでにセネマが一歩前に踏み出している。

「お前、俺が連れてきた、と言ったな。つまりエニルをさらったのはお前か」

「あがっ、し、しまった」小男が目を見開いた。不ふ機き嫌げんそうな顔以外の表情を見たのは、それが初めてだ。意外と愛あい敬きようがある。「し、知らないぞ、俺おれはエニルなんて」

「中にいるのか」

「だから知らないって言ってるだろ」

「それが知らないという態度か」

　セネマはさらに一歩前へと踏み出した。手を柄つかにかけ、剣身を一部鞘さやから浮かばせてそれを見せつけるようにしながら、さらに一歩。

「何なら俺が思い出させてやってもいいぞ」

　きょどついていた小男の表情が変わった。不機嫌そうな顔つきに戻ったが、同時にセネマの手の先、腰こしにぶら下がった剣を見つめて、目を爛らん々らんと輝かせている。

「なんだ、俺とやろうってのか」

「場合によってはな」

「いいだろ。暇ひまだったし……遊んでやるよっ」

　言葉とともに、小男は高く跳ちよう躍やくした。それを見てラドは思わず目を瞠みはった。小男は軽々とセネマを飛び越す高さにまで飛び上がっていた。身が軽いどころではない。

　彼はそのままの勢いをかって、セネマの頭上に躍おどりかかっていく。

「セネマッ」

　ラドの声と、乾いた金属音とが和した。

　セネマが素早く腰から自らの剣を引き抜き、いつの間にか手にしていた小男の短剣を受け止めている。

　舌した打うちをしながら小男は背後へと距離を取ろうとしたが、しかし親友はそれを許さなかった。短剣をなぎ払はらうように剣を横へ一いつ閃せんすると、一気に踏み込んで相手との間合いをつめ、自らの剣を突きだしていく。
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「お、おい。ちょっと、ちょっと待て」

「待たない」

　短くそう答え、セネマはさらに続けざま剣を繰り出していった。その剣と短剣がぶつかり合う音が響くたび、小男は後ろへ下がり、その動きは窮きゆう屈くつとなり、体勢から余よ裕ゆうが失われていく。

　ラドは息を飲んでそのやりとりと見つめていた。手は自然と腰に下げた小剣の柄を握にぎりしめている。

　やっぱりセネマはすごい。小男の跳躍を見た時には驚いたが、それ以降は一方的にセネマが押している。親友の本気の剣捌さばきを見る機会はそう多くはないが、こうしてそれを見るたびに、そのすごさに圧倒される。

　そして思う。いつかこんな風ふうに剣を扱うことができるのだろうか、と。

　セネマは幼い頃から誰かに剣を習っていたのだろうと思う。だから剣を手にとるようになってまだ日の浅い今の自分が適かなわないのは、当たり前といえば当たり前だ。

　けれどこうして親友のすごさを見るにつけ、自分がセネマと同じだけの剣の鍛たん錬れんをしたところであんな風ふうになれる日はずっとこない、そんな思いに捕らわれてしまうのだ。

「しま──ラディッ」

　セネマの怒ど鳴なり声に気づいて顔をあげた時には、小男の不ふ機き嫌げんそうな顔がすぐ目の前にあった。男が振り上げた手には半分に折れた短剣が握にぎられていた。

「何をぼっとしてる。退屈なら参加させてやるぜ？」

　その時、ラドは自分の右手が剣柄つかを握りしめていることに気がついた。急いで剣を引き抜こうとしたが、しかしその刹せつ那な小男の短剣が閃ひらめき、ラドの右手はそれ以上動かすことが出来なくなる。

「遅いなあ。お前さんはたいしたことないってわけだ。つまらん奴やつの相手をするのは俺おれの性しように合わないなんだが、あいつは思いの外やるからな。悪いがお前さんを利用させてもらうぜ」

「くそっ……」

「お前──」

「おい、セネマ……だったか、動くなよ。動くとこいつの右手がすぱっといっちまうぜ？」

　セネマが唇くちびるを嚙かみしめる。

「だいたい、お前は長なが物ものを使って俺が短剣ってのはずるいだろ。やっぱりここは平等にお前も短剣を使ってだな──」

「ヘックッ」

「……げっ」

　小男が呻うめき声を上げた。

　見ると邸やしきの扉とびらが開いて、そこから小こ柄がらな女が姿を現していた。

　彼女はまっすぐに小男の隣となりへとやってきた。小男は未だラドの右手に剣を突きつけたままの体勢で固まっている。

「そなた、何をやった？」

「俺おれはただ侵入者を追い返そうと、涙なみだぐましい貢こう献けんを──」

「何をやった」

「いや、だからだな、貢献を……」

「何を」

　ヘックと呼ばれた小男は、まるで親に叱しかられた子供のように肩かたを落とすと、折れた短剣をしまい込んだ。代わりにラドの財さい布ふ袋ぶくろを手にして、女に向けて差し出す。

　その女は袋を受け取ると、大きなため息をついた。

「……やはりか。どうせこれ一つじゃないんじゃろうな」

「まっ、まあいくつかはな」

「今度そなたに身体からだをやる時は、あまり指が動かないものにした方がいいかもしれぬな」

　淡々とそう言う。だが次の瞬間、女はラドの財布袋を思いきり投げつけていた。続けて小男の臑すねを勢いよく蹴けり飛ばし、大声で怒ど鳴なりつけた。

「わらわが余計なことをするなと言っておいたのを忘れたか、この馬鹿者めっ」

　それからラドへと視線を移す。小柄で華きや奢しやだったが、息を飲むような美人で、もし目の前で見ていたら、先ほどの蹴りと怒声をした人だとはとても信じられないほどだ。

「それで、そなたたちはどうやってここまで──いや待て」

　彼女は優ゆう雅がな仕し草ぐさでしゃがみ込むと、袋から飛び出して散らばってしまった硬貨の中から一枚、指でつまみ上げた。それを目の前にかざし、何かを確認するように裏うら表おもてと見返す。

「かなり強い魔ま法ほうが込められておるね。なるほどのう、これを辿たどってきたわけか」呟つぶやきながら邸の方を振り返る。「しかも、この邸を作ったのは腕うでのいい魔法大工じゃからな。わらわが迎えない相手にはしつこい目くらましがかかるはずじゃ。いくらこの目印があったとはいえ、このようにたどり着けるということはだ、魔法使いの家への訪問の仕方もよく心得ているってことじゃな」

「そんなことより」ラドたちのいるところへ戻ってきたセネマが言う。剣はすでに鞘さやの中に収まっている。「エニルという女はここにいるんだな？」

「ああ、おる」

　女はあっさりしすぎているほどあっさりとそう認めた。

「知り合いがいるならむしろちょうどよい。そなたたちから説得してくれんか」

「説得？」

「そうじゃ。この護ご符ふを作れるほどの魔ま法ほうの使い手ならば、あの者が精せい霊れいであることは知っておろう。そして、この世界に迷い込んだ精霊が最終的にはどうなるかも。わらわ自ら説得するつもりじゃったが、ヘックの奴やつめが非礼を働いたこともあるし、それにあやつ、思ったより頑がん固こそうじゃからな。そなたたちから話を聞いた方が納得するかもしれん。ああ、そうじゃった、これは返しておこうな。たいしたもんじゃが、わらわには必要ないからの」

　パデウカの指先が動いた。護符はふわふわと蝶ちようのように宙を漂ただよって、ゆっくりとラドの手の中へと舞い降りてきた。

「そなたと強く結びついておるようじゃが。大切にするがよい」

　ラドは戻ってきたその護符を一度強く握にぎりしめてから、腰こし帯おびの合間へと押し込んだ。また手放す機会を失っちゃったな。
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「つまり、あの女の話は本当なわけね」

「僕が分かる限りではだけど。噓うそは言ってないと思う」

「分かった」

　エニルは頷うなずき、それきり何か考え込むようにして黙だまり込んでしまった。

　それはそうだろうな、と思う。突然自分は人間ではなく精霊だなんて知らされたら、衝しよう撃げきだろうし、動揺するだろう。そうなるに決まっている。

　ラドは精霊の少女から視線を外して、部屋の中を見回した。パデウカという女魔法使いの邸やしきの一室で、広くて清潔な部屋だった。空あき部屋ということで調度や装飾には乏とぼしいものの、少なくてもラドがクシエナの街でとっている宿とは比べ物にならない。パデウカの申し出をエニルが受ければ、この部屋はすべてエニルに与えられるのだという。

「ラド」

　呼びかけられて、ラドはエニルへと視線を戻した。

「セネマは？」

「パデウカさんが旅のための荷物を色々分けてくれるって言うから、受け取りに行ってる」

「そう」精霊の少女は小さく答え、その黒い瞳ひとみをまっすぐにラドへと向けてきた。「それで、あんたにいくつか確認しておきたいことがあるんだけど」

　ラドは頷く。

「つまり、あんたは気づいてたわけよね。あたしが精霊だと」

「うん」

「そのことをあたしに黙だまってた」

「……うん」

「で、黙ったままシャラシエとやらに連れていって、そこにいる得え体たいの知れない魔ま法ほう使つかいにあたしを押しつけてさよならしようとしてた、と」

「それは違うよ。……どう伝えたらいいのか分からなかったんだ。それと、君が精せい霊れいだってことに自分でも自信がなかった」

「本当に？」

「本当だって。シャラシエに連れていこうと思ったのは、もし君が精霊だったとしたら、誰か力のある魔法使いを探すのが一番いい方法だと思ったから。僕なんかじゃ力になれないからね」

「そう、分かった」

「あれ」

　いささか拍ひよう子し抜ぬけした気分でラドはエニルを見返した。かなり怒っているだろうと覚かく悟ごしていたのだが、目の前の精霊の少女はあまり気にしていないように見える。

「怒らないのがそんなに意外？」

「えっ？」

　エニルは少し苦笑いしながら、ラドの頰ほおを軽くつまんだ。

「ここに思いきり書いてあるわよ」

「……まあ、正直に言うとね。また怒られると思ってたから」

「あたしを何だと思ってるの。あんたがよかれと考えてくれてたことくらいは分かるわよ。こうしてわざわざ助けに来てくれたんだしね。ただ、一言もなかったことにはちょっとだけ、腹がたつけど」

「そっか。それはよかった──」

「あくまでこの件についてはよ。いくつかって言ったでしょ。じゃあ、次。財さい布ふを盗ぬすんだのがあたしだと思ってたってのは本当なの？　あのヘックって奴やつがそう言ってたんだけど。ラド、あんたはあたしをそういう人間……じゃなかった精霊か、とにかくそんなことする奴だと思ってたわけ？」

「……少しだけ」

「思ってた、と」

　エニルの指に力がこもり、頰が横へと伸びた。地味ながら、意外と痛い。

「それと」

「まだあるの？」

「これが一番重要よ。あんた、まだ何も言わないよね」

「もう隠かくしてることなんてない……と思うんだけど」

「違う。あたしを見て何か一言ないのか、と言ってるの」

「何かって」瞬まばたきをして相手を見返す。「何？」

「あのね、人が思い切って髪かみを切ったのに、何も言わないのってどうなのよ」

「かみ……？　あっ、まさか髪の毛のこと？」

　正面からだと少し分かりにくいが、たしかに腰こしの先まであったエニルの白しろ金がね色いろの髪の毛が、今は背中の中ほどまでで切りそろえられている。

　精せい霊れいの少女はその自分の髪を手で払はらいながら、大おお袈げ裟さなため息をついた。

「身体からだが見えるようになって、髪の毛も切れるようになったから、せっかくばっさりとやったのに。長かった頃のを見てたのはラド……ああ、あのヘックとかいう奴やつもだけど、あいつはおいとくとして、あんただけなんだから。まず何か言うべきでしょう」

「……えーと、うん、よく似合ってると思う」

「あのね、今そんな風ふうに言われたら、まるであたしが無理に言わせたみたいじゃないの」言いながら、エニルの左手が伸びた。両方の手で円を描くようにラドの頰ほおをつねりあげてから、左右へと引っ張る。「まったく嬉うれしくない」

　……理り不ふ尽じんな。だったらどうしろというんだろう。

　だいたい、今は髪がどうしたなんて話をしている場合じゃない。見直してみれば、それなりに……けっこうかな……いや、かなり似合っているとは思う。けれど、人間だと思っていたら本当は精霊で、しかもこのままだと消えてしまうかもしれない。そんな状況と比べたら、髪を切っただのそれが似合うだのは些さ細さいな事じゃないか。

　そこまで考えたところで、ラドは気づいた。

　そうか、これは初めて会った時と同じだ。あの時も、ご飯がどうだとか言って、エニルは何ともない風ふうを装っていた。……もっとも、その事に気づけなかったせいで、そのままじゃすまなかったけど。

「ひっとらひじょうぶらひょ」

「ちゃんと喋しやべりなさい……ああ、あたしがつねってるせいか」

「きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」解放された頰をさすりながら、ラドはもう一度繰り返した。「シャラシエの王都は魔ま法ほうの都として有名なんだ。そこにいけばきっと何か見つかる。というか見つけるから」

「……あんた、どうかしちゃったの？　なんか気味悪いわよ」

　その言葉どおり不ふ審しんそうな顔をしている精霊の少女を見て、ラドは思わず苦笑した。

「素直なのはいいと思うけど、もっと他に言いようはないの」

「だってさ、急にそんなにやる気になられても……あ、もしかして心配してくれてるわけ？　この間、泣いちゃったし」

「……いや、まあ……」

「やっぱり。でも、それなら大だい丈じよう夫ぶ。たぶんラドが思ってるより、あたしはずっと大丈夫だから。もちろん自分が人間じゃないなんて知って動揺はしたけれど、それでも何も分からずにいた時よりはずっとましよ。少なくても今は自分がどんな奴やつか、なんで見えなかったりしたのかその理由が分かったんだから。それに──」エニルはからかうような笑みを浮かべながら、その深い黒色の瞳ひとみでラドを見た。「追い払はらおうとしてたどこかの誰かさんも、力になろうとしてくれてるみたいだし。助けに来てくれてありがとうね、ラド」

「……それは、ほら、出来る限り手伝うって言ったから……」

　ラドが少ししどろもどろになりつつそう答えると、精せい霊れいの少女はもう一度明るい笑い声を上げた。それから大きく伸びをして、座ざ布ぶ団とんの置かれた椅い子すへと寄り掛かる。

「いざとなれば、そこにいるおかしな魔ま法ほう使つかいの人形の魂たましいになるって手もあるし、最悪の選択肢しだけど」

「この間も言ったであろう。わらわの作る粘ねん土ど人形は最高峰の代しろ物ものなんじゃ。そなたはわらわと出会えた幸運を感謝するべきなんじゃぞ、まったく」

　振り返ると、この邸やしきの主人である女魔法使いが扉とびらのところに立っていた。その後ろには一杯に膨ふくらんだ荷に袋ぶくろを抱かかえた鷲わし鼻ばなの小男と、小さな袋を手にしたセネマの姿もある。ラドと目が合うとセネマは頷うなずいた。どうやら、必要な物を揃そろえることができたようだ。

「何が幸運よ。あんたの趣味じゃない」

「でも、エニル。その人が言ってることも、そんなに悪いことじゃないと思うよ。精霊や珍めずらしい動物なんかを集めて無む理り矢や理り見世物に使ったり、奴ど隷れいにしたりする魔法使いの噂うわさも聞いたことがあるし」

「……俺おれは奴隷みたいにこき使われてるけどな」

　手にしていた大きな荷袋をラドの傍そばへと下ろしながら、ヘックがぼそっと呟つぶやく。

「ヘック、聞こえたぞ。ずいぶん反抗的な態度じゃないか、ではこれからは、本当に奴隷みたいに扱ってやろうかの」

「おっ、おい。そいつは横おう暴ぼうってもんだろっ」

「横暴な扱いをされるから奴隷なんじゃろうが。ヘック、そなたにはもう一度色々と教え直さねばならぬようじゃな。しかし、今はだ」

　パデウカは部屋を横切ると、艶つやっぽい微笑を浮かべてエニルの正面へと立った。

「どうじゃ、わらわがだましているのではないと分かったであろう」

「まあね」

「ならば、わらわの人形になる決心もついたかの」

　エニルはパデウカを見返した。それから、ちらりとラドを見ると、改めて小こ柄がらな女魔法使いへと向き直る。

　そして、舌したを出した。

「……とことん失礼な奴やつじゃな。しかし断ってどうするつもりじゃ。そのまま消えるつもりなのか？」

「もちろん、シャラシエの都へ行く。行って、消えずにすむ方法を見つける」

「無む駄だだと思うがな」

「やってみなきゃ分からないじゃないの。ラドもやる気になってくれてるし、あたしはその可能性を信じる。まさか行かせない、なんて事は言わないわよね？　無理矢理人形の魂たましいにするのは主義に反すると言っていたんだし」

　パデウカはまっすぐエニルの事を見つめていたが、しばらくして何度か頷うなずいた。

「それならそれでよいかもしれんな。行って見つからないことで、そなたの決心がつくきっかけとなるやもしれんし。シャラシエの都みやこくらいならそなたが消えてしまうようなことにはならんじゃろう。わらわが人形を拵こしらえる時間も必要であるしな」

「その都ってここから近いの？」

「十日といったところか。ただ、それ以上に重要なのはそなたへの負ふ担たんが小さいことじゃ。精せい霊れいへの負担はどこでも同じというわけではなくてな、自然の力や魔ま法ほうの力が強い場所、精霊の世界に近いと言われているような場所は、その負担は軽くてすむようでな。そして、シャラシエの都は世界でも有数の魔法の力が働く場所じゃ。おい、ヘック」

「……なんだよ」

「お前、移動の足になんな」

「嫌いやだ」

「ほお。断ると、いや断れると？　そなた、自分がしたことをよもや忘れたわけではあるまいな。前に申しておいたはずじゃぞ、手て癖ぐせの悪さは禁止じゃと。その償つぐないをする機会を与えてやろうと、わらわは言っておるんじゃ。分かっておるだろうが、もしこの償いをしなければ、その身体からだが壊こわれても直してはやらんぞ」

「……壊すのはパデウカだろうよ。俺おれ、橇そり船ぶねって嫌きらいなんだよ。もっと格好いい何かならともかく、あんな味も素っ気もないのは」

「わらわの最高傑けつ作さくの一つに何を言う。本来ならそなたには上等すぎるほどじゃ。しかし他におらぬから、そなたに使わせてやってるというに。それで、やるのかやらないのか、どっちなんじゃ」

「……分かった、やりゃいいんだろ、やりゃ」小男は自や棄けになったように頭を振った。「ああ、ちくしょう、いつか見てやがれ。あんたより腕うでが立つ粘ねん土ど細ざい工くを扱う魔法使つかいを見つけだして、こんなところおさらばしてやるからな」

「それは楽しみじゃな。せいせいする」

「あの……」ラドは女魔法使いに訊きいた。「どういうことです？」

「ついてくれば分かるさ」







　女魔ま法ほう使つかいが案内したのは邸やしきの屋上だった。屋根は切きり妻づま形がたではなく、ほとんど角度がない水平の台のようになっている。その中央付近に橇そり船ぶねが置いてあった。

　橇船とは大きな橇の上に船のような格好をしたお椀わん型の乗り物を載のせたもので、一人用の小型なものから家ほどもあるようなものまで、その大きさは種類に富んでいる。屋上に置かれていたものは四頭引きの馬車より一回り大きく、中では窮きゆう屈くつながらも横になることもできそうなくらいの広さがある。

「粘ねん土ど、だよな？」

　セネマの呟つぶやきに、ラドは頷うなずいた。橇船は非常に精せい緻ちで優ゆう雅がな造りをしていたが、しかしその材質は粘土、つまりこれは粘土細工だった。とても旅に耐えられるようなものとは思えない。

「あの、パデウカさん──」

　ラドは女魔法使いの方を振り返った。と、この邸の女主人は服の合間から黒炭のようなものを取り出し、しゃがみながら屋根に何かを描き始めていた。

「ここにおいとくのは不便だし邪じや魔まだから、大きさを変化させる魔法を身につけたいんだけどのう……どうもわらわには合っておらんらしくてな、面めん倒どうになってやめた」

　ぶつぶつとそんな事を言いながらまず橇船を包み込む大きな円を描き、その中に直線曲線の入り混じった細かな紋もん様ようを書き入れていく。円の縁ふちから一本の直線を引っ張ると、今まで以上に不ふ機き嫌げんそうな顔をして突っ立っている小男の足下まで伸ばしていく。

　見たことがないものだったが、魔法を発動するための魔法陣じんのようなものであることはラドにも分かった。こうした文字や紋様は、魔法使いが魔法を使う時にもっともよく使う方法の一つだ。

　最後にヘックの足下を丸くくくったところで、パデウカは手の中の黒炭を放り捨てた。首から下げた青玉の首飾りに触ふれながら呪じゆ文もんの詠えい唱しようが始まると、ヘックの周りの円が鈍にぶい光を放ち始めた。その光は引かれた線の上を走り伝いながら橇船の紋様へと移っていき、ついには橇船の周囲を取り囲む。そこで女魔法使いが橇船に向けて両腕うでを大きく振るい、紋様の光は一ひと際きわ眩まぶしく輝いたかと思うと、その後一転してすっかりと消え去った。

　どうやら魔法は終わったらしい。パデウカは大きく息を吐はきだすと言った。

「いいかい、ヘック、手を抜いたら承しよう知ちしないよ」

「……やりゃいいんだろやりゃ」

　そう答えたのはしかし鷲わし鼻ばなの小男ではなかった。ラドは慌あわてて小男へと視線を向けたが、彼は崩くずれ落ちるようにして屋根の上に倒れていた。

「なんじゃ、その不満そうな態度は」

　パデウカは橇船に近づいていきその右足を振り上げた。だが、途と中ちゆうで舌した打うちをして、その足を下ろす。

「これは壊こわれたら、直すのが骨じゃからな」

「ってことは、この中にいれば俺おれは安全ってことか。ざまあ見ろ、パデウカ」

「ほお、それはいい考えじゃな、ヘック。もうこれからお前はずっとその橇そり船ぶねの中にいろ。そうすれば、あの悪い手て癖ぐせを発はつ揮きすることもできないしの」

「……俺が間違っていました」

「やはりこれはもう一度一から教育せねばならぬようじゃな。まったく面めん倒どうなことじゃ」

　女魔ま法ほう使つかいの疲れた声を聞きながら、ラドは橇船へ近づいていった。今女魔法使いが話しかけたのは、そしてそれに答えていたのはこの粘ねん土どで作られた船だ。しかも、ただの粘土であったはずのこの橇船は、今ではしっかりとした質感を備えた立派な橇船に見えた。

「……精せい霊れいだったんだ」

「そうじゃ。不格好だったが力仕事をやるにはもってこいだと思ったのでな、人形をやることにしたんじゃよ」隣となりにやってきたパデウカがそう答え、それから口元を綻ほころばせながらラドを見た。「その様子だと気づいておらんかったようじゃな」

「はい。まったく」

「そうか、そうか」

　女魔法使いは満足げに何度か頷うなずいている。

「精霊を魂たましいとしたわらわの粘土人形は最高の出来であるからな、魔法の才を持つ者といえども、普通に見るだけではそう簡単には分からぬじゃろう。ヘックの奴やつはあの小男に随ずい分ぶん馴な染じんだからなおさらな。それに比べると、まだこれには不慣れな部分もあるようじゃが、まあ何とかなるじゃろ」

「なあ、ラディ」怪け訝げんそうな顔つきのセネマが言った。「ひょっとしてこの中にさっきの小男がいるという事なのか？」

「うん。これに乗って行けということみたい」

「乗り心地は最低じゃが、馬車よりもずっと早く移動できるからな」

「あたし、感謝なんてしないからね。どうせ親切でやってくれたわけじゃないんでしょ」

「察しがいいではないか」パデウカが振り返りながら言う。「そういうの、わらわは好みじゃぞ」

「……あんたの好みでもちっとも嬉うれしくないっての。で、目的はなに？」

「もちろんそなたじゃよ。せっかく見つけた人形の魂じゃからな、こやつにそなたのことを監視させとくというわけさ。それとせっかくであるから、魔法に使う材料でも買わせて、あとはこやつへの罰もかねておる」

「罰？」

「ああ。こやつの手癖の悪さにはほとほとあきれ果てておるからな。そなたたちは遠えん慮りよせず好きなだけこやつのことをこき使ってよい。よいな、ヘック」

「ふ、ふざけるなっての。誰がそんな──」

「よいな」

「……はい」

「そなたたちも準備は出来ておるんじゃろ。さっさと乗った乗った」

「ちょっと今からなの？　もう日も暮れかけてるけど」

「それでも多少は進むことはできるし、いざとなればヘックは夜でも動き回れる。どんな奴やつにも取り柄えはあるもんじゃ」

　パデウカが橇そり船ぶねに手を触ふれると、扉とびらが音もたてずに開いた。ラドたちは押されるようにして、その中へと乗り込んだ。三人と荷物を押し込んでもまだ十分に余よ裕ゆうがあるほど、橇船の中は広い。席はやわらかな布張りで窓は開閉式、しかも食事に使えそうな小さな卓たくや座ざ布ぶ団とんまで用意してあった。とても粘ねん土どで作られたものとは思えない。

「なあ、一つ気になってることがあるんだが……」

「どうしたの、セネマ？」

「これ屋上からどうやって降りるんだ？」

「そんなの一つしかないじゃろ」

　小窓越しにパデウカの声。

「一つ？」

「飛び降りる」

「飛び降りるって……おい、まさか。この高さからか。ちょっと待──」

「さあ、おゆきっ」

　パデウカの声とともに、橇船は屋根の上を滑すべり始めた。邸やしきの屋上を横切り、山の草木を見下ろしながら、何もない空めがけて飛び出していく。

　静かな山の中に、悲鳴と歓声が入り混じった声が木霊こだました。
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　セネマが口元に手をあてたのを見て、ラドは卓たくの上に載のせてあった水みず袋ぶくろに手を伸ばした。すぐに取り出せるようにと準備しておいたものだ。

「いる？」

「……ああ、頼む」

　そう答えた親友の表情は、気を張っている時の少し険しさのあるそれでもまだ子供っぽい面おも影かげを残すそれでもなく、血の気が引いてただ青ざめている。もっとも、これでもだいぶ回復した方だ。

　ヘックは谷間に延びた細い街道を道なりに蛇だ行こうしながらひたすら走っていた。街道にも関わらず行き交う人の姿はほとんどなくただ土色に染まった景色が続いて、冬の近づきととも少しずつ冷たくなり始めた風が窓から吹き込んでくる。それでも親友の橇そり酔よいを冷ますには至っていない。

「少し休む？」

「いや、いい」水で濡ぬれた口元を拭ぬぐいながら、親友は首を振った。「これにもだいぶ慣れたし、それにもうすぐなんだろ？　着いて降りればこんなのすぐによくなる」

　御ぎよ者しや席せきに座っていたエニルが小窓越しに船の中を覗のぞき込んだ。

「思いがけず、苦手なものがあったものね」

「……悪かったな」

「べつに皮肉で言ってるんじゃないのよ。ただ、素直に驚いてるだけ。セネマにこんな面もあったんだってね」

「うん、それは僕も意外だった。橇船に酔うなんてさ。乗馬とかあんなに上う手まいのに」

「馬と一緒にするな。あれは一つとなって駆かける友人みたいなものだぞ。風を切って一緒に走り抜けるのは本当に気持ちがいいんだ。だけど、これは」セネマは足下の床ゆかを睨にらみつけた。「悪夢のような乗り心地だ」

「あたしはけっこう面白かったけどな。傾いたり、跳はねたり、すべったり」

「その騒さわがしかった声も気分が悪くなった理由の一つだな。耳障ざわりで仕方なかった」

「あらそう？　だったらそのお詫わびもかねて、あたしがさすってあげましょうか？」

「……そんなことされたら、気分が悪いどころじゃ済まないだろうな」

「素直じゃないわねえ。人の親切くらい受けなさいよ」

「心からの思いだ」

「二人とも、その辺にしときなって」

　そう口を挟はさみながらも、少しほっとする。

　言い合いというかじゃれあいというか、とにかくセネマがこうしたやりとりをできているということは、無理して強がっているというよりはその言葉どおりだいぶ慣れてきたということなのだろう。出発して二日目までは普通に座ってることさえ困難に見えたほどだったのだから。それに、二人の仲も最初に比べたらだいぶ良くなってきたような……まあ、こっちは勘かん違ちがいかもしれないけれど。

「何にしても、乗り心地については諦あきらめるしかないわね。何しろこれはヘックなんだから。お馬さんみたいな繊せん細さいさを期待する方が無茶ってものよ」

「お前ら、黙だまって聞いてりゃ言いたい放題言いやがって。いい加減にしやがれ」

　そう抗議する声が、左から右から天てん井じようから足下から聞こえてきた。今のヘックには口に当たるものがなく、橇そり船ぶね全体から声が響いてくるのだった。これは初めのうち妙な感覚ではあったのだが、今ではもう慣れてしまった。

「俺おれだって好きでこんな真ま似ねしてるんじゃねえんだぞ」

「そうなの？　あのふてくされた顔してた時より、ずっといきいきしてるように思うけど」

「気分はこの上なく最悪なんだ」

「そう言われても、顔が見えないから分からないし」

　からかうように言いながら、エニルは御ぎよ者しや席せきで前をむき直した。短く切られた白しろ金がねの髪かみが日の光をきらきらと反射させながら、吹きつける風に心地よさそうにたなびいている。

　普通の橇船は馬や飛び豹ひようといった動物の力によって滑すべるが、自力で移動することのできるヘックにはそうした動物たちの手助けはいらない。だから御者も必要ないのだが、にもかかわらずエニルが御者席に座っているのは、ただ彼女がそうしたがったからだった。御者席からは景け色しきがどういう風ふうに見えるのか、そしてその気分はどういうものなのか、味わいたいというわけだ。

　ラドも出発してしばらくの間は御者席に座っていた。エニルのように御者の気分を味わいたかったわけではなく、そうした方がいいのではないかと思ったからだ。御者なしで走っている橇船なんて、一目で魔ま法ほうのものであると分かってしまう。そしてそのせいで何かよけいな面めん倒どう事に巻き込まれてしまうかもしれない。魔法、そしてそれを扱う魔法使いを得え体たいの知れないものとして嫌きらっている人々は大勢いる。一見しただけならどこかの貴族の令れい嬢じようとして通じそうなエニルはもちろん、どことなく力がなさそうなラドも、扱いが難しいとされている橇船の御者に相応ふさわしいとは言えなかったが、誰もいないよりは誤ご魔ま化かしがきくのではないかと思ったのである。

　だが、さらによくよく考えてみれば、この先向かうのは魔法で有名な都みやこだった。魔法の乗り物が行き来しても変に目立ったり、余計な面めん倒どうに巻き込まれたりすることはないんじゃないか。そう思い直して、ラドはもう御ぎよ者しやの振りをするのをやめている。

「おい、手た綱づななんて引っ張るんじゃねえ。俺おれを馬みたいに扱うんじゃないと言っただろうが」

「気分よ、気分。この方がそれっぽいじゃないの。それより、ちょっと速度が落ちてない？」

「そろそろだからな」

「えっ、もうなの？」

「俺じゃなかったら、あと三日はかかってるな」

「なによ、偉えらそうに」

「偉いんだよ。それで、ラドウィン、街には歩いていくんだな？」

「うん」ラドは頷うなずいた。「こんな大きいので行ったら、他の人の邪じや魔まになっちゃうだろうからね」

「なんか俺が邪魔だと言われてるような気がするが……まあしばらくお前らと離れてせいせいできることにはかわりないか。おい、パデウカからの頼まれものもちゃんと買って来いよ。約束だぞ」

「分かってるわよ」

「本当に分かってるんだろうな。忘れて監視してなかったなんて事になったら、あいつにどんな目にあわされるか分かったもんじゃないんだからな」

「分かったってば。まったくしつこい乗り物ね」

　ラドは苦笑した。この橇船に宿っている精せい霊れいは、よほどあの女魔ま法ほう使つかいが恐いようだ。

　道中、エニルの大騒さわぎとセネマのうめき声とヘックの不平の合間から聞いた話によれば、シャラシエという国は三方を山と丘とが連なってできた荒れた高地に囲まれていて、唯ゆい一いつ起伏があまりない細い谷間が続く南にのみ一本の細い街道、つまり今ラドたちが進んでいるこの道が延びているのだという。道は谷の地形に沿っているために右へ左へ上へ下へとうねりくねっていて、一いつ端たんは目的地であるシャラシエ国の都みやこへ、そしてもう一端はアルボルト国の外れへと繫つながっている。

　この細い街道沿いにはクシエナのようないくつか集落めいた宿場街があり、そうした街と高地に点在する小さな集落などを含めたものが、シャラシエの国と呼ばれている。ただこうした街や集落はみな小さく、秩序をもってそれなりの規模で整えられた街といえるのは王都くらいなものらしい。

　橇そり船ぶねは小さな坂を上りきったところでゆっくりと止まって、ラドたちは扉とびらから表に出た。

「本当に赤いんだな」

　橇船の扉に寄り掛かるようにしながら、セネマが呟つぶやく。

　緋ひ色いろの街、紅こう宮きゆう。その街の姿が眼下に広がっていた。

　呼ばれている異い名みようのとおり、街の辺り一帯が赤く染まっているのがここからでもはっきりと見て取れた。緋ひ色いろや紅あかといっても目に痛いような圧迫感のある鮮せん烈れつな赤色ではなく、茶色がかった柔やわらかな色合いをしている。雪の季節にはまだ早いから話に聞いたような白と赤の混じった眺ながめではなかったが、それでも十分に見み応ごたえはあって、ラドはその広がる景色けしきにしばらく目を奪われた。

「ほとんどの建物が赤い焼やき煉れん瓦がで造られてるんだから、赤いのは当たり前だろうが」何を言ってるんだとばかり橇そり船ぶねが言った。「この辺りの土は元々赤っぽいんだけどな、焼くとそれが表にくっきりと出るんだよ」

「へえ、詳くわしいんだね、ヘック」

「……パデウカのせいだ」

「ああ、人形？」

「そうだ。あいつ、さんざ人に穴を掘らせてその土を運ばせたくせしやがって、やっぱり人形には向いていないとかぬかしやがったんだ……思い出したらまた腹が立ってきた」

「そのシャラシエの赤煉瓦には古い言い伝えがあってね」

　御ぎよ者しや席せきから飛び降りながら、エニルが言う。

「煉瓦を造ろうとして上う手まくいかない努力していた煉瓦職人に、土に宿っていた精せい霊れいが恋をしちゃって。その後出来上がった煉瓦はすべてほの赤く染まってたんだってさ」

「馬鹿馬鹿しい。言っただろ、この辺の土に赤い成分が含まれてるだけだっての。だいたい精霊が人間に恋するなんてするわけねえだろ」

「よく言うわね」

「なにがだよ？」

　エニルが橇船の扉とびらを軽く小突いた。

「あんた、パデウカのこと好きなくせに」

　橇船が大きく揺れた。思いきり寄り掛かっていたラドは、なす術すべもなくその場に転んでしまった。

「いきなり危ないだろ」

　起きあがりながら橇船に文句を言う。もっとも、同じように寄り掛かっていたはずのセネマはもちろん転んでなどいなかったけれど。

「こ、こいつが気持ち悪い事言うからだろうがっ。誰がパデウカを──」

「だったら、なんで一緒にいるのよ。さんざこき使われてるって不満言ってたじゃないの。今は橇船にまでされてさ」

「そっそれはだな……」橇船が再び揺れる。「あいつが、いい粘ねん土ど人形を作るからだ。そう、それに決まってる。あいつは、魔ま法ほうの力がけっこうあるくせに、やることといえば粘土人形作りと自分を飾ることだけだからな。そのおかげでたしかに粘土作りの腕うではたしかなんだよっ」

「ふうん、へえ、そう」

「……ああ、うっとうしい奴やつだな。くだらん事ばっか喋しやべってないで、さっさと街に行ってこいよ。途と中ちゆうで日が暮れちまっても俺おれは知らんぞ」

「上う手まく逃げたわね」

「でも、たしかにヘックの言うとおりだよ」

　ラドは言った。空を見上げるとまだ日は昇っている途中で、暮れるまでにはまだ十分に時間はある。しかしここから見えるあの赤い街までにはまだ距離はありそうだし、上がったり下ったりの起伏もあるからどのくらい時間がかかるか判然としない。それに街についてからも、精せい霊れいの事を調べたり、魔ま法ほう使つかいを探したり、泊まる宿を探したり、そしてパデウカの買い物も済ませたりと、しなければならないことはたくさんある。早く着ければそれに越したことはない。

　ラドはセネマに声をかけた。

「それじゃそろそろ出発しようか」

「…………」

「セネマ？」

「ん、なんだ？」

　瞬まばたきをしながら、親友が見返してくる。

「出発しようと思ったんだけど……」今自分を見ているその表情に普段と変わったところはないが、しかし呼びかけた時の親友の横顔はたしかに強こわばっていた。「セネマ、また気分でも悪くなった？　それならもう少し休んで──」

「いや、俺は大だい丈じよう夫ぶだ。出発しよう。荷物を出すよ」

　セネマが橇そり船ぶねの扉とびらを開けて中から荷に袋ぶくろを取り出し始めたのを見て、ラドもそれを手伝う。

　もっとも、今回は夜営の道具や保存食などはヘックに残したままでいいので、持っていかねばならない荷物はたいしたことはない。ラドは荷袋の口を紐ひもで縛しばると、改めてこれから行く緋ひ色いろの都みやこへと目を向けた。

　セネマと旅を出てからというもの、出来るだけ魔法との関わりを避けてきた。それが精霊の手助けのためとはいえ、まさにその魔法で有名な街へ行くことになるとは思いもしなかった。少し不安というか、緊張というか……そんなものがある。

　ふと気づくと、セネマも同じようにシャラシエの街へ視線を向けている。やはり何か思うところがあるのか、その目は真剣で、睨にらみつけているようでもある。

「……赤煉れん瓦がの言い伝え、か」

　歩き出す時、親友がそう呟つぶやくのが聞こえた。
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　エニルが大きくため息をついた。

「……あれを上っていくわけ？」

「泊まった宿で聞いた話だと、魔ま法ほう使つかいに相談したいならやっぱり王宮にいくのが一番いいってことだったからね」

　ラドはそう答えながら、シャラシエの王宮、宿屋の主人が紅こう宮きゆうと呼んでいたその建物を眺ながめていた。

　その赤い色をした丸い宮は小高く盛り上がった崖がけの上にあった。もっともこの辺りの地形を考えると、街の方が付近から窪くぼんだ低い土地に広がっていて、王宮自体は本来の丘きゆう陵りよう地帯の中にあるという方が正しいのかもしれない。いずれにせよ、街と王宮の間は傾斜の非常に険しい断だん崖がいによって隔へだてられており、その両者の間を繫つなぐために一本の階段だけがまっすぐに伸びていた。階段の色ももちろん赤煉れん瓦がの紅べに色いろ。各段は見るからに急で、百段や二百段ではとてもおさまらない長さがある。

　丸みを帯びた緋ひ色いろの宮とそこへ伸びるまっすぐな階段、地じ肌はだをむき出しにしている崖とそして高く澄んだ空。その眺めは美しいだけでなくどこか厳おごそかな雰ふん囲い気きがあって、見ていると身が引き締まるような思いを感じさせられる。だが、実際上らねばならないとなれば話はまた別だった。ため息をついたエニルの気持ちはよく分かる。

　エニルは相変わらず階段とその伸びた先にある王宮をじっと見上げていたが、不意に大きく頭を横に振った。

「やっぱり無理ね」

「無理？」

「あんなの上ったら、途と中ちゆうで倒れちゃうって」

「大おお袈げ裟さだなあ。じゃあ、どうする？　街の中にいる魔法使いでも探してみる？　途中でそれらしい看かん板ばんを見かけたけど」

「それも面めん倒どうでしょ。どうせならやっぱりすごい人たちに相談したいし」

「……だったらどうするのさ」

「頭が固いわねえ、ラドは」

　よく言えば素直な悪く言えば身勝手な精せい霊れいの少女は腕うでを組むと、まるで出来の悪い生徒を相手にしている教師のような表情を浮かべて言った。

「他の道を見つければいいじゃないの」

「他の道？」

「そう。考えてもみなさいよ。王宮にいるのはシャラシエの王家の人や偉えらい魔法使いたちなんでしょう。魔ま法ほうで空飛んだりできる人はいいだろうけど、それ以外の人が毎回毎回あんな階段使って行き来してると思う？　お爺じいちゃんお婆ばあちゃんだっているだろうし、身体からだの具合が悪い人とかどうするの」

　ラドは階段に視線を向けた。今から一度上るというだけでもこれだけ気は重い。常つね日頃あの階段を上り下りしなければならないというのは、たしかに大変すぎるように思える。

「それはそうかもしれないけど……でも慣れなんかもあるだろうし、それにあの王宮で暮らしてたらそんなにしょっちゅう行き来する必要はないんじゃない？」

「色々必要なものだってあるでしょ。王宮の中だけじゃ手に入るものなんて限られるんだから、そういう物はもちろん街から運んでるわけでしょ」

「……なるほどね」

「それによ。もし、あの階段をふさがれたら、それだけで街との行き来ができなくなっちゃうのよ？　そんな王宮なんて危なっかしいったらないわよ」

　エニルは自分の言葉に納得したように何度か頷うなずくと、結論づけるように言った。

「だからね、きっとあるわよ、隠かくしてある別の道が。それもたぶん魔法がらみのがね。だいたい魔法使いなんだから、そんな仕掛けがない方がおかしいってものよ」

　ラドは半ば本気で感心、半ば本気で呆あきれながら、エニルを見返した。感心したのはそれなりに説得力があった今の理屈を思い巡めぐらせたことに対して、呆れたのはその理由がただ階段を上ったり街を歩きまわりたくないからというだけなことに対して、だ。嫌いやなことを避さけるためにならなんだってしそうだな、この精せい霊れいは。

「でも、言うとおりだったとしてだよ、その道をどうやって探すのさ。そんなものがそう簡単に見つかるとは思えないんだけど」

「そんなの決まってるじゃないの」エニルは胸を張った。「女の──じゃないのか、精霊の勘かんよ」

「勘って……」

「あの辺が怪しいのよね」

　怪しいというよりは、まるでそれがそこに実際にあることを知っているかのような自信満々な口調でそう言い切ると、精霊の少女はさっさと駆かけ出した。

「ただ疲れるだけなのに……」

　その後ろ姿を眺ながめながら、ラドは呟つぶやいた。半ば感心半ば呆れていた感心の部分は消え去って、もうすっかり呆れている。

　まったくそんな道が勘なんかで見つかるわけがないじゃないか。面めん倒どうを避けようとして、より面倒でより困難な真ま似ねをしていることにあの精霊の少女は気づいてないらしい。

　ため息をついて、セネマを振り返る。橇そり船ぶねを降りてからというもの親友はどうも口数が少ない。青ざめていた顔にはすっかり血の気が戻っていたが、まだ気分が悪いのかその表情は硬いままだ。

「そうだ、セネマは先に宿に戻って休んでたら？」

「どうしてだ？」

「まだヘックに乗ってた時の酔よいが醒さめてないんでしょ。時間的にも王宮に行くのは明日にした方がいいだろうし、エニルには僕が付き合うからさ。しばらく探して見つからなければ諦あきらめるよ、きっと」

「いや、俺おれなら大だい丈じよう夫ぶだ。歩いててもうすっかり気分はよくなった」

「本当に？」

　疑わしげな気分でセネマの顔を覗のぞき込む。と、親友は久しぶりに無む邪じや気きな少年のような笑みを浮かべた。

「本当だって。まったく、ラディにこんなに心配されるとはなあ。俺も格好悪いところ見せたもんだよ」

　おどけるようにそう言って、セネマは精せい霊れいの少女の後を追って歩き始めた。その歩き方がいつもとまったく変わらずに無理した様子がまるでないのを見て、ラドは軽く胸をなで下ろした。

　うん、大丈夫そうだ。

　親友の隣となりに並んで歩き始める。

　通りに立ち並んだ建物はやはり赤煉れん瓦がを積み上げたものが多かったが、しかし遠くでみた印象ほど赤一色というわけではなかった。灰色の石造りのものや、木で組まれたものも混じっていたし、その姿形もどこでも見かける切きり妻づま屋根の家から半球状の丸天てん井じようを持った平たい邸やしき、細長い塔とうやそれらが組み合わさって一つになっているものまで、多様性に富んでいる。しかしそんな様々な建物が雑然と並んでいるのにも関わらずあまり違和感はなく、不思議と調和がとれているように感じられる。

　むしろ他の街と比べて異質なのは、それらの建物に踊おどっている文字だった。公用文字とは異なる複雑で入り組んだ様々な文字。まったく見たことがないものが多かったが、中には読めるものもあった。例えば、今左手にある看かん板ばんにはこう書かれている──魔ま法ほうの復権のため、ともに道を歩まんとする若者を募つのる。さらに続けて、その建物の持ち主らしき人の名前や、扱っている魔法の範囲、またそれを教わることでかかる費用なども説明されていた。

　弟で子しを求めているのだ──魔法使いが。

「…………」

「ラディ、どうかしたか？」

　見れば、親友が心配そうな顔をして覗き込んでいる。

「何でもない。どうして？」

「……いや、それを、さ」

「それ？」

　セネマに目で合図されて、ラドは右手で一枚の金属片を弄もてあそんでいた事に気づいた。かつて師だった人からの初めての贈り物であり、そして最初に教わった魔ま法ほうが込められてもいる護ご符ふを。

　森にいた頃、ふとした時とき中でも魔法が上う手まくいかない時にこの小さな欠片かけらを手で弄もてあそんでいた。そうしていると何となく心が落ち着いて自分の意識が集中しやすくなった。

　魔法を捨てセネマと旅に出てからもう二年近くがたち、その癖くせももう抜けた。抜けたと思っていたのだが、そうではなかったらしい。

　ラドは護符を財さい布ふ袋ぶくろへとしまい込みながら、笑って見せる。

「何でもないんだ、ほんとに。それより、エニルを──えっ」

　心臓がひっくり返って、飛び上がりそうになった。

　いつやってきたのか、目の前にいかつい男の上半身が浮かび上がっている。

「おい、少年たちっ」

「ぼ、僕らですか？」

「もちろんだ。今きみらは、私の塾じゆくの看かん板ばんを読んでいたんじゃないかっ？」

「は、はい」

　勢いに押されてつい頷うなずいてしまうと、男の上半身がさらに前へと乗り出してきた。その肌はだの上に何か紋もん様ようめいたものが描かれている。

「やはりっ。では魔法の基礎がもう見についているのだなっ。よし、少年たちよ、私と一緒に魔法を学ぼうっ」

「いえ、あの……」

「いやいや、言わずとも分かっておるさ。すでにどなたかに師事して学んでいるというのだろうっ。あの文字を読めると言うことはそうだろうからな。だが、心配はいらないぞ。私がその方の元へ説得しに行ってもよいし、いざとなれば掛け持ちという手段もある。私にはそなたたちのような弟で子しが必要なのだっ」

　実際に目の前にいれば、間違いなく唾つばが飛んできているだろう見けん幕まくだったが、もちろんそんなことはなかった。これは幻まぼろし、魔法で作られた幻だ。今の話から察するところ、このいかつい男は今見ていた看板の建物の持ち主で、おそらくそこから魔法で姿を見せているのだろう。よく見ると、机の袖そでやその上の書物といった部屋の様子もちらちらと映っている。

「……あの、すみません。僕は魔法の勉強をしに来たわけじゃありませんし、そのつもりもまったくないんです」

「な、なんとっ、では魔法を学びに来たのはそちらの髪かみが頰ほおにかかった──」

「俺おれはその文字なんてまったく読めない」

「……そうなのか」そのいかつい魔法使いはがっくりと肩かたを落とした。「なんと残念なことだ。近頃は魔法使いになろうという若者は少なくてな、しかもなぜかわたしの元には弟子になろうと来てくれる者はさらに少ないのだ……」

「……すみません」

　そのあまりの落らく胆たんぶりに、悪いことなど何もしていないはずなのについ謝あやまってしまう。

「いや、いいんだ。気が向いたらいつでも来てくれ。しかし何が悪いんだろうな……」

　まるで身体からだまで小さくなってしまったかのようにしょんぼりしながらぶつぶつと考え込んでしまった男の幻げん影えいに向かって頭を下げると、ラドたちはその場を離れた。

「なんだったんだ、今のは」

「たぶん、あの人は魔ま法ほう使つかいだよ。それで……弟で子しを探してるんだと思う」

「魔法使いの弟子か」セネマはラドを一いち瞥べつすると、おどけるように肩かたを竦すくめた。「槍やり試合に参加する者の募集をしていたかと思えば、今度は魔法使いの弟子探しか。まったくこの国は色々大変そうだな」

「ああ、槍試合。すっかり忘れてた」

　そういえばそうだった。今この緋ひ色いろの都みやこにやってきた目的は精せい霊れいの少女を助けることのできる魔法使いを探すためだが、元を正せばこの都で行われる槍試合に参加するつもりだったのだ。だが、ゆったりとした衣い装しようを身に纏まとった人々、杖つえを手にしていたり指輪や腕うで輪わをはめている人々を多く見かける一方で、クシエナで見かけたあの目のつり上がった男のような雰ふん囲い気きの人は気がつかなかった。いやそれどころか、剣や槍を持った人の姿が通りにはほとんどいなかったような気がする。

「あのなあ」セネマが呆あきれたように苦笑を浮かべた。「俺おれが忘れるならともかく、参加しようとしていたお前が忘れてどうするんだよ。まあたしかに、そんな様子はないけどさ」

「延期にでもなったのかな」

「かもな──ラディ、少し走ろう。またあのじゃじゃ馬を探し回るのは御ご免めんだ」

　見れば、エニルがずいぶんと先の角を左に曲がっていくところだった。気ままな精霊はラドたちのことを気にする風ふうもなく、飛ぶようにして歩いている。

「そうだね」

　セネマに倣ならうようにして駆かけ出しながら、ラドはちらりと石造りの建物の方を振り返った。ラドたちに声をかけてきたいかつい魔法使いの姿はもう見えない。

　僕を魔法の弟子に、か。魔法使いになろうとする人が減っていると言っていたから、たまたまあの文字を読めた僕に声をかけてきただけなんだろうけど……

　魔法は魔法使いから教われば誰にでも扱える、というものではない。魔法を引き起こす力は──かつてラドの師であった魔法使いの言葉によれば紐ひもとはさみを作りだす力は──魔法を使う者の意思の力、つまり魔法使いその人自身の心を源とする。だから、最後は魔法使い自身が自分でなんとかするしかない。たとえどんな偉大な魔法使いからどれだけ丁てい寧ねいに心を集中させる方法やそのこつを教わったとしても、魔法に向いていなかった人にはその力を生みだすことは出来ない。

　だが、その後の部分、そうして生みだした自分の魔ま法ほうの力を望むような形へと変えることで──師であった人の言葉によれば何かと結びつけたり何かを切り分けたりすることで──実際に魔法の現象を引き起こす部分についてはそうではない。魔法によって引き起こされる現象の多くは世界に属すること、つまり誰にとっても共通のものであるから、かなりの部分で知識を共有をすることができるし、そうすることが必要でもあった。一人で学ぶには、魔法が扱える範囲はあまりに、あまりに広すぎる。

　だから、魔法使いにとって師の影響というのは非常に大きい。どんな魔法を扱えるようになるかというのは、師がどんな魔法を使うのかということとほとんど同じといってもいいほどだ。もちろん、後々過去の魔法の書物を読んだり、新しい魔法使いについて学んだり、自分で試行錯さく誤ごをして新たな魔法を試みたりすることはできる。だがその場合でも、基礎となるのが師から教わった魔法であることに変わりはない。

　そしてその段階より前、自分の魔法というものを考えるよりも前に魔法を捨てたラドが扱える魔法は、当然ながらすべて師から教わったものだった。いやそれどころかラドにとって魔法とは師とのあの森での生活そのものだ。

　だがそれらはもう……

　ラドは頭を振った。あともう少しだ。精せい霊れいに詳くわしい魔法使いを探し出して、魔法に関するもので満ちあふれたこの街を離れたら、また魔法とは関係ない日々が戻ってくる。今さら魔法のこと……森のことなんて思い出してどうする？

　それ以上考えるのをやめて、先ほどの角を曲がる。

　精霊の少女が岩の壁を前に立ち止まって、何やら小難しい顔をしているのが見えた。

「この辺だと思うんだけどなあ」

　むき出しとなった壁面をぺたぺた叩たたきながら、そんなことを呟つぶやく声が聞こえてくる。

　何の変へん哲てつもない岩場にしか見えないが、何かあったのだろうか？

　そう思いながら近づいてみたが、やはりどうということはなかった。赤みを帯おびた岩が積み重なり、その合間に細いながらもたくましく根を張った蔦つた属ぞくの植物がからまっているだけの岩壁だ。一人で歩いていたとしたら、少しも気に留めることなく通り過ぎていたに違いない。

　ちょうど壁に遮さえぎられる形となっているせいで辺りは薄うす暗ぐらかったが、仰あおぎ見ると空が薄うす紫むらさき色いろをした夕焼けに染まり始めていた。やはり今日これから階段を上るのはやめた方がいいな。セネマの体調のこともあるし、もう少しエニルの勘かんとやらに付き合ったら宿に戻って、ゆっくりすることにしよう。一晩休めば階段を上る気力だってきっとわいて──

「やっぱり」

　ぱちんと手を合わせる音とともにエニルが声をあげて、ラドは視線をそちらへと向けた。精霊の少女は少し左へ移動したところで振り返り、満面の笑みを浮かべている。

「あったわよ」

「あった？」

「決まってるでしょ、裏道よ。ほらここ」

「えっ」

　慌あわてて近寄ってみる。一見すると、エニルが指さしている場所もさっき見たところと同じ岩と蔦つたが絡からみ合ったただの岩壁にしか見えなかった。だがよくよく目を凝こらしてみると、両手で摑つかめるほどの取っ手が捻ねじれた蔦の合間に溶け込んでおり、ちょうど岩の切れ目に隠かくれるようにして四角い切れ目が走っているのが見て取れた。

「……どうやって見つけたの、これ」

「だから勘かんだってば」

「勘って……」

　ラドは助けを求めるようにしてセネマを見た。が、親友も黙だまって首を振っただけだ。

「早く行きましょ」

「行きましょって、これが王宮への裏道だとは限らないよ」

「そんなの入ってみれば分かるでしょ」

「それはそうだけど……でも、隠してあるのは間違いないみたいだし、勝手にそんなことしていいのかな」

「見つけたんだからいいのよ」

「……どんな理屈さ」

　口ではそう言いながらも、ラドはその取っ手を摑んだ。こんな風ふうに巧こう妙みように隠されている扉とびらの先に何があるのか、気にならないといえば噓うそだ。

　もう一つの手も伸びてくる。セネマだった。

「とにかく開けてみるか」

「うん」

「行くぞ。一、二、三」

　かけ声とともにその取っ手を引っ張ると、中から灯あかりがこぼれてきた。光ひかり苔ごけの光だった。







　扉の先は通路となっていた。一定の間かん隔かくで苔がぼやけた青白い光を放っており、薄うす暗ぐらいものの歩くのに不自由はない。通路はなだらかな坂となっていて、それに沿ってしばらく下っていくと、拓ひらけた部屋のような場所に出た。出入り口は今歩いてきたこの一カ所だけらしく、先はすっかり行き止まりになっている。

「ここで終わり？」

　エニルが不服そうに言って、その中にさっさと入っていった。ラドも続いたが、ちょうど扉枠わくのようなところを通り抜けたところで、立ち止まった。首筋をさする。羽根でくすぐられたような、小さな虫が一いつ瞬しゆんとまったような、そんな些さ細さいな感覚だったが、何かを感じたのだ。

　気のせいかとも思ったが、しかしセネマも腰こしの鞘さやを摑つかみながら周囲を見回していた。やはり何かが触ふれたのは間違いなさそうだ。

「二人とも、何してるのよ」

　振り返ったエニルが言う。彼女は何も感じなかったか、気づかなかったらしい。

　しばらく様子を窺うかがってみたがそれ以上何もなかったので、結局ラドもその後へと続いた。中はけっこう広く、小さな食堂くらいありそうだ。天てん井じようはひどく高いらしく見通せなかったが、周囲の壁と床ゆかは赤煉れん瓦がですっかりと覆おおわれている。

「何かの貯蔵庫みたいに見えるな」

「おかしいなあ。絶対ここだと思ったんだけど」

　そんな二人の呟つぶやきを聞きながら、ラドも辺りを見回してみた。ぽつんぽつんと空からの木箱や麻あさ袋ぶくろが置かれている他にこれといってものは何もなく、がらんとしている。たしかにセネマが言ったように、穀こく物もつや酒さか袋ぶくろを貯蔵しておくのにぴったりという感じがする。

「エニル、やっぱりここは違うんじゃないの？」

　そう言いながら顔を上げる。

　と、精せい霊れいの少女は両手を横に広げながら、部屋の中をふらふらと歩きまわっていた。

「……何してるのさ？」

「白い床を歩いてる」

「白い床？」

「そう」

　言われて、足下を見直す。大部分はもうすっかり見慣れた赤い煉瓦だが、よくよく見ると、その合間合間に白というよりは埃ほこりで薄うす汚よごれて灰色となった陶とう器き板ばんが混じっている。それらはたった一つの部屋の入り口からその中央に向かって、渦うず巻まき模様を描くように丸く配置してあった。その渦巻きは部屋の中心に近づくにつれて小さくなって、一枚の大きな板まで続いている。

　エニルはその模様を伝いながら、部屋の中を歩いたらしい。

「到着、と」

　精霊の少女はまるで何かの遊びに勝ったかのように、中央の板にぴょんと飛び乗った。

　その瞬間、異変が起こった。床がわずかに光りを放ったかと思うと、今飛び乗ったはずのエニルの姿が消え去ってしまったのである。

　呆ぼう然ぜんとしてその場所を眺ながめていると、やはり目を丸く見開いた親友が隣となりへとやってきた。

「ラディ、これはいったい……」

「分からない。だから、僕も試してみる」

「おっ、おい」

　ラドは部屋の入り口へと戻ると、エニルがしていたように、白い陶器板の上を選んで歩き始めた。円を描きながら進むにつれて、少しずつ例の大きな板が近づいてくる。その板は他よりも白く、大きさも五枚分くらいあった。

　軽く深呼吸をして、その板へと足を踏み入れた。

　その刹せつ那な、足下から押し上げられるような強い魔ま法ほうの力を感じた。耳鳴りがして、身体からだがふわりと宙に舞い上がり──いや、そうじゃない。身体が浮いているのではなかった。足下にあったあの床ゆか板いたがものすごい速度で上昇し、そのせいでそんな錯さつ覚かくを感じてしまったのだ。

　その事に気づいた時、ラドの血の気は一気に引いた。

　天てん井じよう。こんな早さで天井に挟はさまれたら、ぺちゃんこに潰つぶれちゃうじゃないかっ。

　急いで板から飛び降りようとしたが、しかし軽い痛みとともに跳はね返されてしまう。手を伸ばしてみると、見えない壁のようなものがあった。四方ともだ。

　すっかり閉じ込められていた。

　床はさらに速度を上げて、上昇を続けている。

　ラドはその場にしゃがみ込み、頭を両手で抱かかえ込んだ。こんなことをしても何の役にもたたないことは分かっている。分かっているが、せずにはいられない。

　しかし待てども待てども、予想する衝しよう撃げきはやってこなかった。いつしか身体を包み込んでいた浮遊感はなくなり、耳鳴りも収まっている。

　ひょっとして気づかないうちに、僕はもう潰されてしまったのだろうか？

　そんな思いを抱いだきつつ、おそるおそる顔を上げる。先ほどいた場所と同じような景色けしきが見えてくる。

　そして精せい霊れいの少女がからかうような笑みを浮かべて、自分の方を見ていた。

「はあい、ラド」

　ゆっくりと立ち上がって、そちらに向かって歩き出す。と、何歩か歩いたところで、背後から鈍にぶい音が響き始めた。見れば、床が軋きしんだ音を響かせながら小刻みに揺れている。

「な、なに？　もしかして、僕のせい？」

　慌あわてて元いた場所へ戻ろうとすると、びりっとした軽い痛みとともに弾はじかれてしまった。今ほんの少し前に通り抜けた場所に、何か見えない壁のようなものが出来ている。

　その間にも、震しん動どうはさらに大きくなっていた。部屋全体が潰れてしまうのではないかと思えるほどに揺れている。

「エニル。とにかく外へ──」

「大だい丈じよう夫ぶよ、もうすぐ光って止まる。ラドの時もこうだった。たぶんセネマよ」

　暢のん気きな少女の言葉に答えたかのように床が青白い光を放ち、騒そう音おんと震動が次第に収まっていく。

　そして、セネマが立っていた。

　親友は首を捻ひねりながら、床板から降りてきた。

「なんだったんだ、これは。魔ま法ほうらしいことは分かったが……」

「だから魔法の裏道だって。それでここは王宮の中」

「そうなのか、ラディ？」

　ラドはぐるりと部屋の中を見回した。一見すると、通路を進んだ先にあった部屋とよく似ている。出入りするための扉とびらがあるのは一カ所だけで、それ以外はすっかりと赤煉れん瓦がの壁で覆おおわれていて、部屋の広さも同じくらい。だがその一方で、天てん井じようは背の高い大人おとな二人分といった程度の高さしかなく、乱雑に置かれていた木箱や麻あさ袋ぶくろの姿もない。

「さっきいた部屋じゃないのはたしかみたいだ」

「そうだな。まあもし本当にここが王宮なのだとしたら」セネマは腰こしの剣けん柄つかに手を伸ばして、鞘さやから引き抜けることを確認している。「さっさとどこかに移動した方がいいだろうな」

「そうだね」

「なんで？」

　ラドはため息をついた。

「あのね、隠かくしてる通路を勝手に使って、王宮に入ってきちゃったんだよ」

「でも、わたしたちは魔法使いに会いに来ただけよ」

「それは僕らの事情。相手からしてみればただの怪しい侵入者だって」

「そんなの相手が勘かん違ちがしてるだけじゃないの。ま、この部屋から移動するのには賛成だけどさ」

　エニルはそう言うと、さっさと陶とう器き板ばんの床を横切って扉とびらに近づき、警戒心の欠片かけらもない様子で、そのまま部屋の外へと出ていってしまう。

　幸い扉の前で誰かが待ち伏せているといったこともなく無事部屋から出ると、その先は薄うす暗ぐらい石の通路ではなく日の光で茜あかね色いろに染まる柱ちゆう廊ろうとなっていた。立ち並ぶ石柱は線と曲線の入り混じった模様が彫り込まれて、その合間合間には行き届いた花と緑の植え込みが設けられており、精せい霊れいの少女はそこに近づいて薄うす紅べに色いろの花を覗のぞき込んでいる。

「きれいねえ、この花」

「まったく……」

「ただの家って感じじゃないな」

「そうだね、やっぱり──」

　王宮かもしれない。隣となりにやってきたセネマにそう答えようとした時だった。

「お前たち、何者だ」

　遠くからそう怒ど鳴なる声が聞こえた。視線を向けると、右手の奥、廊ろう下かがちょうど二ふた股またに分かれたあたりに、白っぽい小さな人影が見えた。

　まずい。

「エニル、こっちっ」

　植え込みにいる精霊の少女にそう呼びかけながら、人影の位置を確認しようと廊下の奥に視線を向ける。だが、先ほど白い人影が見えた辺りには、何の姿もなくなっていた。

　誰か仲間でも呼びに戻ったのだろうか？　それとも柱の陰にでも入ったのだろうか？　とにかく急いで──

　そう思って左へと向き直る。

「お前たち、何者だ」

　すぐ目の前の男がそう繰り返した。







　男は非常に背が高く瘦そう身しんで、その身体からだを襞ひだのついたゆったりとした真っ白な衣ころもで包みこんでいた。剣や槍やりといった武器の類たぐいは見えなかったが、代わりに指にいくつかの指輪を嵌はめている。

「三人、か？」男はその整った眉まゆを寄せた。「感じ取ったのは二人だったはずだが、私の勘かん違ちがいだったか？」

　その呟つぶやきは先ほどの怒ど声せいと同じ人のものに聞こえた。ラドは廊ろう下かの奥、先ほどの人影を見かけた辺りにちらりと視線を向けてみた。あのわずかな時間でこの距離を移動して来たようだ。もちろん、歩いたり走ったりしてできることではない。辺りには魔ま法ほうの力の残り香がのようなものが漂ただよっているのも感じられる。

　魔法使い──それもかなりの使い手だ。

「それで、お前たちは何者だ。ここで何をしている」

「あの、僕らは決して怪しい者じゃないんです。街で偶ぐう然ぜん部屋を見つけて、中に入ったらいつの間にかこの場所へ……」

「偶然だと？」目の前にいる男の顔にあからさまな疑いの色が浮かんでいる。「偶然、転移部屋の入り口を見つけたというのか。しかも入っただけでなく、転移の魔法を発動までさせておいて？　そんな馬鹿馬鹿しい話を信じられるとでも──」

「そりゃ、信じられるわけないわよね。偶然なんかじゃないんだから」

　男の言葉を遮さえぎるようにして言ったのは、もちろん精せい霊れいの少女だった。男がラドとエニルとを交互に見み据すえた。空気に緊張感が増して、不ふ審しんの色がますます濃こくなっていく。

「どうも話が食い違っているようだが、偶然でないのなら、いったいどういうことだ」

「あたしの勘かん」

　エニルが自信満々に言い放った。

　男の表情から疑いの色が一瞬消え去った。顔から緊張が抜けて、気が抜けたようにラドやエニルの事をしばし見ていた。それから何か言おうと口を開きかけたが、上う手まく言葉が見つからないらしく、再び閉じる。

「どうしたの？」

「……いや、なんでもない。見つけたのが偶然でも勘でも、それはこの際措おいておくことにしよう。問題なのはここで──」

「リフォワ様」

「……遅い」

　呼びかけてきた声に、長身の男は不ふ機き嫌げんさと疲労とが入り混じったような様子で呟つぶやく。

　廊ろう下かの奥からこちらに向かって駆かけてくる人影が見えた。その数は三人。目の前にいるリフォワと呼ばれた男とよく似た長ちよう衣い姿だったが、見た限り彼らが身に纏まとっているものの方が簡素な作りのようだ。彼らも剣は帯びていなかったが、代わりに杖つえを持ったり腕うで輪わをはめたりしている。

「遅れて申し訳ありません」

　やってきた二人が次々と頭を下げてから、ラドたちを取り囲むようにしてそれぞれ立った。一番最後にやってきたもう一人も同じく頭を下げたが、しかし不意にその場で立ち止まった。代わりに怪け訝げんそうな面おももちでラドのことを眺ながめている。

　彼は四人の中では明らかに若く、身長はラドとほとんど変わらない。細ほそ面おもてで、長く伸ばした髪かみを後ろで一つに束たばねていた──相変わらずに。

「……まさか、ラドウィン？」彼はそう呟つぶやいてから、その自分の言葉に首を振った。「いや、間違いないな。背が伸びても、そのどこか不抜けたような顔はラドウィン、貴様意外にはいない」

「……不抜けた顔で悪かったね」

　そう答えながら、長ちよう髪はつの魔ま法ほう使つかいを見返した。ラドも彼のことはよく覚えていた。忘れたくても忘れられないと言った方がいいかもしれない。

「まさかこんなところで会うとは思わなかったよ。久しぶりだね、ノイビオ。元気だった？」

「そんな挨あい拶さつはどうでもいい」

　ノイビオは大おお股またでさらに近づいてきてラドの前に立つと、無ぶ遠えん慮りよに睨にらみつけた。

「なぜ貴様が転移部屋にいるんだ？」

「……転移部屋？」

「そうだ。ここは街と王宮とを繫つなぐ特別の──」

「ノイビオ」リフォワがノイビオを遮さえぎった。「どうやら知った顔のようだが、王宮警けい固ご長ちようはこの私だ。話ならば私がする。お前は下がれ」

「……はい」

　リフォワの言葉にノイビオが下がって、他の二人の魔法使いと同じようにラドたちを取り囲むように立った。その間背中をずっと突っつかれていたが、ラドは振り返らなかった。見なくても、精せい霊れいの少女が得意満面な表情をしているのは容易に想像がつく。とにかく、エニルの言う精霊の勘かんとやらが大当たりだったらしい。

「途と中ちゆうになったが、偶ぐう然ぜんにせよ、勘かんにせよ、場所を移してじっくり話を聞かせてもらいたい。悪意はなさそうであるし、ノイビオとも知り合いのようだ。おかしな真ま似ねをしないのであれば、不当な扱いはしないと約束しよう。その証あかしとしてその剣はお前たちに預けたままにしておく。悪くはないと思うがどうか？」

　その男の言葉はラドたちを信頼しているというより、自分たちへの自信の現れであるようにラドには感じられた。おそらくラドたちが剣を引き抜いたところで、自分の魔ま法ほうでいかようにも対処できるという思いがあるのだろう。セネマの外見からその剣の腕うでを見くびっているのは間違いない。だがその一方で、このリフォワという男が優れた魔法の使い手なのもまず間違いないし、他の二人がノイビオと同等かそれ以上の実力だとすればそうした自信を持つのも当たり前ではある。

　それに──ラドはちらりと髪かみの長い魔法使いへ視線を向けた。彼は色々と厄やつ介かいな性格の持ち主ではあったが、しかしこちらの言い分に一切聞く耳も持たず、理り不ふ尽じんな真似をするような人間じゃない、少なくても数年前の時はそうだった。

　振り返ると、セネマが頷うなずきかけてきた。もう一人の精せい霊れいの少女はまるで興味なさそうな顔で、柱の合間から姿を覗のぞかせている茜あかね色いろの空を眺ながめている。

「分かりました。僕らはそれでかまいません」

「では、ついて参られよ。ノイビオ、前へ」

　リフォワとノイビオが先導するようにして右手の方に向かって歩き出し、ラドたちはその後に従った。後ろを振り返ると、残りの二人の魔法使いは列の後ろで、ちょうどラドたち三人を前後から挟はさむ格好をとっている。

　だが、壁のない廊ろう下かをほとんどすすまないうちに、前を行く二人の魔法使いが立ち止まった。角を曲がった先から野太い話し声が聞こえてきており、リフォワは廊下の脇わきに寄って頭を下げながら、ラドたちに向かって手で合図をしてきた。どうやら、この声が聞こえる一団に道を譲ゆずれということらしい。気づかずそのまま歩いていこうとするエニルの腕を引っ張りながら、ラドも壮そう年ねんの魔法使いに倣ならう。

「何やら騒さわがしかったようだが、いったい何事かね」

「お騒がせをして申し訳ない、スアノーフ殿どの。たいしたことではありませんので、お気づかいなく」

「リフォワと言ったか……私は何事だと聞いているのだがな」

「……侵入者を──いえ、少々不ふ審しんな点のある者を見かけました。事情が分からぬため、これから少々調べようというところです」

「侵入者とな」鼻先で笑う声が聞こえた。「なんと情けない話だ、王宮に侵入者を許すとは。返答まで随ずい分ぶんと時間がかかったが、そなたらの王女も本音では早く我らの申し出を受け入れたかったのではないか？　何しろこんな頼りない家臣たちと一緒では、夜枕まくらを高くして休むこともできなかっただろうからな」

　その言葉に一団の間で大きな笑い声がわき起こる。

　何について話しているのかは分からなかったが、しかしどこか空気がおかしい。

　わざわざ頭を下げて道を譲ゆずったり言葉づかいからすると、このスアノーフという相手はノイビオはもちろん、リフォワという名の魔ま法ほう使つかいよりも身分が高いのだろう。だが、彼の態度はそれだけとは思えない。言葉の端はし々ばしに明らかに相手を見下しているような響きがあったし、一方で俯うつむいているノイビオたちの横顔は、怪しい侵入者である自分たちを見つけた時よりもさらに険しくなっているようにさえ見える。

　どんな人たちなのだろう？

　そう思って伏せたままでいた目線を上げる。

　目を瞠みはった。

　彼らは五人の集団で、その真ん中にいてリフォワのすぐ前にいる瘦やせた中年の男がスアノーフという男のようだ。

　しかしラドの目を引いたのは彼ではなかった。スアノーフの脇わきに控えている別の一人だった。白銀の鎧よろいに灰色の外がい套とうを身に纏まとい、白銀の剣を腰こしに佩おびた一人の男。

「アルボルトの騎き士し……」

　思わず呟つぶやきを漏もらす。ということは、彼らはアルボルト国の──

「せっかくであるからどのような者たちに侵入されたのか、私が確認してさしあげよう。場合によっては代わりに私たちが話を聞いてやってもよい。書物と向き合っているそなたたちは、荒事には慣れておられぬであろうからな」

「失礼ながら、スアノーフ殿どの。これは我らの問題、我らシャラシエの人間が対処するべきことであって、異国からの客人である貴方あなた方がたには関わりがないこと。余計な手出しはご遠えん慮りよいただきたい」

「もはやシャラシエの国は我らの庇ひ護ごの下にあるも同然。そうであれば、私たちが力を貸すのは当たり前というものだろう？」

　スアノーフは口調こそ丁てい寧ねいではあったが、しかし行動はそうではなかった。リフォワを強引に押しのけながら、その後ろにいたラドの髪かみを摑つかみ、そのまま引っ張り上げる。

　彼はラドの顔を見ると、再び笑い出した。馬鹿にした笑い、見下した笑いだった。

「なんだ、まだ年とし端はもいかぬ子供ではないか。こんなのに侵入されるとは、シャラシエの警けい護ごは情けないどころの話では──」

「子供で悪かったわね。あんただって昔は子供だったくせに何を偉えらそうに」

「なんだ、なんだ、子供の次は女か。終しまいには赤ん坊の侵入者でも──」

　だが、そこで男の言葉は途と切ぎれた。目を見開き、ラドたちの顔を見つめている。

「これはいったいどういうことだ？　なぜここに……いや、違うのか？」スアノーフはしばらくぶつぶつと独り言を呟つぶやいていたが、不意に大きく頭を振った。「まあよい。戻って調べれば分かることだ。やはりこの侵入者たちの身は私が引き受ける」

「今しがた申し上げたとおり、これは我らシャラシエの──」

「何か勘かん違ちがいをしているようだな、私が引き受けると言ったのだ。そなたの意見などは尋ねておらん。それとも、そなたたちの大事な王女のご決断に水を差そうとでもいうつもりかな？」

「…………」

「無事話し合いがついたようで、喜ばしいことだ。では、侵入者とやら、私と一緒に来てもらおうか」

　スアノーフは改めてラドたちを見返すと、先ほどラドの髪かみにしたのと同じように、今度はエニルの腕うでへ乱暴に手を伸ばしてくる。

　ラドはその手を遮さえぎるようにして二人の間に割って入ると、目の前の中年の男を睨にらみつけた。

「ラド……」

「小こ僧ぞう、何の真ま似ねだ」

「事情がよく分からないのでずっと黙だまっていましたけど、いくらなんでもそれは失礼だと思います。だいたい僕らは、リフォワさんについていくとは答えましたが、貴方あなたについていくとは言っていません」

「まったく子供はこれだから困る。そのリフォワが私たちに任せると言っておるのだ。それがどういうことか分かるか？」

「分かりません」

「やれやれ、困ったものだな。つまりな、こういう真似をしてもよいということだ」

　スアノーフは笑いながら、ラドに向けて拳こぶしを振り上げた。だが、その拳も横から伸びた別の手によって弾はじかれた。セネマだ。

「その子供相手にいきなり拳を向けるとは、たいした大人おとなだね、あんた」

「……がきどもが、甘あまい顔をしていればつけあがりおって。少し大人に対する態度というものを教えてやらねばならないようだな」

　スアノーフの表情が変わっていた。そしてそれに合わせて、彼の回りにいた四人が腰こしの剣に手を伸ばしている──白銀の騎き士しも。

　当然、セネマの手も腰に伸びている。しかしいくら親友の腕があったとしても、大人相手の五対一、ましてアルボルトの騎士までいては分ぶが悪すぎる。ラドも自分の小剣の柄つかを握にぎりしめていたがそれがほとんど役に立たないことは自分が一番よく分かっている。

「リフォワ様、ラドウィンの肩かたを持つつもりはありませんが、たしかにこのような事を許すのは私たちとしても──」

「お前は黙ってろ、ノイビオ」

　長身の魔ま法ほう使つかいが硬い声で答えた。だがリフォワはまっすぐに背を伸ばし、スアノーフの前に立ち塞ふさがるように移動した。だいぶ身長差があるために、相手を見下ろすような格好になっている。

「何のつもりだ？」

「申し上げたはず。これは我らシャラシエの問題であって、異国の客人にはお引き取りいただきたい、と」

「王女のご決断にそむくつもりか」

「そのようなつもりは毛もう頭とうない。が、もしそんな事になってしまったとすれば、それは我らだけではなくスアノーフ殿どの、貴方あなたにとってもあまり喜ばしくない事態だと愚ぐ考こうするがいかが」

「……田舎いなかの若造が。あまり利いた風ふうな口を訊きかないが身のためだぞ」

　金属の甲かん高だかい音が響いた。スアノーフの部下たちが剣を引き抜こうとする音だった。半ばまで姿を見せたアルボルト騎き士しの白はく刃じんが茜あかね色いろの陽光を眩まぶしく反射する。右足を前に踏み出した親友の、その腕うでに力がこもるのが見える。

「お前たちも下がれ。この王宮で暴力沙ざ汰たなど私が許さん」

　リフォワが腕を伸ばした。左右の手に嵌はめられた指輪がそれぞれラドたちとスアノーフたちに向けられている。

　ラドとセネマ、リフォワやノイビオたちシャラシエの魔ま法ほう使つかい、そしてスアノーフの一いつ行こうは、お互い牽けん制せいしあうようにして向かい合った。張りつめた空気が辺りに満ちる。下へ手たに動けば、こと戦いの合図となってしまう。それがラドにさえ分かる。それがこの場で分かっていないのはおそらく──

　そう思ってエニルに視線を向けると、精せい霊れいの少女は何かをじっと見つめていた。見れば何かふわふわとしたものが顔の前に浮かんでいる。

　何だ、あれ。綿毛みたいに見えるけど……そう思って見ているうち、それはラドの目の前にも現れていた。二つ、三つ、その数はみるみるうちに増えていく。

　そして、弾はじけた。

　花が咲いた。赤と白が入り混じり、なだらかな曲線の花びらを持った花が。その花は刹せつ那なに萎しおれて消えていったが、しかしその時にはすでに別の綿毛が新しく花開いている。様々な色、様々な姿をした小さな花が次々に咲き乱れ、次々と溶け消えていく。

「きれいねえ」
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　エニルが呟つぶやく。

　てっきり魔法を使ったのだと思ってラドはノイビオたちを見た。が、彼らシャラシエの魔法使いたちもまた呆あつ気けに取られた様子でこの花の風景を眺ながめていた。どうやら、彼らが魔法でやっていることではないらしい。

　だったら、これはいったいなんなんだ？　魔法の力は感じられるような気がするけど──

　そう思った時だった。

「いやはや、加減が難しい」

　天てん井じようの方から嗄かれた声が振ってきた。長身の魔ま法ほう使つかいがはっとしたように天てん井じようを見上げる。「セイドリン様？　この花のようなものはセイドリン様が？」

「リフォワか。いや、そうなのだ。すまぬ。余よ興きようでもと思って魔法の練習をしていたのだが、ちょいと加減を間違えてしまったらしい。慣れないことはするものではないな、まったく」

「……加減を、な」

「その声はスアノーフ殿どのですな。貴方あなたまでいらっしゃったとは、これは本当に申し訳ないことをしてしまった。ええ、本当なら目の前で咲かすつもりだったのが、力の入れ具合を間違えてしまったようでしてな。ただ幸いというべきか、この花には害は何もありませぬ。見てのとおり、ただの見世物の芸にすぎませぬからな」

「そんな話はどうでもよい。それよりも、セイドリン殿、ちょうどよい。貴き公こうからこの血けつ気き盛んな若い魔法使いたちに忠告してやってはくれんかな」

「忠告と？」

「そうだ」

　スアノーフは頷うなずくと、不快そうにシャラシエの魔法使いたちを睨ねめ回した。

「侵入者がいたというので、私たちがわざわざ手を貸そうというのに、なぜかこの者たちは反抗的でな。おおかた、自分の手て柄がらを奪われるとでも勘かん違ちがいしているのだろうが──」

「……私を侮ぶ辱じよくされるおつもりか。そのような卑ひ俗ぞくな──」

「スアノーフ殿どの」高ぶったリフォワの声を、天てん井じようからの穏おだやかな嗄かれた声が遮さえぎった。「我らが王宮のことをご心配いただき、このセイドリン、シャラシエの大だい導どう師しとして感謝の念に耐えませぬ。ただ、一つ確認させていただきたいのですがな、その侵入者とはもしや未来ある三人の若者だったりはしませんかな」

「……それがなんだというのだ」

「ああ、やはりそうであったか。だとすれば、スアノーフ殿もリフォワも、ともに言い争う必要など精せい霊れいの朝あさ露つゆほどもなかったのですよ」

「どういう意味だ？」

「その三人はわしの客人、つまり初めから侵入者などいないということですよ。実はこの余よ興きようの魔ま法ほうも彼らの出迎えのためにと用意していたもの。それをわしが伝えておらんなだために、勘かん違ちがいさせてしまっていたようですな、本当に申し訳ない」

「……そのような言い分を私が信じると思うか。だいたいここにいる魔法使つかいは、この者たちを侵入者と呼んでいたのだ」

「じゃが、こうも申していたはずですぞ──ラドウィン、と。そうだな、ノイビオ？」

「は、はい」

「スアノーフ殿、もしただの侵入者であったとすれば、名を呼びかけるなどおかしいとは思いませんかな？」

「…………」

　苦々しい顔でスアノーフが黙だまり込む。

「いや、責めるような口調になってしまったが、もちろんすべてはわしの手落ち、わしが悪い。警けい固ごの者たち皆にきちんと伝えておけば何でもなかった話。まったく、年を取るとどうにも物を忘れやすくなって困りものじゃ。改めて、ノイビオや、ラドウィンたちをわしの住居まで案内しておいてくれるかな」

「塔とうに、ですか」

「そうだとも。わしは今からスアノーフ殿にこの度たびの無礼な振る舞いに詫わびに赴おもむかねばならんからな」

「詫びなどけっこう、いや、はっきり言って迷めい惑わくだ」吐はき捨てるようにしてスアノーフが言う。「私たちはこれから食事に行くところだったのだよ。くだらぬ話に時間を奪われたくない」

「ならば、わしがお食事のもてなしでも──」

「けっこうだと言っているっ。だいたいシャラシエの味付けは薄うすすぎて我らの舌したには合わん。失礼する」

　スアノーフはラドたち、シャラシエの魔法使いたち、そして誰もいない天井を順々に睨にらみつけながら、荒々しい足取りで廊ろう下かを歩き出した。他の四人が彼の後ろに続き、ラドはその様子を──白はく銀ぎんの鎧よろいと灰色の外がい套とうを纏まとった騎き士しが目の前を通り過ぎるのを──黙って見送った。

「そう言えばアルボルト国の食事は香こう辛しん料りようがよく利いていたのう。あれはあれで美び味みだったが、わしはシャラシエの味付けの方が好きだの……では、ノイビオ。その者たちの案内を頼んだぞ」

「承しよう知ちいたしました」ノイビオは緊張した面おももちでその声に答えてから、ラドに向き直った。「ラドウィン、私の後についてこい。大だい導どう師し様の元へお連れする」

　ラドたち三人は顔を見合わせた。
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　てっきりどこかの部屋に連れて行かれるのだろうと思ったが、そうではなかった。柱ちゆう廊ろうをまっすぐに突っ切り王宮の外へ出ると、岩と砂じや利りでできた荒れ地をさらに奥へと進んでいった。道らしきものさえなかったが、代わりに背が低い草木が点々と生えており、その合間を鳥とり兎うさぎがその大きな耳羽ば根ねをばたつかせながらぴょんぴょんと飛び跳はねている。

　ラドは前を行くノイビオをちらりと見た。もうけっこうな距離を歩いていたが、しかしずっと黙だまり込んだままだ。

「それにしても、まさかこんなところにノイビオがいるなんて思わなかったよ」

　ラドが思い切ってそう声をかけると、髪かみの長い魔ま法ほう使つかいは鼻を鳴らした。

「何がまさかだ」振り返りもせずに言う。「ここに魔法を学ぶ者がいるのは、まったく自然なことだろう」

「いや、まあ、それはそうなんだろうけど……」

「それより、驚いたのは私の方だ。ラドウィン、お前いつの間に大導師様と面識を得ていたのだ？　ご自身のお住まいと、そして紅こう宮きゆうの外にはほとんどお出になられることがないというのに」

「大導師様って、さっきの声の人だよね？」

「当たり前だ。何を分かりきった事を言っている」

「……そう言われても、何しろさっき初めて声を聞いたばかりなんだから。もちろん会った事なんて一度もないよ」

「噓うそを言うな」

「噓じゃないって」

「ではなぜ、セイドリン様があのような事を仰おつしやったのだ？」

「……そんなのそのセイドリン様本人に訊きいてよ。僕に分かるわけないじゃないか」

「ふん、相変わらずとぼけた奴やつだ」ノイビオは不ふ愉ゆ快かいそうに言う。「お前のそういうところが前から気に入らなかった」

「……悪かったね」

　ノイビオのそういうところも相変わらずみたいだね。そう思ったが、一応案内してもらってる身でもあるので、口には出さない。

「ねえ、あんたたち知り合いなの？」

「ええ」少し上うわ擦ずった声でノイビオ。「あまりいい縁えんではないですが、ラドウィンとは何度か。それにもう一人の──」

「セネマだ」

「お前とも顔を合わせた事はあったな。乱暴な奴やつだった」

「ああ、俺おれも覚えている。偉えらそうな奴だったな」

「それじゃ、あたしだけ仲間はずれか。なんかうらやましいな」

「エニルが考えているようなものじゃないよ、僕らは」

　そうなる可能性はあったかもしれないけれど。

「ところで」肝かん心じんな事を訊きいていなかったことを思い出して、ラドは言った。「どこまで行くのさ」

「お前は何を言ってるんだ。大だい導どう師し様が仰おつしやっていただろうが。お住みになられている塔とうだ」

「塔？　王宮の中にいるんじゃないの？」

「ああ。代々シャラシエの大導師は、王宮の外れにある尖せん塔とうにお住みになられる」

「大導師……その呼び名からすると、そのセイドリン様ってよほど高位の方なんだね」

「だからお前は何を言っているんだ。シャラシエの大導師様なのだぞ。我らシャラシエの新しん米まい魔ま法ほう使つかいにとって雲の上の存在であり、そして目標とすべき御お方かただ」

「だから、僕は知らないんだって」

「知らないことがおかしい」

「……ああ、そう」

「よく分からないけど、つまりすごい魔法使いってこと？」

「……は、はい」

「やったじゃない、ラド。これできっと何とかなるわよ」エニルの声が弾はずんだ。「その人がいる塔ってひょっとして、あれ」

「はい。じきにセイドリン様もお見えになるはずです」

　ノイビオがそう答えるなり、精せい霊れいの少女は左手の奥の方に見えてきた塔に向かって駆かけ出していく。

「急いで行ったところで本人がいないんだから、中に入れないだろうに」

　セネマが呆あきれたように呟つぶやくと、ノイビオは首を振った。

「その辺は魔法の仕掛けがなされている。それよりセネマ、あんなか弱い女性を一人にしてどういうつもりだ。早く追いかけないか」

「……か弱い女性、ねえ」

「ねえ、ノイビオ。僕は？」

「お前には少し話がある。いいな？」

「……よくないと言いたいけど」嫌いやな予感がして、ラドは答えた。「でもそう言ったところでどうせノイビオは聞かないんじゃないの」

「当たり前だ」

　悪びれる様子もなく、髪かみの長い魔ま法ほう使つかいはそう言い切った。







　大きな岩のない開けた場所についたところで、ノイビオはゆっくりと振り返った。

「では始めるか」

　……やっぱり。

　予想はついていた。だが、ラドは一応言ってみた。

「話があるって言ってた気がするけど？」

「魔法を学ぶ者にとって、魔法の腕うでを比べ合うことほど相手のことを理解できる手段はない。今、どのような魔法を学び、どれだけの実力があるのか。そしてもっとも大切な、どちらの方が魔法使いとしてその実力が上であるのか。それらがすべて分かるのだからな」

「僕が勝てるわけないじゃない」

　ラドが言うと、ノイビオは真剣な顔で頷うなずいた。

「当たり前だ。私の勝ちになることは決まっている」

「だったらなんでわざわざ──」

「たとえ結果が分かっていても、実際にやらねば私にはまるで意味がない。ラドウィン、実際にお前と勝負をし、うち負かすことに意味があるからだ」

　ラドはその背の高い魔法使いを見た。ちょうど傾きかけた日の光を正面から見る形となって、そのまぶしさに軽く手をかざす。

　変わらないな、この人は。この厄やつ介かいな性格も、そして魔法使いとしての自負の強さも。

「……ノイビオ、貴方あなたの考え方は何度も聞いたからよく知ってるよ。だから、それに僕がどう答えるか、貴方も分かってるはずだよね。僕は魔法勝負なんてしない。それに、最後に会った時こう言ったはずだよね。僕はもう──」

「魔法を捨てたなどという、あのたわけた事を言うつもりじゃないだろうな」

　ノイビオは不ふ愉ゆ快かいそうに言葉を遮さえぎると、ラドを睨にらみつけてきた。

「あんなものを私が信じるわけがないだろう。だいたい、お前はシャラシエの王宮にまでやってきたのだ。魔法を捨てた人間がこんな場所へ来るわけがない」

「ああ、それは勘かん違ちがいだよ。ここに用があって来たのは僕じゃない。エニルだ」

「エニル？　あの女性の名前か」

「そう。僕はただの付き添い。それにね、僕は魔法をやめただけではなくて、今はもう騎き士しを目指してる」

「騎き士し、だと」

　訝いぶかしげな声でノイビオ。ラドは苦笑しながら頷うなずく。

「うん。最初はここで開かれるっていう槍やり試合にも参加しようと思ってたくらい。そう言えばさ、あの槍試合ってどうなったの？」

「あれなら延期したが……」

「ああ、やっぱりそうなんだ」

「そんな事はどうでもいい。お前、まさか私に喧けん嘩かで負けたことを忘れたのか？」

「もちろん覚えてるよ。ノイビオ、強かったよね」

「馬鹿者、お前が弱すぎたんだ。私があんな風ふうに喧嘩で勝てた相手はお前だけだぞ」

「……ああ、そう」

「そのお前が騎士を目指すなどと、冗じよう談だんにしても質が低すぎる。まったく笑えん」

「そりゃ冗談じゃないからね。ノイビオは、セネマの剣の腕うでは知ってたっけ？　僕は今そのセネマに剣を教えてもらってるんだ、まだ初歩だけどね。見て分かるだろうけど、随ずい分ぶん体格だって──」

「いい加減にしないかっ」

　ノイビオは声を荒げた。つかつかとラドへと近づいてくると、その両肩かたを摑つかんだ。

「私が言ってるのはそんな事ではない。ラドウィン、お前はいつまでとぼけた事を言っているのだ。お前は……あの方の弟で子しだろうが」

　逆光越しのノイビオの顔には憧あこがれと悔くやしさと、そしてラドへの苛いら立だちが入り混じっていた。

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、師から弟子にとる気はないと言われた時の彼の表情は今でも忘れられない。今の自分と同じくらいの年ねん齢れいだったはずだ。べったりと髪かみを額ひたいに貼はり付け、ただ呆ぼう然ぜんと師を、そして自分を見たあの顔。その時は断られて怒ってるんだろうくらいにしか思わなかったが、今思うと、ノイビオにとってあの出来事はそんな単純なものではなかったのだろう。

　それからの彼は何度か森にやってきては魔ま法ほうの勝負を挑いどんできたが、ラドはそれを断り続けた。その最後に魔法を捨てるという話をして取っ組み合いの喧嘩になり、今日こうして偶ぐう然ぜん会うまでそれきりとなっていた。だから、あれからどうしていたのかラドはまったく知らない。

　ただそれでもはっきり分かることはある。ノイビオはあれからもずっと魔法の修行を続けていただろうということ。そして彼は今この魔法の都みやことして名高いこの場所で、着実に魔法使いとしての道を歩んでいること。

「魔法を捨てる……だと」ノイビオは声を落としながら続けた。「私との魔法勝負を避さけるためにそのような馬鹿げたことまで言って、お前は恥ずかしくないのか。師に申し訳が立たないと思わないのか？」

　ラドは肩の手を振りほどくと、その魔法使いを見た。

　それにもかかわらず、この魔ま法ほう使つかいは未だあの時の思いを抱かかえたままでいるのだろうか──エニルによってそのことを気づかされた僕のように。

「……分かったよ、ノイビオ。一度だけ比べてそれですっきりするなら、勝負しよう」

「よし、それなら早く──」

「ただ、最後に会った時、僕は貴方あなたに言っていなかったことがあるんだ」

「言っていないこと？」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべるその相手に、ラドは頷うなずいて見せた。

「そう。僕はね」深く息を吸う。「師し匠しように捨てられたんだ。だからね、僕が魔法を捨てても師匠に申し訳ないことはないんだ……ううん、むしろ師匠は僕がそうすることを望んでいると思う」

　ふと、あの時断られて雨に打たれたノイビオと、いつの間にか取り残されてしまった自分と、どちらの方が衝しよう撃げきを受けたんだろう──そんな事が頭を過よぎった。
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　周囲には荒れ地が広がっているだけで、ぽつんと建っているその古びた塔とうを除のぞけば、これといったものは何もなかった。その塔にしても小さく、魔法の都みやこで大だい導どう師しと呼ばれている人が住む場所にしてはあまりにもささやかな建物に思える。

　だが、塔へと近寄りながら何気なく空を見上げた時、なぜこんな離れにこの塔があるのか、その理由がラドにも分かった。

　塔の周囲を靄もやめいたものがたくさん飛び回っていた。それらは雲のようであり、鳥のようであり、植物のようであり、そして人影のようでもあった。それぞれは時には絡からみ合い、時には離れ合いながら、自由に辺りを舞い踊おどっている。

　精せい霊れいだ。塔の周りに精霊たちが集まっている。

「一人か」

　視線を下ろすと、その塔の入り口にいつの間にか杖つえをついた老人が立っていた。その穏おだやかな顔には見覚えがなかったが、しかし少し嗄かれた声はたしかに先ほど天てん井じようから降ってきたものだ。

　名前はセイドリン、そしてノイビオの話によれば、シャラシエの大導師。

「ノイビオはどうしたね」

「……何か用があるようだったので、王宮の方に戻ってもらいました」

　セイドリンは軽く頷うなずいただけで、それ以上尋ねてこようとはしなかった。代わりに手にした杖つえをつきながら向かって歩き始める。慌あわてて駆かけ寄ろうとしたが、しかし大導師は首を振ってそれを押しとどめ、一歩一歩足下の砂地を踏みしめるように近づいてきた。

　そしてラドの隣となりに立つと、並んで空を見上げた。

「見えるのだね」

「…………」

「うつしおみの姿を取っておらぬ精せい霊れいを、そのように見ることのできる者は少ない。ましてその若さではなおさらだ。たいしたものだ」

「……いえ、そんな誉ほめられるようなものではありません」

「では、見えぬのかね」

「……見えます」

「ラドウィンと申したな。謙けん虚きよであることは美徳だと思うが、たしかにある事実を否定してまで自らを貶おとしめようとする態度は場合によっては相手の気分を害することがある。まして、その相手がわしのようなひねくれた人間だとなおさらな」

「……はい」

　頷うなずくと、それきり何となく黙だまり込んだ。隣のセイドリンもまた何も言おうとはしない。

　その静せい寂じやくを破ったのは、荒野を駆かけ抜けてきた強い風だった。舞い上がった土つち煙けむりにラドは目を覆おおったが、しかし風にのってやってきたのはそれだけではない。いつの間にか、上半身が鳥で残りは流れる雲のような姿の精霊がすぐ目の前にいた。精霊はラドたちにまとわりつくようにその嘴くちばしを伸ばしてきたがしかしその姿はすぐに空に溶け、小さな靄もやのようになって遠ざかっていった。

　ラドはそれを見送ってから、改めて目の前にいる老人へと視線を向けた。

「あの、セイドリン様」

　思い切って呼びかけると、シャラシエの大だい導どう師しはゆっくりとした動作で見返してきた。

「先ほどはありがとうございました。お礼が遅くなって申し訳ありません」

「何がだね」

「……先ほど魔ま法ほうで……」

「そういえば、そんなこともあったか」

「あんな魔法、初めて見ました」

「んっ？　大したことではない。ただの幻げん覚かくの魔法に、ちょいと刺激を付け加えただけだからの。お前さんだって練習すれば出来ると思う。本当は花の香りまでつけたいところなんだが、それはなかなか上う手まくいかなくてな」

「あの、一つお尋ねしてもよろしいですか」

「なんであろう」

「なぜ僕らを助けてくださったのでしょうか。あのような噓うそまで仰おつしやられて……実際、僕らは無断で王宮に入って来てしまいました。失礼ながら、もし本当に悪意を持った人間だったとしたら危なくはありませんか」

「そうなのか？」

「い、いえ、もちろん違います」

　慌あわてて首を振ると、大だい導どう師しは軽く笑い声をあげた。

「わしももう長く生きておるからな、その程度のことはたいがい分かるもの。外れることもあるだろうが、それはそれでまた一いつ興きようというものだ」

「……一興ですか」

　言っている意味がよく分からなかった。もし外れていたら、それは悪意を持った人間が王宮に入り込んできた、ということになる。それは大変な事態のはずだ。どこに興などあるというのだろう？

　そんな考えが表情にでも出てしまったのか、セイドリンが再び笑う。

「これは、たとえ話がよくなかったな。つまりな、すべて物事が思ったとおりになってもそれはそれでつまらぬということだよ」

「……そういうものなのですか」

　そう答えたものの、やはりよく分からない。大導師と呼ばれるほどの人物になると、その考えも入り組んだものとなりすぎて、普通の人にはついていくのが困難になるのだろうか？

　考えたところでより頭が混乱するだけに思えて、本来の目的に話を戻すことにした。

「セイドリン様はあの少女とお会いになられましたか？」

「どの少女のことかな」

「白しろ金がねの髪かみをした──」

「もちろんだよ」

　セイドリンは頷うなずき、杖つえを地面に突き直してからラドの目を覗のぞき込んだ。

「普通の人間ではないのだね」

　それは質問ではなかった。

　ラドには人と人の姿をしている精せい霊れいとの見分けがつかない。エニルは彼女がうつしみおみの姿を取る前、まだ霊れい体たいだった頃に出会ったから精霊であることを知っているものの、もし彼女が今のようにすっかりと人の姿を取った後で出会っていたとしたら、まったく気づくことはできなかっただろうと思う。

　しかしこの大導師と呼ばれる老人は、軽く見ただけでそれと分かってしまったらしい。

　この人ならもしかしたら──

「僕らがここにやってきたのは彼女を助けるためなんです」そんな思いに背中を押されて、ラドは単刀直入に言った。「セイドリン様にはいまさらな事だと思うのですが、今のままでは彼女は消えてしまいます。シャラシエは魔ま法ほうに優れた街だとうかがっています。だから……」

　しかし、そこで声が途と切ぎれた。大導師は黙だまってじっと自分の目を見つめ続けている。相変わらず表情は穏おだやかなままだったが、しかしその身に纏まとう雰ふん囲い気きはどこか厳おごそかで重々しく、その視線には身体からだを絞しぼり上げるような息苦しさがあって、上う手まく言葉が出てこない。

　自分たちが侵入者まがいの事をして王宮へと入ってきた事を思い出した。そして危なくなったところをセイドリンに助けてもらった。その上さらに頼み事をするなど、図々しく無礼すぎる振る舞いではないのか──そんな思いが湧わき上がってくる。

　いや……失礼がどうだのは今さらだ。それよりもそんな人が目の前にいるという、この機会を逃のがすわけにはいかない。

「だから」意識を集中して、目的以外のありとあらゆる思いや考えを心から追い出そうとしながらも、ラドは声を振り絞った。「だから、この街に来ればそんな彼女の力になってくれる魔ま法ほう使つかいが見つけられるのではないかとそう思って……そう思って僕らはやってきました」

　セイドリンはまだラドの事を見続けていたが、不意に小さく微笑ほほえんだ。それから一つ、ゆっくりと頷うなずいた。

「なるほど、分かった」

　視線を外されると、全身を包み込んでいた圧迫感が消え去った。代わりにぐったりとした気疲れを感じ、その場にへたり込みたくなるのを必死に堪こらえた。たったこれだけの事を言うためによほど意識を集中していたらしい。まるで魔法を使った後のようだ。

「ラドウィンと申したか、それで、そなたは先ほどわしが言ったことを覚えておるかな」

「……何でしょうか」

「謙けん遜そんは美徳だが、できることを否定するのは場合によってはあまり感心できぬ。そんな事を言ったのではなかったかな」

「はい」

「ではその反対の態度をどう思う？」

「反対……ですか？」

「つまりな、できぬことをできると言う態度だよ」

「それは……感心できないと思います」

「そうだな。時には傲ごう慢まんさゆえの偽いつわりとなる。だから、わしもそんな真ま似ねをそなたたちにすることはできぬよ」

「それはどういう──」

　その意味を尋ねようとして、ラドは気づいた。

　大だい導どう師しを見返すと、彼は静かに頷いてきた。

「そうだ。わしには助けることはできぬ」

　やっぱり……

　ラドは唇くちびるを嚙かみしめた。相手は魔法の都みやこで大導師と呼ばれるほどの魔法使いだ。こちらが説明する前から、エニルが普通の人間ではないことを見抜いてもいた。期待していなかったといえば噓うそになる。

　しかもそんな人でさえ救うことができないのだとすれば、他の魔ま法ほう使つかいもまた救うことはできないのではないか、そんな事さえ思う。実際、ノイビオたち他の魔法使いは、エニルの事に気づいていなかった。

「──望を語る歌ともなるのがな」

「えっ、何です？」

　ラドは瞬まばたきをしながら顔をあげた。何か呟つぶやいたのは分かったが、何と言ったのかまでは分からなかった。

　だが、シャラシエの大だい導どう師しはすでに塔とうの中に向かって歩き始めていた。

「さて、そろそろわしらも入ろうか。中で待っている二人もいい加減待ちくたびれておるだろうし、わしもこの年になると立ち話はつらいのでな。温かい茶でも飲みながら、続きを話すとしよう」







「すまぬが、わしには助けることができぬ」セイドリンは向かいに座っているラドたちを順々に見回しながら、先ほど言った言葉を再び繰り返した。「もしわしにそんな期待を抱いだいていたのであれば、その期待に応こたえることはできぬのだ」

「でもお爺じいさん、凄すごい魔法使いなんじゃないの？」

　勢い込んだエニルの言葉に、大導師は苦笑いを浮かべた。

「もし凄いという言葉の中に年老いたとか長い間という意味が含まれておるのならば、たしかに凄い魔法使いとなるのであろうが、わしはそんな使い方は寡か聞ぶんにして知らぬな。ただ、長い月日魔法を扱ってきたことで、自分に何ができて何ができぬかということくらい判断がつくようにはなっておる。そして大変残念なことではあるのだが、わしには助けることができぬのだよ」

「そう。じゃあ、仕方ないか」

　軽い口調で言いながらもさすがにがっかりきたのか、横に並ぶように座っている精せい霊れいの少女はそれきり黙だまり込だ。俯うつむいて手の中の椀わんをじっと睨にらみつけている。

　先ほど聞いた時はラドももちろん気落ちしたが、しかし助けを必要とする当の本人であるエニルにとってみればその落らく胆たんはより一層大きいに決まっている。やはりここは何か言葉でもかけるべきだった。

「エニル、あのさ──」

「ラド、冷めないうちに食べなさいよ」

「えっ……」瞬まばたきをしながら、エニルに聞き返す。「なに？」

「だから、それ。すごく美お味いしかった。味付けがあたしの舌したにあうっていうか。冷めないうちに食べた方がいいって。それで今度ラドが何か作る時に参考にして」

「…………」

　……そんなことを考えてたのか。

　脳天気というか緊張感が足りない──いやまるでないというか……これじゃ少しでも心配した僕が馬鹿みたいじゃないか。だいたい、何が舌したにあう、だ。なんでもよく食べる癖くせに……

　憮ぶ然ぜんとしながらも、ラドは木のスプーンを口へと運んだ。薄うすい味付けの煮込み雑ぞう炊すいだ。何かの薬草だろうかわずかな苦みがあったがそれがかえって食べやすく、身体からだにするすると入ってくる。

「それじゃさ、誰か知らない？　お爺じいさんより優れてる魔ま法ほう使つかい」

「全ての魔法使いがそうであろうな。すべてにおいてわしが勝まさっている人間など誰一人もおらぬから」

「あのねえ」空からになった椀わんを手に、エニルが大おお袈げ裟さにため息をつく。「お爺さんには悪いんだけど、あたし今はそういう言葉遊びに付き合ってる気分じゃないのよ。せっかく大だい導どう師しなんて呼ばれてる人に会ってこれで助けてもらえるって思ったのに、外れだったんだから」

「エニル、大導師様に失礼だろ──申し訳ありません、大導師様。エニルは礼れい儀ぎについてはまだあまり知らないらしくて」

「いや、いや。たしかにわしが悪かったのだ」そう言った大導師は楽しそうに目を細めてエニルのことを眺ながめていた。まるで孫まごを眺める祖そ父ふといった風情ふぜいだ。「どうも大導師などという面めん倒どうなものを背負ってからというもの、喋しやべる言葉に色々と余計な物がついて回るようになってしまってな。下へ手たな事は言えぬようになり、真実が分からぬことについては、回りくどく曖あい昧まいな言い方をするようになってしまった」

「お爺さんも色々大変なのね」

　しみじみとエニルが呟つぶやくと、シャラシエの大導師は首を振った。

「生まれながらにしてこうしたものを背負われておる王家の方々と比べれば、わしなど楽なものだよ。その事を思うとわしは申し訳ない気持ちで一杯になってしまう。力になって差し上げたいと──いや、また話がそれてしまったな。

　今訊ききたいのは、助ける事のできる魔法使いがいるかどうか、それを知りたいとつまりはそういうことなのだろうな」

「そうそう。それ、それ」

「ならば、一人心当たりがある。いや一人だけ心当たりがあると言うべきか」

「ほんとに？」エニルが椅い子すから勢いよく立ち上がる。「誰なの、誰」

　ラドもまた身を乗り出していた。大導師にあっさりと助けることはできないと言われていたために、あまり期待していなかった。いや、ほとんど諦あきらめていたのだ。

　セイドリンはエニルのことをじっと見つめて言った。

「王女様だ」

「この国の？」

「ああ。そうだのう……先ほどのよもやま話、もし凄すごいという言葉に長い時間という意味があればというので言えば、王女様はわしなど足下にも及ばぬ凄い魔ま法ほう使つかいということになる。何しろわしなど遙はるかに及びつかぬほどの長い間、魔法使いをしておいでだからな」

「それじゃ王女様ってずいぶんなお婆ばあさんなのね」

「いや、王女様はまだまだお若いよ。ちょうどそなたらと同じくらいだな」

「だけど、今、自分より長い間魔法使いやってるって──」

「血だよ」

「血、ですか」

　ラドの言葉に、セイドリンが頷うなずく。

「この国の王族の方々には代々魔法の力が受け継つがれていてな、何世代かごとに立派な魔法使いとなられる御お方かたが現れる。王女様はいずれそのようになられるほどの才をお持ちだと、わしは思っておる」

「なあんだ」気き勢せいをそがれた様子で、エニルは椅い子すの上にばさっと座った。「それじゃ、今はまだまだって事じゃないの」

「たしかにそうだ。しかし、助けることのできる人がいるとすれば、その王女様をおいて他にはいらっしゃらない、わしはそう思う」

「ふうん。お爺じいさん、その王女様とやらのことをずいぶん買ってるみたいねえ。まあいいか、とにかく会ってみればいいんだし。さっきの王宮にいるの？」

「それがな、そう簡単には行かぬのだよ。今、王女様は王宮にはいらっしゃらない」

「お出かけ中か。今夜中には戻ってくる？　それとも数日くらいかかるの？」

「いつお戻りになられるかは分からぬ。次の春か、一年後か、それとももう二度と戻って来ないのか」

「なに、それも大だい導どう師しとなると迂う闊かつな事は言えないって話？」

「そうではない。本当に分からぬのだよ。何しろ王女様は簡単な文ふみだけを残して、密ひそかにご出発なさってしまわれたのでな、アルボルト国へと」

「アルボルト国……」

　ラドの脳のう裏りに先ほど見かけた一団の姿、中でも一人の男の姿が思い浮かんだ。白はく銀ぎんの鎧よろいに灰色の外がい套とう、そして腰こしから下げていた剣。アルボルトの騎き士し──

「おそらく国の都みやこ、アルツヘルブであろう」

「王女のくせして、お爺さんたちに黙だまってふらふら旅に出ちゃったって、ひょっとして王女様って問題児？」

「エニル、失礼だって」

「問題児か……たしかに、ある意味ではそう言えるのかもしれぬな。王女様は何事もご自分だけで抱かかえ込もうとなされるところがあった。特に今回の事はわしらに話せば反対されると分かっておったから、お一人で決められ、そして出発なされてしまわれたのだよ」

「でも王女様はなぜわざわざそんな事をなさったんでしょうか」

「何かの交渉と言ったところだろう」

　そう答えたのは、ずっと黙だまっていた親友だった。

「シャラシエとアルボルトは隣となりの国だからな。間に山地や荒れ地が広がっていて、他の国がないというだけだが、それでも二つの国が接しているということにはかわりない。隣りん国ごくとなれば、色々とやらねばならないこともあるだろう。そしてそれは、シャラシエからするとあまり面白くもないことらしい」

「たいしたものだな。そなたの推察のとおりだよ。王女様はこの国のため、アルボルト国との外交交渉に向かわれたのだ」

「たまたまです。たしかな事など俺おれは何一つ知りませんから」セネマは軽く肩かたを竦すくめる。「それでもう一つ気になっていた事があるんですが、国王様や王おう妃ひ様、つまり──」

「王女様のご両親のことだな。たしかにもっともな疑問だ。国王様、つまり王女の父君は魔ま法ほうの才はお持ちではない。異国から来られた王妃様は器量のよいお優しい御お方かただがやはり魔法は使えぬ。魔法など所しよ詮せん人の扱う一つの道具にしかすぎぬのだが、この国では少しばかり特別な扱いをされておってな……まあ、そのせいもあって、なおさら王女様は御自分で力になりたいと、そう思っておられるのだ。それにしてもそなたは本当によく気が利くの」

　セイドリンの声には素直な称しよう賛さんが込められており、ラドは思わず嬉うれしくなる。この旅をしている親友は剣の腕うではもちろんだが、どこで学んだのか様々な知識も持っている。付き合いも長くなってさすがに一々驚くことは少なくなったとはいえ、それでも凄すごいと思うことには変わりがない。

「ふうん」

「……エニルは興味なさそうだね」

「だって、そんなのあたしには関係ないしさ。国がどうとかいうより、王女のくせして自分の国の民──ってあたしは民じゃなくて迷い込んできた精せい霊れいらしいけど──が助けを求めている時に、国にいないって事の方が問題ね」

「……身勝手もそこまでいくと、もうすがすがしいよ。王女様は国のために何とかしようとなさってるらしいのに」

「そのせいで、お爺じいさんたちを困らせてたら世話がないと思うけど？　まあ、今さらそんなこと言っても始まらないから、今回はあたしが追いかけていってあげるけど」

「ちょっ、ちょっと待って」ラドは慌あわてて、隣となりに座る精霊の少女を見た。「追いかけるって──まさか王女様を？」

「もちろんよ。他に誰がいるの」

　当たり前とばかりにエニルが答える。

　アルボルト国まで追いかける……ここからどのくらいの距離があるのかはっきりとは分からないが、しかしこの緋ひ色いろの都みやこまでへの旅とは比べ物にならないほど、長い道のりになるのは間違いない。

　ラドは頭を振った。

「やめた方がいいよ。パデウカさんが言ってただろ、シャラシエは精せい霊れいにとっていい場所で、精霊への負担は少ないって。だからここで王女様がお戻りになるのを待った方がいいって」

「いつ戻ってくるか、本当に戻ってくるか分からないのに？」

「それは……でも、長い旅になってしまうよ。もし途と中ちゆうで──」

　ラドはその先の言葉を思わず飲み込んだが、当の本人があっさりと続けた。

「消えちゃったら？」

「……なんだ、分かってるじゃない。そうだよ。そんなことになったらどうするつもりだよ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。その前に王女様に助けてもらうから」

「その自信はどこからくるのさ。根こん拠きよなんてどこにもないじゃないか。王女様に追いつけるか、本当にお会いできるかなんて分からない。ただ待つのが駄だ目めだったら、いっそパデウカさんに頼んで──」

「ラド」

　エニルは言葉を遮さえぎって言った。

「あの時にも言ったでしょ。あたしは、可能性があるうちはそれを信じる。もっといい道があるかもしれないのに、諦あきらめてしまうことが嫌いやなの。大丈夫、ちゃんと王女様に助けてもらうから」

「だ、だけど……」

「ラディ、行ってみないか」

「セネマまで……」

「あら、あんたがラドじゃなくてあたしの意見に賛成してくれるなんて珍めずらしいこともあるものね」

　エニルの言葉に、セネマは顔をしかめた。

「お前とここで本当に戻ってくるか分からない人をずっと待ち続けてるなんて嫌だからな。こっちから会いに行って、早くお役ご免めんになりたいんだよ」

「なるほどね。でも理由は何でもいいわよ、そこまであたしは期待しないから。それに待ち続けるのが嫌っていうのは同じだしね。それで、と」

　精霊の少女は改めてラドの方へと向き直った。

　そして、その吸い込むような深く黒い瞳ひとみでまっすぐに見つめてくる。

　ラドはその視線に息苦しさのようなものを覚えた。それはセイドリンから感じたものとは違っている。シャラシエの大だい導どう師しの視線が外したいのに外せなかったとするなら、今は外したくないのに外さずにはいられない──そんな感じだ。

　椅い子すから立ち上がって、開け放たれた鎧よろい戸どへと近寄っていった。そのままエニルの視線が届かない場所へ逃げようと目を窓の外へと向ける。

　そこで小さく首を傾げた。さきほどまで塔とうの周りに集つどい優ゆう雅がに舞っていた白い霞かすみたちが、何やら慌あわただしく、散り散りになっている。

「セイドリン様、精せい霊れいたちが……」

「少々話に気を取られすぎていたようだの」セイドリンもまた窓から外を眺ながめていた。「気づくのが遅れてしまった。わしもまだまだ未熟ということだ」

「これはいったい──」

　なんです、と尋ねようとした時、塔とうの螺ら旋せん階段を駆かけ上がってくる足音が聞こえた。ゆったりとした衣ころもを翻ひるがえす人影が見え、一瞬ノイビオだろうかと思ったが彼ではなかった。

　その赤茶けた髪かみをした女魔ま法ほう使つかいは深々と一礼すると、言った。

「大だい導どう師し様、表にアルボルトの兵士が大勢集まっています。もうじきこちらへやってくるものと思われます」

「アルボルトの兵士？」

　驚いてシャラシエの大導師を見るが、彼は少しも動じた様子もなく軽く頷うなずいただけだ。

　その時、ラドはセネマの話を思い出した。アルボルトとシャラシエは隣となり合った国同士、色々やらねばならないことがあるだろうとか言っていた。これもその事が関係しているのだろうか？　セイドリンの様子もまるでやってくることを予期していたかのようだ。しかし兵士を率いて、大導師と呼ばれているような人の塔にやってくるなんてただごとじゃないような気がするが……

「それってさっきの連中よね。あいつらならきっとあたしが目的よ」

「はあ？」

　呆あつ気けに取られて隣となりに座っているエニルを見る。精霊の少女は芝しば居いがかった仕し草ぐさで、白しろ金がね色いろした髪かみを搔かき上げた。

「あたしに見とれてたからね。パデウカの時といい、こう厄やつ介かいごとばかり増えると、美しいってのも考えものよね」

「……はいはい。分かったから、エニルは少し黙だまってて」ため息混じりにそう答え、ラドは改めてセイドリンへと向き直った。そんな相手をしている場合じゃない。「セイドリン様、いったいどういうことなのでしょう。なぜ兵士がこの塔へ？」

「なに、スアノーフ殿どのがご自分のお立場を認識されただけだよ」

「立場、ですか？」

「ああ。年寄りだからという理由でちいと偉えらい者扱いされてる小国の老いぼれなど、多少の無ぶ礼れいを働いたところで、アルボルト国外交使である自分ならなんとでもできる、とな。本当なら今晩一晩くらいゆっくり話でもしたかったのだが、思っていたよりもスアノーフ殿どののご決断が早かった。そなたたちは今すぐにここを離れるがよかろう。アディータさんや、彼らの橇そり船ぶねの方は？」

「はい。裏手に移動させておきました」

「橇船って……セイドリン様はヘックのことまでご存じだったのですか？」

「わしがしていることといえば、時々する言葉遊びを除のぞけば、この塔から外を眺ながめることだけだからな。あんな騒さわがしく面白そうなのが動き回っていれば、嫌いやでも目についてしまうのだよ」軽く笑ってから、アディータと呼びかけたその女魔ま法ほう使つかいに頷うなずいてみせた。「また手間をかけてすまぬが、この者たちを裏から案内してやってくれるかな」

　だが、女魔法使いはすぐには答えなかった。ちらりとラドたちに視線を向けて、わずかの間迷ったように俯うつむく。顔を上げると思い切ったように言った。

「恐れながら申し上げますが、大だい導どう師し様。本当にこの者たちを行かせてしまってよろしいのですか」

「どういう意味だね？」

「スアノーフ殿どのに引き渡すというのは私も賛同いたしかねます。ただ」再びラドたちを見た彼女の目には、明らかに不ふ審しんの色が浮かんでいた。「転移部屋を無断で使用した者たちを、このまま行かせてしまうというのもいかがなものかと思うのですが」

「正義心に熱く、清せい廉れん潔白を良しとするそなたがそう思う気持ちは分かる。しかし、今は詳くわしく話している時間がない。だから、アディータさんや、ここはこの老いぼれを信用してはくれぬかな」

「……出過ぎたことを申し上げました、大導師様。申し訳ございません」

　アディータと呼ばれた女魔法使いはセイドリンに向けて深々と頭を下げた。それから、ラドたちを振り返り、再び頭を下げる。

「皆様にも失礼をいたしました。申し訳ございません」

「いや」セネマが首を振った。「それで当然の反応だと思う」

　それにはラドも同感だった。むしろ出会って間もない大導師様が、こんな風ふうに自分たちを信用してくれていることの方が不思議だった。もちろんありがたいことではあったが、しかしどこか居心地の悪さみたいなものも感じてしまうのもたしかだ。

「では、皆様。私の後についていらしてください。アルボルト国の兵士は南の街道方面からやってきますので、それを避さけるため北西の丘きゆう陵りよう地帯へとお進みいただくことになります。皆様の橇船もそちらの方で待っておりますので」

「ですが、それではセイドリン様がお一人に──」

「なに、わしのことなら心配はいらぬよ。スアノーフ殿は今回の交渉を率そつ先せんしてやってきた御お方かた、多少の無ぶ礼れいは働いたとしても、大だい導どう師し相手に大問題となるような真ま似ねはすまい。先ほどは大導師を面めん倒どうなものと申したが、時にはそれが役に立つこともあるということだの」

「それじゃね、お爺じいさん。また会いに来るわね。その時は言葉遊びにもいくらでも付き合ってあげるから。ああ、さっきの雑ぞう炊すいも用意しておいてね」

「楽しみにしておるよ」

「それにしても」螺ら旋せん階段の一段目に足を駆かけながら、エニルが言った。「一人で相談もせずに他国へ行く王女様か。いったいどんな顔してるんだろ。ちょっと楽しみね」

　その声は王女と会うことを微み塵じんも疑っていない様子だ。

　僕はまだアルボルトに行くことに賛成したわけじゃないんだけどな。ヘックだっておそらく反対するはずだ。

　まったく前向きというか脳天気というか……

　ラドはそうため息をついたが、しかし頭の片かた隅すみではどうせ行くことなることも分かっていた。







　うねりくねった丘きゆう陵りようの一本道を一台の馬車が走っている。豪ごう華かではないがしっかりとした造りの馬車で、焦こげ茶の鬣たてがみをなびかせた二頭の馬を頭に白い物が目立ち始めた初老の男が巧たくみに御ぎよしていた。

　広い土地を手に入れて恰かつ幅ぷくのよくなった農夫、もしくは凋ちよう落らくをどうくい止めようかと悩んでいる貴族あたりがその持ち主としてちょうど相応ふさわしいようなものだったが、しかし実際に乗っているのはそのどちらでもなかった。

「王女様。やはりシャラシエへ戻りませんか」

　そう言ったのはシャラシエの王宮に仕つかえる女官エイオラだ。乳う母ばの役を務めていたこともあり、私とともに過ごしていた時間はシャラシエの家臣の中でもっとも長い。今回、このひそかな出発に気づき、ついてくることが出来たのも彼女だけだった。

「私は戻りません。これが一番よい方法なのです」

「ですが」エイオラがなおも言う。「一言も言わず出てきてしまって、何かあったのではないかと不安がっている者もいるはずです。それに王女様はそう仰おつしやいますが、もう一度みなで話し合い知恵を出し合えば、もっといい方法が見つかるかもしれません」

　この女官が心配しているらしいことには気づいていた。

　しかしそんなこと、私には今さらだった。今心配するくらいなら、もっと早い時、悩み苦しんでいた時に、力になっていればよかったのだ。こうしてすっかり決心をして、その葛かつ藤とうや苦悩から解き放たれた今になって心配するなど、心を惑まどわして再び苦しみの檻おりへ閉じ込めようとしているようにしか思えない。

　もっとも──私は誇ほこらしい気分で思う。いくらエイオラが惑わそうとしても、もう再び思い悩むことなどないのだけれど。

「文ふみはきちんとしたためておきました。私自身が書いたものであることは、すぐに分かるでしょうからそうした心配は不要かと思います。それにエラ、貴女あなたもそして他の方々も誰もが理解しているはずです。こうすることがもっとも自然で、もっともシャラシエのためになるということを」

「ですから、王女様。それは──」

「申し訳ありません、エラ。少々疲れてしまったようです。しばし休ませていただいても構いませんか？」

「……承しよう知ちいたしました、王女様。横になられますか？」

「いえ、このままで構いません」

　それきり馬車の中は静まり返った。ただただ、車輪の回る乾いた音だけが響き渡っている。

　御ぎよ者しやは街で雇やとった初老の男、中には隣となり合って座っている二人の女性。そんな小さな一いつ行こうが、丘きゆう陵りよう地帯を貫いて伸びる長くそしてか細い街道を静かに走っていた。
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　出来るだけ岩肌はだの側へと身体からだを寄せてから、ラドはやっと安あん堵どの息をはきだした。足下の隘あい路ろは緩ゆるやかな下り坂となっており、道幅は歩幅といったところだが、今通り過ぎたところはさらに狭くなっていてその半分ほどしかない。最初、一歩目を踏み出す前にはこのくらい心配ないだろうと考えていたが、実際に歩いてみると三歩と進まないうちにそんなものは吹き飛んでいた。ほんの少し足を滑すべらせたら真まっ逆さかさま。今はそんな思いで頭の中が一杯だ。

　大だい導どう師し様の塔とうを離れてからしばらくのうちは街道を通っていた頃と大差なく、さほど困難な道ではなかった。岩石や灌かん木ぼくの群れがあったり、荒こう涼りようとした凹おう凸とつのある土の景色けしきが広がってはいたが、それなりに落ち着いた橇そり船ぶねでの旅が続いていた。

　しかし山の連なりが見えてくるにしたがい、その様相は変わった。

　周辺の土地全体が高いこともあり、個々の山の高さ自体はさほどでもない。が、その起伏は急でありまた複雑でもあった。険しい坂を上ったかと思えば、すぐさま垂直に近いような断だん崖がいを滑すべり下りなければならず、この隘あい路ろのような橇そり船ぶねの幅よりも遙はるかに狭い道を通らなければならなかったりする。

　ヘックの宿った橇船がその辺の乗り物より自由に動き回れるとはいえ、それにも限界はある。橇船の幅より狭い場所を走ることはできないし、あまりにも切り立った岩肌はだを橇船ごと滑り落ちるのは、乗っているラドたちにとっても、また乗せているヘックにとってもさすがに危険が大きかった。そのため乗ったままで移動することが難しそうな場所に出ると、ラドたちは橇船から降りて徒歩で進み、ヘックが先回りをして待っている、という形をとるようになっている。

「いいか、さっさと来いよ。俺おれは待たされるのはうんざりしてるんだからな」

　そのヘックは先ほどそう捨て台詞ぜりふを残して、ほとんど垂直に近い崖がけを落下するように谷底へと降りていった。今頃はもう着いている頃かもしれない。

　直ちよつ滑かつ降こうしていくその様を思いだして、ラドの足が竦すくんだ。踵かかとに小さな石がぶつかって、乾いた音をたてながら谷底へと転がり落ちていく。そこに自分の姿が重なった。足を滑らせて、岩と土にまみれながら崖を落ちていく自分──

　全身が粟あわだち、冷たい汗あせが背中を伝って流れる。

　……せっかく、下を見ないようにしていたのに。

　目を閉じて、心を落ち着かせようと冷たい高地の空気を吸い込みながら、自分の頰ほおを二度三度と叩たたく。

　大だい丈じよう夫ぶ。これだけ道幅があるんだ、落ちたりしない。大丈夫、大丈夫……

「何してるの？」

　明るく暢のん気きな声が言った。

「……なんでもないよ」

「なんでもないって様子じゃないけど？」目を見開くと、いつの間にやってきたのか、隣となりからからかうようにエニルが覗のぞき込んできた。「ひょっとして恐かったりして？」

「……うるさいな」

「なんだったら、あたしが手引いてあげようか？」

「うるさいって」

　本当に差し出された手を払はらいのけるように顔を反そらすと、精せい霊れいの少女が大おお袈げ裟さに息を吐はきだすのが聞こえた。

「なに、まだ怒ってるわけ？　王女様を追いかけること」

「初めから怒ってなんてないさ。……ただちょっと納得しきれてない部分があるだけだよ」

「似たようなもんだと思うけど。それにしても一番厄やつ介かいそうだったヘックがぶつぶつ言いながらも一応納得したのに、ラドが一番厄介だったとはね」

「……悪かったね。僕はエニルみたいにお気楽に出来てないから、色々考えることがあるんだよ」

「考えること？　ああ、そうか。王女様にお会いしたらどんな話をしようとか？」

「はあ？」

　訳が分からずエニルを見る。

「だって格好いいから騎き士しになりたいとか言ってたじゃないの。そんなのはどうせ、手て柄がらでも立て王女様に見み初そめられて恋に落ちるとか、そんな夢でも見てたからなんでしょ」

「……よくそんな事が思いつくね。感心するよ」ラドはため息をついた。「そんなの少しも考えたことなかった」

「そう？　あたしは、もし相手が王女様でなくて王子様だったら、と思ったけど。どんな人なのかべつの楽しみも増えただろうし、それにいざとなれば頼むのにも色々な手だって使えたかもしれないしね」

「そんなくだらない話してる暇ひまがあったら、さっさと行きなよ」そう言った声は自分でも驚くほど硬かった。「セネマ、エニル、僕って決めただろ。エニルが進まないと僕が進めないじゃないか」

「何よ。ちょっと気分でもほぐそうと冗じよう談だんを言っただけじゃないの。偉えらそうに」そう答えた相手の声もさすがに苛いら立だっていた。かなりの大おお股またで歩き始める。「せっかく様子見に来てあげたってのに。お邪じや魔まみたいだから先行くわね」

「危ないだろ。もっと慎しん重ちように──」

「あたしなら平気。ご心配なく」

　精せい霊れいの少女は振り返りもせずあっさりそう答えると、この隘あい路ろが石畳だたみの張られた街の大通りか何らかの遊び場であるかのごとく、飛び跳はねるようにして進んでいった。その歩き方は見ているこちらの方が冷や冷やするほど無防備で慎しん重ちようさの欠片かけらもない。

　まったく、どうしてあんなに緊張感がないんだろう。すり足で歩いている自分が馬鹿みたいじゃないか。

　だいたい、このことだけじゃない。ヘックに乗っている時も見える景色けしきに一々反応し、その乗り心地に歓声を上げて、軽口をたたき合っている。その様子を見ていると、まるでこの旅が遊びめいたものであるような錯さつ覚かくさえ抱いだきそうになるほどだ。

　けれど、これはそんなお気楽な旅じゃない。

　分かっているのだろうか？

　存在が──精霊としての自分の存在がかかっているということを。

　今、この瞬間にも、少しずつ自分が消えようとしているということが。

　アルボルト国まで追いかけて行き、シャラシエの王女様に助けを求める。追いついたとしてもお会いできるかどうかも分からないし、もし運よくお会いすることができたとしても本当に助けることができるのか、そして助けてもらえるのか分からない。

　分ぶが悪い賭かけである事は明らかだった。わざわざ魔ま法ほうの力が強いシャラシエの国を離れて、このままアルボルトまで行くのが本当によい選択なのか今でも自信がない──いや、今も頭の一部でははっきりとやめるべきだったと思っている。

　そしてそんな思いに拍車をかけているのは、エニルの態度だった。

　なぜ、あんなに暢のん気きでいられるんだろう？　自分のことなのに。

　彼女が人でなく精せい霊れいであるせいなのだろうか。そういえば、精霊は人と比べて、心や感情が未熟で単純だという話を聞いたような気がする。初めのうちは喜き怒ど哀あい楽らくその一つしか分からなかったりすることもあるらしい。長い時間かけてそれを知っていくのだと。要するに子供みたいなものなのだ。

　それに、深刻になったところで事態がよくなるわけでもない。むしろ道中の空気を悪くするだけだろう。今さらシャラシエに戻るのも馬鹿らしい。もはやそのシャラシエの王女に賭けるしか方法はない。

　こんな事はラドだって分かっていた。にも関わらず、なぜなんだろう。エニルの態度を見ていると、こんな風ふうに苛いら立だってしまうのだ。

　ラドは顔を上げた。精霊の少女との間にはすでにかなりの距離ができあがっていた。彼女は黙もく々もくと前へ前へ、この狭い崖がけ道みちを飛び跳はねるように進んでいる。

　ほんと、なんでなんだろ。

　ラドは頭を振ってから、一歩一歩慎しん重ちように、しかし先ほどまでよりも少しだけ早く、すり足で歩き始めた。







　進むにつれて次第に道幅は広がり、普通の道と変わらずに歩けるようになった。足早にその道を急ぐと、階段の踊おどり場のような拓ひらけた場所へと出た。そこには藁わら葺ぶきの小屋と石造りの井戸、整然と耕された畑があり、親友と精霊の少女がその井戸によりかかるように座っていた。

「ラディ」

「遅いじゃないの」

　近づいていくと、エニルが明るい声で呼びかけてきた。先ほどの会話などなかったかのようだ。気持ちの切り換えが早いというか、ただ忘れっぽいのか……いずれにしても呆あきれたが、しかし少しほっとする。

　ラドはその小屋を見ながら、二人に近づいていった。

「驚いた。こんなところに小屋があるなんて」

「俺おれもだ。けど、誰もいないみたいだ。声をかけてみたが返事がなかった」

「あれ？　でも……」

　小屋の屋根近くに作られている煙出しの小窓から、白い煙がたなびくように流れ出ているのが見える。ということは、中で火が焚たかれているはずだ。

　セネマを見ると、親友は何ともいえない顔をしていた。

「煙だろ？　俺おれもさっき気づいた」

「セネマが最初についた時には出てなかったんだって」

「そうなんだ」

「もっとも俺が見み逃のがしてただけかもしれないけどな」

「見逃して……」

　煙出しの小窓は今歩いてきた方向からはちょうど真正面にあたり、煙が出ていたとしたら今の自分のようにすぐに目に入るはずだった。そもそも自分がすぐ気づくような事を、この親友が見逃すというのは考えづらい。

「やっぱり中に誰かいるんじゃないの。セネマたちがここに着いてから火をつけたんだよ」

「いや、それがな……」そう言うセネマの言葉は歯切れが悪かった。「俺もそう思ったから、煙に気づいてから改めて中の様子を見てみたんだが──」

「あたしも一緒にね」

「やはり誰もいなかったんだ。もっとも近くに出かけて留る守すにしているのかもしれないけどさ」

「出かけてって言っても……」

　ラドはぐるりと周りを見回した。この藁わら葺ぶき小屋と耕された畑を除のぞけば、上にも下にも岩肌はだをむき出しにした急な斜面が広がっていて、葉の生おい茂った木の姿すら見当たらない。

「火をつけたままちょっと行けるようなところなんてあるようには見えないけど」

「それで、どうしようかと思って、ひとまずお前を待っていたんだよ」セネマは隣となりの精せい霊れいの少女に視線を向けた。「さっさと中で休もうって騒さわぐ一名を、無理矢理ここに座らせてな」

「それは大変だったね、ご苦労様」

　心の底からセネマに同情したが、しかし当の本人はまったく気にした様子はなかった。ズボンについた埃ほこりを叩たたきながら立ち上がっている。

「それじゃラドも来たことだし、中に入りましょ」

「……あのね、エニル。セネマが入らないようにきみを待たせてたのはさ、僕が来たら一緒に入ろうってことじゃなくて」ため息をつきながら言う。「小屋の様子がおかしいからだと思うんだけど」

「あたしもそう思う。でもいいじゃない」

「いいじゃないって……」

「だってさ、日が暮れる前に下りるのはもう無理だって。だいぶ冷えてきちゃったしさ」

　たしかにそれはその通りだった。だいぶ日が傾いている。ヘックが待っているはずの谷底まであとどのくらい距離があるのか分からないが、日が落ちた後に移動するのはさすがに危険すぎるから頃合いをみて野宿することになりそうだった。だったら、少し早いとはいえ、小屋で休ませてもらうのは妥だ当とうな考えではある。

「だけど、ヘックは谷底で僕らを待ってるだろうし、一晩待たせるのは悪いんじゃない」

「途と中ちゆうで野宿するかもしれないとは言ってあるでしょ。それにきっと一晩静かでせいせいしたって言うわよ」

「……でもそれにしたって、人がいないところに勝手に入っちゃまずいよ、やっぱり」

「大だい丈じよう夫ぶだって。あたしの勘かんが悪いことはないって言ってるから」

「……その勘とやらのせいで、シャラシエの王宮では厄やつ介かいな事になりかけてたんだけど。ひょっとしてもう忘れた？」

「あたしが言ったのは階段を上らずにすむ、裏道があるって事だけ。それで実際に見つけたじゃない。その後のことは、あたしの勘のせいじゃないわよ」

　少しも悪びれた様子もなく、精せい霊れいの少女は答える。

「物は言いようってやつだな」

「だから今回も──あれ？　ちょっと待って」

　寄り掛かっていた石の井戸から身体からだを起こすと、エニルが小屋へと駆かけ寄っていった。そのまま強行して中に入るつもりかと思ったが、彼女はすぐさまラドたちのいるところへと引き返してきた。ただその手に何か持っている。

「なにそれ」

「今、小屋の中から出てきた」

「小屋の中から？」

「なあ、ラディ……扉とびらが少し空あいてないか？」

「ああ、そういえば……」

　引き戸の扉がわずかに横にずれ、小屋との間に隙すき間まが出来ているように見える。

　来た時にはぴっちり閉まっていたような……でもどうだっただろう。そこまで細かく見ていなかったから、はっきりとは思い出せない。

　首を捻ひねりながらも、ひとまずエニルの手を覗のぞき込んだ。

「それで、何持ってきたの」

「これ」

　それは一枚の薄うすい羊よう皮ひ紙しだった。手渡されると、まだ乾いていないインクの匂においが鼻をつく。

　ラドはその癖くせのある文字に少し苦労しながら、書かれている文章を読み上げてみた。

「いらっしゃいませ、旅の御お方かた。どうぞご遠えん慮りよなくくつろぎなさい──って。丁てい寧ねいなんだか偉えらそうなんだかよく分からない言葉づかいだけど……間違えたのかな」

「何にしても、ますます怪しくなったことだけはたしかだな」

　セネマのもっともな言葉に頷うなずきながら、ラドは改めてその小屋を眺ながめた。

　と、また扉の合間から一枚の羊皮紙が滑すべり出てきた。今度は自分で近づいていって拾い上げる。先ほどと同じ癖くせのある字だ。

「怪しくなどありませんから──と書いてあるよ」

「どうしようもなく怪しい」

　セネマが断定する。

「エニルはどう思う？」

「うん、怪しいと思うわよ」エニルは頷うなずいた。「だから、入りましょ」

「……どうしてそうなるわけ？」

「だってくつろぎなさいって書いてあるんでしょ。命令には素直に従わなきゃ」

「よく言うよ。僕らの言うことにはあれこれいって反論するくせに」

「それに」ラドの呟つぶやきを無視して、エニルは続けた。「怪しくないより、怪しい方が楽しそうじゃない？」

「……なるほど、それなら納得した」

　ラドは答えながら、小さなため息をついた。




　　　　２




　がたつく扉とびらを開けると、中から暖かな空気が一気に溢あふれ出てきた。見れば部屋の中央、平たい石を積み上げて作られた小さな炉ろの中で薪たきぎがばちばちとはぜており、そこから白い煙が天てん井じようそばの煙だしの小窓に向かってたなびいている。煙の原因はこれだったらしい。

「お邪じや魔ましまーす。しかしなんかほっとするわねえ」

　そんな独り言を呟つぶやきながら、エニルはさっさと小屋に飛び込んでいく。その態度には警戒心の欠片かけらも見えない。

「……もう今さらだけど、あの思いつくままに動くの、何とかならないかな」

「ならないだろうな」

　セネマが真ま面じ目めな顔をして答えた。

　もっとも警戒といっても、できることといえば注意深く様子を窺うかがいつつ中に入る、くらいしかない。そして小屋に足を踏み入れると、たしかにほっとした。空気の暖かさもだが、それ以上にその雰ふん囲い気きにだ。追われるようにしてシャラシエから出発してからというもの、橇そり船ぶねに乗っているか、橇船で移動できない危ない道を歩いているか、寝ね袋ぶくろの中で横になっているかのいずれかだった。藁わら葺ぶき屋根、色あせた壁と柱、むき出しの土間の古い小屋とはいえ、きちんとした屋根がある建物は随ずい分ぶんと久しぶりだ。

「まだちょっと寒いから、もう少し火が強ければもっといいんだけど」

　エニルのそんな声を聞きながら、ラドは右手奥の部屋を覗のぞき込んでみた。他人の小屋に勝手にこんな真ま似ねをするのはいささか気が引けるが、とはいえやらないわけにはいかない。寝室らしく、むき出しの地面の上に藁わらで作った寝ね床どこが三つ並べられていたが、誰の姿も見当たらなかった。もちろん藁の中に隠かくれている様子もない。

「どうだ？」

　やってきたセネマに、ラドは首を振った。

「誰もいないよ。三人住まいらしいけどね」

「向こうは部屋というほどじゃない。机と何冊か書物が置いてあったから書しよ斎さいのように使っていたんだと思う」

　言いながら、セネマは天てん井じようを見上げた。

「低い藁葺ぶきの屋根だったから、二階や屋根裏はないだろう。これで全部か」

「やっぱり、今ここには誰もいない、と……でもそれだと、あの羊よう皮ひ紙しはなんだったんだろう。風のせいで偶ぐう然ぜん外に出たのかな……、僕らに向けて書かれたように思えたんだけどな……それに炉ろの火のこともあるし……」

　暖だん炉ろの方を振り返ると、エニルが手足をかざすようにして丸まっていた。よほど身体からだが冷えていたのだろうか。

　まだ冬にはなっていないものの、土地が高いせいで日が陰ると一気に空気が冷えてくる。乗っていれば夜風がしのげるヘックも今夜はいない。それなりに旅慣れたラドやセネマはともかく、エニルが表で野宿するのは厳しいものがあったかもしれない。

　もっとも、精霊が寒さに弱いことをラドはまったく知らなかった。きちんとした身体を持っていない霊れい体たいの精せい霊れいはもちろん、森で一緒に住んでいた精霊も寒がったり暑がったりしているところは見たことがない。それとも、寒さに強い人や暑さに強い人がいるように、精霊も個々によってそうした違いがあるのだろうか？

　そんな事を思っていると、やっと身体が温まったらしく、エニルは立ち上がって羽は織おっていた外がい套とうを床ゆかの上へと脱ぬぎ捨てた。あの外套はもともとラドのものだったのだが、最初にいなくなった時に持って行かれて以来、返してもらうきっかけもなく、いつの間にかエニルのもののようになってしまっていた。ラドはクシエナでありあわせとして買ったものを着ているが、丈たけは短く織おりも雑で、あまり質のいいものではない。

「ちょっと、ラド、セネマ。そんなところでなにしてるのよ。ご飯にしようよ、ご飯」

「あんなこと言ってる」

　呆あきれたように呟つぶやくと、セネマは軽く肩かたを竦すくめた。

「まあ、しばらく様子でも見てみるか。待っていれば、小屋に住んでいる人が帰ってくるかもしれないし、その時に事情を話せばいいさ。それに俺おれもお腹なかが空すいたよ」

「分かった。じゃあ準備しよう」

　とはいえ、大きな荷に袋ぶくろはヘックの中に置いたままだから、今あるものは腰こし帯おびに結びつけている小袋だけだ。円えん卓たくの上に広げてみると、パンが一ひと欠片かけらに干し肉、それと風味づけの乾燥させた香こう草そうがひとつまみあるだけ。セネマとエニルの小こ袋ぶくろも同じ様ようなもので、干し肉の代わりに芋いもといった程度。あとは水袋に半分ほど残っている水。

「これだけ？」

　それを見た精せい霊れいの少女はあからさまに不満の声をあげた。もっとも予想していたことであったので、ラドは丈たけの短い外がい套とうを脱ぬぎながら先回りして答える。

「そう。何もないわけじゃなくてよかったね」

「それはそうだけど……」精霊の少女は不服という顔をしながらもそう頷うなずきかけたが、不意にその目が輝いた。「あっ、そうだ。たしか表に畑があったじゃない。もし──」

「駄だ目め」

「なによ、いきなり。まだ何も言ってないじゃないの」

「もし畑に何かあったとしても、勝手に取ってきたら泥どろ棒ぼうだって」

「そ、それは……でもほら、土の中の物なんだから、もしかしたら小屋の人とは関係ないかもしれないじゃない。自然にあの場所に種とかが飛んできて、畑みたいになってるってことも──」

「本当にそんなことがあると思う？」

　そう言って、ラドはじっとエニルを見た。しばらく葛かつ藤とうしているらしい間まがあってから、少女はその肩かたを落とすと、小さく首を振った。

「……思わない」

「なら、話はお終しまい。セネマが何か捕まえてきてくれるかもしれないから、」

　ラドはそう答えると、額ひたいに滲にじんだ汗あせを拭ぬぐいながら、改めて卓たくの上の材料を眺ながめ回した。

「干し肉をパンに載のせて、芋は水煮にして香草で味付けというところか。いつもどおりだな」

「そうだね」

　セネマの言葉にラドは頷いた。

　せっかく屋根のあるところでする食事にしては残念な気もするが、それは仕方がない。

　そう結論づけて顔をあげると、エニルはまだ畑に未練でもあるらしく扉とびらの方を見つめていた。彼女は軽く小首を傾げながらラドを見た。

「あのさ、ラド」

「だから、駄目だって。いくらいつもどおりだからって──」

「そうじゃなくて。なんかちょっと暑くない？」

「そういえば……」たしかに全身が汗ばんできていた。「そろそろ火を消した方が──」

　何気なく炉ろに視線を向けて、ラドは目を瞠みはった。石の暖だん炉ろには溢あふれださんばかりの薪たきぎが詰め込まれ、それらすべてを飲み込まんばかりの巨大な炎ほのおが踊おどり狂っている。

「エニル、何やったのさっ」

「あたしじゃないわよ」

「ラディ、そんなことより、とにかく水だ、水。消さないと火事になるっ」

「う、うん」

　円えん卓たくの上にある水みず袋ぶくろが目に入ったが、このすさまじい勢いの火には何の役にもたたない。けれどその他に水なんて……

　そうだ、井い戸ど。たしか小屋の脇わきに井戸があったはずだ。

「セネマ、表っ。井戸だよっ」

　そう言いながら、扉とびらへと駆かけ寄る。卓たくを挟はさんで向かいにいるセネマたちよりも、ラドが一番扉とびらに近い。だがその引き戸を開けながら外へと飛び出した途と端たん、足に勢いよく何かがぶつかってきて、前のめりになって転んでしまった。

「いたた……」

　起きあがろうと、地面に手をつく。と、その手がぬめりとしたものを摑つかんだ、見れば、辺り一面が水浸しになっており、すぐ目の前に大きな木き桶おけが転がっているのが見えた、中一杯に水が汲くんであったらしく、まだ水が──とても冷たい水がこぼれ続けている。

「……こんなの置いてあったっけ？」

　そう呟つぶやいたところで、火のことを思い出した。慌あわてて起きあがると、そのまま井戸に向かって駆け出そうとして、肩かたを摑まれた。セネマだった。

「ラディ、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫？」

「火はもう収まった。収まったというか、すっかり消えた。熾おきすら残ってない」

　振り返った。たしかに先ほど藁わらの天てん井じようまで届きそうなほどの勢いで燃えていた炎ほのおは、まるで初めからそのようなものはなかったかのように跡あと形かたもなく消えてしまっていた。ただそれが幻まぼろしなどではなかっただろうことは、溢あふれ出るほど積み重なった薪たきぎの間からまだほのかにたちのぼり続けている煙から分かる。エニルがそんな木を指で突っついたり、手で持ってじいっと観察している。

「セネマが消したの？」

「まさか」

　セネマは首を振った。考えてみれば当たり前だ。あの炎は井戸の水を全部浴びせたとしても消すことができたかすら危うい。まして、こんなわずかな間では消せるわけがない。

　普通ならば。

　そこで、大きなくしゃみが出た。ぶるっと一つ身体からだを震ふるわせてから、短たん衣いの裾すそを絞しぼった。ズボンは泥どろですっかり汚よごれてしまっている。

　まずはこれをなんとかしないと。

　しかし、服を乾かしたい、身体を温めたいと思っても、今度は、肝かん心じんの炉ろの炎が消えてしまっているのだ……なんてついてないんだろう。







　ラドは三つの皿さらにスープを取り分けていった。中身は芋いも、人にん参じん、葱ねぎ、そして野の兎うさぎ。どれも新しん鮮せんなものばかりだ。

　材料はいつの間にかあった。

　そう、いつの間にかあったとしか言いようがなかった。ラドがひとまず寝室に畳たたんであった麻あさ織おりの短たん衣いを借りることにし、エニルとセネマが井い戸どに水を汲くみに行って、それぞれ部屋に戻ってきた時にはこの卓たくの上に藁わらで編んだ籠かごがおいてあった。中にはどう考えても食べきれない大量の野菜に野兎、「ぜひ食べてください」と癖くせのある文字で書かれた羊よう皮ひ紙し。付け加えると、すっかり消えたはずの暖だん炉ろにも再び炎ほのおが点ともっていた──先ほどよりも弱火で。

　いくら手持ちが少ないとはいっても、パンと干し肉があればひとまずお腹なかはふくれる。こんな得え体たいのしれないものを食べるわけにはいかない。

　ラドは当然そう考えたのだが、しかしそう思わなかったのがいた。

　エニルが強硬に食べることを主張したのだった。お互い譲ゆずらず、言い争いになりかけたところで、セネマがこれらの野菜にまだ土がついたままである事に気づいた。表へと飛び出していくと、畑の中にまさにここから掘り起こしたばかりという跡あとを見つけて、結局エニルの言い分が通ることになり、こうしてスープを作ったのだった。

　皿が行き渡ると、勝利者である精せい霊れいの少女は早速その中へとスプーンを差し入れ、一気に口元に運んだ。

「あつっ」
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「……熱いに決まってるじゃないか。今まで火で熱してたんだから。少し待ったら」

「冷めるのを待つのってなんかじれったいじゃない？」

「はいはい、そうだね」

　受け流しながら、ラドもスープにスプーンを差し入れた。いや、差し入れたつもりだったが、何か堅いものにぶつかって木のスプーンが弾はじかれてしまった。

　……お皿を置く場所でも間違えたかな。

　そう思いながら視線を落とす。

　ぽかんと口を開けた。

「待つ必要なかったわね。ずいぶん冷めちゃったみたい」

　エニルがスープの入った皿を持ち上げてひっくり返した。ごとんという音とともに、円えん卓たくの上に丸い固まりが落ちる。皿の形をした濁にごった氷だ。中には芋や人参の姿も見える。

「ここはなんなんだ？」

　セネマが気味悪そうに小屋の中を見回した。

　もはや怪しいという段階は通り過ぎている。この小屋がどこかおかしいのはもう間違いない。

　奇妙なのは、目的が今ひとつ分からないことだった。突然炎ほのおが消えてみたり、冷たい水に濡ぬれてみたり、熱いスープが凍こおってみたり……。危害を加えようとしているにしてはなにかずれている。あまりにも地味だ。

「あら、美お味いしいわね。ラドもだいぶあたし好みの味付けが分かってきたみたいね」

　そう声を上げたのは、もちろん精せい霊れいの少女だった。いつの間にか装よそおい直したスープを口元に運んでいる。

「……まったく動じないんだな」

　セネマが感心するやら呆あきれるやらといった声で言うと、しかし当の本人はスプーンを軽く振りながらしたり顔で言った。

「あたしは今一番しなくちゃいけないことをしてるだけ。次いつまたこういう風ふうに食べられるか分からないし、冷めちゃったらもったいないじゃないの」そう言ってまた一口。「食べ終わったら、みんなで小屋の中を調べてみましょ」
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　小屋の中を一通り見終えて、ラドは真ん中の部屋へと戻ってきた。

　やはり誰もいない。

　そもそも調べるというほどたいそうなことでもなかった。入ってすぐ確認したとおり、この小屋には一続きとなっている三つの部屋があるだけだ。一つ目は外への扉とびらがあって三部屋のちょうど中央にあるこの部屋、二つ目が中央の部屋の半分ほどの広さで藁わら布ぶ団とんが敷かれている部屋、そして最後の一つが左手奥、小さな机と棚たなを置いただけで半分以上埋うまってしまっている部屋というよりも狭い出っ張り。

　そのどこにも人が隠かくれていられそうな場所がないのは明らかだ。にもかかわらず見て回ったのは、誰もいないということを確認しておくためだった。

　もっとも、改めて気づいたこともある。すべての部屋には手が行き届いていた。だいぶ古い小屋だからさすがにきれいとは言い難いが、しかし風に運ばれてきているはずの埃ほこりや砂が降り積もっているということはなく、どこも清潔に保たれている。数少ない櫃めしびつや食器などの品々もきちんと片づけられており、出来うる限り整えられていた。

　もちろん独りでにこんな風ふうになるわけがない。誰かが──もしくは何かが手入れをしているとしか考えられない。

　小屋の手入れをしながら住んでいる人がたまたま今外出していて、その留る守すにしているところにラドたちがやってきてしまった。最初にセネマが言ったとおり、これが一番ありそうな事ではある──暖だん炉ろの炎ほのおが突然燃えたり消えたり、水や野菜一杯の桶おけや籠かごがいきなり現れたり、熱かったはずのスープが氷になったりしていなければ、だが。

　そうなるとやっぱり……

「ラディ、もしかして」エニルの方に視線を向けながらセネマが言った。精せい霊れいの少女は出っ張りの部屋を調べて──いや、散らかしている真っ最中だ。「俺おれは詳くわしくないが、何となく妙な気配を感じる気もするんだが……」

「うん。僕もそうじゃないかと思った」精霊の仕し業わざというのは今考えていたことだった。「ただ、それらしいのはまったく見えないんだよね」

「そうだよな。俺だけじゃなくて、ラドにも見えてないんだからやっぱり精霊は違うか」

「もちろん、僕がすべての精霊を見えるって保証はまったくないんだけど」

　ただ、掃除をしたり片づけられるということは、物に触ふれられるということである。だとすればその精霊はそれなりの力を、つまり姿を持っているはずなのだ。少なくてもラドの精霊の知識の中ではそうだった。けれどこの部屋の中では、朧おぼろ気げな靄もやであったり半分風にとけ込んでいるといったようなわずかな姿でさえ一度も見かけてはいない。

　もしくは姿をすっかり隠かくせるような力も持っている精霊とか。そんな精霊がいるのかどうかなんてまったく知らないが、自分が持っている精霊の知識がたかが知れていることを、エニルと出会ってから思い知らされている。

「あとは……魔ま法ほうとか」ラドは周りを見回してみた。「魔法使いがどこかから僕らをからかってるとか」

「なるほどな。それはありそうだ。わざわざこんな場所で暮らしてるんだし、少し変わり者の──」

「そんなことないって」

　ラドは奥の部屋にいる少女を見た。

「なにがさ？」

「だから、そんなことないんだって。その人がここで暮らすようになったのは、住んでいたところでつらいことでもあったらしいって言ってる──」言いかけてエニルは首を振った。「言って、じゃないわね。描かいてあるわよ」

「描いてある？」

「うん、ほら」

　エニルがラドたちに向けて一枚の羊よう皮ひ紙しをひらひらと振っている。近づいてみると、刺激のあるインクの匂においが鼻をついた。そしてその羊皮紙にはたしかに「そんなことありません。ここでくらすようになったのは、すんでいた所でつらいことがあったせいらしいです」と癖くせのある文字で描かれている。まだ乾いていないらしく、文字の端はしから黒色の筋すじが垂れていた。

「なんでエニル、こんな事描いたの？」

「あたしが描くわけないじゃないの」

　エニルが呆あきれ顔で答える。

「だって、今描かれたばかりじゃない、これ」

「そうよ。そこの羽は根ねペンが、この羊皮紙にね」

　そう言って、エニルが身体からだを横へと避よけた。その脇わきから中を覗のぞき込むと、机の上に羊皮紙が置かれていた。先ほど調べた時に見た、何も描かれていない羊皮紙の束だ。

　だが、今は違っていた。

　その羊皮紙の上には黒いインクがのっていた。

　まさに今、羽根ペンがせっせと羊皮紙の上に文字を描いているのだった。







　この小屋の持ち主はしばらく留る守すにしている。その人が戻ってきた時に以前と変わりなく住めるよう、私たちは小屋の手入れを続けながらその帰りを待っている。そこへラドたちが現れたので、その人の代わりに自分たちでもてなそうとした。

　羽根ペンの話──いや文章をまとめると、そういうことらしい。

「つまり、どういうことなんだ？　やっぱり精せい霊れいなのか」

「たぶん。精霊たちは物の中に宿ってるんだと思う」

「物の中に？」

「そういえば、パデウカもそんな事言ってたわね。物に宿ることがあるとか何とか。これなんか、粘ねん土ど人形のこねこねに雰ふん囲い気きが似てるし」

　エニルは卓たくの上に載った白い陶とう器き杯はいを指で突っついていた。ふらふら左右に揺れるのだが、決して倒れることはなく円えん卓たくの上で均きん衡こうを取り戻すのだ。倒れたら割れてしまうことがおそらく分かっているのだろう。

「なるほどな。それにしても──」セネマは呆あきれたように振り返る。「ずいぶんたくさん集まったもんだな」

「ほんとだね」

　しみじみとラドは頷うなずいた。水みず桶おけ、籠かご、皿さら、櫃ひつ、鍬くわ──整然と片づけられていた小屋の道具たちに周囲をすっかり取り囲まれている。

　机と棚たながある部屋に三人はとても入れなかったので、羽は根ねペンから話を聞くため、羽根ペンと羊よう皮ひ紙しの束とを持って円卓のある中央の部屋に移った。そして、ところどころ読みにくい癖くせのある文字から事情を知った頃には、このような状況になってしまっていたのだった。どうやらこれらの物に宿った精せい霊れいたちは、ラドたちと羽根ペンとのやりとりから出てきても平気だと思ったらしい。

『ええ、いつの間にか集まり、増えたようです。仲間たちがどれだけいるのか、私にも分かっておりません』

「やっぱり、この小屋の持ち主は魔ま法ほう使つかいなんだね」

『魔法使い、ですか』

「うん。だってその人があなたを羽根ペンに結びつけたんじゃないの？」

　そう訊きいてから少し待つ。何しろ羽根ペンは羊皮紙の上に描かく文字で答えるので、少し時間がかかる。先ほどからのやりとりで学んだことだった。

『申し訳ありません。私には話が難しすぎるようで何を言っているのか分かりません。ただ、あの人は私のことを知らないと思います。このように話をしたこともありません』

「なんでしなかったの？」

『できなかったのです。初めの頃、私は自分で受け答えをすることはもちろん、こんな風ふうに文字を描くことも、それどころか少しも動くことができませんでした。ここで時間を過ごすうち、少しずつできるようになりました』

「……ああ、そうか」

　精霊は現れた時この世界のことは何も知らず、世界を漂ただよっているうち知らず知らずのうちに知識を吸収していくのだという。それは赤ん坊として生まれ、色々の事を知りながら成長していく人や動物と変わらないのかもしれない。

　ただ、人と動物に比べて、あまりにも……そうあまりにも色々な姿すがた形かたちを取りすぎる。

「でも」エニルが顔を上げた。「その人がそうしたんじゃなかったら、なんで羽根ペンなんかに？」

『あの人はここにあるすべての物を大切にしていました。私は漂ただよいながらそんな様子を見ていました。そうしているうちに気づいたら、この羽は根ねペンの中にいました。きっとそうであったのだろうと考えているだけですが。何しろ漂っているとか見ているとか、そういうことを知ったのはずっと後。この羽根の中で過ごし、やってきた仲間たちの様子を見ているうちに知ったことですから』

　文字で埋うまった羊よう皮ひ紙しが一枚ひらりと床ゆかに舞い落ちた。羽根ペンは自らをインクの中へと浸ひたすと、真まっ新さらな紙の上に癖くせのある文字をゆっくりと描かいていく。

『私がこうして文字で物を伝えることができるのも、その人のおかげです。その人が文ふみを描いいたり書物を読む時にはいつも私を手にしていたので、それを一緒に経験することができたのです。なので、私は自分で考えたりこうして文字を描くことがすこしできるようになりましたが、こんな事ができるのはどうやら私だけのようです』

　おそらくそれだけではないだろうとラドは思った。たぶんこの精せい霊れいは他の精霊たちよりも少しだけ力が強い、言いかえれば少しだけこちらの世界に向いていたのではないだろうか。もし羽根ペンに宿っていなければ、もしかしたら何らかの姿を……鼠ねずみか、兎うさぎか、鳥か、馬か……そして人間の姿を取っていたかもしれない。その姿でこの小屋に住んでいる人と直接触ふれあったり、言葉を交わすことができていたかもしれない。

　そして……消えてしまっていたのだろう。

　ラドは隣となりにいる精霊の少女を見た。その横顔はどこからどうみても普通の少女にしか見えなかった。彼女はこの小屋にいる精霊たちと違って言葉で会話はできるし、自由に手足を使って動き回ることだってできる。ラドやセネマよりもよく食べるほどだ。それは時として精霊であるということを忘れてしまいそうになるほど……いや実際、普段一緒にいる時にはラドはその事を忘れてしまっている。

　それを思い出すのは、精霊についての話をする時。そしてこの旅の目的を考える時──彼女は今のままでは消えてしまう事を思い出さざるえない時だ。

　ラドの視線に気づいたらしく、精霊の少女が怪け訝げんそうな顔でラドを見返してきた。

「なにかついてる？」

「……何でもないよ」

　ラドは首を振って、羊皮紙へと視線を戻した。

「それで、この小屋の持ち主はいつ戻ってくるんだ？」

『分かりません』

「いつ頃出かけたの？」

『すみません、それも分かりません。ただいつ戻ってきてもいいようにと、この小屋を片づけています。あの人は片づけるのが好きでしたから。私は今度あの人が戻ってくるのを楽しみです。一緒に会話することができるでしょうから。みなさんとこうすることで、一緒に会話をする自信もでてきました』

「戻ってくるのを、か……」

　その人がいたのはいつくらい前なのだろう。もしかしたらもう──そんな考えが頭を過よぎったが、その可能性について伝えるべきなのだろうかとラドは迷った。せっかく待っている精せい霊れいたちに二度と戻ってこないかもしれないと伝えるのは残ざん酷こくだと思う一方で、伝えずに戻ってこないかもしれない人をずっと待たせ続けるのもまた残酷な気がする。そもそも、ただぶらっと近くへ出かけているだけかもしれない。たまたま立ち寄ったにすぎないラドたちには詳くわしいことは分からない。

「ラド」

　エニルが腕うでを突っついた。見ると、羊よう皮ひ紙しの上に新しい文章が描かかれている。

『亡なくなっているかもしれない、ですね。人にはそういうものがあるということを、あの人が描いていたので、私は知っています。なので、私もその事は考えています』

「そっか……」

『ですが、この小屋に集まってきた他の仲間たちは分かっていないでしょうし、分からなくてもいいことだと思います。例えば井戸とこの小屋の間を移動するくらいのことはできても、ここからどこかへ行くような事はできません。私たちにできるのはただこのまま待ち続けることだけですから』

「だったらさ」エニルが身を乗り出すようにして言った。「少し離れたところには魔ま法ほう使つかいたちがいるからその人たちに伝えてあげよっか？　今すぐ──ってわけにはいかないけれど」

『いいえ。私たちは待つことがまったく苦ではないんですよ。それに、みなさんのような人たちがやってくることもあるでしょう。すみません。私たちでみなさんをもてなしたい、お役にたちたいと頑がん張ばっていたのですが、上う手まくできず、みなさんにはご迷めい惑わくをおかけしてしまいました。ごめんなさい』

「……迷惑なんてことはないわよ。楽しかったし」

　少し間まがあってから、羽は根ねペンが動いた。元々癖くせのある文字をさらに大きく歪ゆがませながら短く一言、うれしいです、とだけ描いた。

「ああ、でも一つ教えておくと、もう少しやり方を考えた方がいいかもね。用心深い連中が疑ってくるから」

「それはエニルが何も考えてなさすぎるんだって」

「あれ、おかしいわねえ。その何も考えてないあたしの勘かんが当たってたような気がするんだけど、あたしの勘違いかなあ」

「……はいはい」

『藁わらが足りないようでしたら、まだありますので言ってください』

「ああ、そのことで一つ頼みがあるんだが」

　セネマが言った。

『なんでしょうか』

「並んでる藁わら布ぶ団とんを、部屋にわけてくれないか」

「あっ、そうだね。僕も分けてよ」

　ラドは頷うなずいた。寝る時は一人でゆっくり休む事が好きな親友にしてみれば、三部屋は一続きになっているとはいえ、今日は久しぶりにそれができることになる。そして今回はラドも一人で休みたい……というよりもあの状態ではとても休むことはできない。

「できるか？」

『たぶんできますが。ですが、あの奥は横になるには狭いはずですが』

「いや、構わない」

『そういうものなのですか』

　なぜそんな事をするのかこの羽は根ねペンに宿っている精せい霊れいは分からないらしい。

　そして、分かっているらしい別の精霊がからかうような目でラドとセネマを見た。

「あらなに、あたしは並んでても気にしないけど？」

「僕が」

「俺おれが」

「気にする」

　ラドとセネマの声が和した。
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　岩肌はだに寄り掛かっているその姿を見て、ラドは顔をしかめた。

　精霊の少女はラドに気づくと、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ずいぶんとゆっくりな到着だったわね」

「……うるさいな」

「待っててあげたのに、その言い草はないでしょ」

「はいはい。セネマは？」

「ちょっと様子見てくるから、待ってろって。この先は今までよりもっと道みち幅はばが狭くなってるみたいよ」

　小屋を出発して進むにつれて崖がけ道みちは狭まっていき、いつしか小屋に着く前と変わらないような道幅となっていた。もちろん並んで歩くことも出来なくなり、セネマ、エニル、ラドと昨日きのうと同じように一列になって進んでいた。もちろん、ラドの歩き方はゆっくりとしたすり足に戻っている。

「ラド、歩ける？　何ならあたしが──」

「うるさいってば」

「なによ、せっかく心配して言ってあげてるのに」

　エニルは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。が、その表情が真剣なものとなる。

「あのさ」背後を振り返りながら言う。「あの小屋に住んでたって人は、あの子たちに気づいてたと思う？」

「……たぶん、いや、きっと気づいてたと思うよ」

「どうして？　ラドみたいに見える人じゃなかったみたいだったけど」

　ラドも振り返った。あのおかしな小屋の姿はすでに遠ざかり、周りの丘きゆう陵りよう地帯の景色けしきの中にすっかりとけ込んでしまっていて、もう見分けることはできない。峡きよう谷こくを駆かけ抜ける乾いた風が頰ほおを撫なでていく。

「だって、あんなに怪しかったんだから。見えなくたってきっと分かっていたはずだって」

「……そっか、そうだよね」

　隣となりでエニルが何度も頷うなずいている。

　そんな様子を見ながら、ラドはふと思った。

　物に宿ってずっと待ち続ける、か……

　もちろんおかれた状況や精せい霊れいとしての強さもまったく違う。あの小屋にいた精霊は人が亡なくなることは知っていても、多くの精霊は人よりももっと簡単に消えてしまうということは知らなかった。

　ただ、あの精霊たちがしていることは、この精霊の少女とは硬こう貨かの裏表のようだとラドは思った。この精霊の少女はパデウカの人形に入ることを断り、シャラシエで助けを待つのを断り、分ぶがいいとはいえない期き待たいだけを持って、王女に会いに行こうとしている──いつ消えてしまうか分からない危険と隣となり合わせになりながら。

　そのどちらがいいかなんてラドには分からない。

　きっと誰にも、本人たちにさえ分からないんじゃないかと思う。

「あのさ、ラド」

　気づくと、エニルが顔を覗のぞき込んでいた。

「なに」

「あんた、そんなにあたしの顔見るのが好きなわけ？」

「はあ？」

「昨日きのうもそうだったけど、なんか最近やたらと見られてる気がするんだけど」

「……はいはい。ほんと、真ま面じ目めな顔してよくそういうことが言えるよね」

　ラドは大おお袈げ裟さにため息をついた。

「そんなの気のせいに決まってるじゃないか」

「そうかなあ……」

「そんな事より、エニルこそどうしたんだよ。いつもは何も考えてないような顔をしてるくせに、妙に物思いにふけったような顔して。似合わないぞ」

　精せい霊れいの少女はまだどこか納得がいかないような表情で首を傾げていたが、ラドの言葉に顔をしかめた。

「なんでもないわよ」

「なんでもないって感じじゃないけど？」

「……しつこいわね。だからなんでもないって」

「おい、おまえら。やっと見つけた。探し回ったんだぞ」

　声に顔を上げると、岩壁の上を走っている橇そり船ぶねが見えた。ヘックだった。彼もまたエニルや小屋の精霊とは違っている。自らの意志で魔ま法ほう使つかいと契約して、人形という形で、そして今は橇船という形で、人と一緒に生きている。

　橇船はそのまま岩肌はだを駆かけ抜けると、ぐるっと大きく曲がって再び戻ってきた。

「……ヘック、何してるのさ？」

「こうやって走り続けてないと落ちるんだよ。この角度のある崖がけに動かず止まってるのはきつすぎるだろう」

「ああ、なるほどね」

「そんな事よりお前らは、こんなところで何をのんびりしてやがるんだ。昨日きのうは降りてこねえし」

「なに、ひょっとして、心配して探しに来てくれたの？」

「ふ、ふざけるな。お前らが待たせるからだろうが。おれは待つのが嫌きらいだって言っただろうがっ」

「ふうん、そう」

「なんだその返事は。だいたいお前はな──」

　そう文句を言いながら、ヘックはまたラドたちのそばから遠ざかっていった。振り返ると、また岩肌に沿ってこちらに向かって曲がっているのが見えた。

　羽は根ねペンとの会話も文字が描かれるまで待たねばならなかったが、これはヘックがそばに近づくのを待たなければならない上に、落ち着かないことこの上ない。早くヘックが留とどまれるような幅広い場所に出た方がよさそうだ。

「ほんと、素直じゃないわね。ヘックはあの小屋で勉強でもした方がいいかも──あ、セネマだ」

　セネマがこちらに向かって手を振っている。

「ラディ、エニル。この細いのを過ぎれば、もうすぐだ」

「だってさ。よかったわね、ラド」

「……いいから、先に行きなって。順番決めたろ」

「分かったわよ」エニルはもう一度小屋の方を振り返った。「みんな、ありがとね。とっても楽しかった」

　くるっと前に向き直ると、例によって慎しん重ちようさの欠片かけらもない飛ぶような歩き方で、精せい霊れいの少女はさっさと隘あい路ろを進んでいく。

　ため息をつきつつも、ラドは思った。あの小屋で静かに待ち続ける事がエニルに似合わないことだけは間違いない。そして、その後を追いかけるように、ただしもちろん慎重なすり足で、岩の道を歩き始める。

　どういたしまして。

　少し遅れて、そんな声が聞こえた気がした。
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　道なき道が続く。

　上へ下へ左へ右へ。橇そり船ぶねの中を身体からだが動き回るのを、ラドは椅い子すにしがみついて堪こらえていた。昨日きのうは頭や膝ひざを天てん井じようや壁にぶつけた回数を数えていたのだが、そのことでよけい痛みがますような気がして今日はやめてしまった。代わりに、もっと体重があったらこんなにふらついたりしないのだろうかとかそれとも重いとぶつかった時によけい痛くなるのだろうかなどと、どうでもいいことを考えていた。

　一方で、隣となりに座っている親友は涼しい顔をしていた。ラドのように身体をぶつけることはほとんどないし、悪かった顔色も少し血色がよくないくらいにまで戻っている。本人の話によると、シャラシエに向かっていた頃のような細かな揺れよりも、ここまで酷ひどい道のりの方がかえって気分が悪くならないらしい。

　少し平へい坦たんな道に入り、椅子にしがみつく必要がなくなったところで、セネマがぽつりと呟つぶやいた。

「なんか静かだな」

「そういえば……」

　小石が橇そり船ぶねにぶつかってくる時の乾いた音や、灌かん木ぼくの茂みを駆かけ抜ける時の擦こすれた音はひっきりなしに鳴っているが、それに負けないくらい騒さわがしかった少女の声が聞こえてこない。

　見ると、エニルは橇船の椅い子すにしがみつきながらじっと窓の外を眺ながめていた。飽あきたのか、それとも座り続けることは無理だと思ったのか、精せい霊れいの少女は御ぎよ者しや席せきに座るのをやめて、橇船の中でラドたちと向かい合うようにして座っている。

　ラドたちの視線に気づいたらしく、エニルが顔を向けた。

「えっ、なに？」

「誰かさんの声がないと静かだって話をしてたんだよ」

「なによ、それじゃあたしがうるさかったみたいじゃないの」

「うるさいよ」

「うるさいだろ」

「やかましいったらないな」

「……あんたたちね」

　エニルは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべて、ラド、セネマ、そして橇船を順々に睨にらみつけていく。

「それで、喋しやべらないのはどうかしたの？」

「……これで喋ってたら、唇くちびるとか嚙かんじゃうかもしれないでしょ。だから黙だまってるのよ」

「へえ、一応考えてはいたんだ」

「おれは騙だまされねえけどな」ヘックの声が四方から響いてきた。「どうせ腹が減ったとかそんなところだろ」

「ああ、そうだね。僕もどっちかって言うとそっちの方が納得できる──」

「いい加減にしなさいよ」

　精霊の少女はおもむろに立ち上がると、ラドの向こう脛ずねを蹴けり飛ばそうと足を振り上げた。が、この船が揺れるということを思い出したらしい。席に座り直して両手でしがみつくと、ラドの事をぐっと睨にらみつけた。

「ラド、それと、ヘックも。あとで覚えときなさいよ」

「ああ、いいぜ。けどな、橇船を蹴ってもつまらないと思うぞ？　だったら、そこのひょろっとした兄ちゃん相手にした方がいいんじゃねえかな」

「ヘック、それはずるいじゃないか」

　ラドはそう抗議したが、しかし今度はヘックが黙だまり込んでしまった。都合が悪くなると、最近はずっとこうだ。橇船という立場の利用の仕方を覚えてしまったらしい。

　その橇船は荒野をまっすぐに進んでいった。相変わらず乗り心地は酷ひどかったが、しかしそれはヘックから降りなければならないような起伏が減って、乗ったままで移動できる程度の悪路が増えたためでもあった。最後に歩いたのは五日前。しかも、その五日前よりも三日前、三日前よりも昨日きのう、昨日よりも今日と、道のりは平へい坦たんになってきている。

　右手の方に細い川が見え始めた。灌かん木ぼくの茂みを駆かけ抜けると、ちょうど大きな岩に囲まれた場所へと出て、ラドたちはヘックからいったん降りた。

「良さそうだな。まだ早いが、今日はここにするか」

　セネマの言葉に、ラドは頷うなずいた。ここなら岩に遮さえぎられて夜気をはらんだ風をさけることができるし、灌木の茂みまで戻れば火を起こす材料にも事欠かない。そして近くに川が流れていて、水にも困らない。夜営するにはこの上なく向いている。

　橇そり船ぶねの中から必要な荷物を降ろしていると、エニルがそそくさと立ち上がった。

「あたし、ちょっと水浴びでもしてくる」

「水浴び？」

「そ。埃ほこりっぽいのずっと我が慢まんしてたからね」

「でも、水はかなり冷たいと思うよ。シャラシエの高地ほどじゃないけど、この辺りも夜になるとだいぶ冷え込んで来てるから」

「そのくらいの方が気持ちいいってものよ」

「ならいいけど。ああそれと、何がいるか分からないから、ちゃんと気をつけなよ。野生の動物とかさ」

「だったらラドも一緒に来る？　あ、それともそれが狙ねらい？」

「……はいはい。もうさっさと行って来たら」

「あらそうなの。じゃ、戻ってきたらすぐに暖まれるように火起こしておいて」

　精せい霊れいの少女は手のひらをひらひらと振りながら、川に向かって歩いていく。

「……冷たい方が気持ちいいんじゃなかったのかな」

　ため息をつきながら、手頃な石を物色し始める。

　と、荷物をまとめ上げた親友が言った。

「それじゃ、ラディ、俺おれは野の兎うさぎでも引っかける罠わなでも仕掛けてくる」







　自分の脚あしをじっと見つめる。それはまるで夕日をきらきらと反射させる水面のように見えた。ついこの間までは足首だけだったのが、今では膝ひざから下あたりが半透明となっている。

　それだけではなかった。最近明らかに身体からだの具合がおかしい事がある。目眩めまいがしたり、頭が痛むことも多い。押し潰つぶされるような圧迫感を感じたかと思えば、反対に身体ごとふわりと宙へ舞い上がっているような、そんな感覚に囚とらわれたりもする。

　その原因は分かっている。

　あたしはあとどのくらい──

「そういうことか」背後からそう呼びかける声が聞こえた。「時々静かすぎるから妙だとは思っていたが」

「なに、あんた、覗のぞく趣味でもあったの？」

　そんな軽口をしかし相手は無視した。

「一緒に旅をしていながら隠かくし事をするとはいい趣味をしてるな」

「あら、言ってくれるわね」エニルは振り返ると、腕うでを組んで立っている短たん髪ぱつの剣士を睨にらみつけた。「ずっと隠し続けてるあんたほどじゃないと思うけど」
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「……どういう意味だ？」

「まだとぼける気？」

　セネマの表情がわずかに動いた。が、すぐに元に戻った。視線を逸そらして、小さく首を振る。

「話をする前にとにかく服を着ろ」

「もうちょっと待ってよ。あたしまだ──」そこで、気づいて手を叩たたいた。「そうだ、せっかくだからセネマも一緒に入らない？　あんただって埃ほこりや汗あせで汚よごれてるんでしょ。さっきの態度見る限り、ラドなら来ないと思うわよ」

　しかしセネマは答えず、代わりにその場へと座り込んでしまう。

　エニルは軽く肩かたを竦すくめると、大きく息を吸い、水の中へと飛び込んだ。その冷たくも優しい川の流れにしばらくその身体からだを委ゆだねる。

　水から上がっても、セネマは変わらぬ姿勢で何か考え込むようにじっとしていた。エニルは身体からだを拭ふいて、着慣れた麻あさの短たん衣いとズボンを着込んで、やっと一緒に旅をする仲間へと近づいていった。

「……やはり気づいていたんだな」

　隣となりに座り込むと、独り言のようにセネマが言った。

「当たり前じゃない、最初会った時にすぐ分かっちゃったわよ」

「なぜ、ラディに話さないんだ」

「話して欲しいの？」

「さあな」セネマは小さくため息をついた。「正直言って、俺おれ自身も分からない」

「分からない？」

「ああ」

　こんな顔もするんだ。

　頷うなずいたセネマは本当に戸と惑まどっているように見えた。

「でもそんな事言っても、わざわざ男の格好をしてるってことは、女だってことを隠かくすためなんでしょ」

「隠しているつもりはない……いやなかった、というべきか。初めて会ったのは今から三年、いや四年前か。お互い今よりもさらに子供で、俺はいつも注意されるほどやんちゃで、逆にラディの奴やつは今よりもっとひょろっとしてた。それで単純に勘かん違ちがいをしたわけさ。というより、勘違いをしてるって事にさえ気づいてなかった」

「想像つくわね」

「それから言いだすきっかけもなく、何となくそのまま……な。それが今も続いてるだけにすぎないんだよ。それに旅にはこうした格好の方が向いてるというのもあるしな。だから、何かいいきっかけがあれば何でもないことのように俺は話すだろうし、そのきっかけがなければ今のままでいるってだけのことだ。要するに、どちらでもいいんだよ、俺は」

　セネマはそう言ってから川辺の石を拾い上げた。立ち上がると、しなやかな動きで川に向けて横手で投げる。石がかすかな飛沫しぶきを上げながら水面の上を飛び跳はねていった。

　その数をエニルは何となく数えてみた。七回だ。これは多いのか少ないのか、どっちなんだろう？

「それで、お前はどうなんだ？」

「あたし？」

「とぼけるなよ。その脚あしのことだ」

「ああ、これね」

「なんで隠してる。俺たちに心配させないようにか」

「なに、セネマもあたしの事を心配してくれてるわけ？」

「静かすぎると気味が悪いと感じるくらいにはな」

「それは、ありがとう。でも、心配させないようにというのはちょっと違うわね」

「ではなんだ？」

「そうねえ……」エニルは半透明な自分の脚あしを眺ながめながら、しばらく言葉を探した。「楽しい旅ができるように、かな」

「楽しい旅？」

　怪け訝げんそうにセネマが訊きく。

「そ。あんたはどうだか知らないけど、あたしは楽しんでるのよ、それもかなりね。何しろあたしはこんな経験初めてだから」大きく伸びをする。「べつに痛いだなんだっていうのは我が慢まんするつもりなんてあたしもないんだけど、そのせいでつまらなくなるのが嫌いやなのよ。もしあたしが消えかかってるなんて知ったら、ラドは今よりもっとあたふたして深刻になっちゃいそうだもの。初めのうちは嫌いや々いやだったくせして、途と中ちゆうから妙に気を使うようになってるじゃない？　今以上にそうなったら楽しめなくなりそうでさ」

「自分が楽しむためか。勝手な奴やつだな」

「あら、あたしがそんな奴なんて今さらじゃないの」

　笑って言うと、セネマが呆あきれたようなため息をついた。

「……ラディじゃないが、よくもまあいけしゃあしゃあとそう言うことが言えるものだ。もう怒る気力もなくなる」

「それはよかった。出来ればあたし、セネマとも喧けん嘩かしたくないからね」

　やっぱり気になる。

　エニルはズボンの裾すそを直すと、足下から一つ手頃な石を手に取った。立ち上がって投げてみたが、しかしその石は一度も跳はねることなく水の中へ沈んでいってしまう。首を捻ひねりながら、振り返る。

「ねえ、セネマ。どうすればいいの？」

「訊ききたいことはもう一つある」セネマの目が鋭く細められていた。「それ以外に隠かくしていることはないか」

「言ってることがよく分からないんだけど」

「そのままだ。その消えかけている脚の他に俺たちに隠していることはないか、そう言ってるんだ」

　エニルは眉まゆ根ねを寄せた。今までの話と同じくらい、いやそれ以上に目の前にいる剣士は真剣な顔をしている。

「もちろんあたしが知ってることを全部話せてるわけじゃないわよ。でも、何かを隠そうと思って隠してることなんてない。それはたしかよ」

「本当だな？」

「しつこいわね。だいたい、あたしが自分の記き憶おくだと思ってることも、この身体からだを持つ前に幽ゆう体たいでふらふら漂ただよってる間に、そう思うようになったってだけなのよ。だからあたしには元々隠かくさなきゃならないような過去自体がないと思うんだけど。セネマは何を言ってるの？」

　エニルはそう言って、一緒に旅をしてきたその仲間を見返した。

　セネマは藍あい色いろの瞳ひとみを細めて自分のことをじっと見つめていたが、不意にため息をつくと、小さく首を横に振った。

「……いや、そうだな。今のは忘れてくれ。ああ、石の投げ方だけどな、石は平べったいのを選んで、水の上を滑すべらすように投げてみるといい。まあ、本当はこういうのはラディの奴やつに聞いた方がいいんだが、少なくても一度も跳はねずに沈む事はないだろうさ」

「あら、ありがとう。ならあたしもお礼に一つ教えてあげる」

「教える？」

「そ。さっきあんたが言ってたきっかけって奴やつね、それはたぶん目の前にあるのよ。ただそのことに自分が気づいていないだけで」

「どういう意味だ？」

　セネマは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめている。その表情からすると、本当に分かっていないらしい。

　教えようか……とも思ったが、やっぱりやめることにした。どうせセネマはまともに取り合おうとしないだろうし、それに自分自身も教えるのがなぜか面白くない気がする。

「さあ？　そこまで人を頼るのはよくないわよ。その先は自分で考えなさいな」

「頼りっぱなしのお前がよく言うよ、まったく。どうせ適当な事言うつもりんだろう。もう俺おれは行く。罠わなを仕掛けないと、またパンと干し肉だけの食事になる。俺はそれでもいいが、どこかの精せい霊れいがうるさいだろう」

「それなら、あたしも一緒に行く」

　半透明な脚あしに突っかけるようにして靴くつを履はき終えると、エニルはセネマの後を追いかけようとした。が、ふと思い出して、その場にしゃがみ込んだ。

「ちょっと待って」

　セネマに言われたとおり平たい石を探し出して、手首を捻ひねるようにしてそれを放り投げた。

　石が川かわ面もを飛び跳ねていく。一回、二回、三回──

「七回。引き分けね」

　エニルは満足して言った。







　ラドは大きな石を丸く並べて中に落ち葉や細枝を放り込むと、その上で火打ち石を擦こすりあわせた。火花は飛び散るものの、しかし枝や葉がしめっているせいか火はつかない。

　わずかに迷ってから、ラドは一度火打ち石を脇わきへと置いた。目を閉じて意識を集中させ、その手をしばし枝と葉の上へかざす。それから改めて火打ち石を打ち鳴らすと、今度はあっさりと炎ほのおが舞い上がった。

　その様子を眺ながめながら、小さく息を吐はきだした。

　と、背後の声が言った。

「あのさ、お前。なんでなんだ？」

「いきなりなにさ？」

　脇に停とまっている橇そり船ぶねを振り返った。さすがに旅の間に埃ほこりや泥どろといったもので薄うす汚よごれてしまっている。そういえば、ヘックは橇船や物に宿っている時どんな感じでいるんだろう。少なくても何も食べていない。寝てはいるのだろうか？

　橇船は言った。

「魔ま法ほうのことだよ。考えてみりゃ、最初パデウカの邸やしきまで俺おれを追いかけてきた時、お前は魔法を使ってたんだよな。それから滅多に使わなかったからたいして魔法を使えないのかと思ってたんだが、どうもそうじゃないみたいじゃねえか。今の火を熾おこすのだって、旅の初めの頃はまったく魔法を使わなかったろ」

「そうだったっけ」

「なにすっとぼけてるんだよ。それに俺たちのことも──つまりお前らが精せい霊れいって呼んでる連中のことだ──それなりに知ってるらしい。なに、お前、魔法使うのをもったいぶってるの」

「そんなんじゃないよ」

「じゃあ、疲れるからか」

「違う。ただ魔法が得意じゃないから使わないってだけ」

「得意じゃない？　少なくても、いつぞやの剣よりはよほどましに見えるぞ。何ならパデウカにでも俺が頼んでやろうか、こいつに教えてやれって」

　ラドは軽く笑った。

「ずいぶん熱心だね」

「……お前らが使う魔ま力りよくってのは、どうも俺たちと相あい性しようがいいらしくてな。魔法の力が周りにあると、俺たちは何ていうか……そう元気になるんだよ。だから俺は魔法を操あやつれる奴やつが少しでも増えてもらいたいんだよ」

「なるほどね」

「ま、昔は魔法を使える人間はもっといたらしいけどな。まったく俺もそのくらいの時期にこの世界に来てたら楽だったろうにな。あーあ、ふて寝だふて寝」

　それきりヘックは黙だまり込んだ。やはり休息は必要らしい。

　ラドは火に視線を戻した。先ほどの魔法ですっかり良質の燃え種だねとなった葉や枝の上で、炎ほのおが心地よさそうに踊おどっている。

　たしかに最近、魔ま法ほうの力を使う回数が増えてきていることには自分でも気づいていた。少し前なら、火がつくまでひたすら石を打ち鳴らしていただろう。だが今は、魔法を使って枝や葉からその湿しめった水気を追い出した。今度は火花すら火打ち石を使わず、すべて魔法で起こそうとするかもしれない。

　魔法を使うには意識の集中を必要とするから、もちろん疲れはする。だが、簡単な魔法ならば必要となる集中はさほどではないし、その魔法を使い慣れてこつを摑つかめるようになるとそれはさらに楽になる。今火を起こすために使った魔法で言えば、すぐに火がつくならば火打ち石を打ち鳴らした方が楽だが、しばらく打ち鳴らし続けなければならないのならば、むしろ魔法を使った方が楽に済んでしまう。

　あの日師がいなくなってしまってからというもの、ずっと魔法のことは避さけてきた。エニルが精せい霊れいだと知った時、魔法を思い出してしまうというだけで、すげなく追い払はらおうとしたほどに。それなのに……

　ラドは腰こし帯おびから外して脇わきに置いておいた小剣を手に取ってみた。

　柄つかを摑つかんで、刀身を引き抜く。

　その一方で、すっかり剣と縁えん遠どおくなってしまっている。夜営の際に簡単な手入れはしているが、一人で剣の練習をしたり、セネマに剣の稽けい古こをつけてもらったり……といったことからはすっかり遠ざかっていた。

　それどころではなかったというのはあった。エニルを助けることになってからというもの、何だかんだとめまぐるしくて、剣の練習などしている余よ裕ゆうがなかったのはたしかだ。

　だが、それだけではないだろうと思う。例えば今、二人が戻ってくるまでの間、素す振ぶりをしようと思えば出来るがそんな気持ちにはなれない。

　剣を手に取ることにしたのは、師に捨てられたからだった。あの時自分には魔法の才などないと、魔法など捨て去ろうと決めて、剣を手に取った。けれど、今自分が頼りに出来ているのはその捨てたはずの魔法だった。知らない事の方が圧倒的に多いし、たいした役に立ってはいない。だが、時々足がかりくらいにはなってくれている。そして、その事を喜んでいる自分がいる。それが分かる。

　もしあの時魔法を捨てていなかったら、もっと力になれていたのかもしれない、そう考えることもあった。けれど、冷静に考えてみればそれは馬鹿馬鹿しいことだ。もしあの時魔法を捨てていなかったら、あの森にいたままでセネマと旅に出ることもなかっただろうし、クシエナの街でエニルと出会ってもいなかったのだから。

　ラドは雑草の合間の小さな白い花を見つめながら、再び目を閉じた。その姿と、そして目の前で爆はぜている炎ほのおの姿とを頭の中に思い浮かべ、それぞれを魔法の力で結びつける。目を見開いて一気に解放すると、魔法の花が目の前で咲いた。

「あら」

　その声に振り返ると、旅の仲間である二人の姿が見えた。二人とも両手に沢たく山さんの紫むらさきがかった茸きのこを抱かかえている。

「それ、あのお爺じいさんが見せてくれた奴やつよね」

「……そう。もちろん大だい導どう師し様みたいには上う手まくいかないし、一つしか作れないけれど」

「でも、けっこう綺き麗れいだったわよ」

「……はいはい。それはどうも」ラドは茸へと視線を逸そらした。「それより、それ、カイシャ茸だけだよね」

「ああ」セネマが頷うなずく。「あの灌かん木ぼくの林に沢たく山さんなってた」

「へえ、ついてたね」

「あと、野の兎うさぎも一いつ匹ぴき捕まえたよ。たしか、麦と、あの小屋でもらった芋いもや玉たま葱ねぎがまだ残ってたな。今日は少し豪ごう華かにしてみるか？」

「うん、いいね」

　ラドは頷うなずいた。

「でもさ、こんなのがほんとに美お味いしいの？」

　エニルは両手に抱かかえていた茸を火の傍そばへとおき、うちの一つをつまみ上げてじっと睨にらみつけた。たしかにカイシャ茸はうねったいびつな形をしており、色も紫がかった青だ。知らなければ、とても食べたいと思うような代しろ物ものではない。

「それどころか、ちょっと不ぶ気き味みなくらいなんだけど」

「だったら、俺おれとラディで食べるから、お前は食べなければいい」

「誰がそんな事言ったのよ。あたしは何だって挑戦するわよ」

　そんなやりとりを聞きながら、ラドは鍋なべを火にかけた。

　とりあえず今は、魔ま法ほうをどうするか剣をどうするかなんて事で悩んでいる余よ裕ゆうはない。とにかくこの精せい霊れいの少女を王女様の元へ届けて、何とか助けてもらう。そしてそのためには、稚ち拙せつな剣よりも捨てた魔法の方がまだ力になってくれる、ただそれだけのことだ。

　それ以上の事は、この旅が終わった後でまたゆっくり考えればいい。







　角度のある長い斜面を滑すべり降りてから、周囲の風景が明らかに変わり始めていた。岩石の山や灌かん木ぼくの代わりに茨いばらや葦あしが姿を見せ始め、足下が砂すな埃ぼこりの舞う乾いた荒野から泥どろが跳はね回る湿地へとなっていく。

　さらに三日ほど進むとそのぬかるみもなくなり、ぽつぽつと短い道が姿を現し始めた。雑草の数が増え、背の高い落葉樹の林があった。開かい墾こんされた大きな畑、赤や黄のはえる果樹園、そしてそれらの手入れをしている人々の姿。

　それらの景色けしきを、ラドは御ぎよ者しや席せきから眺ながめていた。もう船の中で椅い子すにしがみついている必要がなくなった一方で、そろそろ人の目を気にしなければならなくなったためだ。エニルは御ぎよ者しや役を演じる事にすっかり飽あきてしまったらしく座りたいと言ってこなかったし、セネマは中ちゆう途と半はん端ぱに揺れが落ち着いたために、再び酔よいがぶり返してしまったらしく青い顔をして椅い子すに座り込んでいる。御者役ができるのはラドしかいない。

　もっとも、こうして風を切って走るのは気持ちがいい。森まで馬でやってきていたセネマが、馬と駆かけていると余計なことが何もかも頭の中から消え去ると話してくれたことがある。ラドもセネマに教わって軽い早足くらいまではできるようになったが、早はや駆がけまではできなかったから、その気分を味わうことができなかった。その時言っていたのはこれに似た気分なのだろうか、とそんな事を思う。親友にはヘックの宿った橇そり船ぶねの乗り心地はあわないらしかったが、ラドはそうでもなかった。

　一いつ軒けんの農家から小さな村、そして街へ。辺りの様子はあっという間に移り変わって、すれ違う人、馬車の数も増えてきた。中には物珍めずらしそうに橇船を眺ながめる人もいたが、ラドの御者役が功を奏したのか、それともただの気にしすぎだったのか、いずれにしても不ふ審しんの目で見るような人々とは出会わずにすんだ。

　それでも馬に乗った兵士の一団とすれ違った時はさすがに緊張した。ついていたのは、彼らが酒を飲んでいたことだ。あまり仕事に熱心ではないらしく、ラドたちは慎しん重ちように、しかし急いで彼らから離れていった。

　その一いつ行こうの中に白はく銀ぎんの騎き士しの姿は見かけなかったが、しかしラドは確信した。彼らはアルボルト国の兵士であり、そして自分たちはもうアルボルト国に入っているのだ、と。

　そして遠くにそれが見えてきた。




　　　　２




　前方に高い壁が聳そびえていた。その壁は灰褐色の巨大な石を積み上げて築かれており、周囲を威圧するように広がっているが、その壁はどこまでも続いているわけではない。まるで天から巨大な剣が振り下ろされたかのようにその壁は急に途と切ぎれると、代わりに木を組み上げた大がかりな足場へとなった。その上で動き回っている黒い点のようなものは、おそらく作業している人々なのだろう。

　アルボルト国が王都に建設している新たな街壁だった。

「……すごいね」

　橇船に寄り掛かるようにしてその様を眺めながら、ラドは思わずそんな声を漏もらした。その様子はまるで人が自分たちの手で巨大な山を作り上げているようにも見えて、驚きよう嘆たんと感心と……そしてわずかな不安を心に過よぎらせる。

　隣となりに並んでいたセネマが鼻を鳴らした。

「あんなものどこがすごいんだ。眺ながめが悪くなるだけだろ」

「眺め？」

「ああ、この辺りは地平線まで見渡せてたのに、台無しだ」

「あれ？」ラドは瞬まばたきをしながら、親友に訊きいた。「それじゃ、セネマはここに来たことあるってこと？」

「……幼い頃に何度かな。その時にはあんなものはなかった。元々嫌きらいな場所だったが、あの壁でだめ押しだな」

　そう言って、親友は不ふ機き嫌げんそうに顔を顰しかめる。

　幼い頃とはいったいいつくらいのことを指しているのだろう？　何しろ今だってまだまだ大人おとなになったとは言えない。自分がどう見えるのかはよく分からないが、少なくても親友はまだまだ少年の姿のままだ。本人はその事を気にしているのか、いつも気を張ったような表情をしているけれど。

　森で出会って一緒に遊んでいた頃か、それともそれよりももっと前か……いずれにしても、ご両親にでも連れられてあの大きな都みやこを見物しに来たのだろう。

　そういえば今まで考えたこともなかったが、セネマのご両親はどうしているのだろう。一緒に旅に出てからもう二年にもなるが、その間、親友が誰かと連絡を取ろうとした事は一度もなかった気がする。心配していないのだろうか？

「さてと」精せい霊れいの少女が大きく伸びをしながら言った。「ここでヘックとはお別れね。今まで色々ありがと。歩くの面めん倒どうだけど仕方ない」

「おっ、おい。お前、それはどういう意味だ」

　慌あわてた様子で橇そり船ぶねが声を上げた。

「当たり前じゃないの。あんたなんかで行ったら、目立っちゃってしょうがないわよ」

「そりゃそうだろうが……」

「心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶだってば。ほら、ちゃんと書いておいたから」そう言ってエニルは一枚の羊よう皮ひ紙しをつまみ上げた。「途と中ちゆうであった小屋でね、分けてもらっておいたのよ。ヘックは、色々うるさいながらもちゃんと自分の役割を果たしてくれました。人形の魂たましいにならないのはあたしが断るからです──ってね」

「…………」

「これを見せれば、あんたがパデウカに怒られることはないでしょ。ま、多少の八つ当たりくらいはされるかもしれないけれど、それくらいは我が慢まんしてよ」

　エニルはそれを窓から橇船の中へと流し込むと、改めてラドたちに向き直った。

「ラドとセネマは悪いけど、もう少しだけ付き合ってね」

「何を殊しゆ勝しような事を言ってるんだ。調子が狂うだろ」

「それもそっか」そのセネマの言葉に、エニルは笑った。「じゃあ、行きましょ」

　エニルは友達の家に行くかのような気軽な口調でそう言うと、返事も待たずさっさと先に進んでいく。

「俺おれたちも行くか。ん、ラディ、どうかしたか？」

「……何でもないよ」

　この旅はずっとこんな事の繰り返しだったな。

　精せい霊れいの少女の後ろ姿を眺ながめながら、ラドはふとそんな事を思った。それから、セネマと横に並ぶようにして、目的地であるその巨大な壁に──アルボルト国の王都に向かって歩き始めた。







「失礼いたします」

　そう言いながらやってきたのはエイオラではなかった。初めて見る若い女で、おそらくアルボルトに仕つかえる侍じ女じよなのだろう、甲かん高だかい声がどことなく癇かんにさわった。だいたい、体調を崩くずしていたというのに準備の事だけ尋ねるとは、なんて勝手なのだろう。

　その侍女は大きなため息をついた。

「なんです、王女様。言ってくださればもっときちんとしたお化け粧しよう道具を準備いたしましたのに」

「いえ、私はあまり化粧をたしなみませんので、これだけで十分なのです。今も明日に備えて、練習ではないですけれど、そのような事をしておりました」

「ああ、そういえば普段は面めん紗しやをお被かぶりなのでしたね。ですが、そのお手にされている小さな手て鏡かがみではさすがにご不便でしょう。三さん面めん鏡きようをお使いになればいいのに」

「いえ、とても使いやすいのですよ。私は物心ついた頃からずっとこの手鏡を使っていて、いつも帯おびに差し入れて持ち歩いているほどですから」

「そうなのですか。ずいぶん物を大切になさっていらっしゃるのですね」

　侍じ女じよの言葉は感心した風ふうを装っているが、その声にはどこか馬鹿にしたような色が込められているように感じる。

　この国の人間はそんなのばかりだった。一応シャラシエの王女として丁てい重ちように扱っているようには見えても、その裏にどこか本当ではないというのが透すけて見える。だいたい今だって、この侍女は内からの許可も待たず、勝手にこの部屋へと入ってきている。

　以前の私だったら、こうしたことに気づけなかったかもしれない。だが、王宮という場所で生活しているうちに、いつの間にかそういうことが分かるようになってきた。

　口に出した言葉が必ずしも心の中を表しているのではないということを。本音と建て前。本当と噓うそ。私がよく見てきたもので、そして大だい嫌きらいなもの。

「あの、ところで面紗は──」

「王女様、申し訳ございませんが、お被りにならぬようにと申しつかっております」

「……そうですか」

「無礼を承しよう知ちで申し上げますと、その美しいご尊そん顔がんを隠かくされることは勿もつ体たいないことと存じます。本当におうらやましい限りです」

　そう言う声には本心らしい響きがあって、私はその事に少し気分をよくした。だが、すぐに憮ぶ然ぜんとした思いが戻ってくる。

　私はこの面めん紗しやというものが好きではないから、その点ではこのアルボルト国の侍じ女じよと同じだ。しかしだからといって、この国の人間の命令で被かぶることが出来ないということに納得しているわけではない。なぜ、この国の人間にそんな真ま似ねができるのだろう？　幼い頃からずっと仕つかえ続けているあのエイオラでさえ、年に一度、数少ない身近な人々を集めて催もよおされる生せい誕たんの日しか直接顔を合わせることは出来ないのに。なぜ、こんな親しくもない異国の人間がそんな命令を下せるのか、私は分からない。

　そういえば、エイオラはどうしているのだろう。城に入る前、体調を崩くずしていた時は衝つい立たて越ごしに寝ずの番をしていたほどだったのに、この城に入ってからというものまだ一度も見かけていない。ただ一度トエインが、それもほんの短い時間やってきただけだった。

　あの熱心な女官にしては珍めずらしいこともあるものだと思う。私は彼女が邪じや魔まだと感じることもあるが、しかしこの侍女と比べれば、はるかに好ましい相手である事は間違いないのに。

「それでは明日はよろしくお願いいたします。くれぐれも申し上げておきますけれど、勝手に出歩いたりはなさらないように。よろしいですね？」

「はい」

　部屋の扉とびらが閉まる音が聞こえた。侍女は部屋の外に出ていったようだ。

　薄うす墨ずみの載った筆を手にして、再び鏡かがみに映ったその見慣れた顔を見つめた。いよいよ明日だが、迷いはどこにも浮かんでいない。何も問題はない。ないはずなのに。

　なのに、なにかが足りない気がする。

　それが何であるのか、私には分からないけれど。







「なによあいつら失礼しちゃうのよね」

「……エニル、もう少し声を落としてよ」

　ラドは注意しながら、思わず周囲を見回した。幸いラドたちに近づいてくる兵士の姿はなく、軽く胸をなで下ろす。

　エニルが怪け訝げんそうな目で見た。

「あんたこそ、なにをそんなにちぢこまってるわけ」

「……それはそうなんだけど……」

　アルツヘルブの街並は途と中ちゆうで立ち寄ったセイタの街とさほど変わりがない。街の規模は大きいようだし、街の中央に聳そびえる王城は嫌いやでも目に入る。ただ、ラドが勝手に想像していた大国の王都の姿と比べれば、思ったよりもこぢんまりしていて拍ひよう子し抜ぬけするというのが、正直な印象だった。

　ただ、一つ違っていたのは街を行き交う人の様子だった。歩いているのは剣や槍やりを手にした兵士や傭よう兵へいといった風情ふぜいの人ばかり。セイタでもこうした人は多かったとはいえ、その比ではない。

　代わりに、荷に袋ぶくろを運ぶ人夫、声をあげる物売り、走りまわる子供たちといった姿はほとんど見当たらず、時折見かけても道の隅すみを猫ねこに怯おびえる小こ鼠ねずみのようにさっさと歩いていってしまう。

　そんな彼らを見ているうち、ラドもまた変に緊張してしまっていた。べつに悪いことは何もしていない──少なくてもまだ──にも関わらず、どうも落ち着くことができない。いつもとまったく変わらない様子で、衛えい兵へいへの不満を言っているエニルが気になって仕方がないのだった。

　とはいえ、エニルの気持ちも分からなくはない。城門を管理していた衛兵たちの態度は悪かった。端はなからラドとセネマの事を馬鹿にしているらしくやたらと偉えらそうで、応対は横おう柄へいでぞんざいだった。しかも──

「あたしの気を引きたいのは分からなくもないけどさ」エニルは唇くちびるを尖とがらせながら、まだ文句を言っている。「だったらやり方ってもんがあるでしょう？」

「やり方……ね」

「そうよ。ラドもそう思わない？」

「……はいはい」

　何となく怒っている理由が自分とはずれている気がしたが、黙だまっておく。

　何にしても、街に入れたのはエニルのおかげだったのだろうと思う。もしエニルが上う手まく言いくるめていなければ、今でもあの門兵たちと言い争いを続けていたか、もしくは追い返されてしまっていたはずだ。

　石畳だたみの道を進むにつれて、王城の姿が視界へと入ってきた。

　周囲には城壁が張り巡めぐらされ、その前には深い壕ほりが掘られていた。監視のための塔とうがあり、大型の投石機も据すえつけられている。

　だが、城壁は建造中の街壁と比べると高さや規模において見劣りがしたし、壕にかけられた跳はね橋は下ろされたままだ。そもそもまったくの素人しろうとであるラドから見ても、こんな平へい坦たんでゆったりとした土地が城や砦とりでを築くのに向いてるようには思えない。

「なんか、もっとものものしい感じのものを想像していたんだけれど、意外とそんなことはないんだね」

「この城を築いた時は元々小さな地方領主にすぎなかったはずだから、そこまでする余よ裕ゆうはなかったんだろう。それに今は」セネマは目を細めた。「それに今は守る事よりも、攻める事の方が好きそうだから、ちょうどいいのだろうさ」

「なるほどね」

「それでどうする？　城に入れてもらえるか確認に行ってみるか？」

「セネマは入れてくれると思ってる？」

　ラドの言葉に、親友は苦笑いを浮かべた。

「まさか。下へ手たしたらその場で捕らえられたり、よくて目をつけられて近づきづらくなるってところだろう」

「だよね」

　セネマの説明に頷うなずきながら、アルボルト国の王城を見上げる。

　王女様が外交交渉のためにこの国までやってきたのならば、まず間違いなくあの城の中にいる。つまりお会いするためにはまずあの城の中へと入り、しかも城のどこにいるのかを探し出さなければならない。

　どうすればシャラシエの王女様にお会いすることができるのだろう？

　このことについては折にふれて考え、話し合ってもきた。

　城に自由に出入りができて、王女様のいる部屋まで案内してくれる。そこまで都合のいい事はさすがに考えていなかったが、意外と城は開放されていて出入りくらいは容易かもしれない、という程度の期待はしていた。しかし、先ほど街に入るのにも苦労したことを考えると、その可能性はなさそうだ。

　やはり自分たちの力で何とか中に侵入するしかない。だったら下手に目をひくようなことはしない方がいい。大国の王都としては思っていたよりも規模が大きくなかったのは幸いだったが、しかし困難であることには代わりはない。

　かといって、のんびりと機会を狙ねらうなどと悠ゆう長ちようなことは言っていられない。具体的な侵入の方法については、道すがらずっと考えてきてもこれといった案は何一つ思い浮かんでいなかったが、ただ一つ着いたその日のうちから準備を始めて、出来るだけ早く行動を起こそう──という事だけは決めてある。

　ラドはちらりと精せい霊れいの少女へと視線を向けた。あとどれくらいエニルには時間が残されているのだろう？　本人は何気ない風ふうを装っていたが、アルボルト国に入ってからというもの、ふとした時に元気がなくなっていたりつらそうにしていたりすることに、ラドは気づいている。

「なに、ラド」

「……シャラシエで魔ま法ほうの隠かくし通路を見つけたみたいに、何か精霊の勘かんでも働かないか、と思って」

　エニルは軽く首を傾げた。

「なんにも」

「……まあ、そうだよね」

「目的地もこの目で確認したことだし」セネマが言う。「ひとまず宿でも探して相談をし直そうか？」

「うん」

「あたしはご飯を食べる」

　今来た道を引き返しながら、ラドはもう一度城の方を振り返った。

　あのくらいの高さならば、空を飛ぶ魔ま法ほうが使えれば、きっと飛び越えることが出来ただろう。姿を消す事ができれば、いや身体からだを小さくするだけでも、こっそりと中に忍び込むことだって出来たはずだ。それだけじゃなく、他にも役立つ魔法はきっと色々とあるのだろう。

　今さらそんな事を考えても仕方ない。それは分かっている。だけど……

　ラドがため息混じりに二人を追いかけようとした時、足下の石畳だたみから自や棄けに乾いた足音が聞こえてきた。見れば、二頭の馬だった。それぞれ轡くつわを引いた二人の人間がこちらに向かって来る。どうやら城から戻って来るところらしい。

　あれ……あの人たち……

「まったくなんと失礼な連中なのでしょうか。まさか追い返すなど……」

「エイオラ殿どのが言っていたとおりだったな。とはいえ、上へ伝えると言っていたことでもあるし、とにかく明日もう一度来てみるとしようか」

　彼らはそのままラドの前を通り過ぎていったが、少し進んだところで二人のうちの一人が立ち止まった。ラドの方へと振り返る。

「なんだ、少年。我々に何か用か？」

　やっぱり、そうだ。

　なんでこんなところに……いや、なんでこんなところで……。

「どうした、クリオルク」

　もう一人もまたこちらへと近づいてくる。その中肉中背の身体は服越しからもはっきり見て取れるほど鍛きたえ上げられており、むき出しとなっているその腕うでにはいくつもの傷がある。そして腰こしには一本の立派な剣が下げられている。

「いえ、この少年が我々のことをじろじろと見ていたので」

「少年？」

「失礼しました」ラドは慌あわててシャラシエの騎き士したちに頭を下げた。「お久しぶりです」

「なんだ、少年、わしたちとどこかで……」そこまで言ったところで、男が手のひらを打ち合わせた。「あの時の少年？　たしか槍やり試合に参加したいと言ってきた」

「はい」

「やはりそうか。あれはどこだったか……ああ、そうだ、クシエナだ。名はたしか……」

「ラドウィンです、トエイン様」

「そうそう、ラドウィンだ、ラドウィン」シャラシエの騎士は破は顔がんした。「まさかこんなところで会うとはな、不思議な縁えんもあるものだ」

「本当ですね」

「しかし、ラドウィンはなぜこんなところにいるんだ？　今度はアルボルト国で騎き士しの募ぼ集しゆうでもしているのか」

「いえ、それは……」ちらりとクリオルクを見る。「今の自分の力も分かりましたし。でも同じくらい無む謀ぼうかもしれませんけど」

「無謀なことか。面白そうだが、聞かせてもらってもいいのかな」

「王女様に、シャラシエ国の王女様にお会いしようと思って」そこまで言ったところで気がついた。「ああ、そうか。考えてみれば、トエイン様も王女様を追いかけていらっしゃったんですね」

　その言葉に、シャラシエの騎士たちの表情が一変した。

「貴様、いったい何者だ」

　そう言った若き騎士の腕うでは剣の柄つかに今にも伸びようとしている。その若き騎士を遮さえぎるようにして、トエインが一歩前に出た。

「少年よ、なぜそんなことを言う？」

　剣にこそ手はかけていないものの、その声は険しく、先ほどまでの穏おだやかさは微み塵じんもなくなっている。

「わしらの王女様にお会いしに来たのであれば、こんな場所にいるのはおかしいではないか。ここはアルボルト国の王都なのだぞ」

「そ、それは王女様がアルツヘルブへ向かわれたと……」

　その変へん貌ぼうぶりに気け圧おされながらそこまで答えたところで、やっと気がついた。王女様が外交のために一人で出発した。そんな国の重要な話を、僕みたいなのが知っていたらおかしいに決まっているじゃないか。不ふ審しんに思われて当たり前だ。

「あの、僕は怪しい者じゃないんです。本当です。僕は、あの後──」

「ラド、何してるのよ」

　不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえた。ちらりと顔を向けると、二人の仲間の顔が見えた。どうやらラドを迎えに戻って来たらしい。精せい霊れいの少女はラドと向かい合っている二人の事などまるで見えていないかのようにその前をさっさと横切って、ラドの手を摑つかんだ。

「早く行きましょ。あたしはさっさと宿でご飯を食べたいの」そこまで言ったところで、ようやくエニルはその二人の存在に気づいたようだった。軽く小首を傾げた。「……あれ、この人たち、どこかで見たことがあるような……」

「クシエナの時の騎士様だな」

　遅れてやってきたセネマが答える。

「うん、今会ってそれで、すみません、トエイン様、話の途と中ちゆうで。ですから僕らは怪しい者なんかじゃなくて、あの後──」

　再び説明を始めようとして、ラドは口を閉ざした。クリオルクはラド、エニル、セネマの三人を油断なく見比べているが、しかしもう一人の騎き士しはそうではなかった。怪け訝げんそうに寄せられていたその目が、大きく見開き、何かに驚いたかのように呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「あの、トエイン様？」

　クリオルクの呼びかけに、トエインははっとしたように目を閉じた。

「……ラドウィン、二人はお前の連れか」

「はい。セネマとエニルですが……」ラドは少し怪訝な面おももちでその壮そう年ねんの騎士に答えた。「あの、それがどうかしましたか？」

「あたしに見とれたんじゃないの。いきなり見つめてくるなんて、ちょっと失礼だと思うけど」

「……はいはい」

　旅の初めの頃は平気な顔をしてよくこういう事が言えるものだと呆あきれていたが、もういい加減慣れてしまった。それどころか、相手が誰であろうとまったく変わらない態度に感心さえする。

　しかし、トエインはそのエニルの言葉に大きく頷うなずいていた。

「たしかにそのとおりですな」

　真剣な顔をしてそう言うと、まっすぐにエニルへと向き合って、そして深々と頭を下げた。

「失礼をいたしました。申し訳ありません」

「えっ」

　さすがのエニルも少し戸と惑まどった様子で壮年の騎士を見返して、助けを求めるようにしてラドの方へと視線を送ってきた。







「まさかこんなところで少年たちに会うとはな」

　向かいの椅い子すに腰こしを下ろしながら、トエインは苦笑とも微笑とも取れるような笑みを浮かべた。セネマは右手側の壁に寄り掛かるようにして立ち、そしてクリオルクは左手側の壁の前でまっすぐ背筋を伸ばしていた。

「僕らもです、トエイン様」

「さんでいい」

「え、なんですか？」

「トエインさん、でいい。せっかくこうしてまた会うような縁えんがあったわけだし、そもそも少年には様と呼ばれるような事はなにもしておらんからな」

「……分かりました。でもトエインさん、本当によろしいんですか。隣となりに部屋までとってもらっちゃって──いえ、いただいてしまって」

　そう言いながら、部屋の中を見回す。部屋には青、白、紫むらさき三色の花が生けられた大きな陶とう器き製せいの壺つぼや、台座に剣を突きつけている男の彫ちよう像ぞうなどが置かれていた。セネマが寄り掛かっている壁のそばにはキルト地の大きなタペストリーがかけられており、馬に乗った騎き士しらしい人物が、その倍はある化け物めいたものに向かって槍やりを突き上げている絵え柄がらが刺し繡しゆうされていた。セネマの話によれば、アルボルト国が奉ほうじる剣けん弟ていヴァイサークを描いたものであるらしい。

「まあ、そう堅苦しくなるな。それにそれは賄わい賂ろだ」

「賄賂……ですか？」

「ああ。おじさん騎士が城の門番に追い返されていた、とシャラシエ騎士の評判を落としたくはないからな。その口止め料だよ」

「口止め料ですか。効果絶大だと思います」ラドは笑った。「エニルは、部屋に入ってから大喜びしてましたから」

「エニルか……あの少女の事だな」

「はい。疲れたと言ってぐっすり休んでいるところです」

「そうか、それはよかった」トエインは頷うなずいた。「それで、ラドウィンたちは王女様に会いにここまでやってきたと言ったな」

　ラドはちらりとセネマに視線を向けた。親友は目で頷いてきた。何か言い足りないような事でもあれば、あの頼りになる親友が口添えしてくれるだろう。

「はい。王女様がアルツヘルブへ向かったとうかがったので」

「誰にだ？」

「セイドリン様です」

「大だい導どう師し殿どのにお会いしたのか？」

「はい。僕らは魔ま法ほうの助けが必要で──といっても、その用があったのは僕じゃなくてエニルなんですが──そのために初めはシャラシエの王宮へ向かったんです。そこでセイドリン様とお会いして、塔とうの中で見てくださったんですが、自分は助けることができないが、王女様であれば何とかすることができるかもしれない、と。だが、今王女様は王宮にいない、臣しん下かの方々にも黙だまって、お一人でアルボルト国に向かってしまったのだ、と教えてくださったのです」

「そう、大導師殿が説明した、と」

「はい」

「しかしな」トエインは続ける。「ラドウィンの言うとおり、あの後いったん都みやこまで向かって、大導師殿に会ったのだとすれば、お前たちはいったいどれほどの早さで進んできたのだ？　自じ慢まんするわけではないが、わしらは馬を見る目はあるつもりだ。騎士にとって馬は相あい棒ぼうであるからな。ラドウィンに槍やり試合を断ったすぐ後から、わしらは途と中ちゆうで三頭の馬を乗り継ぎながら、ここまでやってきたのだ。わしらがついたのは一昨日おととい。とうてい追いつけるとは思えないのだが」

「それは、僕らが街道ではなく、塔とうから丘きゆう陵りよう地帯を下って来たからだと思います。それも馬よりもずっと早い魔ま法ほうの乗り物で」

「……あの丘陵地帯を抜けてきたというのか？」

「はい」

　頷うなずきながら、何となく窓へと目を向ける。もちろんここからではその姿を見ることはできない。代わりに先ほど見かけた建造中の巨大な壁がある。

「僕らは急いでいましたし、それにそうせざるを得ない事情もあったんです」

「事情？」

「それは……」ラドは話していいものかと少し迷った。が、考えてみれば相手はシャラシエの国の正規の騎き士しだ。知らないのならば、むしろ伝えるべきだろう。「セイドリン様の塔とうでお話を伺っていたところ、僕らはアルボルト国の兵士に取り囲まれかけてしまったんです。彼らは街道の方からやって来ていましたから、街道を使えなかったんです」

「なんだとっ」

　そう大きな声を上げたのはクリオルクだった。トエインは若い騎き士しを目で制してから、改めてラドに向かって訊きいた。

「それでその後、大だい導どう師し殿どのはどうなされたのだ」

「……申し訳ありません、僕には分かりません。自分は大だい丈じよう夫ぶだから行け、とセイドリン様がそう仰おつしやられたのでそのまま……」

「……そうか」

　トエインは腕うでを組むと、しばし口を閉ざして何かを考え込んでいた。

「色々と話が荒こう唐とう無む稽けいすぎるな」

「……そうですね」

　それには頷うなずかざるを得ない。たしかに言うとおり、説得力に乏とぼしい事は自分でも分かる。実際ラド自身、なぜセイドリン様があんな風ふうに自分たちの事を信用してくれていたのか、色々説明してくれたのか不思議に思っていたくらいだった。他の人、ましてその場面を見ていない人にとってみれば、そんな話を信じろという方が無理というものだろう。

　トエインはテーブルの上の硝子ガラス杯はいへ手を伸ばすと、透明な液体をわずかに口に含んだ。酒の香りがまるでしてこないから、ただの水らしい。

「そのとおりだよ、ラドウィン。わしらは一人出しゆつ立たつなされた王女様にお会いするために──いや、お止めするためにここまで来たのだ」

「トエイン様、そのような事を──」

「いいのだ、クリオルク。ラドウィンたちが言っていることを信じてもよいとわしは思っている」

「信じていただけたのですか」

「なんだ、ラドウィンは噓うそをついたのか？」

　そう言って、トエインはわずかに苦笑を浮かべた。穏おだやかに目め尻じりを下げているわけではなかったが、かといってもう不ふ審しんそうに眉まゆ音ねを寄せてもいない。ただ、その表情にははっきりと疲れの色が浮かんでいる。

「いえ、もちろん本当のことですが……」

　ラドが口ごもってセネマを見ると、親友は何か考え込むような顔をしていた。その気持ちはラドも同じだった。信じてもらえたのは嬉うれしいが、しかしなんでこうも簡単に信じてくれたのか、不思議な気分だ。

「あの、それで」気を取り直して言う。「お止めするというと……アルボルト国との交渉を？」

「交渉か。まあ、そうなるのかな。少年たちが大だい導どう師し殿どのからどこまで聞いているのか分からないが、アルボルト国は王女様にアルツヘルブの城にお住みにならないかと言ってきていた」

「それはつまり、シャラシエの王女様とアルボルト国の王子様がご結婚という──」

　少ない知識から言ってみたが、しかしトエインは首を振った。

「いや、そういうことではない。それですらない、と言った方が正しいか。王城に部屋を与えるからそこで住めと、ただそれだけだ」

「住めって……」

　一国の王女に向かってただ自分たちの城に住めって、いったいどういうことなんだろう。ラドには訳が分からなかったが、壁の方からぼそりとした声が言った。

「要するに、人ひと質じちをよこせ、ということですか」

「そういう事だな」親友に向かって、シャラシエの騎き士しは頷うなずく。「もっとも何のためににそんな事を望んだのかは、わしらは計りかねているがな。わしらへの影響力を増そうとしているのか、ただ力を誇こ示じしようとしたのか、暇ひまつぶしの戯たわむれか、それとも何か他の理由か……いずれにしても、わしらの国は小さく、金や銀といった特別な富があるわけでもない。大国アルボルトからしてみれば取るに足らぬものであろうに、な」

「そんなこと……」

　一国の王女に対して、自分の国を離れてこちらの城で人質として暮らすよう、他国の人間が求める。どう考えてもまともな要求だとは思えなかった。もちろん王族や国なんてものにはまったく縁えんがないラドの感覚としては、だけど。

「もっともあの国──今いるこの場所がそうなのだからこの国というべきか、とにかくアルボルト国の狙ねらいや事情がどうであろうと、わしらシャラシエの臣しん下かにとってはとても認められるものではない。いや、侮ぶ辱じよくといってよい。王女様を人質として望まれるなどとはな。当然の事ながら、わしらはみな反対した。しかし──」

「王女様はその役目を受け入れようとした、と」

　セネマの言葉に、再びトエインは頷く。

「ああ、そうだ。もっとも、わしには王女様もずっと迷っていらっしゃるように見えていたのだが……いつの間にかご決断なされていたらしい」

「それで王女様はお一人で……」ラドは納得したが、しかし同時に別の疑問も浮かび上がってくる。「でもトエインさん、そもそもなぜ王女様は、そのような要求を受け入れようとなさったんでしょうか」

「自分が人ひと質じちとなれば、シャラシエの国をアルボルト国の脅きよう威いから遠ざけることができる、そうお思いになられたのだろう。すべてはわしらが頼りなく不ふ甲が斐いないためだ」そう言ったトエインの顔には苦しげな色が浮かんでいた。「しかし、相手はこのような無礼な要求をしてくる相手だ。この要求を受け入れたところで、さらに新たな要求をしてくるだけだろうとわしは考えているし、その気になれば人質など関係なく実力行使に踏み切ってくるだろうとも考えている。アルボルト国の剣けん弟てい騎き士し団だんはただでさえ最強と謳うたわれている上、最近ではさらに新たな騎士団が設けられたとも聞いている。わしらシャラシエの騎士団の規模とは比較にならんし、それが兵全体となればなおさらだ。情けない話ではあるがな」

「あんな形で騎士候補を募ぼ集しゆうしていたのも、その辺りと関係ありそうですね」

　トエインは苦笑を浮かべた。

「セネマだったか。まったく少年が鋭いのか、それともわしらのすることが単純すぎるのかな……」

「たまたまです」

「ああ、そのとおりだよ。もちろん付け焼き刃ばに過ぎないとは分かっておったが、何もしないわけにもいかなかった。それにそういう行動を起こすことで、少しでもわしら臣しん下かの強い思いを王女様にお伝えすることができれば……とも考えたのだよ。だが、その間に王女様はお一人で決心なさり、出しゆつ立たつなされたというわけだ。

　その報を大だい導どう師し殿どのの使いの者から聞いたのが、ちょうどラドウィンに槍やり試合への参加を断ったすぐ後のこと。それからわしらは急ぎ王女様を追いかけて、今ここにいるというわけだ」

　シャラシエの騎士は疲れたような深いため息をつくと、残りの水を一気に飲み干した。

「これで、わしの話はこれで終わりだ」

「はい」ラドウィンは頷うなずいた。「ですが、トエインさん、なぜそのようなお話をわざわざ僕らになさったんです？」

「王女様にお会いするかもしれない以上、そのくらいの事情は知っておいてもらった方がよいと思ったからだよ」

「それはどういう……」

「少年たちが王女様にお会いできるようにと、わしも協力しようということだ。いや、わしらに協力して欲しいといった方が正しいかな。大導師殿からの預かり物を届けなければならないのだが」トエインは言った。「何しろ今のままだと、わしらもお目通りがかなうかどうかは分からないからな」

「あ……」ラドは目を見開くと、深く頭を下げた。「ありがとうございます」

　槍やり試合の時の様子や時々見せる雰ふん囲い気きなどから察すると、おそらくこの中年騎き士しはそれなりの地位にある人なのだろう。その人がここまで言ってくれるということは、本当に王女様にお目にかかることが出来るかもしれない。

　そうだとすれば、ずっとのしかかっていたとても大きな問題が一つ解決されたことになる。それでエニルが助かると決まったわけではない。その後には、王女様が本当にエニルを助ける魔ま法ほうを知っているのかという、もっと大きな問題が待ちかまえている。それは分かっている。分かっているが、それでも大きく前が拓ひらけたという思いがこみ上げてくる。

「なんだ。えらく嬉うれしそうだな。もしかしてラドウィンが騎士を目指していたのは、王女様にお近づきになりたいからだったのか」

「……エニルみたいな事を言わないでください。僕は王女様がどのような御お方かたかもまったく知らないんです。遠くからお顔を拝見したことさえありません」

「まあ、それはそうだろう。王女様は王宮住まいであらせられるし、しかも普段は面めん紗しやをお被かぶりになられていらっしゃるからな」

「そうなのですか？」

「なんだ、そんなことも知らずに騎士団に入ろうとしていたのか」と、少し呆あきれ顔でトエイン。「シャラシエの王族の方々は自らの魔ま法ほうの力について見極めるまで、そのご尊そん顔がんを人目に晒さらしてはいけないという慣習があるのだよ。外してよいのはわずかな人とともに催もよおされる生せい誕たん祝いの席だけだ。王宮に仕つかえる者でも一度も拝はい顔がんしたことがない者が圧倒的に多い。ここにいるクリオルクもそうだ」

「まったく知りませんでした……」

　もっとも、あの時知っていたのはセネマとの旅の最中で偶ぐう然ぜん見かけた立て札の内容、つまりシャラシエの都みやこで騎士候補となる若者を集めた馬上槍試合が開かれるということだけ。王女様がどういう御方かどころか、馬上槍が長くて重く、持ち上げることが困難だということさえ知らなかった。

　それが、今ではシャラシエ国の騎士や大だい導どう師しという人と直接会って、王女様の事情であるとかアルボルト国との関係だとか……いつの間にかそんな規模の大きな話まで知っている。考えてみると不思議なことではあった。知ったところで自分たちには関係ないことではあるのだけれど。

「とりあえず、夕食でも食べながら、これからどうするかについて相談でもするか」

「はい」

　ラドは頷うなずいた。

　明るい兆きざしが出てきた、そう思った。




　　　　３




　本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　城へと通じる石畳だたみの道を歩きながら、ラドは不安な面おももちで親友を見た。親友は昨日きのう頰ほおまでかかっていた髪かみをばっさり切り、受ける印象が随ずい分ぶんと変わっていた。ラド自身も髪を短くしてつけ鼻をつけ、背はい囊のうを背負っている。きちんと貴族の小こ姓しようのように見えているのだろうか。そう見えてくれないと困る。

　もちろんこれからの作戦のためだ。

　顔を上げると、ゆっくりとした足取りで歩く二騎きの騎き馬ばが見える。もちろん、トエインとクリオルクの二人だ。

　結局、セネマが出した案で行くことになった。

　親友からこの作戦を最初に聞いた時、いくら考えてもいい方法が思いつかないから自や棄けになってしまったのではないだろうか、と思ったほどだった。が、セネマの様子は普段と変わらない──いや、真剣そのもので、普段のどことないやる気のない感じも抜けていた。そしてトエインもその案に乗ることにしたのだった。

　セネマのことだ。言ったからには、きちんとした勝算があるはずだ。

　そう自分を納得させようとするのだけれど……

「……本当にこれで平気なのかな」

「なによ、まだ迷ってるの？」

　前を歩いている精せい霊れいの少女が振り返りながら言った。どうやら声に出てしまっていたらしい。

「ほんと、ラドって煮えきらないわよね」

「だから、僕はエニルみたいにお気楽じゃないんだ」

「違うわね。ラドのそれはただ小心っていうの」

「…………」

「ラディ、お前の心配は分かるけど、俺おれたちにこっそりあの城の中に忍び込むなんて事はできないだろう？　それに下へ手たに小こ細ざい工くをすればかえって疑われる。堂々としてればかえって平気だったりするもんさ」

「だからって……」ラドは小さくため息をついた。「なにも馬鹿正直に正面の門から入らなくてもいいと思うんだけど」

「あたしはすごくいいと思うわよ、この作戦。こそこそしないってところが気に入った。まあ……」エニルはふわりと広がっているスカートの裾すそを持ち上げた。「こういう格好は嫌きらいなんだけどね、あたし。動きにくいし」

　エニルは白色のゆったりとした絹の衣い装しようを身につけている。初めて会った時に形取っていた紅こう白はくの衣ころもに比べれば安やす手での代しろ物ものではあるが、しかしクシエナからずっと着ていた麻あさ織おりの短たん衣いとズボンから比べれば雲うん泥でいの差だった。白しろ金がねの髪かみはきちんと梳すかしてから纏まとめられ、しかも肌はだには化け粧しようまで施してある。

　こうして見ると、あの時貴族の令れい嬢じようと見間違えたのも無理はないと思った。いや、そうと思わない方が無理というほど、その姿は自然に見える。

「あら、なに、ラド」精せい霊れいの少女は貴族の令嬢には似つかわしくないにやついた笑みを浮かべながら、その場でくるっと一つ回った。「あんたはこういう格好が好みだったわけ？」

「……はいはい。もうそういうことでいいよ」

「なによ、それ。からかいがいがないわね」

「からかうって……」これから、王城に忍び込もうという人──いや精霊だけど──がするような態度とは思えない。この何も考えていないような脳天気さにはずいぶん慣れたと思っていたがまだまだらしい。「もう少し真剣になったら。それに、嫌きらいとか何を贅ぜい沢たく言ってるんだよ。その格好のために、数少ない宝石一個崩くずしたっていうのに」

　そう言いながら、自分の格好を見直す。ラドとセネマも新しい衣い装しようを買ったが、しかしそれはエニルのものとは違って、今まで着ていた衣服よりもむしろ作りの粗いものだ。

　わざわざこんな事をしたのも、もちろん理由がある。貴族の令嬢はそれなりの格好をしている必要があるし、お付きの小こ姓しようが良い格好をしていてはおかしい。そうでなければ、とても納得などできない。

　まずはトエインたちが昨日きのうと同じように中に入れてくれるようにと、門兵たちと交渉をする。そのまま上う手まくいけば、ラドたちはその同行者として一緒に入る。だがもし上手く入れてもらえなければ、二人の騎き士しが兵士たちの注意を惹ひきつけているうちに、ラドたちはこっそりと城門の中へと忍び込む。そして中ではエニルは貴族の令嬢の振りを、そしてラドとセネマはそのお付きの小姓の振りをして、王女と会う。これがセネマの立てた作戦だった。

「あらあら、けちくさい。それもこの間で直ったかと思ったけれど、やっぱりそう簡単に性格なんて変わるものじゃないか」

「いい、衛兵の前ではできるだけ黙だまっててよ。今みたいな会話でも聞かれでもしたら、その場で捕まっちゃうから」

「何言ってるの。あたしだってやろうと思えば、貴族の令嬢役ぐらいこなせるわよ。やりたくないのはたしかだけど」

　そう言ってスカートの端はしを摑つかみながらお辞じ儀ぎをする。

「こんな感じ？」
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「……セネマも何とか言ってよ」

　助けを求めるように親友に話を振る。セネマはちらとエニルを見たが、呆あきれたのかそれきり黙り込んでしまった。

　辺りは一面の曇り空で、灰色の分厚い雲が空をすっかりと覆おおい隠かくしていた。湿しつ気けが強く、重苦しい風が身体からだに絡からみついてくるようで、いい気分とは言えない。それとも心が不安だから、そう感じるのだろうか。

　昨日きのうと同じように跳はね橋の姿が見えてきたところで、ラドは一つ息を吐はきだした。

　何にしても、もうやるしかない。

「なんだ、また昨日の田舎いなか者ものか」

「……それでどうだ。きちんと伝えてくれたのか」

「ああ、伝えたよ。だがな──」

　トエインと衛兵とのやりとりを聞きながら、ラドは俯うつむいてじっとしていた。セネマに注意されたことを覚えているのか、気ままな精せい霊れいの少女も目立たぬようにと黙だまり込んでいる。

「とにかく、何度言っても駄だ目めなものは駄目だ」

　衛兵が馬鹿にしたように言った時、トエインがわずかに振り返って、ラドたちに目で合図を送ってきた。行けという合図だ。話の断片からも旗色が悪いことは分かっていた。やはり中には入れてもらえないらしい。

　ラドは一つ喉のどを鳴らして、背はい囊のうを背負い直した。この中にはちょっとした道具や、トエインが王女に渡すために持ってきたものが入っている。

「だいたい、あの黒い布被かぶってた田舎の王女様は俺おれたちのご機き嫌げん伺いに来てるんだろ？」

「仮にも他国の王女に対して、それは失礼な言いようじゃないか？」

「なんだ。いいのかい。騎き士しが下へ手たな真ま似ねをして。せっかくの田舎いなか者ものの姫ひめ様の苦労が──」

　二頭の馬の間に身体からだを入れゆっくりと前へと進む。

　城門は二頭立ての馬車がやっと通り抜けられるほどの幅であり、左右それぞれに一人ずつの衛兵が槍やりを地面に突き立てるようにして立っていて、その視線を遮さえぎるようにしてトエインとクリオルクがしつこく話を続けている。かなり激しいやりとりになっていた。トエインはあえてわざとやっているのだろうが、クリオルクは素すのように見える。

　一歩進むにつれて胸の鼓こ動どうが早くなった。この音が相手に聞こえるのではないか、いや口から飛び出してくるのではないかとさえ思えてくる。

　しかしそんな不安は杞き憂ゆうだったのか、兵士のすぐそばを通っても咎とがめられることはなく、ラドはほっと胸をなで下ろした。二人はどうだろうと視線を向けると、すぐ隣となりにいたセネマと目が合った。だが、エニルの姿が見えない。

　振り返ると、エニルの前に二人の衛兵が立っていた。

　……なるほど、そういうことか。

　ラドが上う手まく紛まぎれることができたのはトエインたちのおかげもあっただろうが、それ以上に兵士たちの注意をエニルが惹ひいていたせいらしい。

　このままエニルに兵士たちの目を惹いたままでいてもらえば、少なくてもラドたちは城の中に入ることができそうだ。もし、エニルが入ることができなくても、これならセネマと二人で王女様を探せばいい──

「…………」

　ラドはくるっとその場で反転するとくぐり抜けかけていた城門に戻った。ちょうどエニルの肩かたに腕うでを回そうとしていた若い兵士の背中を叩たたくと、不ふ機き嫌げんそうな顔が振り返った。

「なんだ、小こ僧ぞう？」

「良い物を見せてあげますよ」

　ラドは黙だまって手のひらを上にかざした。目を閉じて精神を集中させながら、傍かたわらの植え込みにあった小さな花の姿を思い描いて、光の力を魔ま法ほうで織おり込んでいく。

「邪じや魔まだ。早くどけ、俺おれたちはこの娘むすめといい話を──」

「……いや、ちょっと待て」もう一人の声が聞こえた。今の男よりは冷静らしい。「おい小僧。お前、今城の中から──」

　手のひらからふわりと小さな魔法の球たまが浮かび上がるのを感じ取って、ラドはそれを一気に解放した。

「エニル、目を閉じてっ」

　光の球が弾はじけ飛んだ。

　ラドはエニルの手を摑つかむと、そのまま石造りの門を一気に駆かけ抜ける。

「ラディ、こっちだ」

　花々の茂みの中からセネマがわずかに顔を出しているのを見つけて、そこへと飛び込んだ。少し時間が経たってから、金属の揺れる音とともに先ほどの衛兵たちが中庭へと走り込んできた。目を押さえながら周囲を見回している。身を隠かくしている茂みにも近づいてきたが、しかしそのまま遠ざかっていく。

　金属の鎧よろいがたてるがちゃがちゃと騒さわがしい音がすっかり聞こえなくなり、さらに百を数えてから、ラドは深く息を吐はきだした。

「行ったみたいだね」

「ああ」

「しかし、驚いたわね。ラドがあんなことするなんて」

　エニルの言葉にセネマが頷うなずく。

「まったくだな」

「あいつら、あたしをすっかり田舎いなかの下級貴族の娘むすめだと思ってたみたい」そう言って、精せい霊れいの少女はラドの顔を覗のぞき込んだ。「ラド、どうして、あんな事したの？　あんな連中、いくらでもやり過ごせたのに」

「……悪かったよ」

「べつに責めてるんじゃないわよ。ただ単に理由が訊ききたいだけ。どうして？」

「……何となく、あいつらが気に入らなかったから」

「ふうん」

　頷きながら、エニルはにやにやとした笑みを浮かべている。

　ラドは顔をしかめて見せた。

「嫌いやな笑い方だね。いちおう女の子なんだから。もう少し考えた方がいいと思うけど」

「いちおうって何よ、失礼しちゃうわね。でもまあ、とにかく」精霊の少女は明るい声で言った。「これで第一段階は成功ね。ほら、楽勝だったじゃないの」

「……たしかに中には入れたけど、すっかりお尋ね者になっちゃったよ。これからが本番だっていうのに」

「あとは相手に見つかる前にこっちが王女様を見つければいいだけでしょ。簡単じゃない」

「簡単、ね」

　せめて先ほどの衛兵が自分の手で僕らを捕まえようと思ってくれれば、少しは楽になるのだけれど……足音が遠ざかっていった方に目を向ける。

　自分の失敗のせいで不ふ審しん者しやを、しかもどこかの小こ姓しようを城の中に入れてしまったなどとは、自分たちの上官には報告しづらいんじゃないだろうか。せいぜい親しい仲間うちに助けを求めるくらいで……そうは思うものの、もちろんそれはラドの希望にすぎなかったし、明らかにラドのせいで状況は悪くなってしまった。この街に入ってきた時のように、エニルに任せておいた方がずっとよかっただろう。

　……ほんと、なんであんなことをしちゃったんだろう。自分でもよく分からない。

「何にしても」セネマが言う。「ここにいても何もならない。いや、事態は悪くなるだけだ。エニルの言うとおり、見つかる前に見つけるしかないのだから、進まないとな」

「……そうだね。だけどどの建物にいると思う？」

　城の中を見回した。丸い塔とうや四角い小屋といった建物が複数ある。

「もちろんあれ」

　迷うことなくエニルが指さしたのは正面にある一番大きな邸やしきだった。

　セネマが頷うなずいた。

「まあ、そうだろうな。いくらなんでも厩うまやや牢ろうには入れられてはいないだろう。少なくても今はまだな」







　石畳だたみの上を歩く足音が近づいてきて、ラドは身体からだを強こわばらせた。が、その兵士は特に立ち止まることもなく、そのまま廊ろう下かを奥へと進んでいった。見送って小さく息をつく。

「なにやってるんだか。さっきのが噓うそみたい」

「…………」

　そう言われても返す言葉がない。自分でもなぜこんなに緊張しているのか、よく分からなかった。もう何度も兵士たちをやり過ごしていい加減慣れてもいいはずなのに、進むにつれて一層、緊張が激しくなっている気がする。

　エニルだけでなく、セネマにもそんな様子はまったく見られない。まるで城の住人であるかのように、我が物顔をして歩いている。その方が怪しまれずにすむということはラドにも分かっていた。けれど、不安はどんどんと増して、身体からだが強ばってくる。

　息を吐はきだして、軽く顔をはたいた。

　しっかりしないと。王女様がどこにいるのか、探さないといけないのだから。

　今のところ手がかりらしきものはまるでなく、城の埃ほこりっぽい廊下をあてもなく歩きまわっていた。今この城には人が少ないのか、それともたまたまそういう人ひと気けの乏とぼしい場所を歩いているだけなのかは分からないが、行き交う人の姿はまばらだ。

　もっともそれでも、ここがアルボルトの王城であることは間違いがない。すでに二人、灰色の外がい套とう、そして白はく銀ぎんの鎧よろいを身に纏まとったアルボルトの騎き士しの姿を見かけている。

　ちょうど角を曲がったところで、中年の男が廊下を進んでくるのが見えた。その身を包んでいる藍あい色いろの衣服や雰ふん囲い気きを見る限り、聖職者か何かだろう。ラドたちは道の真ん中を空あけるために脇わきへと寄りながら、彼に深く頭を下げた。

　男はそのまま石の廊下を歩いていったが、しかし不意にその足音が止まった。その足音が再び近づいてくる。向き直って、わざわざ戻って来ているのだ。

　……気づかれた？　何か失敗でもしたのだろうか。

　男はラドたちの目の前で立ち止まると、言った。

「こんなところで何をしておられる？」

　その言葉はラドとセネマに向けられたものではなかった。小こ姓しようではなく、貴族の令れい嬢じようの姿をした少女、エニルへのものだった。

「……あの、少し気分が悪くなってしまって、それで新しん鮮せんなお水でもないかと探しているのです」

　そう答えながら、エニルは石壁にもたれていた。その姿はどう見ても線が細く身体からだの弱い身分の高い少女のそれであり、麻あさの短たん衣いとズボン姿でお気楽に動き回る精せい霊れいの少女とは別人に見えるほどだ。その精霊の少女の咄とつ嗟さの機転にラドは感心した。

　聖職者らしき男もエニルの言い分を信じたらしい。ため息をつきながら頷うなずく。

「しかし、城の中を勝手に歩かれるのは困る。人によっては騒さわぎ立てる者もいるであろう。とにかくひとまず私についてお部屋に戻られよ。気分のことは追って何とかする」

「……ありがとうございます」

　弱く掠かすれるような声でお礼を言った様子も堂に入いったもので、さきほど自分で言っていた貴族の令れい嬢じよう役なんてこなせる、と言うのはあながち噓うそではなかったようだ。

　セネマと一緒にエニルを両側から支えるようにしながら、中年の男の後について石造りの廊ろう下かを歩く。

　しかし、どこに連れていこうとしてるんだろう。お部屋にと言っていたから、城にやってきた貴族が使用する部屋か何かだろうか？　先ほどの口振りからすると侵入者だと疑ってはいないようだけど……

　廊ろう下かの角を左へと折れて階段を上ったところで、甲かん高だかい笑い声が廊下を伝って聞こえてきた。見れば、若い男女が何かおしゃべりをしている。衛兵と、侍じ女じよらしい。衛兵は聖職者を見ると頭を下げただけだったが、侍女の方は驚いたように目を見開いて聖職者のそばへと駆かけ寄ってきた。

「ネイヤ、何をやっていた。世話はそなたに申しつけてあったはずだが」

「いえ、あの、私はきちんと──」

「言い訳はあとで聞く。とにかくお部屋までお連れして、それから冷たい水を差し上げよ。式典は三日後なのだ。それまでにきちんと準備を進めねばならん」

「……申し訳ございません」

　彼女は聖職者が立ち去るのを待ってから下げていた頭をあげて、ラドたちを睨にらみつけた。

「こちらです」

　特徴的な甲高い声でそれだけ言い、ネイヤと呼ばれたその侍女は先に立って歩き出した。どうやら腹が立つことでもあったらしく、いちいち靴くつ音おとを立てながら歩き、ラドたちには何一つ話しかけようとはしてこない。もっともついてきているのは確認しているようで、ちらちらと後ろを振り返ってはいる。

　廊ろう下かをしばらく進むと、角にずいぶんと立派な両開きの扉とびらが見えてきた。扉の前には初老の兵士が椅い子すに座っていて、大きな欠伸あくびをしている。

「まったくもう。何をしていたのっ。ちゃんと見張ってなきゃ駄だ目めじゃないの」

　若い侍じ女じよが先ほど自分が聖職者から言われたような言葉を兵士に向かって言うと、その兵士は驚いた様子で椅い子すから立ち上がった。父親か、場合によっては祖そ父ふほど離れているであろうその老兵士に向かって、ネイヤはさらに続けた。

「お水が必要だというから、早く汲くんできてちょうだい」

　兵士が慌あわてた様子で廊下を駆かけだしていく。その姿を見送って、侍女はラドたちの方に向き直った。

「あなたもです。勝手に出歩いたりしないでくださいと言っておいたではありませんか。それなのに……私への嫌いやがらせですか？　あとから、私、叱しかられてしまうではないですか」

「…………」

「他に必要な品があるのならば運ばせますから、これからはきちんと私に言ってくださいね。今度こんな真ま似ねをしたら、お部屋の鍵もかけられてしまいますよ。せっかくそれは可哀かわい相そうだからと私が頼んで上げていたのに。完全に閉じ込められるのは嫌いやでしょう？　まあ、たいして変わらないのかもしれませんけど」

　さらにネイヤはラドに向かって言った。

「ほら、お前たちも何をしているの、早く中にお連れして、お前たちはさっさと下がりなさい。まったくどいつもこいつものろまで困るわ」

「…………」

　……何を言ってるんだこの人。

「承しよう知ちいたしました」

　そう答えたのはセネマだった。見れば、ラドに向けて小さく頷うなずきかけてくる。

　今この廊下にはラドたちと、そして侍女だけしかいない。

　行動を起こすつもりだ。

　そう思った瞬間、セネマの身体からだがその場に沈み込んだ。ラドは倒れ込んできたエニルを扉に寄り掛かるようにしてかろうじて支え、それから改めて親友の方へ視線を向けた。その時にはすべて終わっていた。

　セネマの短剣が侍女の喉のど元もとに突きつけられている。

「誰か──」

　声を上げようとした侍女の口をセネマの手が塞ふさぐ。

「静かにしていれば、傷つけはしない。それに、今ここにいるのはあんただけだろう。助けなんて来ない」

「……お前たち、今なら特別に許してあげる。だから早くその手をどかしなさい」

「すまないが、そういうわけにはいかない。訊ききたいことがあるんだよ。シャラシエの王女様がこの城にいらっしゃるだろう？　どこだ」

　少し間があった。

「……それならここは見当違いで──」

　セネマの手が動き、短剣の先がわずかに侍じ女じよの首筋に触ふれた。

「とぼけるなって。この辺りだということは分かっているんだ。自国アルボルトの低身分の貴族と、他国の客人のための区画。両者を同一に扱うことで、自分たちの自尊心を満足させる──まったく幼よう稚ちだけどな。俺おれが知っていた時からまだ五年も経たっていないんだし、変わっていないんだろう？」

　侍女はしばし黙だまり込んだ。それからセネマへと目を向ける。

「……よく知ってるのね。もっとも五年前のことなんて私は知らないけれど──」

「よけいな事言って誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だだ。それでシャラシエの王女様の部屋はどこなんだ？」

　ネイヤが甲かん高だかい笑い声をあげた。それは心底楽しそうなものに思えて、短剣がつきつけられた恐怖のせいで少しおかしくなってしまったのだろうか、と思ったほどだった。セネマがしているのはただの脅おどしで、実際に刺さしたりはしないとラドには分かっている。しかしそのラドから見ても、いつもより髪かみを短く刈っているせいもあって、今のセネマの態度と雰ふん囲い気きにはそれと信じるのに充分すぎるほどのものがある。

「お前、ふざけるのはいい加減にしないと──」

「面白かったものだから」

「面白い？」

「そう」そう頷うなずいた侍女には怯おびえた様子はまるでなかった。「賊ぞくをわざわざ案内してきた私も私だけど、お前たちも相当お間抜けよ」

「どういう意味だ？」

「ここよ」

「ここ？」

「だから言ってるでしょ」侍女は目の前にある両開きの扉とびらを指さした。「この部屋がそのシャラシエって田舎いなかから来た王女様のお部屋、お前たちお目当ての場所よ。だから、こんな真ま似ねしなくてもあんたたちはもうついてたってわけ。それがおかしくって」

　セネマはしばし憮ぶ然ぜんとしてから、ラドへと顔を向けた。

「……ラディ、何か縛しばるものを」

「ちょっと待って。エニルももう真ま似ねはしなくていいから」

　精せい霊れいの少女の腕うでを肩かたから外してから、ラドは背はい囊のうの中を探ってみた。しかし普段ならば必ず入れてあるロープがない。王女様に届ける荷物を入れた時に、出してしまったらしい。

「駄だ目めだ、ない。せいぜい布くらいしか……」

　そう言って引っぱり出す。親友は少し迷った様子だったが、その布きれで侍じ女じよの手首だけを縛しばりあげた。

「それじゃ俺おれはこいつを片づけてくる」

「片づけるって、あんた、約束が──」

「約束は守る。だが、しばらくの間静かにしていてもらいたいからな。だから、ラドたちは先に中に入っててくれ」

「分かった」背囊を背負いなおしながらラドは頷うなずいた。「それじゃエニル──」

　エニルに手を伸ばそうとして、ラドは眉まゆを顰ひそめた。精霊の少女は床ゆかに座り込んでいた。その表情は苦しげで、息も荒い。

　どこか様子が……

　そして気づいた。大きく目を見開いた。袖そで口ぐちから先の手が半透明となり、その輪りん郭かくが風に吹かれた木々のように揺れていた。慌あわててしゃがみ込み、その袖口をまくり上げる。肘ひじまでが同じように揺らいでいる。

「エニル、手が……」

　てっきり咄とつ嗟さの機転であんな事を言ったのかと思ったが、そうではなかった。演技をしていたわけではなく、本当に気分が悪かったのだ──おそらく相当に。

「腕うでだからって勝手に人の服をめくったりしないでよ。いやらしいわね」

　袖を戻しながら、そう言って軽く睨にらみつけてくる。だが、そこにいつものような眼まな差ざしの強さや、声の明るさはまったくない。

「そんな事言ってる場合じゃないだろ」

「……大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっとくらっときてるだけ。それに」頭を振り、石壁に手をつきながら精霊の少女は立ち上がった。「やっとご対面なんでしょ」

　両開きの樫かしの扉とびらが目の前にある。




　　　　４




　部屋には誰の姿も見えなかった。ひどく殺風景であり、せいぜい天てん蓋がい付つきの寝台が立派というくらいだ。作られた窓は小さく、差し込む陽ひ射ざしも弱いために、部屋全体がどことなく薄うす暗ぐらい。

　本当に一国の王女がこの部屋を使っているのだろうか。もしかしたらあの侍女はでまかせを言ったんじゃないだろうか。

　そんな思いを抱いだきかけた時、壁にもたれるようにして立っていたエニルがラドの腕うでを小突いた。

「なに？」

　精せい霊れいの少女が揺らぐ手で部屋の一角を指さす。そこには化け粧しよう台だいと大きな椅い子すが置いてあり、よく見ると椅子に誰かが座っているのが分かった。背もたれの脇わきから床ゆかに向かって、白しろ金がね色いろの長い髪かみがこぼれ落ちている。

　あそこに座っているのが、シャラシエの王女様なのだろうか？

「ひとまず僕が見てくるから、エニルはここで座って待ってて」

　ふらふらと歩き出そうとする精霊の少女にそう言い、ラドは大おお股またで部屋を横切って、その椅子へと近づいていった。失礼にならないようにと少し離れて立ち止まる。

　その白金色の髪をした相手は椅子の肘ひじ掛かけに頭を乗せるようにして座っている。

　そこで困ってしまった。何と声をかければいいのだろう？　考えてみれば、王族の人なんて話したことはもちろん、遠くから見かけたことさえ一度もない。どう切り出せばいいのか、そもそもどういう言葉づかいをすれば失礼にならないのかさえ分からない。

　だが、そんなことをゆっくり考えている時間はなかった。じきにさっきの老兵士が水を持って戻ってくるだろうし、だいたい勝手に部屋の中に入ってきておいて失礼だのなんだの言うのも馬鹿みたいだ。

　そして何より──

　ラドはちらりと部屋の入り口を振り返った。精霊の少女が扉とびら傍そばの壁によりかかるようにして座っている。ラドがそうするように言ったからではもちろんないだろう。今まで一度だってそんなことはなかったのだから。

　残された時間は少ない。正直に頼むしかない。

「あの」頭を下げながら言った。「シャラシエの王女様でしょうか？」

「……い」

　何と言ったのか聞き取れないほどの小さな声だった。頷うなずいたのか、それとも……

「僕はラドウィンと申します」

　名乗ると、相手は椅子の肘掛けからけだるげにその身体からだを起こした。

　息をのんだ。

　その人は真っ黒な顔をしていた。思わず一歩後ずさりかけた時、その真っ黒な顔をした相手の身体が大きく揺らいだ。椅子の前脚あしが浮かび上がり、そのまま背後に倒れようとしたのを、何とか受け支える。

「あ、あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そう声をかけながらやっと気づいた。顔が真っ黒に見えたのは頭から面めん紗しやを被かぶってたせいだ。

　そういえば、トエインさんがシャラシエの王族は普段面めん紗しやを被かぶっていると言っていたはずだ。ということは……改めてその線の細い女性を見る。

　間違いない。この人がシャラシエの王女様だ。

「……ありがとうございます。たいしたことではありません。急に立ち上がろうとしたので、身体からだが驚いてしまったようです」

「ですがただの立ちくらみにしては様子が……」

「いえ、本当に、ご迷めい惑わくをおかけしました。椅い子すにもたれていたうちにほとんどよくなりましたから。ところで、あの──本当に大だい丈じよう夫ぶですから」

「はい。それならよかったです」

「その……そうではなくて……ですから、あの……」椅子の上に座り直しながら、王女がわずかに口ごもる。「よろしければお手の方をその……」

「お手？　あっ」

　見れば、自分の腕うでが王女の肩かたに回されたままだ。慌あわてて引っ込めると、後ろに下がって頭を下げる。

「す、すみません。王女様にとんだ失礼な事をしてしまいました」

「失礼などそんな。支えてくださってありがとうございます。ラドウィン様、でしたね？」

「はい」

「初めてお目にかかります、私はシャラシエの王女、エニレウェスと申します。それで、どのようなご用件なのでしょうか。今日は特に予定はなかったと思うのですが……それとも、どなたかからの急なお呼び出しでしょうか？　それならば今すぐ支し度たくを──」

「いえ、そうではないんです。僕はこの城の者というわけではなくて、シャラシエからやってきたんです」

「シャラシエから？」

「はい。王女様に助けていただきたくて。実はセイドリン様にお会いしたのですが、王女様なら助けられるかもしれない、と仰おつしやられたので、それで……あ、そうだ、忘れていました。すみません、少しお待ちください」

　ラドは背負っていた背はい囊のうを床ゆかに下ろした。中から頼まれていた小さな包みと折り畳たたんだ羊よう皮ひ紙しを取りだし、王女の元へと差し出す。

「トエインさんからの預かりものです。もちろん中身は見ていませんけど、きっと僕らのことも説明してくれていると思います」

「トエインからの……」

　ほっそりとした指でそれらを受け取ると、シャラシエの王女は羊皮紙の上に目を走らせ始める。

　ラドは再び部屋の扉とびらの方を見た。セネマはまだ戻ってこないし、老兵士もやってこない。そして精せい霊れいの少女も膝ひざの上に頭を載せて座り込んだままだ。あのエニルがこんな場面で黙だまって座ったまま。よほど苦しいのに違いない。

「事情はだいたい承しよう知ちいたしました。本当ならば、私の方から会いに行かねばならないところでしたのに、申し訳ありません」

　そう言うと、シャラシエの王女はラドに向かって深々と頭を下げた。白しろ金がね色いろの髪かみがふわりと流れる。

　驚いてしまって言葉が出てこない。

「正直な事を申し上げれば、セイドリン老ろうがなぜ未熟な私などを頼るようにと仰おつしやったのか、私にははかりかねているのですが、おそらく老のこと、何かお考えがおありになるのでしょう。とにかく、ラドウィン様がお抱かかえになられている問題について詳くわしくお話いただけますか？　文ふみにはそこまで書かれていないのです」

「もちろんです。ですが、問題を抱えているのは僕ではないんです」

「ではいったいどなたが……」

「あの、扉とびらの傍そばに座っている女の子です」

「女の子？」

　王女が椅い子すから身を起こした。先ほど倒れかけたことがラドの脳のう裏りを過よぎったが、しかし王女本人の言葉どおりもう問題ないらしい。しっかりとした身のこなしで立ち上がり、扉の方を振り返る。

「はあい、王女様。ずいぶん変なもの被かぶってるのね」

　床ゆかに座り込んだままエニルは小さな声でそう言い、手を挙げた。

　変なものって……思ったことを口に出す性格だけはどんな時でも変わらないらしい。内心ため息をついたが、しかしほっともする。大だい丈じよう夫ぶだ、まだ大丈夫。

　もうすぐこの王女様が何とかしてくれるはずだ。

　そう思って振り返ると、魔ま法ほうの都みやこの王女はじっとエニルを見つめたまま立ち尽くしていた。面めん紗しやを被かぶっているせいでその表情は分からないが、身体からだは少し強こわばっているように見える。いきなり無ぶ遠えん慮りよに変なものを被ってるなどと言われて、面めん食くらっているのかもしれない。

「失礼な事を言ってしまって、申し訳ありません」

　そう声をかけると、王女はびくりと身体を震ふるわせた。それから緩かん慢まんな動きでこちらを見た。

「お分かりかもしれませんが、彼女は精霊なんです。失礼を言い訳するわけではないんですが、そのせいであまり礼れい儀ぎとか知らなくて……」

「……救って欲しいというのは」強ばった声で王女が言った。「彼女なのですね」

「はい」

　王女は小さく頷うなずき、続けて首を横に振った。

「私にはできません」

「なんです？」

「ですから、私には彼女を救うことはできない、そう申し上げているのです」

　その言葉の意味を理解するまで少し時間がかかった。ラドは呆ぼう然ぜんと目を見開いて、王女を見る。

「わざわざ来ていただいたのにご期待に沿えずに申し訳ございません」魔ま法ほうの都みやこの王女は続けた。「もし私にできることがあるとすれば、彼女にとって一番よいのはシャラシエに戻ることだとご忠告申し上げることくらいです」

「……で、ですが、それではエニルは消えてしまうのではありませんか」

「そうなるかもしれません。ですが、それが一番よいことだと──」

　かっとなった。気づいた時には王女を怒ど鳴なりつけていた。

「消えることが一番よいことなわけないじゃないですかっ」

「ラド……ウィン様？」

　黒い布越しに相手が息を飲んだ気配に気づいて、ラドは慌あわてて頭を下げた。

「……すみません、王女様に向かって大きな声を上げてしまって。でもいくら王女様でも、それはあんまりですよ。消えることが一番いいことって……そんなわけないじゃないですか」

　自分の感情を抑えつけながらそれだけ言うと、唇くちびるを嚙かみしめた。

　これでもう打つ手はない。あとはその時が来るのを待つだけだ。さっきのエニルの様子からすると、それもそう遠くは──

「あの、ラドウィン様」

「……なんでしょうか」

「ラドウィン様は彼女に消えて欲しくないのですか？」

「えっ」

　今さら何を言ってるんだろう？　そのためにわざわざこうして会いに来たんじゃないか。

「だって彼女は──」

　王女がそう言いかけた時、扉とびらが乱暴に押し開かれて親友が部屋の中に飛び込んできた。セネマは扉傍わきに座っているエニル、王女へと順番に視線を送り、最後にラドのことを見た。しかし何も尋ねてはこない。三人の様子と部屋に漂ただよう雰ふん囲い気きから、だいたいのことを察したらしい。

　代わりに淡々とした口調で言った。

「ラディ、まずいことになった」

「まずいこと？」

「ああ。気づかれた。兵士たちが侵入者を捜さがしている。じきにこの部屋にもやってくるはずだ」

「……そっか」

　頷うなずきながら、親友が抜き身の剣を手にしていることに気がついた。もしかしたら、すでにもう誰かと刃やいばを交えていたのかもしれない。落ち込んでいる時間はない。今度はここから出なければならない。

「あの、王女様。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした。それでは僕らはこれで失礼します」

「……ラドウィン様。もしよろしければこれを」

　王女が差し出したのはラドが先ほど渡したトエインからの布包みだった。布を開くと、中から大きなお盆ぼんのような板が姿を見せた。板には二種類のずっと細かな板がはめ込まれており、渦うず巻まき模様を描いている。玩具おもちやか何かだろうか。

「これは？」

「魔ま法ほうが込められた道具のようです。ここに足をかけ、中にある魔法の力を解放することで、別の場所へと移ることができる、と」

「……そんなことが。でも、魔法の力なんてまったく感じなかった……」

「見つからないようにと、セイドリン老ろうが念入りに封が施したものであると、トエインの手紙には書かれていました」

「大だい導どう師し様が」

　騎き士しで有名なこの城に魔法使いがいるのかどうかは分からない。が、魔法の都みやこの大導師が念入りに隠かくした魔法を見つけだす事は、並大抵の魔法使いでは適かなわないだろう。まして師から捨てられるような人間には何も感じ取れるわけがない。

「ですがラドウィン様、そういう事を仰おつしやられるということは、魔法を扱うことがお出来になられるのですね？」

「少しだけですが」

「よかった」

「よかった？」

「はい。この陶とう器き板ばんは魔法を扱えない人には使うことができません。移動する先が板に込められた魔法を受け止められる場所でなければならないために、使い手がそうした魔法の力のある場所を探し出し、そこに板の魔法の力を結びつけることが必要となるのです。ですが、これでその心配もなくなりました。三人ならばなんとか移動できるはずです。これを使ってここからお逃げください」

「ですが、王女様、そのような事をしてしまっては、せっかく大導師様が魔法を隠した事が無む駄だになってしまうのではありませんか？　これは大導師様が、おそらく王女様がこの城から出たくなった時に出られるようにと準備したものだと思うのですが……」

　シャラシエの王女は頷うなずいた。

「そのようです。セイドリン老のお心遣づかいには感謝していますが、この城で暮らすことになる私には不要の品です。ですからこれがどなたかに見つかり、取り上げられたとしても、なんということはありません。それよりもラドウィン様のお役に立つのであれば、無駄にならずにすむというものです」

「ですが……」

「ラドウィン様が使われないのであればこの場でこれを捨ててしまうことにしましょうか。それに──」王女はちらりと視線を逸そらした。「他によい方法があるようには思えませんが」

　見れば、セネマがエニルの肩かたを支えながら、部屋を横切ってきていた。エニルは目を閉じていて、吐はく息は荒い。そして何より、支えられているその身体からだが時折揺らいでいるのが見える。

「……分かりました。ありがたく使わせていただきます」

　ラドは板を床ゆかへと置いて、そこに片かた脚あしをかけた。王女が何か呪じゆ文もんらしきものを唱となえると、足下から力強い魔ま法ほうの力を感じた。エニルを抱かかえたセネマが同じように足を乗せたのを見て、ラドはもう一度シャラシエの王女を見た。

「それでは失礼します、王女様。色々とご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした」

「……あのラドウィン様。私からお頼みしてもかまいませんか？」

「僕にですか？」

「はい。こんな事を申し上げることのできる立場ではないことは、私も重々承しよう知ちしております。ですが、もしわがままをお許しいただけるのならば、その……エニルという名の女性をもう一度、シャラシエの国にまで連れ帰ってくださいませんか？　消えることはたしかに良いことではありませんが、彼女にとってあの国にいることは幸せなことのはずなのです。それは間違いありません」

　ラドは唇くちびるを嚙かみしめた。

「……出来る限り、努力します」

「ありがとうございます──さようなら」

　自分たちに言ったにしてはその言葉はやけに重々しく響いた気がした。だがその瞬間、ラドは足下の魔法の力に身体が包み込まれていた。
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「ラディ、難しく考えることはないんだよ。つまりはな、何かを紐ひもで結びつけるか、結びついてしまったものを鋏はさみで切り分けるか。魔法はそういうことなんだ」

　先生は実際に紐で二つの袋ぶくろを縛しばって一つにして見せた。それから今度は鋏でそれを二つへと切り分ける。

「ほら、こういうことなんだ」

「……だからさっぱりわからないってばあ」

　唸うなり声を上げながら、ラドはばったりと背後へ倒れ込んだ。魔法の勉強は楽しいこともあるけれど、先生のこういう説明は退屈で退屈で仕方がない。こんな事してる間に、すごいことができる魔ま法ほうを教えてくれればいいのに。

　雑草と落ち葉の絨じゆう毯たんはとても気持ちがいい。ふんわりとした緑の匂においが鼻をくすぐり、風に揺れる木々の音が耳をなでる。頭上では背の高い木々の枝を栗くり色いろの木き鼠ねずみが飛ぶようにして動き回っていて、その後をふわふわしたものがゆっくりとした動きで追いかけようとしていた。さっき見たときは白だったが、今はその端はしが茶色へと変わっている。木鼠の色真ま似ねでもしようとしているらしい。先生の話だと、精せい霊れいは近くにいるものや、興味があるものを真似しながらこの世界の事を知っていくのだという。あのふわふわしてるのは木鼠になりたいのだろうか？

「弱ったな……そうだ、つまりな、ラディが好きな果くだ物ものパンと一緒だよ。果物パンを作る時は、色んな材料を混ぜてパンにするだろう」

　その言葉に、ラドは寝そべっていた草葉の絨毯の上からがばっと起きあがった。

「え、今日、果物パンなの？」

「どうだろう。あとでルスキスに訊きいてみようか」

「ぼく、ルスキスさんの焼いた果物パンがだいすきなんだ」

「ああ、私も大好きだよ……いや、だからそういう事じゃなくてだな。魔法の話をしてるんだよ」先生は弱り切ったように頰ほおを搔かくと、気を取り直したように再び話し始めた。「だからな、魔法とは、いいかラディ──」







　背後から足音が聞こえて、ラドはゆっくりと目を見開いた。その音は軽やかに流れるようで、まったく乱れることがない。この森は丈たけの長い雑草が多くて歩きにくいはずなのに、どうしてあんな風ふうに歩けるのかが不思議だ。

　そういえば……とラドは思い出した。初めて森で会った頃にもこんな事を考えたっけ。

　セネマはやってくると、隣となりへと腰こしを下ろした。両手を土の上についてぐるりと森を見回す。

「似ているな」

「……うん。あの森はもっと深かったけど」

「だからか？」

「うん。もしかしたら、と思って。エニルは、どう？」

「だいぶ楽みたいだな。妙な揺らぎみたいのは収まってる」

「そう、よかった」

　あの板に乗って、その行き先にできそうな場所を探して、見つけたのがこの森だった。ここからもあのそびえ立つ街壁を見ることができたから、アルツヘルブからたいした距離はない。だが、もし追っ手がラドたちの事を探していたとしても、この森にいると気づくのは相当に困難なはずだ。

　辺りは背の高い木々がどこまでも連なり、その重なりあう木の葉の合間から太陽の光が射し込んでひんやりと湿しめっぽい空気を暖めている。しんと静まり返り、時折草葉が触ふれあってささめく音、鳥や動物たちが駆かけ抜けていく音だけが聞こえてくる。

　ラドが住んでいた森には精せい霊れいがたくさんいたが、ここではまだ見かけていない。魔ま法ほうの力らしきものもほとんど感じられない。その二つを除のぞけばこの森はラドが住んでいた森とよく似ていた。

　もっとも、森とはどれも多かれ少なかれこういう雰ふん囲い気きを持っているものなのかもしれない。セネマと二人で旅をしていた間はできるだけ森に近づかないようにしていたから、あの森のことをことさら思い出してしまっているだけなのかもしれない。

　なんでこんなところに住んでるの？

　ラドはかつて師であった人にそう尋ねてみた事がある。そこにはその森以外何もなく、なぜこんなところに住んでいるのか、さっぱり分からなかったから。

　その時師は、ここには精霊がたくさんいるからだよ、と答えた。森は精霊たちにとってもっとも過ごしやすい場所の一つなのだとも。そしてラドはその時初めて、森で見かける人でも動物でもないものが精霊であることを知ったのだった。

　今から考えてみると、理由は他にも色々あったのかもしれないと思う。魔法使つかいが街に住むのは難しかったとか、あの森が何か思い出のある場所であったとか、魔法の勉強をするためにはとても適した場所だったとか。

「帰りたくなったんじゃないか？」

　セネマにそう問い掛けられて、ラドは首を横に振った。

　それは本心だ。

　魔法の師であり、そして父のようでもあった人が突然いなくなってしまったのは、もう三年近く前のことだ。一人になった時、ラドは魔法を捨て剣を手に取った。それからしばらくして今隣となりに座っている親友から一緒に旅に出てみないかと誘われ、以来目的のない気ままな二人旅をしてきた。そして精霊の少女と出会ってからは一つの目的を目指す旅を。

　そのどちらも、あの森で過ごした時間と引けを取らない、いや上回るほどに、ラドにとって大切なものだ。

　ただ──

「近くに行くことがあったら立ち寄ってもいいかもしれない、とは思う。今までのように二度と帰りたくないとは思わなくなったよ」

「そうか」

　セネマが頷うなずく。

　もう一つの足音が聞こえてきた。セネマのそれとは違い、それは落ち着きがなく気まぐれな音をたてた。ただ同時に、とにかく前へと進もうとしている力強さがあった。今にも空気に溶け込むように消え去ろうとしているとは、とても信じられないほどの。

「二人とも、あたしを仲間はずれにして、なにしてるの」

「お前には分からない昔話さ」

　セネマが軽い調子で答えると、精せい霊れいの少女は鼻を鳴らした。

「なによ、けちね」

「気分はどう？」

「だいぶよくなった。こうして歩き回れるくらいにはね」エニルは大きく伸びをすると、ぐるっと周囲を見回した。「それでここはどこ？」

「森の中だよ」

「……あのね、そんなのはあたしだって見れば分かるわよ。あたしが訊きいてるのはなんであたしたちがこんなところにいるのかってこと」

「覚えてないの？」

「えーと」ラドの向かいに座りながら、エニルはしばし小首を傾げた。「城に忍び込んだのよね。そこでラドがたしか馬鹿なことやって、城の中を歩いて、王女の部屋に入って……それから……」

「それからここ。ここはアルツヘルブのそばに広がってる森だよ。あの後、魔ま法ほうで移動してきたんだ」

「そっか」エニルは頷うなずいた。「駄だ目めだったんだよね」

　そう呟つぶやいて、膝ひざに額ひたいを載せるようにしてそれきり黙だまり込んでいる。どうやら、王女に言われたことを思い出したらしい。

「私にはできません」

　そう言ったシャラシエの王女の声は、丸一日以上たった今でもまだ頭の中ではっきりと鳴り響いている。

　相手は一国の王女様で、しかも助けることのできる力があると決まっていたわけでもない。分ぶが悪い賭かけだということは初めから嫌いやというほど分かっていたし、忘れたつもりもなかった。実際あまりに脳天気なエニルと、口論めいたこともしたのだ。

　その事を考えれば、実際に会って話すことができただけでも、驚くほどの成果と言っていい、いいはずだった。

　だけど……

　だけど、実際に聞かされてみるとその衝しよう撃げきは考えていたものとは比べ物にならなかった。暢のん気きで気楽な精霊の影響だろうか、もしかしたら何とかなるのではないかと、いやきっと上う手まくいくのだろうと、心のどこかでそう思い込んでしまっていたらしい。

　まったく、エニルの事をお気楽だとか根こん拠きよがない自信ばかりなんてもう言えないな。

　苦い気分でそんな事を思う。

　もっとも、このまま落ち込んでいるわけにはいかない。できるだけ早く、シャラシエに戻らなければならない。王女にそう言われたからではない。あの時はもう何も手だてがないと思ったが、まだパデウカの人形が残っている。戻って、パデウカに契約してもらう。また長旅となるし、ヘックもいない。どれだけ急いだとしても、間に合うという保証はまったくない。それでもそれ以外にはない。

「セネマ、エニルもだいぶ楽になったみたいだし、シャラシエに戻るための準備を──」

「……腹がたつわね」

　エニルがぼつりと呟つぶやいた。

「腹がたつ？」

「そうよ、まったく腹がたつ、なによ、あの王女様」

「仕方ないよ。王女様だってできないことをできるなんて言えない──」

「そうじゃないわよ。あの態度」

「態度？」

「そう、王女の態度。なによ、あれ。気分悪いったらないじゃない」

「ああ……」

　思い出してみると、たしかにそんな気もした。もっとも、ずっとそうだったわけではない。いやそれどころか、初めのうちは物もの腰ごしが柔やわらかで他人に優しくて謙けん虚きよであるという、ラドが何となく思い描いていた王女像そのままの人といっていいほどだった。自分から会いにいくべきだったと、ラドに頭まで下げたのだ。だがエニルを助けて欲しいと言った辺りから、どこか角が立っているというか、とりつく島もないような雰ふん囲い気きがあった気がする。

「でもそれはさ、もうすぐアルボルト国との話があるんだろうし、王女様も慣れない場所で色々と疲れたり悩んでいたりしたせいもあったんじゃない」

「まあ、たしかにそういうのはあったのかもね。あの部屋なんてほとんど閉じ込められてるって感じだったし。ま、その事には少し同情してもいいけれど、だからってあたしに八つ当たりされても困るわけ」

　そう言って、精せい霊れいの少女はラドの事を睨にらみつけた。

　……僕に八つ当たりされても困るんだけど。だいたい救ってもらえなかった事に比べたら、そんなのたいした問題じゃないだろうに。そう思ったが、もちろん口には出さなかった。隣となりに座っている精霊の少女がかなり怒っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。余計なことは言わないに限る。

「それによ、その程度のことが態度に出るようじゃ、交渉だって上う手まくいかないんじゃないの？」

「交渉というより、人ひと質じちだけどな」

「セネマ……」

「ラディ、誤ご魔ま化かさずきちんと話しておいた方がいい」

「人質って？」

「シャラシエはアルボルトから脅きよう迫はくめいた圧力を受けていたらしい。王女様は自らを人ひと質じちという形で、それを収めようとしていたようだ。つまり、自分の国のための人質になろうとここにやってきたわけだ」

「なによそれっ」エニルが大きな声を出した。「あたしそういうの一番嫌きらい」

「僕だって嫌いやだよ、人質なんて。アルボルトの騎き士しには憧あこがれてさえ──」

「そうじゃない。そいつらは嫌う価値すらないもの。あたしが嫌いって言ったのは王女様のこと」

「王女様？」

「そう。あたしだったらそんな役目絶対しない」

「……まあ、それはそうだろうけど」

「たしか、セイドリンのお爺じいさんの話によれば、あの王女様は一人で決めたって事だったわよね、周りの人から反対されるから。つまりみんなはやってほしくないんでしょ。それなのに、みんなのために人質になるなんていったい何様のつもりなのよ。格好つけて馬鹿みたいだし、そういうのってほんと腹がたつ」

　精せい霊れいの少女の語気は荒く、その表情は険しかった。尖せん塔とうでセイドリン様から事情を聞いた時はまるで興味なさそうだったのに、今の精霊の少女は本気で怒っている。こんなに怒っているのは……ラドが初めて会った時に、自分に向かって怒ど鳴なって以来かもしれない。

　セネマが頷うなずいた。

「お前の言いたいことも分かる。けどな、自分一人が人質に、はっきり言えば犠ぎ牲せいになることで自分の国が救える──まあ、そうなっても俺おれは一時的にすぎないだろうと思うが──そういう状況になった時にその選択を拒否するのも大変だと思う。周りの人間が本気でそれをやめさせようとしていたなら、なおさらな」

「どうして？」

「これだけ自分のそばには自分を思ってくれている人たちがいる、それなのに私は人質となることを躊ちゆう躇ちよしている。なんて自分勝手なのだろう──とそう思ってしまうだろうからだ」

　ラドは驚いて親友を見つめていた。

　初めてこの話を聞いた時たしかに大変そうだとは思ったが、エニルと同じような事を感じたのもたしかだった。まして、セネマの今の話のような事は思いつきもしなかった。

　誰かに相談すれば自分がより苦しむことになるなんて──それじゃ、本当に王女様は一人きりで決めるしかないじゃないか。

　一度だけお会いした王女様のことを思いだす。面めん紗しやのせいでどんな顔をした人なのかは分からなかったが、倒れた時の様子は華きや奢しやな少女だった。たしか僕らと同じくらいの年だという話だった。そんな人が、こんな選択を迫られていた。誰にも相談すら出来ずに。それはどれほどのことだったのだろう。

「決めた。やめさせる」

　精せい霊れいの少女が吐はきだすように言った。

　見れば、精霊の少女の瞳ひとみが爛らん々らんと輝きだし、その表情に力が蘇よみがえっている。旅の間、ずっと見てきたものだ。

「やめさせるって、人ひと質じちになるのを？」

「そう」

「あのさ、エニル。今のセネマの話聞いてた？」

「もちろん。王女様も色々事情があって決めたって事でしょ。でも、それはあっちの事情。あたしはやめさせたいんだもの。だからやめさせる」

「…………」

　いい加減この精霊の少女には慣れたつもりだったが、まだまだだったらしい。呆あきれるを通り越し言葉さえ出てこない。

「だいたい、わざわざこんな場所まで追いかけてきたのに、一言助けられませんから帰ってくださいなんて言われて、それで納得できるわけないじゃないの。しかもあんな布きれで顔を隠かくしてたから、あたし顔すら見てないのよ。ちゃんと会って、そういう失礼なところに文句言って、それからあたしを救えないことへのせめてもの償つぐないとして、しばらくあたしに付き合わせてやる。そうすれば人質なんてやりたくないって思うだろうし」

「……どういう意味だ？」

「セネマだって、それにラドも、あたしの事をいつもなんでそんな暢のん気きなんだとか勝手なんだとか言ってたでしょ。さっきのセネマの話じゃないけど、そんなあたしを見たら、その王女様も自分がしようとしてる事が馬鹿らしいと感じるかもしれないじゃない。なんでこんな好き勝手してるのがいるのに、自分は人質になったりしなきゃならないんだろう──ってさ」

　エニルの表情はいたって真剣だった。冗じよう談だんで言っているのではないらしい。

　隣となりから笑い声が聞こえてきた。セネマだ。その表情は無む邪じや気きな子供の顔に戻っている。

「たしかに、そうかもな」

「そうあっさり納得されると、それはそれでちょっと複雑な気分なんだけど」

「俺おれは心から誉ほめてるよ。たぶん初めてだな」

「……本当かしら」

　すっかり普段の調子を取り戻した二人のやりとりを聞きながら、ラドは土の上に落ちている大きな木の葉に手を伸ばした。その葉は落ちてからだいぶ時間がたっていたらしく、軽く触ふれただけでさらさらと崩くずれ落ちて、半分ほどの大きさになった。

「なによ、ラド、暗い顔しちゃってさ。大だい丈じよう夫ぶ。きっと上う手まくいくわよ」

「相変わらず根こん拠きよのない自信だけはあるんだね。あんな事をしちゃったんだ、衛えい兵へいたちが僕らの顔をはっきりと覚えてなかったとしても、この間みたく城の中に入れるとは思えないよ」

「それはたしかにな」真ま面じ目めな顔に戻ってセネマが頷うなずく。「やる気がなかった衛えい兵へいたちも多少は目を覚まして、城門の警備は厳しくなってるだろうな」

「それにもしすごい幸運か何かでまた王城の中に入れたとしても、この前の王女様の様子からしたらまた僕らにお会いしてくれるか分からないし。門前払ばらいを受けるだけかもしれない」

「槍やり試合の時にラドみたいに？」

　エニルはからかうように軽く笑ったが、しかしラドは笑わなかった。

　精せい霊れいの少女もさすがに何かを察したらしい。笑いを収めて、言った。

「ラドはさ、あの時のこと覚えてる？」

「あの時？」

「だから、槍試合のこと。初めから門前払いされると思って、騎き士しになれないと思いながら、試合に参加しようとしてたわけじゃなかったわよね。何しろ初めて会ったあたしにまで口添えを頼もうとしてきたんだから。ま、それはあたしが騎士のおじさんに見えなかったせいで上う手まくいかなかったんだけど」

　そういえばそんな事もあった。あれからまだたいして経たっていないはずだったが、ずいぶんと遠い昔の事のような気がする。

「あたしもそれと同じ。できないと思ったら、それで終わっちゃうから。だからあたしは、必ず王女様にもう一度会えると信じてる。そして文句を言ってやるの」

「……実はね、こんな事言ったけど僕もエニルと旅してたせいで、もしかしたら上手くいくかもしれないって気もしてるんだ」

「なによ、だったらなんでそんな顔してるわけ？」

　ラドは残り半分になっていたその葉を土の上に放り投げた。あともう少し時間がたてば、残り半分も崩くずれ落ちて、土の中に溶け込んでしまうのだろう。跡あと形かたもなく。

　ラドは精霊の少女の吸い込むような漆しつ黒こくの瞳ひとみをまっすぐに見つめ返した。それは初めて会った時とまるで変わらない。けれど、あの時ラドにしか見えなかった彼女の姿は今では誰の目にも見える。そしてもうじき誰の目からも見えなくなる。

「あのね、エニル、分かってる？　あの城での様子から言って、きみにはもうあまり時間が残ってない。今きみが落ちついてるのは一時的なもの、たぶんこの森のおかげだよ。精霊にとって森は、古代の塚や魔ま法ほうの力に満ちている静かな場所なんかと一緒で、世界からの負ふ担たんが少なくてすむ場所らしいからね。

　だからきみは急いでシャラシエに戻って、パデウカさんの人形に入らないといけないんだ。もちろんこれから戻っても間に合わないかもしれないけれど、でも少しでも早い方がいいって事だけは間違いないんだ。それなのにそんな事してたら……」

　言いたくない言葉だが、だからこそきちんと言わなければ駄だ目めだった。

　大きく息を吸い込んだ。

「本当に分かってる？　今のままだと、きみは消えてしまうってことが」

　訊ききながらも、ラドはその答えが分かっている気がした。

　そしてその通り、精せい霊れいの少女は間かん髪はついれずに頷うなずいた。

「当たり前じゃないの。だからこそよ。今を逃したら、あの王女様に文句を言えなくなっちゃうでしょ」

　ラドは目を閉じた。

　やっぱり。

　……少しくらい迷ってくれたっていいと思うけどな。

「ラディ、どうする？」

　親友からの呼びかけに、ラドは立ち上がった。ズボンについた土と葉は屑くずをはたき落としながら、二人に言った。

「だったら、今すぐ出発しようか」

「あれ……」

　目を瞬しばたかせながら、エニルが意外そうな声をあげた。

「なにさ」

「てっきりシャラシエの時みたく、しつこく反対するのかと思ったけど」

「……まあ、僕だってわざわざここまで来て、王女様にあんなあっさり言われただけで帰るのはちょっと癪しやくに障さわるからね。それに」

「それに？」

「あの時、最初に会った時に、出来るだけのことはするって約束したし。ここまで来たのに、最後の最後でエニルから噓うそつき呼ばわりされたくない。最後まで付き合うよ」

　それが、それだけが、今の自分に出来ることだ。
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「王女様っ」

　部屋に飛び込んできたその声は、懐なつかしさを覚えるものだった。

「お久しぶりですね、エラ。元気にしていましたか？」

「はい、エラは……」詰まったような声でエイオラが答える。「王女様こそ、あれからお身体からだの方はいかがなのです？　他に何か問題は──」

「大だい丈じよう夫ぶです。何も不自由はありませんでしたよ」

「王女様」

「トエイン、それから──」

「クリオルクと申します、王女様」

「クリオルクも。わざわざ申し訳ございません。それとシャラシエに戻ったら、セイドリン老ろうにも私が感謝していたとお伝えください。私がここへやってくることができたのは、あの方が準備してくださった魔ま法ほうの陶とう器き板ばんのおかげですから」

「あの、王女様？　お伝えくださいとはどういう意味でしょうか」

「何がです？」

「てっきりエラと一緒に国へお戻りになるために、ここへ戻ってきてくださったものだとばかり……」

「いえ、そうではありません。私はいま一度シャラシエの国を見たいと、そう思ったのです。私の部屋からでは見ることがかないませんから、どこか良い場所があるのならばそこまでお連れしていただきたくて」

「ですが」トエインだった。「ここからではシャラシエそのものを見ることはかなわないかと存じますが」

「それは構いません。ただ、シャラシエの面おも影かげを感じて、祈いのりを届けることができるのならば、それで十分ですから」

　しばらく間があり、それからトエインが重苦しい声で答えた。

「……承しよう知ちいたしました。わずかにお時間をください。クリオルクと探して参りますので」

「お願いいたします。王女でありながら、このような身勝手な頼みをしてしまって申し訳ございません」

　部屋の扉とびらが閉まる音がして、乳う母ばをしたこともある女官は言った。

「王女様、騎き士したちにまでそんな風ふうにお気を使われることはないのですよ。だいたいあの殿との方がたたちがもっとしっかりしてくださっていれば、王女様はこんな場所にいらっしゃる必要もありませんでしたのに。彼らシャラシエの騎き士し団だんがアルボルトに比べて頼りないために、アルボルト国はあのように無礼な──」

「エラ、そのような事を言うものではありません、彼らは一いつ生しよう懸けん命めいやってくれています」

「……、口が過ぎました。ですが、エラは王女様付きの女官として、王女様をご心配申し上げているのです。せめてエラだけでもご一緒に……と思っていたのに、城にさえ入れてもらえずに、王女様お一人だけなんて……」

　本当にエイオラは相変わらずだ。熱心というか諦あきらめが悪いというか。それを不快に感じたこともあったが、今ではとても好ましいものに感じる。

「王女様、やはりこんな国で生活をするなんてことはやめて、エラと一緒にシャラシエの国へと戻りましょう。皆、それを望んで待っております」

「ありがとう。エラ。でももう決めたことです。それに私は私自身のためにいるのではなく、シャラシエの人々のためにいるのです。それが王女というものです」

　凛りんとしたその声にはまったく迷いはない。当たり前だ、そんなものはもうとっくに捨て去ったのだから。

　私はその事に満足したが、しかし同時にわずかな疑問を抱いだいた。

　だったらなぜ、こんな頼みをしに来たのだろう？　決心してからというもの、一度たりともこんなわがままなど言ったことはなかったのに。

　やはりあいつのせいなのだろうか。あいつと会ってからというもの、表情にずっとなかったような色が浮かび始めている事に私は気づいていた。この間目眩めまいを感じたのもあいつのせいなのかもしれない。あいつが近くにやってきてしまったために、何かが敏びん感かんに影響を受けてしまって。

　もしこれ以上また苦しめようとするのなら、私は……







「だけど、本当にこんなところに来るのかな」

　塔とうの踊おどり場で手を休めながら呟つぶやくと、自信満々といった声が答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ、必ず来る」

「ずいぶん自信があるんだね。まあ、いつものことだけど」

　とはいえ、そのエニルの言葉は普段の気楽で何も考えていないようなものともどこか違っている気がした。何かしっかりした根こん拠きよでもあるかのような、そんな感じだった。そういえば、と思い出す。シャラシエの王宮で裏道があると言った時もこんな風だった。

「もしかして、いつかみたく精せい霊れいの勘かん？」

「そうじゃない、そうだと分かるの。あの嫌いや味みな王女様は必ずここに来るってね」

「そういうのを勘かんって言うんだと思うけど……」ラドは小さくため息をついた。「セネマもそう思わない？」

「どちらにしても」セネマは肩かたを竦すくめながら言った。「他にこれといった思いつきもないし、今回はエニルに任せるしかないさ」

「……まあ、そうなんだけど」

「そろそろ行こう。あともう少しだろう」

　セネマは立ち上がると、さらに上へと続いている梯子はしごへと手を伸ばした。ラドとエニルも追いかけるようにしてその後へと続く。

　ここは王都アルツヘルブを取り囲む街壁、それも二つ完成している見張りの塔とうのうちシャラシエ側に向いているそれだ。

　街壁の中に入り込む事はさほど難しくなかった。作業をしている石いし工くや工こう匠しようの中に混じってこの城壁の構造や様子について調べるのには一日とかからなかったし、作業の進展を観察する監かん督とくはいても侵入者に注意を払はらうような人間はいなかった。

　大変だったのは、実際に作業用の足場を上って、そこから物もの見みの塔まで移動しなければならなかったことだ。石を積み上げて造られているこの壁はとにかく高い。何とかここまで上ってくることができたのは、辺りがまだ真っ暗なためにかえってその高さを意識せずにすんだのと、この旅の間に丘きゆう陵りよう地帯の悪路を歩いた経験のおかげだろうと思う。

　王女様は自ら人ひと質じちの役目を引き受ける前にもう一度自分の国を見ようとする。そのためにもっとも遠くまで見晴らせる場所、つまりこのアルツヘルブの街でもっとも高いこの街壁へとやってくる。エニルはそう言ったのだった。

　その言い分を聞いた時、たしかにありそうだとは思った。何しろ国のために自ら人質となろうとしている人だ。正式に人質となってしまえば今以上に自由に動き回ることは出来なくなるのだろうし、その前にもう一度、自分の国を見たいと思ったとしてもおかしいことではなかった。

　ただ、実際にこの城壁を上っているうち、たとえそう思ったとしても、一国の王女ともあろう人がこんな危なっかしい場所を上ってくるだろうかという不安が生じてきた。先ほどはそんな思いがつい口をついたのだった。

　梯子を上りきるともうその上はなかった。塔の最上階までやってきたらしい。いざという時に兵士が詰められるようにするためか、部屋の中は思いのほか広かった。床ゆかには埃ほこりがうっすらと積もっており、小さな真しん鍮ちゆうの燭しよく台だいと陶とう器き製せいの花か瓶びん、纏まとめられた薪たきぎの束に火ひ口ぐち箱ばこ、そして弓と矢が乱雑に置かれている。

「殺さつ風ぷう景けいな部屋ねえ。もう少しなんとかならなかったのかしら」

　……ここをなんだと思っているんだろう。応接室じゃないんだけど。

　向かい側の壁には迫せり持もち式の窓が一つあり、近づいていってそこから外を眺ながめると、目を覚まし始めた朝の陽ひ射ざしが夜よ闇やみを追い出そうとしているところだった。黄おう土ど色いろをした丘きゆう陵りよう地帯の入り口の姿がわずかに浮かび上がっている。その先にはラドたちが旅してきた道なき道が、そしてさらにシャラシエの緋ひ色いろの街並みが広がっているはずだ。

　ふと遠くを見通せる魔ま法ほうがあった事を思い出し、ラドは一瞬それを試してみようかと考えた。が、すぐにその考えを頭から追い出す。魔法を使うのが嫌いやなわけではない。ただこのまま見えない方がいい、そう思ったのだった。塔とうとシャラシエの王宮との間を隔へだてるこの距離が何かとても大切なものであるような気がして、それを消してしまうような真ま似ねをするのがなぜか嫌だった。

「ね、ラド。これどうすればいいの？」

　エニルが右手を差し出しながら隣となりに並んできた。その手には魔法の光が灯ともっている。精せい霊れいの少女だけではなく、セネマも、そしてラド自身の手も同じように光っている。魔法の灯あかりだ。この街壁を上り始めた頃はまだすっかり夜よ闇やみに包まれていたから、灯りが必要だった。そこで手元を照らすために、小さな魔法の光をそれぞれの腕うでへと結びつけたのである。もちろん巡じゆん回かいの兵士などに見み咎とがめられる危険はあったが、それよりも暗くら闇やみのために手元や足下が狂ってしまう危険の方が大きかった。

「それなら時間がたてば自然と消えるよ。それにだいぶ明るくなってきたから、見えたとしてももう気づかれないと思う。でも、気になるなら消した方がいいかな。セネマは──」

　どう思う、と言いかけて、塔の中を見回した。だが、凄すご腕うでの親友の姿が見当たらない。

「セネマなら、少し周りの様子を見てくるとか言って、梯子はしごを下りていったわよ。あんたが、ぼおっとしてるうちに」

「ぼおっと、ね。もうちょっと言いようないかな」

「だってそのとおりじゃない」

「……はいはい。それで、エニルはどうする。消す？」

　エニルはしばらくじっと自分の腕を見てから、首を振った。

「やっぱ、いい」

「そう」

　頷うなずいて、再び視線を窓の外に戻す。けれど、エニルが相変わらずそこに立ったままであることに気づいて、ラドはもう一度振り返った。

「やっぱり消したいんじゃない。それならべつに遠えん慮りよしなくても──」

　エニルはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ラド、今までありがとう」

「……まだ終わってないよ。王女様に文句を言うんだろ」

「もちろん。でも、言えるうちに言っておこうと思ってさ」

　ラドは目を逸そらすように、今度こそ窓の外へと視線を向けた。

　何してるんだよ、シャラシエの王女様。早く来なって。

　そんな勝手な事をラドは思った。
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　がたんという物音にラドは重たい目を押し開けた。壁によりかかって座っているうち、いつしか浅い眠ねむりに落ちてしまっていたらしい。窓から強い風が吹き込んでいて、何かその辺に置いてあるものが動きでもしたようだ。

　瞼まぶたを擦こすりながら起きあがろうとした時、再びがたんという物音がした。何が鳴ったのか今度は分かった。縦たて穴あなに立てかけられている梯子はしごが揺れたのだ。

　やはり壁によりかかりながら眠っていたらしい精せい霊れいの少女が顔を上げた。

「今のなに？」

「梯子が──」

「それでは、ここから先は私一人で」

　揺れたみたい、と言いかけた言葉を飲み込む。エニルが驚くほどの早さで立ち上がって、声がした縦穴へと駆かけ寄っていく。

　本当に来た。

　梯子が軋きしむ音が聞こえて、まず白い手て袋ぶくろに包まれた細長い指が、続けて真っ黒な面めん紗しやをかぶった頭がその姿を見せる。

「待ってたわよ、王女様」

　シャラシエの王女が一瞬竦すくんだのが見えた。だが、エニルが手を伸ばして、逃がすまいとするかのように王女の腕うでを摑つかんでいる。王女はしばし迷った様子だったが、結局そのまま梯子を上って、塔とうの部屋の中に入ってきた。

「……ラドウィン様、でしたね」シャラシエの王女は言った。「シャラシエにはお戻りになられなかったようですね」

「王女様にはあのように仰おつしやっていただいたのですが、ただ──」

「あたしがここへ来ようって言ったの」

　エニルが遠えん慮りよのない口調で言う。

「なぜ、ここが？」

「あたしには分かったのよ。あんたが完全に人ひと質じちとなる前に、もう一度自分の国を見ようとするだろうってさ」

「……そうですか」

「それであんたが忠告をしてくれたお返しに、あたしもいい事を教えてあげようと思って」

「あなたが、ですか」

「そ。人ひと質じちになろうなんて、そんな馬鹿な真ま似ねはやめなさいってね。あんただって、本当はそんな事やりたくないのを無理してるんでしょう」

「あなたと一緒にしないでください、私がここで生活することで、シャラシエの人たちが安あん寧ねいに暮らせるのです。私一人がどうなろうと些さ細さいな事にすぎません」

「本気で言ってるなら、ほんと馬鹿ね」

「馬鹿？」

「だって、そうでしょ。自分なんてどうなってもいいなんて、さ。あたしからしてみればまともだとは思えない」

「エニル、もうちょっと言い方をさ……」

　ラドはエニルの腕うでを引っ張って注意しようとしたが、しかしその手はすり抜けて、空くうを摑つかんだだけだった。見れば、エニルの手はもう半透明というよりも、ほとんど周りの色に溶とけ込んでしまっている。それだけではない。その表情は苦しげに歪ゆがんでいて、歯を食いしばっているように見えた。

「…………」

「平気よ、こんなの。それよりいらいらしちゃってしょうがないの、この王女様」

　街壁を上っていた時は元気なくらいだったし、ここで王女様を待っていた時もこんな事はなかった。それがなんでこんな急に……

「……相変わらず身勝手な人ですね」王女は頭を振った。「本当に、身勝手で、迷めい惑わくな人」

「相変わらず身勝手な人って、どういう意味よ？　この間ちらっと会っただけじゃないの。それにさっきから、ラドやセネマの方ばかり向いてあたしの方を向こうとしないのも気にくわないし。王女様のくせに態度が失礼じゃない。それとも王女様だから失礼なの？」

「……そのどちらでもありません。強しいていえば、あなた相手だから、です。ラドウィン様、セネマ様、本当に今までご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

「あたしが二人に迷惑かけたって、そんなのあんたには関係ないじゃないの」

「残念ながら、関係あるのです」

　王女は静かに頭を振った。面めん紗しやの合間から白しろ金がね色いろの波がふわりと現れ、塔とうの窓から差し込む陽ひ射ざしをを受けてきらきらと輝いた。

　それからシャラシエの王女は面紗に手をかけると、静かにそれを外した。

「…………」

　ラドは呆ぼう然ぜんとその顔を見つめた。年はラドと同じくらいで十代半ば、もしくは少し上といったところだろうか。目は吸い込まれそうな漆しつ黒こく、反対にその肌はだは光を放っているかのような白色。その周りをわずかに波だつ白しろ金がね色いろの髪かみが縁ふち取どっている。顔つきは少しやつれて見えたが、しかしそれがかえって魅み力りよくを増しているようでもある。そして──

「ラド、そんな風ふうにご覧になっては失礼だろう」

　今までずっと黙だまっていたセネマが言った。

「だ、だけど、セネマ。これって……」

「ああ、分かっている。これは予想していなかった」

　セネマが答える。もっとも、その言葉のわりにはあまり驚いていないようにも見える。

　精せい霊れいは何らかの姿を持つ時、それ以前に触ふれた様々なものから影響を受けるらしい。だとすれば、エニルが今の姿を取る前はシャラシエの王宮をずっと漂ただよっていたということだろうか。だけど、それにしてもこれは……

　隣となりにいる精霊の少女を見ると、彼女はまだ気づいていないようだった。不ふ機き嫌げんそうな表情で相手のことを睨にらみつけている。だが、ついに怪け訝げんの色が混じり込んだ。

「あれ、なんか……」

　エニルは首を傾げながら床ゆかを横切ってシャラシエの王女に近づき、しばらくそのまま相手の顔を見つめていた。それからその手を王女の腰こし帯おびへと伸ばして、その合間から薄うすい板のようなものを抜き取る。どうやら手て鏡かがみらしい。

「あたし、自分の顔って今までほとんど見たことがなかったんだけど」

　鏡に映る自分と目の前にいる王女と見比べながら言ったその声には、驚きと戸と惑まどいの響きがあった。

「あんた、あたしとよく似てるのね」

「似ているのではありません」

「そんな事ないって。ほら、あんたも見てみなさいよ。よく似てるって」

　エニルが手鏡を差し出す。鏡を受け取りながらも、しかしシャラシエの王女は鏡を覗のぞき込まなかった。ただじっとエニルのことを見つめ、そして静かに言った。

「あなたは私なのです」

「はぁ？」

「ですから似ているのではありません。あなたは私、私の一部なのです。この間一目見て、私はそれを悟さとりました。当たり前ですよね、自分のことが分からないわけがありません」言ってから、シャラシエの王女は一度言葉を切った。思い直したように続ける。「……いえもしかしたら、自分のことだからこそ、ああして実際にこの目ではっきりと見るまで、気づくことができなかったのかもしれません。自分の中からあなたがいなくなっていたことに」

「……笑い飛ばしたいところなんだけど、困ったことにできないわね。あたしもそう思う……ううん、そうだと分かっちゃったみたい。ラド、セネマ」

　エニルが振り返った。

「あたし、精霊じゃなくて、王女様だったみたい」

　その表情は出会ってからというもの初めて見るものだった。いつもあれだけ感情が表に出ていたのに、今は喜んでいるのか、怒っているのか、悲しんでいるのか、楽しんでいるのか、それが分からない。

　そしてラドもまた何と言葉を返せばいいのか分からない。
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「精せい霊れいは人の心と似たものかもしれない、という話を以前セイドリン老ろうからうかがったことがあります。一つの仮説の域を出ないものではあるようですが、ただ両者に似通った部分があるのはたしかなようです。それは例えば魔ま法ほうを使うこと……魔法を扱われるラドウィン様はご存じでしょうが、魔法の基本となるのは、人の心、意思の力ですよね」

「はい」

「そして、この世界に身体からだを持たない精霊もまた魔法を扱うことができる。それは人の心と精霊が同じもの、少なくても似た部分があるということではないか、と」

「そんな話はもうどうでもいいわよ。なんだってこんな事になったわけ？」

「……私にもはっきりとは分かりません。分かりませんが、思い当たる節ふしはあります。これもあなたと会ってから思い出したことなのですが……私はアルボルト国からの申し出に対して、迷いを抱いだいていました。シャラシエの王女としてとるべき選択肢しは一つしかなく、迷う必要などどこにもなかった。にもかかわらず、私は迷い続けていたのです」シャラシエの王女は目を閉じた。「ただ一つの理由、それを嫌いやだと思う自分自身の心のために」

「…………」

「そしていつしか私はこう願うようになりました。こんな心などなくなってしまえばいいのに、と。それからいつの間にか私は申し出を受け入れる決断を下して……いえ、決断をしたというより、悩んでいたことそれ自体初めから存在しなかったように、当然のこととして受け入れていたのです」

「つまりあたしはあんたに──あたし自身に追い出されたわけか」

「……そうした魔ま法ほうはないかと書物を探したりしたのは事実です。ただ、私にはそれらしき魔法を見つけることはできませんでしたし、仮に見つけることができたとしても未熟な私にはとても扱えるようなものではなかったはずなのです。ですから──」

「何にしても」エニルは王女の言葉を遮さえぎった。「だったらやるべきことははっきりしてるわね、あんた、あたしを見なさい」

　精せい霊れいの少女──いや、王女の心の欠片かけらは目を閉じたままでいるもう一人の自分の顔を両手で挟はさみ込み、無理矢理自分へと顔を向けさせた。

「目を見開いて、ちゃんと見ろと言ってるのっ」

　エニルの吸い込むような漆しつ黒こくの瞳ひとみがじっとシャラシエの王女のことを見つめ、見つめられた王女の同じ瞳がエニルのことを見返していた。

　その様をラドはただぼんやりと眺ながめた。髪かみ型がたや表情にこそ多少の違いはあったが、その様はまさに一枚の鏡かがみを前にしてお互いがお互いを覗のぞき込んでいる──二人のうちどちらかが鏡を覗き込んでいて、もう一人が鏡に映っているというのではなく、二人それぞれが鏡を覗き込み、鏡に映ったもう一人の自分の姿を見つめている──そんな風ふうにラドには見えた。

「このままあたしをいなかったことにして、それであんたは人ひと質じちになるわけか」

「…………」

「でも、悪いけどあたしはあんたの言いなりになるつもりなんてない。あんたなら、ううん、あんただからこそ、誰よりそれが分かってるはずよね」

「…………」

「あたしはこのまま消えたくなんてないのよ」

　シャラシエの王女は、じっとエニルを、いや自分自身を見つめていた。

　その表情が苦しげに歪ゆがんでいる。







　やめろ。王女が苦しんでいるだろう。なぜ王女を苦しめようとする？

　私は王女が悩み苦しんでいるのをずっとそばで見守り続けてきた。その苦しげな表情が鏡に向けられるたび、映し出されるたびに、何とか救い出したいと願ってきた。

　けれど、力のない私にはただそれを見ていることしか出来なかった。

　あの時までは。

　あの時、私は力を手にして、そして王女の願いを叶かなえてあげたのだ。王女を苦しめている元げん凶きようを、王女にとって不要な、ただ苦しめるだけの思いや感情をすべて捨てさりたい、というその願いを。

　そのおかげで、あれからというもの、王女は鏡かがみに悩み苦しむ表情を見せることはなくなった。私が王女を救ってあげたのだ。

　それなのに、なんでまた王女を苦しめようとする？

　また王女を苦しみの檻おりに閉じ込めようとするのならば、私が許さない。

　私が王女を護まもる。一番身近で、一番長く王女を見守り続けてきた私が。

　今の私にはそれだけの力があるのだから。







「やめろ」

　小さな声だった。小さく、消え入りそうなほどかすかな声だ。

　それはセネマの声でも、二人の王女の声でも、もちろんラド自身の声とも異なっていった。この場にいるのは四人──本当は三人と言うべきなのかもしれないが──とにかくそれだけで、他に誰の姿もない。

　だが、たしかに聞こえた。

「……力はなかった……元凶……切り分けて……」

　声は続いている。

　ラドは目を閉じた。余計な感覚を自分の中から追い出しながら、ただ耳に意識を集中させて、その声のする方へと埃ほこりっぽい床ゆかの上をゆっくり歩き始める。

「……苦しみの檻……私が許さない……私が王女を護る……見守り続けた来た私が」

　その時、身体からだが大きく揺れた。

「しま──」

　目を見開くと、息を飲んだシャラシエの王女の顔が見えた。そして身体は縦たて穴あなの中へと沈み込んで──

　そう思った刹せつ那な、腕うでが引っ張られた。

「ラディッ」

「……セネマ」

　見ると、髪かみを短くしたまだ少し見慣れていない親友の顔があった。

　あの髪型はあまり似合っていないな、ふとそんな事を思う。

「ありがとう、セネマ」

「まったく何をやってるんだ、お前は」

「……ごめん。でもだいたい分かった」

「分かった？」

「うん」

　黒色の面めん紗しやでは……ない。あの白い手て袋ぶくろだろうか？　それとも身につけている紅こう白はくの衣服そのもの……いや違う。そう思って、他の物へと目を移そうとした時、ラドは目を押さえた。光が目に入ったのだった。

　王女様が手にしている小さな鏡かがみが窓から差し込む陽光を反射して白しろ金がね色いろの光を放っているのだ。

　ラドは次のものに目を移そうとして、慌あわてて鏡を見直した。

　……反射して？

「あの王女様、失礼ですが、それは……」

「手鏡のことでしょうか？　物心ついた頃にいただいてからずっと使っているものなのですが……」

　ラドは部屋にたった一つしかない窓に視線を向けた。迫せり持もち式の窓から部屋へ光が差し込んでいる。シャラシエの王女はそのたった一つしかない窓を背にして立っていた。

　反射して光るわけがない。鏡自みずからが光を放っているのだ。

「……それを貸していただけますか」

「ええ、それはもちろんかまいませんけど……」

　シャラシエの王女が怪け訝げんそうな表情をしながら、ラドにその手鏡を手渡そうとした時だった。

「今の私にはそれだけの力がある」

　その声とともに突然ラドは見えない固まりに打たれていた。そのまま床ゆかの上を転がる。

「ラディッ」

「ラド」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　駆かけ寄ってきた二人に助け起こされながら、ラドはその小さな鏡を見み据すえた。手鏡は王女の手を放れ、ふわりとふわりと宙に浮かびあがっている。もちろん今のもあの鏡がやった事だ。

「気をつけて、あれだ、あの中に何かいる」

「……みたいだな」

　セネマが身を低くしながら頷うなずく。

「私がせっかく助けたというのに、なんで苦しめようとする？　王女はずっと苦しんでいた。自分の思いに、自分の感情に、自分の心に。そのせいで、王女としてなすべき決断を下せないことに、ずっと苦しんでいた。私はそれが鏡に映し出されるのをずっと見てきた。そして力を得て、そいつを王女様の中から追い出してあげたのだ。そのおかげで、王女はやっと苦しまなくなった。それなのに、なんでお前たちは再び王女を苦しめようとする？　お前たちは、お前たちは……」

　いつしか放たれていた光は弱まり、代わりに鏡かがみからは朧おぼろ気げな黒い影のようなものが立ちのぼり始めていた。影はみるみるうちにその勢いを増して、線の細い人らしき姿を形取っていた白しろ金がね色いろの光をすっかりと飲み込み、人とも動物とも取れるような渦うずとなった。それは力の固まりだった。強大な魔ま力りよくの固まり。
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　燭しよく台だいが、薪たきぎの束たばが、そして鉄の矢が、部屋の中のありとあらゆるものが渦に巻き込まれるようにして天てん井じようそばまで浮かび上がりながら、鏡と魔ま力りよくを中心にゆっくりと大きな円を描き始めた。その早さは少しずつ少しずつ増していき、空くうを切り裂さく音が塔とうの中に響き始める。

「……来るぞっ」

　そのセネマの声が合図であったかのように、凶きよう器きとなったそれらの道具が天井から次々と襲おそいかかってきた。ラドは向かってきた燭台をすんでのところで横っ飛びにかわすと、立ち上がろうとした。が、今度は目の前に短たん衣いとズボン姿の少女が飛んできて、彼女の下敷きになるようにして再び床ゆかの上に倒れ込んだ。強したたかに腰こしを打ちつけ、息が詰まる。

「あらごめん」

「あ、あら、じゃない」ラドはエニルを睨にらみつけた。「なにするんだよ」

「しょうがないじゃないの。だいたいね、あたしがよける先にいたラドが悪いのよ」

「……はいはい」

　呆あきれてため息をついた時、背中の方でぶんと空を切り裂く音がした。振り返ると、燭台が大きく円を描くように部屋の中を旋せん回かいし、ラドたちの方へと舞い戻ってきたところだった。

　エニルの手を引っ張りながら、床の上へと伏せる。耳をかすめるようにして燭台が飛んでいく。

　そのまま顔だけをそっと上げると、今度は薪が目の前にあって慌あわてて首を捻ひねった。見れば、その薪も空中を周りながら、再びラドたちに向けて狙ねらいを定めようとしている。しかも魔力の奔ほん流りゆうのせいで、塔とう全体がゆっくりと左右に揺れ始めていた。そう簡単に塔が崩くずれるとは思えなかったが、この揺れに体勢を崩してしまうことはあるかもしれない。

　いずれにしてもこのままだと──

「いつかぶつかりそうね」

「何を人ごとみたいに」

「そんな事言ったって、これ魔ま法ほうなんでしょ？　だったら、あたしにはよけることしかできないし」

「いや、これは魔法というよりも──」

　説明しようとして気づいた。これらは全てあの鏡から溢あふれ出た魔力の渦によって飛び回っている。だが、これだけの魔法の力があるのなら、その力を元にして何か魔法を使われていたらあっという間に勝負はついていたはずだ。これは、魔法の力の固まりをただ無む駄だに振り回しているにすぎない。

　考えてみれば、初めの声はあんな弱々しかった。これだけの魔ま法ほうの力を持っていながら……もしかしたら、この力を持て余している……いや、魔法の扱い方そのものをよく知らないんじゃないか？

　それなら、それなら何とかなるかもしれない。

「あのさ、任せてもいい？」

「何を」

「よけること。今から僕は目を閉じるから」

「……何言ってるの。そんな馬鹿な──」

「魔法で何とかできないかやってみる」

「あんたね」エニルが目を剝むいた。「そんなことができるならさっさとやればいいでしょうがっ」

「今気づいたんだから仕方ないだろ」言い返しながら、飛んできた薪まきをまたかわす。その動きが早くなっている気がする。急がないと。「魔法を使うためには意識を集中しないと駄だ目めなんだ。だから目を閉じる」

「ぶつかっても、あたしは責任取らないわよ」

「……信頼してるよ」

「よく言うわね」エニルは軽く笑って、そして頷うなずいた。「でも、分かった。やるわ」

　頷うなずき返して、ラドは目を閉じた。よけいな感覚を自分の中から追い出しながら、自分の中にある魔ま法ほうの力を呼び起こそうとする。周囲が巨大な魔ま力りよくで満ちあふれているせいで、それに引っ張られて自分の力を見失ってしまいそうになる。が、少しずつ少しずつその糸をたぐり寄せながら、一方で鏡かがみから放たれている魔力に向かって──

　その瞬間、頭を乱暴に押しつけられて、その糸が意識からこぼれ落ちてしまった。

　……まったく、乱暴だな。後で文句言ってやろう。

　改めて集中を高め直す。やはり辺りに満ちている魔法の力はこれほど強いのに、その大部分は秩序もなくただ無む駄だに溢あふれ出ているだけで、実際に扱うことができているのはほんのわずかなようだ。これなら──

　ラドは自分たちへと向けられた相手の魔力に向けて、魔力をうち消す魔法をぶつけていった。と、同時に甲かん高だかい音が聞こえて、驚いて目を見開いた。床ゆかに花か瓶びんが落ちて、ばらばらに砕くだけている。

「上う手まくいった……」

「たいしたもんじゃないの」

「やれば出来るもんだね」

「でもあの花瓶、ちょっともったいない」

「そんな事言ってる場合じゃないだろ」

　呆あきれながら、ラドはセネマの方へと視線を向けた。その周りではまだ少し薪まきや鉄の矢が飛び回っていたが、セネマはいつまででも避さけ続けることもできそうなほど、余よ裕ゆうを持って対応している。

　しばし迷ってから、ラドはそれらをそのままにしておくことにした。あの凄すご腕うでの親友なら間違いなく大だい丈じよう夫ぶだ。

　それよりも、その大おお本もとを──

　顔を上げ、ふわりふわりと浮かんでいる手て鏡かがみ、そしてそこで渦うず巻まいている巨大な魔力の固まりを睨にらみつけた。

　あれさえ何とかしてしまえばいいはずだ。何とかできれば……だけど。

　そう思って、鏡に向かって一歩足を踏み出した時だった。

「王女様、いかがなさいました」

　大きな声とともに、背後から乱雑な靴くつ音おとが聞こえた。シャラシエの騎き士しは縦たて穴あなの中から姿を見せると、天てん井じようを見上げながら怪け訝げんそうな声をあげた。

「なんだあれは……」

　その瞬間、トエインに向けて一条の黒い影が伸びていった。壮そう年ねんの騎士は間かん髪はつの差でそれを横にかわしたが、しかしそのすぐ後ろ、ちょうど縦穴の中から姿を現したばかりのもう一人の騎士がその影に飲み込まれる。

　同時に乾いた音が次々と鳴った。見れば、先ほどまで部屋の中で飛び回っていた薪まきや矢がすべて床ゆかの上へと落ち、鏡かがみの上で渦うず巻まいていた黒い影の姿もなくなっていた。

　嫌いやな予感がした。

　ラドは影が直ちよく撃げきした騎き士しへと視線を向けた。若き騎士は仰あお向むけに倒れ込んだまま、まだ動こうとはしない。

「クリオルク、大だい丈じよう夫ぶか」

　トエインが助け起こそうと手を伸ばす。と、クリオルクの身体からだがびくりと震ふるえて、床に手をつきながら上半身を起こした。だが、若い騎士は差し出されたトエインの手を取ろうとはしなかった。そのままゆらりと立ち上がると、一歩一歩、ぎくしゃくとした緩かん慢まんな動きで歩き始める。

「おい、どうかしたのか？　様子が少しおかしい──」

　トエインが騎士の肩かたに手をかける。と、若き騎士は振り向き様ざまに腰こしの鞘さやから剣を引き抜き、それを横に一いつ閃せんさせていた。トエインは背後へと飛んでいたが、しかし先ほど影の矢をかわしたようにはいかなかった。左肩かたを押さえながら、がっくりとその場に片かた膝ひざをつく。

「トッ、トエイン様、申し訳ございません。違うのです、私はこんな事は……なんで身体が勝手に……何か入って……」

　若い騎士は一度剣を揮ふるって剣身についた血を吹き払うと、再び歩き始めた。一歩歩くたび、その足取りが滑なめらかになっていく。

　まさか、これは……

「なに、あいついったいどうしちゃったのよ」

　エニルが上うわ擦ずった声でそう言ってきたが、ラドは若い騎士から目を離さなかった。そして、気づいた。騎士の目の焦しよう点てんが合っていない。

「せっかく私が王女様を助けたのになんでお前たちは邪じや魔まをする？」

　その焦点の合わない目のまま、騎士が口を開く。

「王女は苦しんでいたんだ。ずっと自分の感情に……」その若い騎士が譫うわ言ごとのように言う。「だから私が助けたんだ。そのおかげで王女は悩むことがなくなった。それなのにまた苦しめようというのなら」

「操あやつった、いや、乗っ取ったのかっ」

　剣がぶつかり合う音が響いた。飛び込みざまに揮ったセネマの斬ざん撃げきを、しかし若い騎士は片手で受け止めていた。彼が左手をかざすと、先ほどまで飛び回っていた薪のようにセネマの身体が宙に浮かびあがって、そのまま部屋の壁へと叩たたきつけられた。

「セネマッ」

　悲鳴を上げたエニルのそのすぐ前に、若き騎士は立っていた。剣をゆっくりと振り上げる。

「私が今この場ですっかり消し去ってやる」

　その瞬しゆん間かん、ラドは小剣を腰こしから引き抜いて、その騎き士しに向かって突きだしていた。自分でも驚くほど、身体からだが素早い反応をしていた。剣は相手の腕うでを薄うすく裂さき、若い騎士の振り下ろした剣は甲かん高だかい音とともに石の床ゆかを叩たたき、その手からこぼれ落ちた。

　若きシャラシエの騎士、いや、騎士の身体に入り込んだ影は空からになった手のひらを確認すると、怪け訝げんそうに首を捻ひねってラドのことを見た。

「魔ま法ほうの次は剣か。お前、なんなんだ？」

「……なんなんだって言われても困るんだけど」

「まあ、そんなのはどちらでもいい」頭を振って、その手をかざした。「はっきりしてるのは──お前も邪じや魔まだということだ」

　ラドは身体を丸めるようにして剣を手に身構えた。が、一いつ瞬しゆん後、全身を強烈な力に締め上げられていた。姿は見えないが、しかしその強い魔法の流れが感じ取れる。巨大な蛇へびのような形をした魔法の力。魔法の蛇へびはじわりじわりとその締めつけを強めてくる。

　ラドは必死になって自分の魔法の力を呼び起こそうとしたが、痛みのせいでまるで集中ができない。力が襲おそいかかってくるのをわずかに押しとどめるのがやっとだった。だが、それは大波の前に積まれた小さな土ど囊のうのようなものでしかない。すぐに飲み込まれる。

「……今度は魔法か。面めん倒どうな奴やつめ」

　相手が不ふ愉ゆ快かいそうに呟つぶやき、さらにもう一匹ぴきの魔法の蛇が襲いかかってきた。そのまま身体を持ち上げられ、ついにはつま先まで石いし床ゆかから離れて、すっかり宙へと浮かび上がった。自分を圧おし潰つぶしてしまおう、消し去ってしまおうとするその力に包まれながら、ラドはふと、エニルにずっと加えられていたのはこのようなものだったのだろうか、そんな事を思った。だとしたら、自分ならもっと早く消えてしまっていたかもしれない。そして意識が遠のいて……

　その時だった。

「もう、やめて」

　凛りんとした声が耳の奥に届き、続けて何か甲高い音が部屋の中で響き渡った。




　　　　３




　冬の名残なごりを伝える粉雪が舞っていた。雪の白と煉れん瓦がの赤、二つの色が合わさって目の前で踊おどる。それは初めて出会った時のエニルの衣ころもを思い出させた。

　馬の嘶いななきが聞こえてきて、ラドは試合場に注意を戻した。

　鎧よろい兜かぶとで身を包んだ二人の騎士たちが方ほう形けい型がたの盾たてを持ち上げ、長く重い槍やりを小こ脇わきへと抱かかえ込んだ。王宮の裏うら手ての広場に集まった大勢の緋ひ色いろの都みやこの人々が、その瞬間が来るのを固唾かたずを飲んで待っている。

　一瞬の静寂。

　二騎きの騎き馬ばが砂すな煙けむりを上げながら、ゆっくりと駆かけ出した。広間に轟とどろき始める歓声に追い立てられるように、互いの距離がせばまっていく。拍車を当てられた馬はその脚あしを早め、騎き士しはそれぞれの槍やりを相手に向けて突きだし、妨げようと盾たてを振り上げる。

　すれ違う刹せつ那な、二本の槍が絡からみ合うように交差した。

　一本の槍は盾の上を滑すべりながら相手の肩かた口ぐちをかすめたが、もう一本の槍は盾よりも早く相手の胸を捉とらえていた。胸を突かれた騎士は大きく体勢を崩くずして鞍くらから地面へと叩たたきつけられ、一方でもう一人の騎士は脚あしで馬を巧たくみに操ると、その深緑の槍を空に向けて突き上げた。

　この馬上槍試合の勝者であり、そして全体の優勝者でもあるトエインの名が高らかに宣言されて、広場の中を一ひと際きわ大きな歓声が響き渡った。

「まさか、あの人がこれほどの腕うでだったとはなあ。驚いたよ」

　耳元でそう言ったセネマの目は子供のように輝いており、声には素直な賞賛が込められている。

　実際、ラドもトエインさんには驚かされた。あの人がシャラシエの騎士団長だという事を聞かされた時にも驚いたが、今はそれ以上だ。アルツヘルブでの一件から三月近くが過ぎて、もう冬も終わろうとしている。だが、まだあの時に負った怪け我がは完全には癒いえていないはずだった。それなのに優勝してしまうなんて。

「僕なんて最初、トエインさんを宿屋の親父おやじさんみたいとか思ったんだよ」

「それはさすがに失礼だろ」

　笑いながら言うセネマに、ラドも笑顔を返す。こんなに興奮している親友の姿を見るのも久しぶりだ。

「でも、考えてみれば、僕らは一国の王女様を身勝手だの暢のん気きだの好き放題言ってたんだよ。それに比べれば、たいしたことない気もするけど」

「まあな。だけど、エニルは仕方ないだろ。俺おれなんて未だに、あいつが王女様の心の一部だったなんて信じ切れてない」

「そうだね」

　ラドはもう一度笑うと、顔を上げた。

「王女様、か……」

　中庭に臨む紅こう宮きゆうの露ろ台だいが見える。赤煉れん瓦がで造られたその場所には、この試合を見るためにシャラシエの重じゆう鎮ちんらしき人々が十人ほど並んで座っており、その中には一度お会いしたセイドリン様の姿と、そして白しろ金がね色いろの髪かみをした少女の姿があった。

　エニル──いやシャラシエの王女エニレウェス様だ。もう、エニルと呼ぶことはない。

　彼女は一人の王女に戻った。







「もう、やめて」

　二つの声が一つに溶け込んだ。石いし床ゆかに叩たたきつけられた鏡かがみは割れ、その破片が差し込みだした陽光を反射してきらきらと輝いている。

　ラドは床の上に落ちると、咳せき込みながらも埃ほこりっぽい空気を必死に吸い込んだ。顔を上げると、騎き士しは目を大きく見開いて呆ぼう然ぜんと王女を見ていた。

「なんで……」そう言った声は弱々しく掠かすれていた。「私はあなたを助けようとしている。それなのになぜ……」

　騎士の膝ひざが折れて、床の上へ落ちた。まるで操あやつり糸をばっさりと切られた人形師の人形のように、そのまま身体からだごと崩くずれ落ちていく。

　肩かたを赤く染めたトエインがその若き騎士へと駆かけ寄った。首筋に腕うでを当ててから、大きな安あん堵どの息をつく。

「クリオルクは無事です、王女様」

「よかった……」

「申し訳ありません。お守りしなければならない我々がこのような失態を──」

「いいえ、トエイン。私のせいでご迷めい惑わくをおかけしてしまって申し訳ございません」

　白と紅くれないの衣ころもを身に纏まとった王女はそう答えるとその場に屈かがみ込み、足下に散らばった鏡の破片へと手を伸ばした。

「あなたにも……私のせいでこんな真ま似ねをさせてしまったのですね。私がいつもそんな心を鏡に映してしまっていたから……本当にごめんなさい」

「それは違うわね」

「……違う？」

「そう。こいつが思い込んで勝手にやっただけ。そうやってなんでも自分の、というか、あたしのせいにしないでよ。めんどくさい」

　王女は顔を上げて、傍かたわらへとやってくるもう一人の自分を睨にらみつけた。

「あなたが私の一部だと思うと、我ながら嫌いやになりますね」

「それはこっちの台詞せりふ。あんたみたいなのがあたしの一部なんだって考えるとうんざりする」

「お互い、意見が合うこともあるようですね」

「まあ、嫌でも元々一人なわけなんだから、それは仕方ないんじゃないの」

　エニルもまたその場にしゃがみ込み、鏡の破片を拾い始めた。ラドは手伝おうと立ち上がったが、その肩をセネマの手が摑つかんだ。振り返ると、親友は首を振った。

「……そうだね」

　ラドは頷うなずいた。僕に出来ることはもう終わったんだ。

　二人で一人のシャラシエの王女は床の上に屈かがみ込み、鏡の破片を拾い集めていった。一枚一枚手のひらにのせて黒絹の面めん紗しやの中へとそっと流し込むと、その時だけ、塔とうの中に微かすかな音が響き渡った。そんな二人を見守っているうち、気づけばラドはふわりと漂ただよっている朧おぼろ気げな精せい霊れいの姿を見ていた。それがあの鏡かがみの中に宿り王女を見守っていた精霊なのか、それともただこの辺りにいた精霊が近づいてきただけなのかは分からない。宙を漂いながら、時にはほっそりとした華きや奢しやな人の姿を取り、そして時には消えゆく靄もやのように周囲に溶け込もうとしている。

　全ての破片を拾い集めると王女は面めん紗しやを袋ふくろのようにしてきつく結び、エニルは手のひらを払はらいながら立ち上がった。

「どうするつもり？」

「元に戻せないか、頼んでみます」

「そう。それで、もう一つの方は？」

「…………」

　シャラシエの王女は視線を巡めぐらせると、ラドのことを見つめた。

「一つだけお尋ねしてもかまいませんか」

「僕に、ですか？」

「彼女に消えて欲しくないと、ラドウィン様は本当にそう思っていらっしゃるのですか？」

　ラドは瞬まばたきをした。言ってる意味がよく分からない。

　そして思い出した。そういえば、前にも一度そんな事を訊きかれたことがあった。あの時はそのままあやふやになってしまったけれど……

「あの時、ラドウィン様が怒ど鳴なられた時、あれは本心のように私には思えました。本気で消したくないと」

「…………」

「なぜです？　彼女は、私が弱く未熟であったために、育はぐくみ抱だきかかえてしまった自分本位な心です──王女としてそのようなものはあってはならないはずの。シャラシエからの旅の間、お二人にもご迷めい惑わくをおかけしてしまったはずです。それなのに、本当にラドウィン様は消したくないとそう思っていらっしゃるのですか？」

　魔ま法ほうの都みやこの王女はその吸い込むような深く黒い瞳ひとみでまっすぐに見つめてきた。そのまっすぐな視線は心底不思議がっている様子だったが、しかし同時にわずかな怯おびえのような色が入り混じっているようにも見える。

　エニルへと視線を向ける。そこにある瞳を見て、今さらながらラドの心でやっと二人が繫つながり、重なり合った。同じ目をしていた。やはり二人は元々一人だったのだ、と。

　そしてラドは頷うなずいた。

「はい」

　王女は目を閉じて、そのまましばらく黙だまり込んだ。それから目を見開くと、もう一人の自分の方を振り返った。

「あなたは……いえ、私は、ラドウィン様や、セネマ様にどれだけのご迷惑をかけてきたのでしょうね」

「あんたには関係ないでしょ」

「関係あります、あなたは私自身なのですからね」

「ふうん、決めたわけ。でも、あんたそれでいいの？　あたし、いない方が楽なんでしょ」

「もちろんです。ですが、あなたのような存在を、これ以上他の方々に押しつけるわけにはまいりません。私自身で何とかしなければ」

「言ってくるわね、ほんと、嫌いやな奴やつ」

「あなたこそ本当によいのですか？」

「何が？」

「王女となることが、です。あなたがそれを何よりも望んでいないということは、この私が一番よく知っています。だから、私はあなたを救えないと、あなたはシャラシエに帰るのが一番いいと、そう申し上げたのです」

　エニルは苦笑を浮かべると、軽く肩かたを竦すくめた。

「……ま、しょうがないんじゃない。あんたはあたしを放っておけないって言ってるけど、あたしからすれば、あんたのことこそ放っておけないから。それにね」ちらりとラドたちの方を振り返る。「これはあんたの知らないことだろうけど、別れてからのあたしもちょっと思うところがあったのよ。このまま消えちゃうより、嫌な王女をやりながらでも、そこから逃げ出せる機会を探す方がずっといいってさ」

「そうなのですか？」

「ま、あんたもいずれ分かるでしょ。でも、言っておくけど、あんたがあんまりあたしの言うことを聞かないようだったら、今度はあたしの方から出ていってやるからね。その時にはきっと、消えずに済む方法だって見つけてるわよ。何しろあたしたちは、凄すごい魔ま法ほう使つかいになれるって、お爺じいさんのお墨すみ付つきだし」

「それではもう一度やって──」

「みようか」

「みましょうか」

　そう二つの声が和した時だった。塔とうの下の階から騒さわがしい金属の音が響いてきて、ラドは縦たて穴あなに近づいて中を覗のぞき込んだ。塔の一番下の階に武装した兵士の一団が現れていた。

「……アルボルトの兵士」

　兵士たちは次々と梯子はしごを上って来たが、しかしすぐには襲おそいかかって来なかった。壁を背にし、手の槍やりを油断なく構えながら、ラドたちを威い嚇かくしている。そうしているうちに一人また一人と兵士たちが姿を見せて、縦穴のそばは十人あまりの兵士に固められてしまった。

　そして、最後にもう一人、白はく銀ぎんの鎧よろいに兜かぶと、そして灰色の外がい套とうを身に纏まとった男が現れた。あの名高いアルボルトの騎士だ。彼は万が一にも突破されないようにと、慎しん重ちように、包囲の輪を狭めようとしていた。

「……面めん倒どうな事になったな」

　セネマが呟つぶやく。

　ラドたちはじりじりと反対側の壁の方へと下がっていったが、しかしついに退しりぞいた踵かかとが石壁にぶつかってしまった。そしてラドは顔をしかめた。その壁が小さく震しん動どうしている事に気づいたのだ。

　まださっきの魔ま法ほうの影響が残って──

「さっさと飛び降りやがれっ」

　その聞き慣れた声に、慌あわてて窓から外を覗のぞき込む。四角い塔とうの石壁を、見覚えのある大きな橇そり船ぶねが這はうようにして上ってきていた。

「ヘックッ。なんで」

「どうせおれがいなくて困ってるだろうと思ってな。お前が魔法の護ご符ふを持ってることを思い出してそれを辿たどってきたら、すげえ魔法の力を感じたんだよ」

　そう言いながらも、橇船は窓の高さを通り過ぎて、そのまま塔の頂上まで登っていく。

　……そうか。止まったら落ちちゃうんだっけ。

　異変に気づいた白はく銀ぎんの騎き士しがその腰こしにぶら下げていた長剣を引き抜き、それを高く掲げた。兵士たちが手の槍やりを突き出すようにして一いつ斉せいに構え、その脚あしに力を込める。アルボルトの騎士が剣を振り下ろして命令を下そうとした時、しかしそれを遮さえぎるようにしてシャラシエの騎士が倒れ込んでいった。

「貴様、何の真ま似ねだっ」

「す、すまん。賊ぞくに刺さされた怪け我がのせいで、ふらついてしまった」

　言いながら、トエインはラドに向かって小さく目配せをしてきた。城の中へ忍び込んだ時と同じ、行け、という合図だ。ラドは頷うなずくと、窓へと飛び乗った。

「ヘック」

「分かってるっての。いいか、こんな場所を走り続けるのはきついんだから、一発で決めろよっ」

　ラドはセネマを見た。親友は青ざめた顔で頷く。

「……他に方法はなさそうだな」

「エニル、王女様も──」

　しかしそう言った時には、二人は──いや一人は、すでに迫せり持もち式しきの窓へとよじ登り、そして窓の外へと身を躍おどらせていた。ラドはその後を追いかけるようにして窓から飛び降りて、セネマの悲鳴を聞きながらも、何とかヘックにしがみついたのだった。







　その後聞いた話によると、アルボルト国との外交交渉の話はひとまず白紙に戻ったらしい。何でも賊ぞくに誘ゆう拐かいされるような物ぶつ騒そうな場所に王女を預けておくわけにはいかない、と、シャラシエの大だい導どう師しが強く主張をしたのだという。つまりラドたちは、シャラシエの王女を城の部屋から連れ去って、あの塔とうに閉じ込めようとした誘ゆう拐かい犯はんであり、それに気づいたトエインたちが賊を捕まえようと街壁まで追いかけた、とそういう事のようだ。

　……いくら話を上う手まくまとめるためとはいっても、僕らを誘拐犯にするのはちょっと酷ひどいんじゃないかと思うけど。

「試合も終わったし、そろそろ行くか？」

「そうだね」

　頷うなずいて、勝者への声援が木霊こだましている中庭に背を向けて二人は歩き出した。少しずつ人混みと歓声が遠ざかっていく。

　と、親友がぽつりと言った。

「……よかったのか」

「何が？」

「王女様が新しく作るという、直属の騎き士しのことだよ」

「……なんだ、セネマ、知ってたんだ」

「ああ、俺おれも──」

「もちろん知ってるわよね」背中の方から大きくはないがしかし凛りんとした存在感のある声が言った。「セネマも断ったんだから」

　その声に驚いて振り返る。動きやすそうな麻あさ織おりの短たん衣いとズボン姿の少女が近づいてくる。

「なんで……」

　慌あわてて、露ろ台だいを振り返る。だいぶ遠くなってしまっていたが、しかし壇だん上じように上った優勝者のトエインと、祝福を与えようしているシャラシエの王女の小さな姿が確認できた。

「よくできているでしょう？」

　少女はラドたちの隣となりへとやってくると、並んで壇上を見上げた。

「近くで見ても、黙だまっていたらそう簡単には気づかれないです……わよ。あれは人形、パデウカのね。もう用なしだから引きとれと言われて。もちろんお金はがっちり取られたけれど。それを、あの鏡かがみに宿っていた精せい霊れいにあげたの。鏡は壊こわしてしまったし、あれは私をよかれと思ってしてくれたことでしたし……ね」

「…………」

「ずっと見ていただけあって色々な事情にもけっこう詳くわしいみたい。もちろん、まだ長い時間代わってもらうのは無理だけど、少しだけならあんな風ふうにね」

「そっか……いえ、そうなのですか」

　気づいて言い直したが、視線を下ろした先では、王女がその整った眉まゆをわずかに寄せていた。

「ラド、次、そのような話し方をしたら、不ふ敬けいの罪で処罰します」

「……はい。申し訳ありません、エニレウェス様」

　そう謝って、頭を下げる。そうだ、相手はもう一国の王女様であって、誰だか分からずふらふらしていたあの少女ではないんだ。

「ラド、あたしが言ったことが分からなかったのですか？」

「いえ、ですから、王女様……」

　頭を上げると、その魔ま法ほうの都みやこの王女は何とも言えないような顔つきでラドを見ていた。怒っているのだろうか？　それとも困ってるのだろうか？

「そこからです。あたしのことはエニルとお呼び……なさい」

「えっ……」

「そんな風ふうに他人行ぎよう儀ぎにはしないで、とそう言っているのです。すべてはっきりと覚えています。ラドのこと、セネマのこと、ヘックのこと。一緒に旅したこと、それが楽しかったこと、そして──」そこまで言って魔法の都の王女はためらった。細い髪かみの合間から覗のぞく顔が赤く染まっていた。「王女として色々と恥ずかしい真ま似ねをしたことも」

　不思議な感覚だった。少し頰ほおのあたりがふっくらとしたように見えるが、その外見はあの精せい霊れいだと思っていた少女そのものだったし、態度や仕し草ぐさ、雰ふん囲い気き、いたるところからもその面おも影かげが感じられる。自分たちのこと、そして旅していたことをすべて覚えているというのも本当なのだろう。考えてみれば当たり前だった。あの一緒に旅をした気ままな少女は消えたわけじゃなく、元の一人に戻っただけなのだから。今目の前にいる魔法の都の王女の中にエニルはいる。

　だが、それでも、やはり目の前にいるのはエニルではない。それが分かってしまう。

「仰おつしやりたいことは分かりました。つまり今までどおりに接してくれということですね？」

「そうそう、セネマ。そうです。そういうことです」

「俺おれたちとしても、正直言ってそれはありがたいです。さすがに違和感がありますから。それで早速、遠えん慮りよなく言わせてもらいますが」セネマが言う。「だからって、王女様は無理してエニルのように振る舞おうとはしないでほしい。そんな風に上品な表情をしたところなんて一度も見たことないし、なんかむずがゆくなるような変な感じがしますから」

「……はい」

　セネマの言葉に王女は目を伏せながら頷うなずいた。そして、続けて言った。

「だから言ったじゃない。いくら真似しようとしたって、絶対ばれるって。それにしても相変わらずね、セネマは」

「……なんだ？」

　セネマが怪け訝げんそうに尋ね返したが、しかし返事はなかった。魔法の都の王女はセネマのことを見てはいなかった。粉雪で湿しめり気けを帯びはじめている土の地面を睨にらみつけながら、王女はさらに続けて言った。

「うるさいですよ。だいたい、あなたが旅の間あまりに品のない態度をしていたから、ばれてしまったのでしょう」

「人のせいにするわけ？」

「本当のことです。それに人のせいにはしていません。自分のせいにしているんです」

「そうだったわね。まったく、まだ慣れないわ。でもとにかく、約束よ。あたしじゃないって事がばれたら、今日の会話はあたしに任せるって」

「……仕方ありません。ですが、あまり勝手なことはしないでください」

　王女はそうため息をつくと、口を閉じた。

　その間、シャラシエの王女はずっと一人で会話をしていた。その様子はいつか立ち寄った街で見かけた旅芸人の一人芝しば居いのようだ。

　だが、これはそれとは違っている。二人いた。実際にその場にいるのは一人で、口を開いて喋しやべっていたのも一人。けれど、二人いる。

　一人は王女。そしてもう一人は──

　身動きしやすそうな格好をしたその少女をラドは見つめた。と、魔ま法ほうの都みやこの王女が、いやお気楽な少女が、軽く手を挙げた。

「ラド、久しぶり」

「……エニル、なの？」

「何よ、それ」少女は眉まゆ音ねを寄せると明らかに不ふ機き嫌げんな顔つきになって、ラドを睨にらんだ。「もうあたしのこと忘れたとか言うんじゃないんでしょうね」

「そんなんじゃないけど、でも、なんで……」

「まあ、何となく分かってるかもしれないけど、あたしたち二人一緒にってところまでは上う手まくいったんだけど、元どおりの一人には戻りきれなかったのよ。二つに分かれた時の魔法をうち消せるだけの力、つまり本気で一つに戻りたいっていう思いが足りないんじゃないかって──まあこれはお爺じいさんの予想なんだけど。何にしても、今のあたしたちは一人に戻りきるにはまだ何か足りないみたい」

　そう言うと、エニルは軽く肩かたを竦すくめた。

「足りないみたい、ってね、何を人ごとみたいに言ってるのさ」

　ラドは呆あきれた。呆れながら、確信した。

　間違いない、エニルだった。相変わらず暢のん気きというかお気楽というか……まあ、自分が誰だか分からなかったり、消えてしまうかもしれないなんていう状況と比べたら、たいした問題じゃないのかもしれないけど。一人に戻れていないというのも十分大問題だろうに。

　だけど、なんで僕はほっとしたような気分になってるんだろう？　いやほっとしてるというよりも──

「だってしょうがないじゃないの、どうしようもないんだから」エニルが言う。「まあいずれ、あたしがもう一人のあたしに、あたしみたいになりたいって本気で思わせてあげるわよ。そうすればたぶん一人に戻れるでしょ」

「私のように、です」

　エニレウェス王女がそう反論すると、エニルが肩を竦すくめた。どちらも一人で行っているのだが、しかしもう二人が会話しているようにしかラドには見えなかった。

「とまあ、こんな風ふうにいつも喧けん嘩かし合ってるわけ。初めのうちは舌したがもつれたり、唇くちびる嚙かんだりして色々苦労したけど、もうだいぶ慣れた」

「こんな真ま似ねをいつも人前でやってるの？」

「まさか。このことを知ってるのは王宮内でもわずかな人たちだけだし、人がいるところではちゃんと頭の中でやり合ってるわよ、まだそっちはちょっとこつをつかめてないけどね。でもほら、二人ならこの方が分かりやすいかな、と思ってさ」

「そっか」

「それで話は戻るんだけど」エニルは腰こしに手を当てると、ラドとセネマを交互に睨にらみつけた。「本当にどういうつもりよ、あんたたち？　せっかくの騎き士しになる機会を……ううん、あたしの誘いを断るなんて。これじゃ、わざわざ頼み込んで作ったあたしが馬鹿みたいじゃないの」

　セネマはあっさりと首を振った。

「俺おれは騎き士しになど興味ない」

「それじゃ、ラドは？　あんたは騎士になりたがってたんだから、セネマみたいな言い訳は通用しないからね」

「言い訳ってなんだよ。俺は本当に騎士なんて──」

　セネマはそう抗議したが、しかしエニルは無視して続ける。

「あたしが必死に色んな偉えらい人たちに話して、あんた、槍やり試合に参加するどころか騎士にもなれるようになれたのに、なんで断ったのよ」

「…………」

　ラドは静かに目を閉じた。

　そういえば、そうだった。騎士になるために槍試合に参加しようとして断られて、エニルを貴族のお嬢じよう様だと思って口添えを頼もうとした。そこから全すべては始まったのだ。それが相手はお嬢様どころか一国の王女様で、口添えどころか新しい騎士団まで作ってしまったというのだから、ずいぶんと状況が変わったものだ。

　だけど、変わったのはそれだけじゃなかった。

　ラドは目を開くと、シャラシエの王女を見つめた。

「それでは、王女様。一つお尋ねしてもよろしいでしょうか」

「あんた何を言って──」

「王女様は僕に騎士として仕つかえないかと仰おつしやいました。それは本当に騎士として僕を必要とされているからなのでしょうか？」

　ラドの質問に、エニルは、シャラシエの王女はしばらくじっとしていた。それから微笑ほほえんで、ゆっくりと首を横に振った。

「まさか。シェラシエは小国だけどアルボルトの騎き士しにだって負けない立派な騎士が大勢いるのよ。ま、今のラドの腕うででは相手になんてならないのはたしかね」

「……正直だねえ」ラドは苦笑した。「だったら、やっぱり引き受けることはできないよ。そんなんで騎士になっても意味ないし。それに……」

「それに？」

　ラドは腰こしの小剣を見つめた。あの塔とうでの一件から、また揮ふるうようになった。けれど、同時に魔ま法ほう書しよも読み始めた。荷に袋ぶくろの中には二冊目の魔法書が入っている。

「僕は魔法を教えてくれてた師し匠しように捨てられて、剣を手に取ることにした。けど、それだけじゃ駄だ目めなんじゃないかって、一緒に旅をしているうちにそう思うようになった。だからもう一度そこから考えようと思ってるんだよ。剣にしても……魔法にしても」

　エニルが驚いた顔で瞬まばたきをした。

「ねえ、セネマ。これは自覚が出てきたと喜ぶべきこと？」

「さあな」

「まあ、とりあえずあんたにも理由があることは分かったから今はそれでよしとしとくわよ。新しい騎士の方はあたしが勝手に作って結局誰もいないわけだから、どうとでもなるし」

「ごめん」

「でも、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「なにが？」

「だって、いつもラドは煮にえ切らないし、頼りないじゃないの。そうだ、いっそあたしも一緒に──いたたっ」

　エニルが自分で自分の頰ほおをつまみ上げていた。

「なにするのよ」

「またラドウィン様にご迷めい惑わくをおかけするわけにはいきません」

「……ちょっと言ってみただけでしょ」

「半分以上本気だったでしょう。それに」王女がすまなそうに言う。「そろそろ戻らないと」

「もうなの？」

「ええ。あの子に任せきりというわけにはいきませんから」

「でももう少しくらい──」

「王女になると決めたのでしょう、あなたも」

　エニルは唇くちびるを嚙かみしめて、それからゆっくりと頷うなずいた。

「……そうだったわね、分かった。でも騎士の件はひとまずなくなっちゃったんだし、その前にあたしたちを助けてくれた二人の恩人へお礼くらいはしないと。王女としてそういうのも大事なんじゃないの？」

「それはそうですけど……いったいどうするつもりなのです。何も持ってきてはいませんけど……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あたしに任せなさいって」

　訝いぶかしげなもう一人の自分に自信満々といった様子でそう答え、エニルは再びラドたちのことを順々に見回した。

「そういうわけだから、二人には特別に──」

「俺おれはいらない」

「僕もいらない」

「……あんたたち、なによそれは。あたしの王女としての初仕事でもあるんだから、付き合いなさい。あたしは王女なんだから、逆らったら何だっけ……そうそう、不ふ敬けい罪ざいって奴やつになるわよ」

「……はいはい」ラドはため息をついた。ひょっとしたらお礼の意味を分かってないんじゃないだろうか。「それで何をくれるわけ？」

　エニルは真剣な表情をしてラドの正面に立つと、その吸い込むような深い黒色の瞳ひとみで見つめてきた。大きく息を吸い込み、そして凛りんとした存在感のある声が響き始めた。

「シェラシエの長おさ、エニレウェス・リーウェン・シェラシエが空に、海に、大地に、八や百お万よろずの精せい霊れいたちにお願い奉たてまつる。ラドウィン、この者の行く手に幸さち多からんことを、道の灯ともし手があらんことを、そして、我が手と交まじわらんことを。それらの願いが聞き届けられるよう、シャラシエの長は祈いのりを捧ささぐ」

　エニルの手がふわりと動いた。もう半透明でもなく揺らいだりもしていないたしかな手が、ラドの両頰ほおを挟はさみ込んで、そして軽く引き寄せた。

「会った時言ったわよね、役やく得とくじゃ見る以上はなしだって。だからこれは役得なんかじゃないわよ」

「…………」

「本当はセネマにもお礼をしたいところなのだけれど、あんたはあたしの口づけなんて嫌いやか」

「……お前だって嫌だろうが」

　セネマが憮ぶ然ぜんとした顔で答えると、エニルはからかうような笑みを浮かべた。

「あら、あたしはしたいけど？」

「いい加減になさいっ」そう言った王女の顔は赤く染まっていた。開いた手のひらの中にその顔をうずめる。「この身体からだは、あなただけのものではないのですよ。そ、それを自分だけで勝手にそんな事を……」

「何よ、このくらいでうるさいわね。口にしたわけじゃないじゃないし、あんたがしたくなった時にはあたしがじっとしててあげるわよ」

「わ、私はそんな事はいたしません」

「これじゃ、まだまだ時間がかかるわねえ」

　エニルはため息をつきながら顔を押さえていた手のひらを唇くちびるに当てて、セネマに向かって投げた。

「ごめん、仕方ないから、セネマはこれで我が慢まんしておいて」

「……もう勝手にしろよ」

「そういうわけで、あたしはもう一人のあたしの面めん倒どうを見なくちゃいけないから一緒に行けないけど、あたしがいなくてもしっかりやりなさいよ。それでちゃんと報告しに来るんだからね。いいわね、二人とも」

　そう言ってエニルは笑った。

　相変わらずだな、まったく。

　だけど、やっぱり笑った顔は一番似合って見える。

「はいはい、分かったよ」

　だから、ラドは頷うなずいた。







　私は椅い子すに座り、鏡かがみを覗のぞき込んだ。磨みがかれた鏡きよう面めんに私自身の姿が映っているのは、まだ少し不思議な感じがする。今まではずっとこの中から見ていただけだったから。

　王女のことをよく知っている何人か、例えばエイオラには一目で見破られてしまったけれど、ほとんどの人には気づかれなかった。それほど私は王女とよく似ているらしい。何しろ、パデウカというこの人形を作った女魔ま法ほう使つかい自身すら驚いたほどだ。これならお前と契約しておけばよかったとか、言っていた。

　そう言えば、そのパデウカと一緒にいたヘックとかいうのは生なま意い気きな奴やつだった。偉えらそうに私の事を批評したのだ。表情がぎこちないだの、もっとも王女なんだからそのくらいでいいかだの。まったく余計なお世話だ。

「ここにいたの」

　部屋の扉とびらが開いて、王女が入ってきた。最近の王女はあの時やってきたあいつのような格好をしていることが多い。その方が動きやすいらしい。

　私はあいつのせいで王女が苦しんでいると思っていた。身勝手で、わがままな王女の心。そんなものがあるせいで、王女は悩み苦しんでいるのだと。

　それは正しかったと今でも思っている。あいつが戻ってきてからというもの、王女はまた色々と悩んだり苦しんだりし始めているようだから。

　しかし、戻ってきたものはそれだけではなかった。

　王女が笑うようになった。

　その理由は私には分からない。鏡かがみから王女のことを見続けていて人のことはずいぶん分かったつもりになっていたが、まだまだ私は知らなければならないことがあるらしい。

　その事を思うと私は複雑な気持ちになるのだが、もっと気に入らないことがある。王女が一番楽しそうな笑顔を見せるのは、あの愛あい想そに乏とぼしい剣士と、剣士だか魔ま法ほう使つかいだか分からないもう一人との旅について話している時である事だ。これはまったく気に入らない。

「さあ、いきましょう。今日は作法の勉強ですね」

　王女が微笑ほほえみながらそう言ったのを見て、私は椅い子すから立ち上がった。

　とにかく私はこれからも一番傍そばで王女のことを見続けよう、と思う。そして、今度は笑顔を向けてもらえるような何かを王女にしてあげられるように。

「分かりました」

　一番見慣れた、そして笑っているその顔に向かって、私は自分の声でそう答えた。










　あとがき




　本のあとがきに謝しや辞じばかりが長く並んでいるのを見た時、軽くがっかりした覚えがあります。もっと別のことが読みたいと思ったわけですが、いざ自分が書く場面になってみて、謝辞が長くなる気持ちが本当によく分かりました。このあとがきもお礼ばかりになりますが、ただその前に新人としての自己紹しよう介かいをしておこうと思います。




　皆様初めまして、水みず藤ふじ朋とも彦ひこと申します。

　元々別の小説で電撃小説大賞に応募しておりました。その作品は二次選考を通過したところで力尽きてしまったのですが、その後編集の方から「デビュー目指して頑がん張ばってみませんか」というお声をいただいて、ああだこうだすったもんだがあった末この小説が生まれて、今そのあとがきを書いています。




　もちろんそれは色々な方々のご助力があったからこそです。校こう閲えつ様やデザイナー様を始め様々な形で関わってくださった多くの皆様、どうもありがとうございました。

　特に編集の三み木きさんには、声かけからずっとご面めん倒どうとご迷めい惑わくをかけっぱなしです。あの、一つだけ言い訳すると、うち合わせ中時々黙だまるのは聞いてないわけではないんです。考えたりメモを取ったりしていると、シングルタスクな頭がそれだけで一杯一杯になるだけなんです！　……声かけた事を後悔されていないよう願いつつこれからもどうかよろしくお願いします。




　イラストの菊きく池ち政せい治じさん。今この本を手にとってくださっている方の多くは、菊池さんのイラストに惹ひかれてのことではないかと思います。主役たちはもちろんなのですが、脇わき役やくたちまでとても魅み力りよく的てきなデザインをしてくださいました。中でも○○○と××××。展開上その出番の少なかったことが個人的にも残念でなりません。もっと見たかった。




　有形無形の援助をしてくれている家族や友人にも。なかなか表だって言うことはありませんが感謝しています。本当ですって。




　最後に、今この本を手に取り、このあとがきを読んでくださっている皆様へ。

　毎日沢たく山さんの本が出版され、それと変わらないほどの本が段ボールで送り返されています。そんな書籍の洪こう水ずいの中、このまったく無名な新人の本を手に取ってくださっていることには、ただただ感謝の言葉しかありません。本当にどうもありがとうございます。

　この物語が、面白かった、読んでよかったという形で少しでもそのご恩に応こたえることができたなら、これ以上嬉うれしいことはありません。
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水みず藤ふじ朋とも彦ひこ

文章を書くことだけはずっと好きだったいい年した新人物書き。当面の目標は筆名でのやりとりに慣れることと、予備のキーボードを探すこと。写真はずっと片目が確定している机の上のだるまさん。
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イラスト／菊きく池ち政せい治じ

はじめまして菊池と申します。今回はお誘いくださいましてありがとう御座います。色々勉強させて頂きました♪　また次回があれば。
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ラドウィンの冒ぼう険けん








水みず藤ふじ朋とも彦ひこ





発　行　　　　2015年9月10日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2008 TOMOHIKO MIZUFUJI





※2008年12月10日発行の電撃文庫『ラドウィンの冒険』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p033.jpg





item/image/p318.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p191.jpg





item/image/p273.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p069.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p386.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		第六章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p376.jpg





item/image/k002.jpg
\ WEISEH M-
[ QESRSOSI R —

KEsESHH HIIR

[HQiE M JOHRONMIIONS
107 3OS g |





item/image/k001.jpg
=






item/image/k004.jpg
| | NFINNHESH
/ AW [eoe s INL DY N (0S40 80
\ \ 4 AFINNHLIRKS1146:0.2

SIS

45





item/image/k003.jpg
vl INZAH L E o ORH Hix >
vl [H! 12 3050.00NSH IR R |

\_T._.{_uQEH.A «J

}/Mjﬁa?o %rwi ,






item/image/k005.jpg
012
148
- 227

3

YL o

267
- 362

BHEE
BEANE

Design': Yoshibiko Kamabe(zen)





item/image/photo.jpg





item/image/p128.jpg





item/image/p248.jpg





item/image/p009.jpg
5#&1—35’55;@

IKiERAZ

AP Rl b





